
地
域
づ
く
り
８
月
号
（
通
巻
３
５
０
号
）　

平
成
30
年
8
月
1
日
　
一
般
財
団
法
人
　
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
発
行

マイキープラットフォームと地域活性化

本誌は、 の社会貢献広報事業として助成を受け作成されたものです

2018

8
ISSN  1340-8917本編

明日をひらく地域活性化のための情報誌

8月号本編_00_表1-4_初永.indd   すべてのページ 2018/07/13   16:33



ＣＯＮＴＥＮＴＳ

表
紙

お
盆
の
大
献
灯
・
大
山
和
傘
灯
り

（
鳥
取
県
西
伯
郡
大
山
町
）

鳥
取
県
西
部
に
位
置
す
る
大
山
町
は
、
南
北
わ
ず
か

20
㌔
の
間
に
日
本
海
か
ら
中
国
地
方
最
高
峰
の
大
山

（
標
高
１
７
２
９
㍍
）
の
頂
ま
で
を
含
む
、
海
と
山
、

双
方
の
恵
み
を
た
っ
ぷ
り
と
い
た
だ
い
た
自
然
豊
か
な

町
で
す
。

大
山
隠
岐
国
立
公
園
の
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ
る
大
山

は
、
古
く
か
ら
人
々
の
信
仰
の
対
象
と
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
２
０
１
８
年
は
、
大
山
寺
が
開
創
さ
れ
て
か
ら

１
３
０
０
年
を
迎
え
る
記
念
の
年
に
あ
た
り
、
年
間
を

通
し
て
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
す
。

今
や
大
人
気
の
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
た
お
盆
の
大
献

灯
・
大
山
和
傘
灯
り
も
、
今
年
は
期
間
を
延
長
（
８
月

10
日
〜
13
日
、
24
日
〜
26
日
、
９
月
22
日
〜
24
日
）
し

て
開
催
さ
れ
ま
す
。
ユ
ラ
ユ
ラ
揺
れ
る
絵
灯
籠
の
や
さ

し
い
灯
り
に
加
え
、
大
山
寺
本
堂
や
大
神
山
神
社
奥
宮

に
続
く
石
畳
の
参
道
で
は
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
約

１
２
０
本
の
色
と
り
ど
り
の
和
傘
が
、
大
山
の
夏
の
夜

を
美
し
く
染
め
上
げ
ま
す
。

詳
し
く
は
「
鳥
取
大
山
観
光
ガ
イ
ド
」
で
検
索
し
て

く
だ
さ
い
。
皆
様
の
お
越
し
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
＝
大
山
町
観
光
案
内
所

 

（
０
８
５
９
‐
５
２
‐
２
５
０
２
）

（
写
真
提
供
＝
（
一
社
）
大
山
観
光
局
）

大山夏夜の風物詩「大山和傘灯り」

 1 巻頭エッセー／笑いあふれる持続可能な神奈川を目指して 黒岩祐治（神奈川県知事）

レギュラーリポート

●群馬県前橋市 自治体ポイントに変換、買い物を通じて地域を応援 綱島勇生
●東京都豊島区 マイキープラットフォームを活用した商店街活性化 柏木正博
●神奈川県相模原市 「さがみはらポイント」で地域を活性化 増渕あすか
●三重県津市 マイナンバーカードと公共交通を結びつけ高齢者の外出支援 山口尚利
●京都府 「めいぶつチョイス」で地域産品の販路拡大 青木耕一郎
●香川県高松市 「高松市ポイント」始めました 岡田光生
●熊本県小国町 地元の偉人で地元を興す「北里柴三郎ポイント」 田邊国昭
●宮崎県都城市 美術館、博物館、温泉施設などでポイント利用 佐藤泰格
●山梨県小菅村 交流人口から関係人口へステップアップ 青柳慶一
●熊本県阿蘇市 自治体ポイントで復興支援 吉岡喜代信

【特集編では基調論文、全14事例を全て掲載～特集編のみに掲載される事例は以下の通り】

“ がんばる地域 ”応援事業　神奈川県小田原市
地域全体が学び舎、子どもや農家が地域の先生
 帰山寧子

地方創生実践塾　島根県海士町
「ないものはない」離島からの挑戦
 豊田庄吾

国内調査報告　石川県、金沢市
シビックテックによる市民参加型のまちづくり
書籍紹介

アンテナショップ情報　兼子友美
開設10周年を迎える「あきた美彩館」の現

い

在
ま

地域づくり団体全国協議会
各団体をつなぐネットワークの再生が重要

  グラビア

表3 手前みそですが… 【奈良県大和郡山市】

リーダー塾修了者エッセー
持続可能な未来に向け、椿を中心とした島づくり
 荻野　了

地域づくりは人づくり
―「オフ」から「オン」へ―
多様な人とつながる場が地域づくりへの第一歩
 後藤好邦

首長の思い
「華のある都

ま

市
ち

古河」の実現にむけて
針谷　力（茨城県古河市長）

特　集 マイキープラットフォームと地域活性化
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２０１８- 8
 2  マイキープラットフォームの有効活用 冨田勝己（野村総合研究所

上級コンサルタント）

 6 宮城県石巻市 「石巻市ｉポイント」で震災からの復興を支援 佐藤宏幸

 8 埼玉県川口市 商店街利用客のインセンティブとして活用 江原季佳

 10 和歌山県白浜町 マイレージサービスのポイントが白浜温泉で使える 松本浩樹

 12 福岡県宗像市 世界遺産登録をきっかけに自治体ポイントで産業振興 吉永さつき
 14  キャッシュレス化を伴う地域経済好循環拡大について 猿渡知之（総務省大臣官房審議官

（地域情報化担当） ）

基調論文

副基調論文

大和郡山市

奈
良
県

234

大和郡山市は、奈良県北部で奈良
市の南側に隣接しており、市街

地は郡山城の城下町として栄えた風情
ある街並が今もなお残っています。
郡山城は大和でもっとも大規模な城

郭で、近年、追手門・追手向櫓・東隅
櫓などの門や櫓（やぐら）が復元さ
れ、往時の威容をしのぶことができま
す。2017年には「続日本の100名城」
に選ばれています。古くから桜の名所としても知られ、春になると城郭一帯が桜の
花で包まれ、この時期に開催される「お城まつり」には約30万人もの人が訪れ、
1990年には「日本さくら名所100選」のひとつに選ばれています。
また、大和郡山市は日本でも指折りの金魚の名産地であり、多数の金魚池が見ら

れます。また、金魚すくいも有名で、毎年８月の第三日曜日には全国金魚すくい選
手権大会が開かれており、約２万人が集う一大イベントとなっています。

█郡山城天守台展望施設
4年かけて整備し 2017 年 3月から一般
公開。展望施設からは大和郡山や奈良盆
地のまちなみを堪能できます

█金魚
大和郡山の金魚養殖は約300年の歴史
を持ち、現在は年間5800万尾を出荷。
日本有数の金魚の生産地として知られ
ています

█金魚池
市街地を中心にいたるところに金魚池
があり、大和郡山市ならではの風景を
堪能できます

█全国金魚すくい選手権大会
毎年8月第三日曜日に開催されており、全国
から大会参加者が集結し、熱狂的な盛り上が
りをみせます

█盆梅展
毎年2月から3月上旬にかけて開催され、「盆
梅」を日本でもめずらしい「お城の櫓」の中
で堪能できます

█城下町街並（紺屋川）
かつて城下町と栄えた風情ある街並を市
街地のいたるところで感じることができ
ます

█郡山城
天正8年（1580年）に筒井順慶が築城。桜の名所としても有名で春には「お城まつり」が
開催されます

平
和
の
シ
ン
ボ
ル
、

金
魚
が
泳
ぐ
城
下
町

大
和
郡
山
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「
い
の
ち
」「
氣
」「
食
」「
未
病
」「
共
生
」「
笑
」

私
の
知
事
室
に
は
私
自
身
が
書
い
た
大
き
な
書
が
た
く
さ
ん
掲

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
新
聞
社
主
催
の
書
道
展
で
大
き
な
字
を
書
こ

う
と
い
う
公
開
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
、
毎
年
書
き
続
け
て
き
た
も
の

で
す
。
自
分
の
部
屋
に
自
分
の
書
ば
か
り
飾
っ
て
い
る
の
は
奇
妙

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
私
が
一
つ
一
つ
の
政
策
に
対
し
て
ど
ん
な

思
い
を
込
め
て
い
る
の
か
、
お
分
か
り
い
た
だ
け
る
は
ず
で
す
。

私
が
最
初
に
書
い
た
文
字
は「
い
の
ち
」で
し
た
。
キ
ャ
ス
タ
ー

時
代
の
救
急
救
命
士
誕
生
に
つ
な
が
っ
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
報
道
が

私
の
原
点
で
、
そ
こ
か
ら
「
い
の
ち
」
と
い
う
言
葉
を
大
切
に
し

て
き
ま
し
た
。
知
事
選
に
立
候
補
し
た
際
に
真
っ
先
に
掲
げ
た
フ

レ
ー
ズ
が
「
い
の
ち
輝
く
神
奈
川
」
で
し
た
。

「
い
の
ち
輝
く
」
た
め
に
何
が
必
要
な
の
で
し
ょ
う
か
。
医
療

体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
重
要
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は

「
い
の
ち
」
は
輝
き
ま
せ
ん
。
平
和
で
、安
全
・
安
心
の
地
域
社
会
、

良
好
な
環
境
、
豊
か
で
安
全
な
食
、
充
実
し
た
農
業
や
漁
業
、
行

き
届
い
た
教
育
、
ク
リ
ー
ン
で
安
全
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
体
系
、
清
潔

で
し
っ
か
り
と
し
た
住
居
、
活
発
な
経
済
活
動
、
し
っ
か
り
し
た

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
…
。
こ
れ
ら
の
す
べ
て
を
総
合
的
に
連
関
さ
せ

な
が
ら
、
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

そ
し
て
、
人
生
百
歳
時
代
に
お
い
て
も
、「
い
の
ち
」
が
輝
く

た
め
に
は
、
病
気
に
な
っ
て
か
ら
治
す
と
い
う
発
想
か
ら
、
食
・

運
動
・
社
会
参
加
を
通
じ
て
「
未
病
（
Ｍ
Ｅ

－

Ｂ
Ｙ
Ｏ
）」
を
改

善
し
、
健
康
な
状
態
を
長
く
続
け
る
と
い
う
発
想
に
切
り
替
え
る

こ
と
が
必
要
で
す
。「
未
病
」
と
は
、
健
康
と
病
気
を
二
項
対
立

で
と
ら
え
る
の
で
は
な
く
、
健
康
か
ら
病
気
を
連
続
的
に
変
化
す

る
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
で
と
ら
え
よ
う
と
す
る
考
え
方
で

す
。
こ
の
「
未
病
」
こ
そ
、
超
高
齢
社
会
を
乗
り
越
え
る
た
め
に

最
も
大
切
な
コ
ン
セ
プ
ト
だ
と
発
信
し
続
け
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
県
の
未
病
産
業
研
究
会
に
６
０
０

社
近
く
の
企
業
が
参
加
す
る
な
ど
、
産
業
政
策
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
県
西
部
未
病
戦
略
エ
リ
ア
の
拠
点
と
し
て
の
未
病

バ
レ
ー
「
ビ
オ
ト
ピ
ア
」
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
地
域
振
興
策

と
し
て
も
活
用
し
て
い
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
取
り
組
み
の
結
果
、

２
０
１
７
年
２
月
、
政
府
の
健
康
・
医
療
戦
略
改
訂
版
の
中
に
明

確
に
「
未
病
」
と
い
う
言
葉
が
入
っ
て
閣
議
決
定
さ
れ
、
国
全
体

の
政
策
と
し
て
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
、
最
近
、
同
じ
よ
う
な
考
え
方
が
全
く
違
っ
た
文
脈

で
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可

能
な
開
発
目
標
）
で
す
。
２
０
３
０
年
の
世
界
の
あ
り
方
を
導
こ

う
と
国
連
で
決
定
し
た
も
の
で
、
将
来
に
わ
た
り
、
私
た
ち
の
暮

ら
し
が
、
持
続
可
能
な
形
で
改
善
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
世
界
を

変
え
る
た
め
の
17
の
目
標
を
掲
げ
、
総
合
的
に
課
題
解
決
に
向
け

て
進
ん
で
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

そ
の
17
の
目
標
は
、
私
が
「
い
の
ち
輝
く
」
た
め
に
必
要
な
要

素
に
上
げ
た
も
の
と
ほ
と
ん
ど
一
致
し
て
い
ま
し
た
。
国
連
で
採

択
さ
れ
た
の
が
２
０
１
５
年
、
私
が
掲
げ
た
の
が
２
０
１
１
年
で

す
か
ら
、
こ
れ
ぞ
神
奈
川
の
先
進
性
だ
と
、
思
わ
ず
胸
を
張
り
た

く
な
り
ま
し
た
。

す
る
と
、政
府
が
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
」
と
し
て
29
自
治
体
、

特
に
先
導
的
取
り
組
み
と
し
て
10
自
治
体
を
モ
デ
ル
事
業
と
し
て

選
定
し
た
中
で
、
嬉
し
い
こ
と
に
都
道
府
県
で
選
定
さ
れ
た
の
は

神
奈
川
県
だ
け
で
し
た
。
し
か
も
、
10
自
治
体
の
中
に
横
浜
市
、

鎌
倉
市
も
入
り
、
神
奈
川
県
勢
が
高
く
評
価
さ
れ
た
こ
と
は
と
て

も
誇
ら
し
い
こ
と
で
し
た
。

そ
し
て
、
今
年
の
書
道
展
で
私
が
選
ん
だ
文
字
は
「
笑
」
で
し

た
。「
い
の
ち
輝
く
」
社
会
を
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
し
た
時
、
そ

れ
は
笑
い
が
あ
ふ
れ
て
い
る
社
会
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
か
ら
で

す
。
笑
い
は
ゴ
ー
ル
で
あ
る
と
と
も
に
手
段
で
も
あ
り
ま
す
。
笑

う
こ
と
に
よ
っ
て
、
笑
い
は
拡
が
り
、
笑
い
は
あ
ふ
れ
て
い
き
ま

す
。
超
高
齢
社
会
は
と
か
く
暗
い
イ
メ
ー
ジ
で
語
ら
れ
が
ち
で
す

が
、
笑
い
あ
ふ
れ
る
明
る
い
持
続
可
能
な
超
高
齢
社
会
の
モ
デ
ル

を
神
奈
川
か
ら
作
り
出
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

黒岩　祐治神奈川県知事

笑いあふれる
持続可能な神奈川を目指して
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特 集
マ
イ
キ
ー
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
は

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
活
用
し
、
公
共
施
設
な
ど

の
様
々
な
利
用
者
カ
ー
ド
を
１
枚
で
対
応
で
き
る
よ
う
に

し
、
各
自
治
体
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
や
健
康
ポ
イ

ン
ト
な
ど
を
ク
ラ
ウ
ド
化
し
、
飛
躍
的
な
低
コ
ス
ト
化
を

図
る
こ
と
に
併
せ
、 

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社
な
ど
の
ポ

イ
ン
ト
や
マ
イ
レ
ー
ジ
を
地
域
経
済
応
援
ポ
イ
ン
ト
と
し

て
全
国
各
地
に
導
入
・
合
算
し
、
様
々
な
住
民
の
公
益
的

活
動
の
支
援
と
地
域
の
消
費
拡
大
に
つ
な
げ
よ
う
と
す

る
」（
自
治
体
ポ
イ
ン
ト
ナ
ビ
よ
り
引
用
）
こ
と
を
目
的

と
し
て
、マ
イ
キ
ー
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
構
築
さ
れ
た
。

誰
も
が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
保
有
す
る
、
あ
る
い

は
持
ち
歩
く
よ
う
に
な
っ
た
状
態
を
想
像
し
て
ほ
し
い
。

こ
れ
が
行
政
機
関
だ
け
で
な
く
、
様
々
な
民
間
事
業
者
で

も
（
例
え
ば
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
代
わ
り
に
）
使
え
る
よ
う

に
な
っ
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ

ー
ド
会
社
な
ど
の
ポ
イ
ン
ト
や
マ
イ
レ
ー
ジ
を
交
換

し
て
、
自
治
体
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
使
え
る
よ
う
に

な
っ
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
か
。
既
に
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド

が
氾
濫
し
て
い
て
生
活
者
が
作
成
し
な
か
っ
た
、
あ

る
い
は
作
成
し
て
も
持
ち
歩
か
な
か
っ
た
様
々
な
ポ

イ
ン
ト
カ
ー
ド
も
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
代
わ

り
に
な
れ
ば
使
わ
れ
る
の
で
は
な
い
か
、
ま
た
自
治

体
と
し
て
も
（
ゼ
ロ
か
ら
自
分
た
ち
で
行
う
場
合
に

比
べ
て
）
導
入
・
運
営
費
用
を
抑
制
し
な
が
ら
効
果

的
に
活
用
し
て
い
け
る
の
で
は
な
い
か
。

会
員
証
や
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
を
何
枚
も
持
ち
歩
く

状
態
か
ら
生
活
者
を
解
放
し
、
会
員
認
証
に
関
す
る

仕
組
み
を
独
自
に
構
築
・
運
営
す
る
状
態
か
ら
各
自

治
体
や
事
業
者
を
解
放
す
る
。そ
し
て
、結
果
と
し
て
種
々

の
公
益
的
活
動
の
効
率
化
や
地
域
消
費
拡
大
に
資
す
る
、

と
い
う
の
が
こ
の
マ
イ
キ
ー
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
狙
い

で
あ
る
。
ま
ず
は
こ
れ
ら
の
具
体
的
な
利
用
方
法
に
つ
い

て
解
説
し
よ
う
。

様
々
な
利
用
者
カ
ー
ド
の
代
り
に
で
き
る

マ
イ
キ
ー
Ｉ
Ｄ
を
作
成
し
、
マ
イ
キ
ー
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
に
当
該
施
設
の
利
用
者
番
号
な
ど
を
登
録
し
て
お
く

マ
イ
キ
ー
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
地
域
活
性
化

マ
イ
キ
ー
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
有
効
活
用

―
成
果
を
出
す
に
は
利
害
関
係
者
の
能
動
的
な
協
調
活
動
が
必
要
―
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こ
と
で
、
利
用
者
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
そ
の
施
設

の
会
員
カ
ー
ド
と
し
て
使
う
こ
と
が
で
き
る
。
同
様
の
手

続
き
で
複
数
施
設
の
登
録
を
行
え
ば
、
１
枚
の
カ
ー
ド
で

そ
れ
ら
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め
、
会
員
カ
ー
ド

を
何
枚
も
持
ち
歩
く
不
便
さ
か
ら
解
放
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。
ま
た
、
住
民
票
を
移
動
さ
せ
た
場
合
に
は
、
各
施
設

の
窓
口
端
末
に
そ
の
旨
が
通
知
さ
れ
る
た
め
、
定
期
的
な

住
所
確
認
や
利
用
カ
ー
ド
の
再
発
行
と
い
っ
た
手
続
き
も

不
要
に
な
る
。
な
お
、
現
在
で
は
25
自
治
体
に
お
い
て
図

書
館
利
用
者
カ
ー
ド
と
し
て
運
用
さ
れ
て
い
る
。

様
々
な
ポ
イ
ン
ト
や
マ
イ
レ
ー
ジ
を

自
治
体
ポ
イ
ン
ト
に
合
算
で
き
る

こ
ち
ら
も
マ
イ
キ
ー
Ｉ
Ｄ
を
作
成
し
て
い
れ
ば
、
地
域

応
援
ポ
イ
ン
ト
と
い
う
中
継
ポ
イ
ン
ト
を

介
し
な
が
ら
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
ポ

イ
ン
ト
や
航
空
会
社
の
マ
イ
レ
ー
ジ
を
、

各
自
治
体
の
ポ
イ
ン
ト
（
自
治
体
ポ
イ
ン

ト
）
に
交
換
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ち
な
み
に
、
自
治
体
ポ
イ
ン
ト
に
交
換

し
た
後
は
、
自
治
体
に
よ
っ
て
そ
の
活
用

方
法
が
異
な
っ
て
く
る
。
大
別
す
る
と
、

①
実
店
舗
な
ど
で
の
代
金
支
払
い
へ
の
活

用
②
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
物
産
な
ど
の
購
入

③
オ
ン
ラ
イ
ン
で
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
利
用
、
と
な
る
の
だ
が
、
①
に
関
し

て
は
さ
ら
に
（
ａ
）
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
と
し
て
使
用（
ｂ
）

商
店
街
の
ポ
イ
ン
ト
に
チ
ャ
ー
ジ（
交
換
）

（
ｃ
）
商
店
街
な
ど
で
使
用
で
き
る
商
品

券
に
交
換
（
ｄ
）
お
買
物
券
と
し
て
使
用

で
き
る
ポ
イ
ン
ト
券
に
交
換
、
と
い
う
よ

う
に
分
か
れ
る
。

克
服
し
て
い
く
べ
き

課
題
は
多
い

様
々
な
会
員
カ
ー
ド
を
代
替
で
き
、
ま

た
多
数
の
ポ
イ
ン
ト
や
マ
イ
ル
を
合
算
し

て
使
え
る
よ
う
に
な
る
マ
イ
キ
ー
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

は
、一
見
す
る
と
非
常
に
有
用
な
取
り
組
み
と
み
え
る
が
、

立
ち
上
が
っ
た
ば
か
り
と
い
う
面
も
あ
っ
て
、
利
用
者
の

規
模
が
小
さ
い
、
使
え
る
よ
う
に
す
る
ま
で
の
手
続
き
が

煩
雑
、
使
え
る
実
店
舗
や
施
設
が
決
し
て
多
く
な
い
、
ポ

イ
ン
ト
や
マ
イ
レ
ー
ジ
を
交
換
し
て
ま
で
使
い
た
い
自
治

体
ポ
イ
ン
ト
の
魅
力
的
な
充
当
先
が
多
く
な
い
な
ど
、
克

服
し
て
い
く
べ
き
課
題
は
多
い
。
以
下
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の

課
題
を
掘
り
下
げ
な
が
ら
、
そ
の
解
決
案
と
し
て
の
参
考

例
な
ど
も
記
載
し
て
い
く
。

マ
イ
キ
ー
Ｉ
Ｄ
の

ア
ク
テ
ィ
ブ
ユ
ー
ザ
数
を
増
や
す

総
務
省
に
よ
る
と
２
０
１
８
年
３
月
１
日
時
点
に
お
け

る
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
枚
数
は
１
３
６
７
万

枚
、
人
口
に
対
す
る
交
付
枚
数
率
は
10
・
７
％
で
あ
る
。

そ
の
割
合
が
最
も
高
い
の
は
宮
崎
県
都
城
市
の
24
・
２
％
、

次
い
で
鹿
児
島
県
西
之
表
市
の
19
・
２
％
と
、
ま
だ
決
し

て
高
い
水
準
に
あ
る
と
は
言
え
な
い
。
ち
な
み
に
一
般
的

な
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
の
場
合
、
実
際
に
頻
繁
に
そ
の
カ
ー

ド
を
利
用
す
る
、
事
業
者
に
と
っ
て
有
効
と
み
な
せ
る
人

（
ア
ク
テ
ィ
ブ
ユ
ー
ザ
）
は
、
カ
ー
ド
作
成
者
の
一
定
割

合
（
事
業
者
や
サ
ー
ビ
ス
内
容
に
大
き
く
依
存
す
る
が
、

高
く
て
も
５
割
程
度
）
に
留
ま
る
。

マ
イ
キ
ー
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
利
用
す
る
場
合
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
保
有
す
る
だ
け
で
な
く
、
マ
イ
キ

ー
Ｉ
Ｄ
の
登
録
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
こ
の
手
続
き
も
勘

案
す
る
と
、
マ
イ
キ
ー
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
ア
ク
テ
ィ

ブ
ユ
ー
ザ
は
前
記
の
数
字
よ
り
も
さ
ら
に
少
な
く
な
る
。

と
い
う
の
も
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
読
み
取
り
設
備

の
あ
る
施
設
に
行
く
か
、
あ
る
い
は
自
身
の
Ｐ
Ｃ
で
登
録

図表１　マイキープラットフォームの仕組み
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す
る
場
合
に
は
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
を
用
意
し

て
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
読
み
込
ま
せ
る
必
要
が
あ

る
た
め
だ
。
こ
の
手
続
き
は
一
般
的
な
生
活
者
に
と
っ
て

容
易
な
も
の
で
は
な
く
、
マ
イ
キ
ー
Ｉ
Ｄ
登
録
促
進
に
お

け
る
大
き
な
障
害
と
な
っ
て
い
る
。
マ
イ
キ
ー
Ｉ
Ｄ
登
録

者
の
規
模
は
そ
も
そ
も
の
利
用
規
模
を
大
き
く
左
右
す
る

要
因
に
な
る
た
め
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
自
体
の
交
付

枚
数
促
進
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
マ
イ
キ
ー
Ｉ
Ｄ
に
関
し

て
も
、
そ
の
登
録
手
続
き
の
改
善
を
含
め
た
登
録
・
利
用

促
進
活
動
が
必
要
に
な
る
と
言
え
よ
う
。

マ
イ
キ
ー
Ｉ
Ｄ
登
録
の
促
進
施
策
と
し
て
は
、
①
登
録

の
手
間
を
削
減
す
る
②
手
間
を
超
え
る
だ
け
の
魅
力
を
提

示
す
る
、
と
い
う
２
つ
の
方
針
が
挙
げ
ら
れ
る
。
①
に
関

し
て
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
読
み
取
り
が
最
大
の

障
壁
で
あ
る
た
め
、
商
店
街
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

な
ど
生
活
者
が
よ
く
訪
れ
る
施
設
に
も
設
置
し
、
登
録
を

促
進
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。

ま
た
、
②
に
関
し
て
は
、
自
治
体
ポ
イ
ン
ト
へ
の
交
換

レ
ー
ト
を
高
く
す
る
（
元
々
の
ポ
イ
ン
ト
の
価
値
以
上
で

交
換
で
き
る
よ
う
に
す
る
）、
自
治
体
ポ
イ
ン
ト
の
交
換

先
を
（
店
舗
・
商
材
と
も
に
）
拡
充
す
る
、
元
々
の
価
値

以
上
で
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
（
例
：
１
０
０
０
円
相

当
の
ポ
イ
ン
ト
を
、
１
２
０
０
円
相
当
で
使
用
で
き
る
よ

う
に
す
る
）、
と
い
っ
た
魅
力
の
出
し
方
が
挙
げ
ら
れ
る
。

ポ
イ
ン
ト
交
換
の
手
間
を
削
減
す
る

生
活
者
に
と
っ
て
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
と
い
え
ば
、「
お

店
で
貯
ま
っ
て
、
そ
の
ま
ま
支
払
い
に
使
え
る
」
カ
ー
ド

を
連
想
を
す
る
。
一
方
で
、
マ
イ
キ
ー
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
を
活
用
し
て
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
な
ど
の
ポ
イ
ン
ト
を

商
店
街
な
ど
で
使
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
場
合
、
少
な
く

と
も
「
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
等
の
ポ
イ
ン
ト
↓
地
域
経
済

応
援
ポ
イ
ン
ト
」
に
交
換
し
、
そ
の
上
で
「
地
域
経
済
応

援
ポ
イ
ン
ト
↓
自
治
体
ポ
イ
ン
ト
」
へ
と
交
換
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。
こ
れ
は
一
般
の
生
活
者
に
と
っ
て
は
馴
染

み
の
薄
い
、
決
し
て
容
易
と
は
言
い
難
い
手
続
き
と
な
っ

て
い
る
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
ポ
イ
ン
ト
を
商
品
券
に

交
換
し
た
経
験
の
あ
る
人
は
あ
る
程
度
い
る
だ
ろ
う
が
、

あ
る
ポ
イ
ン
ト
を
別
の
ポ
イ
ン
ト
に
交
換
し
た
、
さ
ら
に

は
そ
れ
を
ま
た
別
の
ポ
イ
ン
ト
に
交
換
し
た
と
い
う
経
験

の
あ
る
人
は
、
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
。
恐
ら
く
は
ポ
イ
ン

ト
リ
テ
ラ
シ
ー
の
高
い
一
部
の
人
に
限
ら
れ
、
そ
れ
以
外

の
人
達
は
そ
も
そ
も
の
仕
組
み
の
難
し
さ
か
ら
尻
込
み
し

て
、実
際
の
利
用
に
ま
で
至
ら
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

民
間
事
業
者
の
ポ
イ
ン
ト
や
マ
イ
レ
ー
ジ
と
自
治
体
ポ

イ
ン
ト
と
の
橋
渡
し
役
と
な
る
「
地
域
経
済
応
援
ポ
イ
ン

ト
」
は
、（
シ
ス
テ
ム
運
営
上
の
メ
リ
ッ
ト
は
さ
て
お
き
）

生
活
者
に
と
っ
て
は
そ
の
存
在
意
義
を
比
較
的
見
出
し
に

く
い
存
在
で
あ
る
。
生
活
者
が
利
用
し
た
い
の
は
そ
の
先
に

あ
る
自
治
体
ポ
イ
ン
ト
で
あ
り
、
あ
る
い
は
そ
の
先
に
あ
る

商
店
街
の
ポ
イ
ン
ト
や
商
品
券
だ
か
ら
で
あ
る
。
生
活
者

に
と
っ
て
は
、
出
発
地
点
で
あ
る
民
間
事
業
者
の
ポ
イ
ン
ト

や
マ
イ
レ
ー
ジ
と
、
到
達
地
点
で
あ
る
商
店
街
な
ど
で
の
利

用
や
商
品
券
、
お
買
い
物
券
と
い
っ
た
も
の
だ
け
が
見
え
て

い
る
こ
と
が
、
本
来
は
シ
ン
プ
ル
で
分
か
り
や
す
い
。
そ
の

途
中
に
あ
る
経
由
手
続
き
を
生
活
者
に
行
わ
せ
な
い
、
場

合
に
よ
っ
て
は
見
せ
な
い
で
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ

と
が
、
今
後
の
利
用
促
進
と
い
う
観
点
で
は
望
ま
し
い
。

ポ
イ
ン
ト
の
利
用
対
象
を
魅
力
的
に
す
る

交
換
元
と
な
っ
て
い
る
ポ
イ
ン
ト
や
マ
イ
レ
ー
ジ
は
、

そ
れ
単
体
で
も
使
用
で
き
る
よ
う
に
魅
力
的
な
用
途
が
多

数
用
意
さ
れ
て
い
る
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
ポ
イ
ン
ト

で
あ
れ
ば
カ
タ
ロ
グ
形
式
に
ま
と
め
ら
れ
た
様
々
な
家
電

や
生
活
雑
貨
、
商
品
券
、
他
社
ポ
イ
ン
ト
や
マ
イ
レ
ー
ジ

な
ど
が
あ
り
、
マ
イ
レ
ー
ジ
で
あ
れ
ば
特
典
航
空
券
や
電

子
マ
ネ
ー
な
ど
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。

マ
イ
キ
ー
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
介
し
て
、
こ
う
し
た

ポ
イ
ン
ト
の
多
く
が
自
治
体
ポ
イ
ン
ト
に
交
換
さ
れ
、
そ

し
て
地
域
産
品
や
商
店
街
な
ど
で
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な

る
た
め
に
は
、
多
少
の
損
を
し
て
で
も
地
域
の
消
費
を
活

性
化
し
た
い
と
い
う
利
用
者
の
郷
土
愛
だ
け
に
依
存
す
る

の
で
は
十
分
と
は
言
え
な
い
。
上
記
の
交
換
対
象
以
上
の

魅
力
を
、
利
用
者
に
提
示
す
る
必
要
が
あ
る
。

図表２　マイキープラットフォームの課題

5 2018・8月号 地域づくり 本編 2018・8月号地域づくり 本編 4



魅
力
の
出
し
方
と
し
て
は
、
経
済
性
と
独
自
性
、
そ
れ

ぞ
れ
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
経
済
性
の
面
で
は
地
域
経
済

応
援
ポ
イ
ン
ト
や
自
治
体
ポ
イ
ン
ト
、
さ
ら
に
そ
の
先
の

使
用
先
へ
と
交
換
し
て
い
く
際
に
、
交
換
レ
ー
ト
を
高
く

す
る
方
式
が
挙
げ
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
地
域
経
済
応
援
ポ

イ
ン
ト
に
交
換
す
る
際
に
１
０
０
０
円
相
当
分
の
ポ
イ
ン

ト
を
１
１
０
０
円
相
当
の
も
の
と
し
て
交
換
で
き
る
よ
う

に
す
る
、
と
い
っ
た
や
り
方
だ
。
既
存
事
業
者
の
ポ
イ
ン

ト
で
も
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
的
に
採
用
さ
れ
る
手
法
で
あ
り
、

マ
イ
キ
ー
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
上
で
も
、
開
始
当
初
は
複

数
の
ポ
イ
ン
ト
や
マ
イ
レ
ー
ジ
に
て
、
こ
の
手
法
が
採
用

さ
れ
て
い
た
。
今
後
も
定
期
的
に
こ
う
し
た
施
策
が
実
施

さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

独
自
性
に
関
し
て
は
、
地
域
な
ら
で
は
の
産
品
、
逸
品

で
、
か
つ
手
の
届
き
や
す
い
価
格
帯
の
商
材
で
あ
る
と
、

よ
り
多
く
の
利
用
者
か
ら
の
支
持
を
得
ら
れ
る
。
現
在
で

は
自
治
体
ポ
イ
ン
ト
も
使
用
し
て
地
域
産
品
を
購
入
で
き

る
通
販
サ
イ
ト
で
あ
る
「
め
い
ぶ
つ
チ
ョ
イ
ス
」
に
て
、

各
地
の
産
品
や
逸
品
が
出
品
さ
れ
て
い
る
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
や

自
治
体
ポ
イ
ン
ト
の
利
用
先
を
拡
充
す
る

一
般
的
な
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
で
は
、
利
用
で
き
る
店
舗

や
サ
ー
ビ
ス
が
多
く
な
り
、
使
用
す
る
頻
度
が
増
え
て
く

る
ほ
ど
、
そ
の
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
の
会
員
が
増
え
、
ま
た

普
段
持
ち
歩
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。
今
や
共
通
ポ

イ
ン
ト
と
し
て
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
Ｔ
ポ
イ
ン
ト
や

Ｐ
ｏ
ｎ
ｔ
ａ
ポ
イ
ン
ト
、
楽
天
ポ
イ
ン
ト
、
ｄ
ポ
イ
ン
ト
な

ど
は
そ
の
好
例
で
あ
る
。
翻
っ
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
や

自
治
体
ポ
イ
ン
ト
の
利
用
可
能
先
は
、
開
始
よ
り
日
が
浅

い
こ
と
も
あ
り
、
ま
だ
限
定
的
で
あ
る
。
生
活
者
が
そ
の

利
便
性
を
理
解
し
、
ま
た
実
感
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め

に
も
、
こ
れ
ら
の
利
用
先
を
拡
充
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
保
有
者
は
徐
々
に
増
え
て
き
て

お
り
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
保
有
す
る
時
代
も
や
が
て
到
来

す
る
だ
ろ
う
。
そ
の
頃
に
は
各
事
業
者
も
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
や
マ
イ
キ
ー
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
有
効
性
を
評
価
し

て
、
そ
の
多
く
が
導
入
す
る
よ
う
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

だ
が
、
そ
う
な
る
た
め
に
も
、
今
の
段
階
か
ら
事
業
者
側

が
先
に
動
き
出
す
必
要
が
あ
る
。
さ
も
な
け
れ
ば
、
利
用

者
に
と
っ
て
保
有
は
し
て
い
る
が
使
わ
な
い
カ
ー
ド
、
そ
し

て
利
用
し
な
い
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
位
置
付
け
ら

れ
、
そ
れ
を
知
っ
て
導
入
す
る
事
業
者
も
僅
か
に
留
ま
る

と
い
う
、
悪
循
環
に
至
る
危
険
が
あ
る
た
め
だ
。
利
用
者

は
基
本
的
に
は
受
け
身
の
た
め
、
事
業
者
側
の
活
動
こ
そ

が
、
こ
の
悪
循
環
の
回
避
に
必
要
で
あ
る
。

ユ
ー
ザ
利
便
性
の
高
い
通
販
サ
イ
ト

﹁
め
い
ぶ
つ
チ
ョ
イ
ス
﹂

課
題
の
多
い
マ
イ
キ
ー
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
は
あ
る

が
、
そ
の
い
く
つ
か
を
克
服
し
た
事
例
と
し
て
は
、
自
治

体
ポ
イ
ン
ト
を
使
用
で
き
る
通
販
サ
イ
ト
「
め
い
ぶ
つ
チ

ョ
イ
ス
」
が
挙
げ
ら
れ
る
（
他
の
自
治
体
単
位
で
の
好
例

紹
介
は
、
次
章
に
譲
る
）。
こ
の
サ
イ
ト
に
は
全
国
各
地

の
有
志
の
自
治
体
等
が
地
域
産
品
を
出
品
し
て
い
る
た

め
、
ポ
イ
ン
ト
の
使
用
先
が
結
果
的
に
は
幅
広
く
、
ま
た

魅
力
的
な
商
品
も
多
い
。
そ
の
上
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
持
ち
歩
い
て
現
地
の
店
舗
を
訪
れ
た
り
、
自
治
体
ポ

イ
ン
ト
を
商
品
券
な
ど
に
交
換
し
た
り
す
る
と
い
っ
た
手

間
か
ら
も
解
放
さ
れ
る
。

ま
た
、
自
治
体
に
と
っ
て
も
、
各
自
治
体
の
生
活
者
が

こ
ぞ
っ
て
こ
の
サ
イ
ト
を
訪
問
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、

単
体
で
実
施
す
る
場
合
に
比
べ
る
と
よ
り
多
く
の
ア
ク
テ

ィ
ブ
ユ
ー
ザ
と
の
接
点
を
獲
得
で
き
る
。
各
々
の
自
治
体

で
の
取
り
組
み
も
重
要
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
自
治
体
横
断

的
な
取
り
組
み
も
ま
た
、
よ
り
高
い
成
果
を
出
す
た
め
に

も
実
施
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。

生
活
者
の
想
い
に
根
ざ
し
た
マ
イ
キ
ー

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
導
入
と
活
用

な
ぜ
、
生
活
者
が
自
治
体
ポ
イ
ン
ト
を
利
用
す
る
よ
う

に
な
る
の
か
、
そ
れ
は
地
域
を
大
切
に
思
っ
て
い
る
か
ら

だ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
欲
し
い
も
の
が
お
得
に
、
あ
る
い

は
便
利
に
入
手
で
き
る
か
ら
だ
ろ
う
か
。い
ず
れ
に
せ
よ
、

生
活
者
は
何
ら
か
の
判
断
を
し
て
、
あ
え
て
マ
イ
キ
ー
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
介
し
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利

用
し
、
ま
た
自
治
体
ポ
イ
ン
ト
を
利
用
し
て
い
る
。
マ
イ

キ
ー
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
活
性
化
の
た
め
に
は
、
生
活

者
の
こ
う
し
た
判
断
の
背
景
を
考
え
な
が
ら
、
種
々
の
取

り
組
み
を
考
案
し
、
実
施
し
続
け
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

情
報
化
が
進
ん
で
き
た
昨
今
、
生
活
者
が
動
い
て
か
ら

（
要
望
を
表
明
し
て
か
ら
）
事
業
者
が
動
く
の
で
は
生
活

者
に
は
選
ば
れ
な
い
。
生
活
者
の
（
場
合
に
よ
っ
て
は
潜

在
的
な
）
ニ
ー
ズ
や
買
い
物
の
仕
方
（
購
買
特
性
）
ま
で

も
汲
ん
だ
取
り
組
み
を
事
業
者
が
採
っ
た
結
果
と
し
て
、

生
活
者
が
動
く
時
代
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
行
政
に
よ
る

マ
イ
キ
ー
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
構
築
と
い
う
機
会
が
訪
れ

た
今
、
こ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
特
段
の
工
夫
な
く
取

り
入
れ
る
の
で
は
な
く
、
是
非
と
も
そ
の
地
域
に
住
む
生

活
者
、
ひ
い
て
は
そ
の
地
域
を
大
切
に
思
っ
て
い
る
生
活

者
の
ニ
ー
ズ
や
購
買
特
性
を
汲
ん
だ
、
地
域
な
ら
で
は
の

特
色
を
反
映
し
た
取
り
組
み
が
、
自
治
体
や
商
工
会
議
所

で
行
わ
れ
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

特 集
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﹁
ੴ
ר
ࢢ
̸
ポ
イ
ン
ト
﹂
஀
生
の
ܦ
Ң

平
成
23
年
３
月
11
日
、
死
者
・
行
方
不
明
者
合
わ
せ
１

万
８
千
人
を
超
す
方
が
犠
牲
と
な
っ
た
東
日
本
大
震
災
の

発
生
か
ら
今
年
で
７
年
が
経
過
し
、
そ
の
間
、
石
巻
市
で

は
全
国
の
皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
御
支
援
の
お
陰
で
徐
々

に
で
は
あ
り
ま
す
が
確
実
に
復
興
へ
の
道
を
歩
ん
で
い
ま

す
。東

日
本
大
震
災
最
大
の
被
災
地
と
な
っ
た
本
市
で
は
、

震
災
か
ら
の
復
興
に
あ
た
り「
世
界
の
復
興
モ
デ
ル
都
市
」

を
目
指
し
、
震
災
当
時
、
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
た
本
市

の
重
要
産
業
で
も
あ
る
農
林
水
産
業
の
再
生
は
も
ち
ろ

ん
、
地
域
資
源
を
活
か
し
た
産
業
基
盤
づ
く
り
を
図
る
こ

と
を
目
指
し
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
に
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
平
成
29
年
９
月
に
総
務
省
が

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
活
用
し
た
地
域
経
済
活
性
化
の

◆◆◆

取
り
組
み
と
し
て
「
マ
イ
キ
ー
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
の

実
証
運
用
を
開
始
。
本
市
で
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

に
よ
る
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
か
ら
の
証
明
書
交
付
の

運
用
が
平
成
30
年
７
月
か
ら
開
始
す
る
こ
と
も
あ
り
、
マ

イ
キ
ー
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
実
証
に
参
加
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
本
市
自
慢
の
食
の
魅
力
を
全
国
の
皆
様
に

発
信
で
き
る
ば
か
り
で
な
く
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

普
及
促
進
に
も
つ
な
が
る
良
い
機
会
と
も
捉
え
、
自
治
体

ポ
イ
ン
ト
「
石
巻
市
ｉ
ポ
イ
ン
ト
」
の
取
り
組
み
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

﹁
め
い
ぶ
つ
チ
ョ
イ
ス
﹂
ࢀ
Ճ
΁
の
औ
り
૊
Έ

本
市
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る
取
り
組
み
は
、
ク
レ
ジ

ッ
ト
カ
ー
ド
会
社
な
ど
の
ポ
イ
ン
ト
や
マ
イ
レ
ー
ジ
を
地

域
経
済
応
援
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
「
石
巻
市
ｉ
ポ
イ
ン
ト
」

に
交
換
す
る
こ
と
が
で
き
、
交
換
し
た
ポ
イ
ン
ト
を
使
っ

て
石
巻
自
慢
の
三
陸
の
海
の
幸
や
地
酒
な
ど
が
専
用
サ
イ

◆◆◆

ト
「
め
い
ぶ
つ
チ
ョ
イ
ス
」
か
ら
購
入
で
き
る
と
い
う
も

の
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
全
国
の
皆
様
に
本
市
の
地
酒
や
海
産
物

を
お
届
け
で
き
る
機
会
が
増
え
、
震
災
か
ら
立
ち
直
っ
て

い
る
姿
を
少
し
で
も
多
く
の
皆
様
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る

も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
事
業
経
営
の
復
興
に
日
々
奮

闘
し
て
い
る
地
域
の
事
業
者
に
協
力
を
も
ら
い
、
で
き
る

だ
け
多
く
の
商
品
を
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
で
き
る
よ
う
連
携
し

た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

本
市
の
め
い
ぶ
つ
チ
ョ
イ
ス
の
運
用
で
は
、
商
品
の
売

り
上
げ
が
な
る
べ
く
地
元
の
販
売
事
業
者
に
還
元
さ
れ
る

よ
う
に
中
間
事
業
者
を
置
か
な
い
運
用
を
選
択
し
て
い
ま

す
。
運
用
開
始
に
必
要
な
諸
々
の
手
続
き
に
つ
い
て
は
、

多
忙
を
極
め
る
事
業
者
の
代
わ
り
に
当
室
が
代
行
す
る
な

ど
、
微
力
な
が
ら
可
能
な
範
囲
で
協
力
し
て
い
ま
す
。

平
成
30
年
度
当
初
に
運
用
を
開
始
す
る
目
標
で
、
平
成

30
年
１
月
か
ら
運
用
開
始
に
向
け
た
準
備
に
入
り
ま
し

た
。
手
続
き
な
ど
に
時
間
を
要
し
運
用
開
始
は
５
月
18
日

と
多
少
遅
れ
た
ス
タ
ー
ト
に
な
り
、
登
録
商
品
の
品
揃
え

も
十
分
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
今
後
は
登
録
商
品
を
充
実

さ
せ
、
め
い
ぶ
つ
チ
ョ
イ
ス
を
通
じ
石
巻
市
ｉ
ポ
イ
ン
ト

と
食
の
魅
力
を
全
国
の
皆
様
に
発
信
し
て
い
け
た
ら
と
考

え
て
い
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
ී
ٴ
͕
ݤ

こ
の
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
所
持
と
マ
イ
キ
ー
Ｉ
Ｄ
の
登
録
が
必
要
に
な
る
た
め
、

現
時
点
で
カ
ー
ド
を
所
持
し
て
い
な
い
方
に
は
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
手
続
き
か
ら
行
っ
て
い
た
だ
く
必
要

が
あ
り
、
今
後
、
な
る
べ
く
多
く
の
方
々
に
利
用
し
て
い

◆◆◆

宮
城
県
石
巻
市

「
石
巻
市
ｉ
ポ
イ
ン
ト
」
で

 

震
災
か
ら
の
復
興
を
支
援

―
ポ
イ
ン
ト
を
使
っ
て
地
元
産
物
を
専
用
サ
イ
ト
か
ら
購
入
―

佐
藤
　
宏
幸

石
巻
市
Ｉ
Ｃ
Ｔ
総
合
推
進
室

兼
震
災
伝
承
推
進
室　

室
長
補
佐

マ
イ
キ
ー
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と

地
域
活
性
化
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た
だ
く
た
め
に
は
同
カ
ー
ド
の
普
及
が
鍵
と
な
り
ま
す
。

「
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
等
の
休
眠
ポ
イ
ン
ト
が
も
っ
と

活
用
で
き
れ
ば
…
」
と
か
、「
ポ
イ
ン
ト
が
貯
ま
っ
て
い

る
の
は
分
か
っ
て
い
る
け
ど
う
ま
く
活
用
で
き
な
い
」
と

い
っ
た
話
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
が
、
私
も
含
め
恐
ら
く
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
利
用
者
の
多
く
の
方
が
貯
ま
っ
た
ポ
イ

ン
ト
を
う
ま
く
活
用
で
き
ず
に
失
効
さ
せ
て
し
ま
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

こ
こ
に
着
目
し
た
自
治
体
ポ
イ
ン
ト
の
仕
組
み
は
、
普

及
が
思
う
よ
う
に
進
ま
な
い
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
所

持
率
向
上
へ
の
打
開
策
と
し
て
は
一
つ
の
契

機
に
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
近

年
の
急
速
な
Ｉ
Ｔ
化
に
伴
い
提
供
さ
れ
る
豊

富
な
サ
ー
ビ
ス
や
機
能
が
私
た
ち
の
日
常
を

十
分
満
た
し
て
く
れ
て
い
る
状
況
下
で
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
所
持
す
る
こ
と
の
メ

リ
ッ
ト
を
感
じ
さ
せ
る
こ
と
は
容
易
な
こ
と

で
は
な
い
上
に
、
未
だ
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
の
所
持
が
個
人
情
報
の
漏
洩
に
つ
な
が

る
等
の
誤
解
や
疑
念
を
抱
い
て
い
る
方
々
も

少
な
く
な
く
、
今
後
は
そ
う
い
っ
た
点
を
払

拭
す
る
た
め
の
取
り
組
み
に
も
注
力
す
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

ক
དྷ
の
ల
๬

行
政
の
取
り
組
み
は
言
う
ま
で
も
な
く

「
市
民
が
主
役
」
で
す
。
舞
台
で
演
じ
て
い

た
だ
く
主
役
が
正
し
い
知
識
や
背
景
が
分
か

ら
な
い
状
態
で
開
演
す
る
こ
と
は
決
し
て
あ

っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
、
脚
本
家
で
あ
る

行
政
側
が
そ
の
取
り
組
み
に
対
す
る
き
ち
ん

と
し
た
説
明
を
行
い
、
正
し
い
理
解
の
も
と

安
心
し
て
主
役
と
し
て
舞
台
で
演
じ
て
い
た

だ
く
の
が
大
原
則
で
す
。

◆◆◆

マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
の
普

及
に
は
、
正
し

い
理
解
の
も
と
、

安
心
し
て
カ
ー

ド
を
所
持
し
て

い
た
だ
く
環
境

づ
く
り
だ
け
で

な
く
、
こ
れ
ま

で
手
続
き
や
身

分
証
明
に
関
す
る
メ
リ
ッ
ト
だ
け
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ

れ
て
き
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
、
今
回
の
自
治
体
ポ

イ
ン
ト
の
よ
う
に
地
域
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
の
新
た
な
活
用

方
法
に
活
路
を
見
出
す
こ
と
で
、
多
少
の
手
間
を
掛
け
て

で
も
そ
の
所
持
が
自
身
の
生
活
の
中
に
プ
ラ
ス
に
な
る
と

感
じ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

そ
の
よ
う
に
感
じ
て
い
た
だ
く
た
め
に
は
、
一
度
備
わ
っ

た
便
利
な
サ
ー
ビ
ス
や
機
能
の
さ
ら
に
上
を
行
く
必
要
が

あ
り
、
た
と
え
、
ア
イ
デ
ア
や
発
想
が
良
く
て
も
実
現
に

漕
ぎ
着
け
る
た
め
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
機
関
や
関
係
者
が
互

い
の
信
頼
関
係
の
下
で
連
携
し
た
取
り
組
み
が
重
要
で
す
。

そ
う
い
っ
た
意
味
に
お
い
て
も
、
今
回
の
自
治
体
ポ
イ

ン
ト
の
取
り
組
み
で
は
、
複
数
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会

社
や
航
空
会
社
が
国
の
取
り
組
み
に
賛
同
・
連
携
し
て
実

現
し
た
取
り
組
み
で
あ
り
、
こ
れ
を
ホ
ッ
プ
と
し
て
次
の

ス
テ
ッ
プ
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
へ
の
カ
ー
ド
機
能
集

約
化
」
そ
し
て
、
最
後
の
ジ
ャ
ン
プ
「
各
ポ
イ
ン
ト
の
共

通
利
用
化
」
へ
と
引
き
継
が
れ
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
活
用
し
た
地
域
経
済
活
性
化
へ
の
取
り
組
み
の
ゴ
ー
ル

と
し
て
実
現
す
る
日
が
来
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

専用サイト「めいぶつチョイス」トップページ

「めいぶつチョイス」から購入できる地酒
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特 集
ݫ
し
い
ঢ়
گ
に
͋
る
঎
ళ
֗

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
の
台
頭
に
加
え
、
商

店
主
の
高
齢
化
や
、
売
り
上
げ
の
減
少
に
起
因
す
る
後
継

者
不
足
な
ど
、
商
店
街
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
さ
を
増

し
て
い
る
。
結
果
、
商
店
街
を
構
成
す
る
店
舗
は
、
テ
ナ

ン
ト
と
し
て
営
業
す
る
飲
食
店
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
店
、
美
容

院
、
学
習
塾
な
ど
が
主
流
に
な
り
、
お
肉
屋
さ
ん
、
魚
屋

さ
ん
、
八
百
屋
さ
ん
な
ど
、
商
店
街
と
い
っ
て
頭
に
浮
か

ぶ
よ
う
な
お
店
は
本
当
に
少
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

総
務
省
の
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
の
利
用
世
帯
割
合
は
27
・
８
％
で
、
月
間
利
用

額
が
３
万
６
７
８
円
と
さ
れ
て
い
る
。
言
う
ま
で
も
な
い

が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
の
優
位
性
は
品
揃

え
が
豊
富
で
あ
り
、
価
格
が
安
く
、
し
か
も
玄
関
先
ま
で

届
け
て
く
れ
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。

商
店
街
は
大
規
模
店
舗
と
と
も
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ

ョ
ッ
プ
と
も
戦
う
必
要
が
あ
り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

核
で
あ
る
商
店
街
が
持
つ
優
位
性
は
客
観
的
に
低
い
と
い

◆◆◆

わ
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
商
店
街
が
利
用
客
に
対
す
る

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
し
て
、
マ
イ
キ
ー
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
構
想
に
出
会
っ
た
の
で
あ
る
。

ٳ
຾
ポ
イ
ン
ト
で
঎
ళ
֗
活
性
Խ

航
空
会
社
の
マ
イ
ル
カ
ー
ド
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の

ポ
イ
ン
ト
で
何
に
も
使
え
な
い
中
途
半
端
な
ポ
イ
ン
ト
を

失
効
し
た
記
憶
が
な
い
だ
ろ
う
か
。
私
も
航
空
会
社
の
中

途
半
端
な
マ
イ
ル
を
失
効
し
た
記
憶
が
あ
る
。
確
か
８
０

０
０
マ
イ
ル
程
で
あ
っ
た
が
、航
空
券
に
も
変
え
ら
れ
ず
、

何
も
対
策
を
講
じ
な
い
ま
ま
失
効
し
た
の
で
あ
る
。
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
も
同
様
の
経
験
が
あ
り
、
今
ま
で
相
当

の
ポ
イ
ン
ト
を
失
っ
た
こ
と
に
な
る
。

総
務
省
に
よ
る
と
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
ポ
イ
ン
ト
は

国
内
で
年
間
約
４
０
０
０
億
円
相
当
が
付
与
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
う
ち
１
２
０
０
億
円
相
当
の
ポ
イ
ン
ト
が
使
わ

れ
ず
に
消
え
て
い
る
そ
う
だ
。
こ
の
１
２
０
０
億
円
の
ポ

イ
ン
ト
を
市
内
商
店
街
で
買
い
物
に
使
用
で
き
る
こ
の
構

◆◆◆

想
に
上
手
く
乗
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
が
今
年
６
月
１
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
本
事
業
の

フ
ァ
ー
ス
ト
ス
テ
ッ
プ
で
あ
る
。
川
口
市
ポ
イ
ン
ト
は
大

型
店
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
の
テ
ナ
ン
ト
を
除
く
３
０

７
店
舗
（
平
成
30
年
６
月
末
現
在
）
で
利
用
で
き
る
。
ポ

イ
ン
ト
の
身
近
な
消
費
先
が
増
え
た
の
で
あ
る
。

克
服
す
べ
き
໰
題
఺

制
度
の
導
入
準
備
の
中
で
様
々
な
問
題
に
悩
ま
さ
れ

た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
問
題
に
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
を
付
け
、
関

係
各
部
で
解
決
に
あ
た
っ
た
の
だ
が
、
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ

の
上
位
に
、「
商
店
主
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
構
築
の

設
備
投
資
を
し
て
く
れ
る
の
か
？
」「
高
齢
者
が
難
な
く

使
え
る
か
？
」
な
ど
が
あ
っ
た
。

言
う
ま
で
も
な
く
、
川
口
市
ポ
イ
ン
ト
を
使
う
こ
と
に

意
味
が
あ
る
制
度
で
あ
る
。
川
口
市
ポ
イ
ン
ト
を
使
え
る

店
が
少
な
い
と
制
度
の
普
及
は
あ
り
え
な
い
。
さ
ら
に
、

後
述
す
る
本
事
業
の
セ
カ
ン
ド
ス
テ
ッ
プ
で
あ
る
「
健
康

ポ
イ
ン
ト
」
の
実
現
に
は
高
齢
者
の
参
加
は
不
可
欠
で
あ

り
、
高
齢
者
を
含
む
多
く
の
市
民
が
参
加
し
て
こ
そ
商
店

街
が
活
性
化
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
ず
は
、
お
店
の
設
備
投
資
問
題
に
取
り
組
ん
だ
。
解

決
策
は
、
約
２
０
０
０
店
舗
が
参
加
し
て
実
施
し
た
プ
レ

ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
の
経
験
で
あ
っ
た
。
ポ
イ
ン
ト
を
商

品
券
に
交
換
し
、
お
店
で
消
費
し
て
い
た
だ
く
方
法
を
と

れ
ば
、
少
々
ア
ナ
ロ
グ
に
な
る
が
特
別
な
設
備
投
資
は
不

要
で
あ
る
。

次
に
高
齢
者
が
難
な
く
使
え
る
か
？
で
あ
る
。
ポ
イ
ン

ト
を
貯
め
る
方
法
は
、
各
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
し
、
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
を
入
力
し

◆◆◆

埼
玉
県
川
口
市

―
マ
イ
キ
ー
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
の
推
進
・
川
口
市
―

江
原
　
季
佳

川
口
市
産
業
振
興
課
　
課
長

商
店
街
利
用
客
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
し
て
活
用

マ
イ
キ
ー
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と

地
域
活
性
化
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特 集

て
川
口
市
ポ
イ
ン
ト
へ
の
移
管
手
続
き
を
行
う
必
要
が
あ

る
。
こ
れ
は
、
高
齢
者
に
と
っ
て
は
な
か
な
か
ハ
ー
ド
ル

の
高
い
作
業
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
市
役
所
な
ど
の
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
発
行
窓
口
に
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
と
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
い
た
だ
け
れ
ば
、
そ
こ
で

ポ
イ
ン
ト
に
移
行
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
さ
ら
に
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
発
行
時
に
マ
イ
キ
ー
Ｉ
Ｄ
化
す
る
サ
ポ
ー

ト
も
始
め
た
。
一
部
窓
口
で
は
、
平
日
20
時
ま
で
、
土
日

祝
日
も
８
時
30
分
か
ら
17
時
ま
で
対
応
で
き
る
。こ
れ
で
、

ど
う
に
か
制
度
ス
タ
ー
ト
で
き
る
状
態
と
な
っ
た
。

η
カ
ン
ド
ス
テ
ッ
プ
﹁
݈
߁
ポ
イ
ン
ト
﹂

本
事
業
の
セ
カ
ン
ド
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、
ラ
ジ
オ
体
操

◆◆◆

や
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
な
ど
の
参
加
者
に
川
口
市
ポ
イ

ン
ト
を
付
与
す
る
事
業
の
準
備
を
現
在
進
め
て
お
り
、
本

年
度
半
ば
に
は
ス
タ
ー
ト
で
き
そ
う
で
あ
る
。

自
身
の
健
康
の
た
め
、
も
し
く
は
健
康
づ
く
り
の
お
手

伝
い
の
た
め
に
市
が
主
催
す
る
健
康
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す

る
と
川
口
市
ポ
イ
ン
ト
が
付
与
さ
れ
、
そ
の
ポ
イ
ン
ト
が

市
内
商
店
街
で
使
用
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
経
済
の

地
産
地
消
で
あ
り
、
さ
ら
に
医
療
費
削
減
の
一
助
と
な
る

事
業
で
あ
る
。
健
康
ポ
イ
ン
ト
が
不
健
康
な
も
の
に
消
費

さ
れ
な
い
こ
と
を
祈
る
ば
か
り
で
あ
る
が
、
ひ
と
ま
ず
は

事
業
実
現
に
向
け
て
動
き
出
し
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

ເ
は
޿
͕
る

今
年
の
５
月
23
日
、
奥
ノ
木
信
夫
川
口
市
長
、
地
元
選

出
で
元
総
務
大
臣
の
新
藤
義
孝
衆
議
院
議
員
に
ご
参
加
い

た
だ
き
記
者
発
表
と
金
券
消
費
ま
で
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。
金
券
消
費
に
関
し
て
は
市
役
所
１
階

ロ
ビ
ー
を
市
役
所
マ
ル
シ
ェ
と
称
し
市
内
商
店
に
ご
出
店

い
た
だ
き
対
応
し
た
。
大
手
新
聞
社
７
社
の
埼
玉
版
に
記

事
が
掲
載
さ
れ
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
に
も
な

っ
た
。
５
月
号
の
広
報
誌
に
制
度
紹
介
の
記
事
を
掲
載
し

た
こ
と
も
あ
り
、
記
者
発
表
後
は
市
民
の
皆
様
か
ら
多
く

の
問
い
合
わ
せ
を
い
た
だ
き
上
々
の
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。

将
来
的
に
は
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
へ
の
活
用
や
公

共
施
設
な
ど
の
利
用
カ
ー
ド
へ
の
対
応
が
期
待
さ
れ
る
ほ

か
、
カ
ー
ド
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
取
り
込
ん
で
気
軽
に

使
用
で
き
る
社
会
が
到
来
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

夢
は
ど
ん
ど
ん
広
が
る
が
、
ま
ず
は
市
内
ど
こ
の
商
店

で
も
こ
の
商
品
券
が
使
用
で
き
る
こ
と
を
目
標
に
、
引
き

続
き
使
え
る
店
舗
を
増
や
す
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

◆◆◆

川口市のポイント券

市役所１階で金券消費のデモンストレーションを行う奥ノ木川口市長。その右は新藤衆議院議員
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特 集
き
ỳ
͔
͚
は
̟
̖
̡
͔
Β
の
ఏ
Ҋ

和
歌
山
県
を
通
じ
て
日
本
航
空
株
式
会
社
（
以
下
、
Ｊ

Ａ
Ｌ
）
か
ら
話
が
あ
っ
た
の
が
昨
年
７
月
の
こ
と
で
し
た
。

Ｊ
Ａ
Ｌ
か
ら
の
提
案
は
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
の
マ
イ
レ
ー
ジ
サ
ー
ビ

ス
で
あ
る
「
ど
こ
か
に
マ
イ
ル
」
で
白
浜
町
に
来
ら
れ
た

お
客
様
に
対
し
、
例
え
ば
１
０
０
０
ポ
イ
ン
ト
の
自
治
体

ポ
イ
ン
ト
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
、
白
浜
町
内
の
観
光
案
内
所

で
そ
の
ポ
イ
ン
ト
を
地
元
の
お
土
産
、
温
泉
入
浴
券
、
遊

戯
施
設
の
入
場
券
な
ど
に
交
換
す
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
和
歌
山
県
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
、
当
町
の
三
者
で
検

討
を
重
ね
、
最
終
的
に
「
ど
こ
か
に
マ
イ
ル
」
の
行
き
先

が
南
紀
白
浜
に
決
定
し
、
マ
イ
キ
ー
Ｉ
Ｄ
と
Ｊ
Ｍ
Ｂ
お
得

意
様
番
号
を
事
前
登
録
さ
れ
て
い
る
お
客
様
に
対
し
て
、

Ｊ
Ａ
Ｌ
か
ら
１
０
０
０
ポ
イ
ン
ト
の
白
浜
町
応
援
ポ
イ
ン

◆◆◆

ト
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
、
お
客
様
は
白
浜
町
に
来
ら
れ
た

際
に
白
浜
観
光
協
会
が
運
営
し
て
い
る
総
合
案
内
所
で
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
提
示
す
る
こ
と
で
、
そ
の
ポ
イ
ン

ト
を
白
浜
町
内
２
７
８
店
舗
の
ホ
テ
ル
、
飲
食
店
、
観
光

施
設
な
ど
で
利
用
可
能
な
白
浜
町
商
工
会
商
品
券
１
０
０

０
円
分
と
白
浜
町
営
の
温
泉
公
衆
浴
場
の
無
料
チ
ケ
ッ
ト

（
２
人
様
分
）
に
交
換
で
き
る
も
の
と
し
ま
し
た
。

೔
ຊ
༗
数
の
Թ
ઘ
஍
ỏ
ന
඿

白
浜
町
は
古
か
ら
温
泉
地
と
し
て
栄
え
、白
浜
温
泉
は
、

日
本
書
紀
や
万
葉
集
な
ど
に
「
牟
婁
の
湯
」「
紀
の
温
湯
」

と
い
う
名
で
登
場
し
、
道
後
温
泉
、
有
馬
温
泉
と
並
ぶ
、

日
本
三
古
湯
の
一
つ
で
も
あ
り
ま
す
。
温
泉
街
に
は
ホ
テ

ル
や
旅
館
、
民
宿
な
ど
が
点
在
し
、
大
規
模
な
テ
ー
マ
パ

ー
ク
や
文
化
施
設
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ジ
ャ
イ

◆◆◆

ア
ン
ト
パ
ン
ダ
の
飼
育
数
が
日
本
一
で
も
あ
り
ま
す
。

２
０
１
５
年
に
高
速
道
路
（
紀
勢
自
動
車
道
）
の
南
進

に
よ
り
、
南
紀
白
浜
Ｉ
Ｃ
が
開
通
し
、
京
阪
神
方
面
か
ら

の
ア
ク
セ
ス
も
良
く
な
り
ま
し
た
。空
の
玄
関
口
と
し
て
、

南
紀
白
浜
空
港
が
あ
り
、
東
京
・
白
浜
間
を
約
１
時
間
で

結
び
、
１
日
３
便
運
航
し
て
い
ま
す
。

̟
̖
̡
͕
ઐ
用
サ
イ
ト
を
ཱ
ͪ
্
͛

取
り
組
み
と
し
て
、
ま
ず
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
が
自
社
サ
イ
ト
上

に
今
回
の
取
り
組
み
内
容
と
白
浜
町
の
観
光
情
報
や
グ
ル

メ
情
報
を
紹
介
し
た
専
用
サ
イ
ト
を
立
ち
上
げ
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。こ
の
専
用
サ
イ
ト
の
作
成
費
用
に
つ
い
て
は
、

南
紀
白
浜
空
港
利
用
促
進
実
行
委
員
会
（
事
務
局
：
和
歌

山
県
）
が
負
担
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
直
接
お
客
様
対
応
し
て
い
た
だ
く
白
浜
観

光
協
会
の
ス
タ
ッ
フ
と
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
提
示
を
受
け
、
自
治
体
ポ
イ
ン
ト
管
理
ク

ラ
ウ
ド
で
ポ
イ
ン
ト
の
確
認
、
決
済
処
理
、
商
品
券
等
と

の
引
換
え
に
つ
い
て
一
連
の
流
れ
を
確
認
し
、
自
治
体
ポ

イ
ン
ト
管
理
ク
ラ
ウ
ド
に
ア
ク
セ
ス
す
る
た
め
の
タ
ブ
レ

ッ
ト
の
操
作
研
修
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
当
初
、
自
治
体

ポ
イ
ン
ト
管
理
ク
ラ
ウ
ド
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
つ
い
て
は
、

白
浜
観
光
協
会
で
普
段
、
使
っ
て
い
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
接
続
で
き
る
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
す
る
予
定
で
し
た
が
、

総
務
省
よ
り
貸
し
出
さ
れ
て
い
た
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
用
タ

ブ
レ
ッ
ト
の
予
備
機
を
総
務
省
の
了
解
を
得
た
上
で
使
用

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
総
務
省
よ
り
マ
イ

キ
ー
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
実
証
事
業
の
検
証
用
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
貸
与
を
受
け
、使
用
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

◆◆◆

和
歌
山
県
白
浜
町

―
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
提
示
で

 
ポ
イ
ン
ト
が
商
品
券
や
温
泉
無
料
チ
ケ
ッ
ト
に
―

松
本
　
浩
樹

白
浜
町
総
務
課
　
庶
務
係
長

マ
イ
レ
ー
ジ
サ
ー
ビ
ス
の
ポ
イ
ン
ト
が

 

白
浜
温
泉
で
使
え
る

マ
イ
キ
ー
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と

地
域
活
性
化
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ポ
イ
ン
ト
利
用
者
は
̍
ਓ

今
年
２
月
１
日
か
ら
こ
の
取
り
組
み
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
ス
タ
ー
ト
前
に
は
Ｊ
Ａ
Ｌ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で

プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
期
間
と
し

て
は
５
月
31
日
ま
で
の
実
証
事
業
で
し
た
。

当
初
の
計
画
で
は
、「
ど
こ
か
に
マ
イ
ル
」
で
白
浜
町

に
い
ら
っ
し
ゃ
る
お
客
様
が
１
日
に
２
人
、
期
間
中
の
日

数
１
２
０
日
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
全
国
平
均
の
保

有
率
が
７
％
で
そ
こ
か
ら
得
ら
れ
る
利
用
者
数
が
17
人
だ

っ
た
の
で
、
少
な
く
と
も
10
人
は
利
用
さ
れ
る
と
考
え
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、結
果
と
し
て
、「
ど
こ
か
に
マ
イ
ル
」

で
白
浜
町
に
お
越
し
い
た
だ
い
た
お
客
様
１
０
０
人
ほ
ど

に
対
し
て
、
ポ
イ
ン
ト
の
取
得
及
び
利
用
者
は
１
人
で
し

た
。予
想
を
は
る
か
に
下
回
る
結
果
に
愕
然
と
す
る
一
方
、

こ
れ
が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
や
マ
イ
キ
ー
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
を
と
り
ま
く
現
状
だ
と
思
い
ま
し
た
。

ポ
イ
ン
ト
利
用
さ
れ
た
お
客
様
以
外
に
も
う
お
ひ
と
り

◆◆◆

案
内
所
に
お
越
し
い
た
だ
い
た
お
客
様
が
い
ま
し
た
。
そ

の
方
は
「
ど
こ
か
に
マ
イ
ル
」
で
白
浜
町
に
来
ら
れ
た
よ

う
で
す
が
、
案
内
所
へ
お
持
ち
い
た
だ
い
た
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
が
紙
に
コ
ピ
ー
し
た
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
っ
た
読
み
取
り
に
よ
る
、
マ
イ
キ
ー

Ｉ
Ｄ
や
白
浜
町
応
援
ポ
イ
ン
ト
の
確
認
が
出
来
ま
せ
ん
で

し
た
。
ご
本
人
に
確
認
す
る
と
マ
イ
キ
ー
Ｉ
Ｄ
の
登
録
も

ポ
イ
ン
ト
の
取
得
も
し
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
し
た
。「
Ｊ

Ａ
Ｌ
の
専
用
サ
イ
ト
に
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
提

示
す
れ
ば
商
品
券
と
交
換
し
て
も
ら
え
る
」
と
書
い
て
い

た
と
主
張
さ
れ
ま
し
た
が
、
ポ
イ
ン
ト
の
確
認
が
出
来
な

い
状
態
で
し
た
の
で
、
そ
の
旨
説
明
し
、
お
帰
り
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
ケ
ー
ス
は
全
く
の
想
定
外

で
し
た
が
、
今
考
え
る
と
、
せ
っ
か
く
お
越
し
い
た
だ
い

た
お
客
様
で
し
た
の
で
、
も
う
少
し
柔
軟
な
対
応
が
出
来

た
の
で
は
と
思
い
ま
す
。
結
果
と
し
て
、
お
越
し
い
た
だ

い
た
お
客
様
に
対
し
て
、
行
政
と
し
て
の
対
応
や
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
及
び
マ
イ
キ
ー
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
対

す
る
不
信
感
を
抱
か
せ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ೝ
஌
౓
な
Ͳ
様
々
な
課
題
͕
ු
き
ூ
り
に

今
回
の
取
り
組
み
で
、
様
々
な
課
題
が
浮
き
彫
り
に
な

り
ま
し
た
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
保
有
率
、
マ
イ
キ

ー
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
や
マ
イ
キ
ー
Ｉ
Ｄ
の
認
知
度
、
取

り
組
み
の
周
知
方
法
や
想
定
外
の
ケ
ー
ス
へ
の
対
応
。
事

例
も
少
な
く
ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄
積
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
実
証

事
業
が
全
国
的
に
広
が
り
、取
り
組
み
が
進
ん
で
い
け
ば
、

少
し
ず
つ
解
消
さ
れ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

当
町
し
て
は
、
春
休
み
、
Ｇ
Ｗ
を
含
む
と
は
言
え
、
閑

散
期
で
あ
る
こ
の
時
期
に
通
常
の
お
客
様
以
外
に
１
０
０

人
の
お
客
様
に
お
越
し
い
た
だ
け
た
と
い
う
こ
と
は
、
空

港
の
利
用
促
進
や
訪
問
客
の
増
加
と
い
う
面
で
十
分
成
果

が
あ
っ
た
と
感
じ
て
お
り
、
こ
の
誌
面
を
お
借
り
し
て
、

ご
協
力
い
た
だ
い
た
和
歌
山
県
、
白
浜
観
光
協
会
、
そ
し

て
、
こ
の
取
り
組
み
を
提
案
し
て
い
た
だ
い
た
Ｊ
Ａ
Ｌ
そ

れ
ぞ
れ
の
関
係
者
の
皆
様
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。 ◆◆◆

総務省より貸し出されたマイキープラットフォーム実証
事業検証用のスマートフォン

白浜町内のホテル、飲食店、観光施設などで利用できる
ポイント引換券

白浜町の観光情報やグルメ情報を紹介している JAL 専用
サイト
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宗
像
市
は
、
平
成
30
年
５
月
15
日
、
マ
イ
キ
ー
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
を
利
用
し
た
自
治
体
ポ
イ
ン
ト
活
用
事
業
を

開
始
し
ま
し
た
。

個
人
が
所
有
す
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
ポ
イ
ン
ト
や

航
空
会
社
の
マ
イ
レ
ー
ジ
を
地
域
経
済
応
援
ポ
イ
ン
ト
と

し
て
自
治
体
ポ
イ
ン
ト
に
振
り
替
え
、
そ
れ
を
通
信
販
売

サ
イ
ト
「
め
い
ぶ
つ
チ
ョ
イ
ス
」
に
よ
る
地
元
産
品
の
販

売
や
、「
セ
キ
ュ
リ
テ
」
に
よ
る
地
元
事
業
者
の
フ
ァ
ン

ド
へ
の
投
資
に
使
っ
て
い
た
だ
く
、
と
い
う
も
の
で
す
。

औ
り
૊
Έ
の
ܦ
Ң

平
成
28
年
10
月
、
庁
内
に
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

活
用
し
た
地
域
経
済
好
循
環
拡
大
検
討
委
員
会
」
を
設
置

し
、
地
域
活
性
化
策
に
つ
い
て
検
討
を
開
始
し
ま
し
た
。

検
討
し
て
い
く
中
で
、
活
用
方
法
と
し
て
は
様
々
な
可

能
性
は
あ
る
も
の
の
、
検
討
す
べ
き
事
項
も
多
く
、
ま
ず

は
簡
単
に
で
き
る
も
の
、
す
ぐ
に
ス
タ
ー
ト
で
き
る
も
の

◆◆◆

か
ら
取
り
掛
か
っ
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
れ
が
、

自
治
体
ポ
イ
ン
ト
を
使
っ
た
事
業
で
す
。

ま
ず
、
ポ
イ
ン
ト
を
貯
め
る
方
法
と
し
て
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
自
治
体
ポ
イ
ン
ト
に
振
り

替
え
る
、
地
域
経
済
応
援
ポ
イ
ン
ト
の
活
用
を
選
び
ま
し

た
。地

域
経
済
応
援
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
毎
年
、
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
な
ど
の
ポ
イ
ン
ト
４
０
０
０
億
円
相
当
の

う
ち
約
３
〜
４
割
が
使
わ
れ
て
い
な
い
と
い
う
話
も
あ
っ

た
た
め
、
こ
れ
ら
の
ポ
イ
ン
ト
を
宗
像
市
の
自
治
体
ポ
イ

ン
ト
に
振
り
替
え
て
、
市
の
地
域
活
性
化
の
た
め
に
使
っ

て
い
た
だ
け
る
の
で
は
な
い
か
、
と
の
期
待
も
あ
り
ま
し

た
。一

方
、
当
市
に
は
農
産
物
や
海
産
物
な
ど
の
資
源
が
豊

富
に
あ
る
た
め
、
自
治
体
ポ
イ
ン
ト
を
使
う
方
法
に
つ
い

て
は
、
産
業
振
興
の
分
野
で
の
活
用
を
考
え
ま
し
た
。
通

信
販
売
サ
イ
ト
「
め
い
ぶ
つ
チ
ョ
イ
ス
」
を
活
用
す
れ
ば
、

遠
方
の
方
に
も
、
当
市
の
物
産
を
購
入
し
て
い
た
だ
け
る

と
考
え
た
も
の
で
す
。

さ
ら
に
も
う
一
つ
、
投
資
型
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
サ
イ
ト
「
セ
キ
ュ
リ
テ
」
を
活
用
し
て
市
内
事
業
者
が

資
金
調
達
を
行
う
際
に
、
現
金
の
み
で
な
く
自
治
体
ポ
イ

ン
ト
を
活
用
し
て
投
資
で
き
る
仕
組
み
を
整
え
ま
し
た
。

ੈ
ք
Ҩ
࢈
ొ
࿥

平
成
29
年
７
月
、
宗
像
市
、
福
津
市
に
所
在
す
る
８
つ

の
資
産
か
ら
な
る
「『
神
宿
る
島
』
宗
像
・
沖
ノ
島
と
関

連
遺
産
群
」
が
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
15

年
に
わ
た
り
、
福
岡
県
と
福
津
市
、
そ
し
て
な
に
よ
り
地

域
住
民
と
共
に
続
け
て
き
た
登
録
活
動
が
、
よ
う
や
く
実

を
結
ん
だ
瞬
間
で
し
た
。

本
市
は
、
い
わ
ゆ
る
平
成
の
大
合
併
に
よ
る
２
度
の
合

併
を
経
て
、
平
成
17
年
３
月
に
現
在
の
宗
像
市
と
な
り
ま

し
た
。
人
口
約
９
万
７
０
０
０
人
、
福
岡
県
の
北
部
、
福

岡
市
と
北
九
州
市
と
い
う
２
つ
の
政
令
指
定
都
市
の
中
間

と
い
う
地
理
的
な
好
条
件
に
よ
り
両
市
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン

と
し
て
開
発
さ
れ
た
良
好
な
住
宅
市
街
地
を
中
心
に
、
縁

辺
部
に
は
優
良
農
地
が
広
が
り
、
ま
た
玄
界
灘
に
面
し
た

市
北
部
に
は
九
州
有
数
の
漁
獲
高
を
誇
る
鐘
崎
漁
港
が
あ

り
ま
す
。
そ
こ
か
ら
水
揚
げ
さ
れ
る
新
鮮
な
魚
介
類
は
、

「
道
の
駅
む
な
か
た
」
で
も
販
売
さ
れ
、
全
国
の
道
の
駅

で
も
有
数
の
売
り
上
げ
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

世
界
遺
産
登
録
活
動
の
動
き
は
合
併
前
の
平
成
14
年
か

ら
始
ま
り
ま
し
た
。「
沖
ノ
島
を
世
界
遺
産
に
」
を
キ
ャ

ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
地
元
観
光
協
会
や
テ
レ
ビ
局
な
ど
が

積
極
的
に
動
き
だ
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

そ
の
後
２
度
の
合
併
に
よ
っ
て
、
複
数
の
自
治
体
に
あ

っ
た
８
つ
の
構
成
資
産
の
う
ち
７
つ
の
資
産
が
一
つ
の
自

◆◆◆

福
岡
県
宗
像
市

世
界
遺
産
登
録
を
き
っ
か
け
に

 

自
治
体
ポ
イ
ン
ト
で
産
業
振
興

吉
永
　
さ
つ
き

宗
像
市
経
営
企
画
課
　
企
画
係
長

―
ポ
イ
ン
ト
を
活
用
し
て
投
資
で
き
る
仕
組
み
も
整
備
―

マ
イ
キ
ー
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と

地
域
活
性
化
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治
体
に
存
在
す
る
こ
と
に
な
り
、
登
録
活
動
が
一
気
に
活

性
化
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

活
動
が
始
ま
っ
て
15
年
、
様
々
な
取
り
組
み
や
市
民
、

県
民
の
想
い
が
後
押
し
と
な
り
、
平
成
29
年
に
世
界
文
化

遺
産
に
登
録
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

ੈ
ք
Ҩ
࢈
と
࢈
ۀ
ৼ
ڵ

世
界
遺
産
へ
の
登
録
は
、
宗
像
市
へ
広
く
国
内
外
か
ら

の
観
光
客
を
呼
び
込
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
を
一
過
性
の
も

の
で
終
わ
ら
せ
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
地
域
産
業
に

と
っ
て
、
大
き
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
と
と
ら
え
、
官
民

挙
げ
て
の
地
域
産
業
の
活
性
化
へ
の
取
り
組
み
が
今
も
続

い
て
い
ま
す
。

◆◆◆

こ
の
一
環
と
し
て
、
市
は
、
地
元
商
工
会
と
金
融
機
関

と
連
携
し
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
手
法
を
活
用

し
て
市
内
事
業
者
の
資
金
調
達
を
応
援
す
る
「
宗
像
応
援

フ
ァ
ン
ド
」
の
創
設
と
、
こ
れ
を
活
用
す
る
事
業
者
の
支

援
に
乗
り
出
し
ま
し
た
。

そ
の
宗
像
応
援
フ
ァ
ン
ド
第
１
号
が
、「
海
千
『
た
の

し
ま
ん
ね
宗
像
』
離
島
応
援
フ
ァ
ン
ド
」
で
す
。
世
界
遺

産
登
録
活
動
や
離
島
振
興
を
応
援
し
て
き
た
地
元
食
品
製

造
会
社
で
あ
る
株
式
会
社
海
千
が
、
離
島
で
あ
る
大
島
、

地
島
で
採
れ
る
甘
夏
や
ワ
カ
メ
な
ど
の
素
材
を
活
用
し
て

新
商
品
開
発
に
取
り
組
む
と
い
う
も
の
で
す
。
宗
像
応
援

フ
ァ
ン
ド
で
は
投
資
型
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
サ
イ

ト
「
セ
キ
ュ
リ
テ
」
を
活
用
し
て
お
り
、
現
金
だ
け
で
は

な
く
、
自
治
体
ポ
イ
ン
ト
を
使
っ
て
投
資
で
き
る
仕
組
み

を
整
理
し
ま
し
た
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
ී
ٴ
ଅ
ਐ
͕

Ұ
൪
の
課
題

自
治
体
ポ
イ
ン
ト
運
用
を
開
始
し
て
約
１
カ
月
が
経
過

し
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
、
自
治
体
ポ
イ
ン
ト
の
活
用
事

例
は
ま
だ
あ
り
ま
せ
ん
。

前
述
の
応
援
フ
ァ
ン
ド
に
関
し
て
は
、
事
業
者
の
取
り

組
み
へ
の
思
い
や
姿
勢
に
共
感
す
る
投
資
者
が
多
く
、
短

期
間
で
資
金
調
達
の
目
標
額
を
達
成
し
た
た
め
、
自
治
体

ポ
イ
ン
ト
が
利
用
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
ま
ま
フ
ァ
ン
ド
は

既
に
終
了
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
あ
く
ま
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
る
、
と
い
う

ス
タ
ン
ス
で
自
治
体
ポ
イ
ン
ト
活
用
事
業
に
よ
る
地
域
活

性
化
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

問
題
も
課
題
も
多
く
あ
り
ま
し

た
が
、
何
よ
り
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
の
普
及
促
進
が
一
番
の
課
題

で
あ
る
と
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及

の
た
め
、
当
市
で
は
、
広
報
紙
に

よ
る
Ｐ
Ｒ
や
カ
ー
ド
申
請
受
付
窓

口
の
休
庁
日
開
設
等
を
行
っ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
今
後
は
商
業
施

設
で
の
臨
時
受
付
窓
口
開
設
な
ど

も
計
画
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
取

り
組
み
と
合
わ
せ
て
、
世
界
遺
産

登
録
へ
の
関
心
が
高
い
う
ち
に
、

自
治
体
ポ
イ
ン
ト
活
用
事
業
に
つ

い
て
も
拡
充
を
図
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

◆◆◆

世界遺産構成資産の一つ「沖津宮遙拝所」

宗像応援ファンド

「めいぶつチョイス」商品
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ゆ
る
行
政
ポ
イ
ン
ト
が
発
行
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の

ポ
イ
ン
ト
を
自
治
体
ポ
イ
ン
ト
管
理
ク
ラ
ウ
ド
に
設
定
す

る
こ
と
で
運
用
す
れ
ば
、
自
治
体
側
の
コ
ス
ト
削
減
と
ク

ラ
ウ
ド
型
地
域
通
貨
の
原
資
を
集
約
し
て
使
う
こ
と
が
出

来
る
。
ま
た
、
各
種
公
的
給
付
金
の
一
部
を
自
治
体
ポ
イ

ン
ト
で
運
用
で
き
れ
ば
、
地
域
の
実
店
舗
で
の
売
り
上
げ

に
直
結
す
る
。

次
に
、
自
治
体
等
へ
の
支
払
い
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化

の
手
段
と
し
て
期
待
で
き
る
。
自
治
体
ポ
イ
ン
ト
の
財
源

は
、
当
初
か
ら
指
定
金
融
機
関
の
口
座
で
管
理
さ
れ
て
お

り
、
給
食
費
、
教
材
費
、
納
税
、
公
共
料
金
な
ど
の
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
化
に
活
用
す
れ
ば
、
当
該
金
融
機
関
内
で
の
処

理
で
可
能
と
な
り
、
合
理
的
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
口
座
振
替
等
に
よ
る
自
治
体
ポ
イ
ン
ト
の

購
入
が
可
能
と
な
れ
ば
、
非
常
に
低
コ
ス
ト
で
地
域
で
の

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
に
よ
る
経
済
好
循
環
拡
大
の
強
力
な

手
段
と
な
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
自
治
体
ポ
イ
ン
ト

と
い
う
イ
ン
フ
ラ
を
活
用
し
て
様
々
な
可
能
性
が
実
用
化

さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

自
治
体
ポ
イ
ン
ト
の
֓
ཁ

○
シ
ス
テ
ム

マ
イ
キ
ー
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
及
び
自
治
体
ポ
イ
ン
ト

管
理
シ
ス
テ
ム
（
実
証
稼
働
中
）
を
活
用
↓
ク
ラ
ウ
ド
に

よ
る
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
ー
ビ
ス
で
、
全
国
の
自
治
体
及
び
商
店
等

で
の
シ
ス
テ
ム
開
発
は
不
要

○
自
治
体
ポ
イ
ン
ト
の
性
質

（
１
）
当
該
自
治
体
内
の
商
店
等
で
の
み
使
用
可
能
（
共

通
商
品
券
の
デ
ジ
タ
ル
版
）

（
２
）
自
治
体
ポ
イ
ン
ト
の
取
得
手
段

猿
渡
　
知
之

総
務
省
大
臣
官
房
審
議
官
（
地
域
情
報
化
担
当
）

஍
Ҭ
の
ج
ຊ
的
な
キ
Ỿ
ッ
γ
ỿ
レ
ス
ܾ
ࡁ

イ
ン
フ
ラ
と
な
る
自
治
体
ポ
イ
ン
ト

自
治
体
ポ
イ
ン
ト
と
は
、
当
該
自
治
体
内
の
商
店
等
で

の
み
使
用
可
能
な
デ
ジ
タ
ル
共
通
商
品
券
と
言
え
る
。
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
ポ
イ
ン
ト
や
航
空
マ
イ
レ
ー
ジ
な

ど
、
現
在
の
協
力
企
業
の
分
で
年
間
４
０
０
０
億
円
程
度

発
行
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
を
自
治
体
ポ
イ
ン
ト
に
変

換
し
て
合
算
し
、
商
品
の
購
入
な
ど
に
活
用
で
き
る
自
治

体
ポ
イ
ン
ト
管
理
ク
ラ
ウ
ド
が
実
証
稼
働
中
で
あ
る
。
こ

れ
に
は
、
各
自
治
体
で
付
与
さ
れ
る
健
康
ポ
イ
ン
ト
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
な
ど
も
合
算
し
て
使
え
る
。

さ
ら
に
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
払
い
や
銀
行
の
口
座
振

替
に
よ
り
自
治
体
ポ
イ
ン
ト
を
購
入
で
き
る
仕
組
み
を
開

発
中
で
、
こ
れ
に
よ
り
、
地
域
の
基
本
的
な
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
決
済
イ
ン
フ
ラ
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る

（
参
考
資
料
１
「
自
治
体
ポ
イ
ン
ト
管
理
ク
ラ
ウ
ド
の
利

用
イ
メ
ー
ジ
」、
参
考
資
料
２
「
自
治
体
ポ
イ
ン
ト
の
活

用
可
能
性
」）。

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
は
、
行
政
施
策
の
コ
ス
ト
も
大
幅
に

軽
減
で
き
る
。
例
え
ば
、
現
金
給
付
さ
れ
た
臨
時
福
祉
給

付
金
は
、
手
続
き
が
煩
雑
で
、
地
元
の
消
費
に
直
結
し
に

く
い
と
さ
れ
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
は
地
元
で
の
消
費
拡

大
に
直
結
し
た
も
の
の
、
印
刷
費
な
ど
事
務
経
費
が
大
き

く
（
２
２
０
６
億
円
の
プ
レ
ミ
ア
ム
分
に
対
し
５
２
６
億

円
）、
転
売
防
止
や
上
限
設
定
の
困
難
さ
が
指
摘
さ
れ
た
。

自
治
体
ポ
イ
ン
ト
を
活
用
す
れ
ば
、
地
元
で
の
消
費
拡
大

に
直
結
す
る
だ
け
で
な
く
、
印
刷
事
務
な
ど
の
コ
ス
ト
が

不
要
と
な
り
、
転
売
対
策
・
上
限
設
定
も
容
易
で
あ
る
。

ࠓ
ޙ
の
͞
Β
な
る
活
用
Մ
ೳ
性

ま
ず
、
ク
ラ
ウ
ド
型
自
治
体
ポ
イ
ン
ト
付
与
シ
ス
テ
ム

と
し
て
の
活
用
が
あ
る
。
現
在
、
多
く
の
自
治
体
で
い
わ

―
自
治
体
ポ
イ
ン
ト
で

 
行
政
施
策
コ
ス
ト
の
大
幅
減
や
地
元
消
費
拡
大
―

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
を
伴
う
地
域
経
済
好
循
環
拡
大
に
つ
い
て

マ
イ
キ
ー
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と

地
域
活
性
化
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・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社
等
の
ポ
イ
ン
ト
や
マ
イ
レ
ー

ジ
を
消
費
者
（
住
民
等
）
が
選
ん
だ
自
治
体
ポ
イ
ン
ト

に
変
換
（
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社
等
か
ら
精
算
金
が

提
供
さ
れ
る
）

・
健
康
ポ
イ
ン
ト
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
等
の
行
政

ポ
イ
ン
ト
が
自
治
体
よ
り
付
与
さ
れ
る
（
当
該
自
治
体

に
よ
り
精
算
金
が
予
算
計
上
）

・
消
費
者
（
住
民
等
）
の
銀
行
等
か
ら
の
口
座
振
込
や
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
に
よ
り
、
好
き
な
自
治
体
ポ
イ

ン
ト
を
購
入
で
き
る
よ
う
に
す
る
（
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の

簡
易
な
方
法
を
開
発
中
。
窓
口
振
込
に
よ
る
購
入
も
可

能
に
す
る
）

（
３
）
政
策
的
な
給
付
等
へ
の
活
用
（
活
用
可
能
性
を

検
討
中
）

○
自
治
体
の
参
加
手
続
き

・
指
定
金
融
機
関
の
口
座
番
号
や
連
絡
先
を
マ
イ
キ
ー
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
登
録

○
消
費
者
︵
住
民
等
︶
の
参
加
手
続
き

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
４
桁
の
暗
証
番
号
で
本
人
確

認
後
、
自
治
体
ポ
イ
ン
ト
の
口
座
番
号
を
設
定
（
マ
イ

キ
ー
Ｉ
Ｄ
＝
８
桁
）　
＊
自
治
体
等
の
窓
口
で
設
定
支

援
が
行
わ
れ
る

○
商
店
等
で
の
様
々
な
活
用
方
法
と
事
前
手
続
き

（
１
）
商
店
等
で
の
活
用
方
法
（
商
店
街
等
で
適
切
な
方

法
を
選
択
）

・  

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ  

ー
ド
を
活
用
し
て
、
実
店
舗
の
パ
ソ

コ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
等
の
画
面

で
自
治
体
ポ
イ
ン
ト
で
決
済
す
る

・  

商
品
券
交
換
所
等
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
活
用
し
て
、
自
治
体
ポ
イ

ン
ト
を
使
い
、
既
存
の
地
域
商
品
券

と
の
交
換
や
商
店
街
ポ
イ
ン
ト
カ
ー

ド
に
チ
ャ
ー
ジ
を
す
る

・  

ポ
イ
ン
ト
券
発
行
場
所
を
決
め
（
市

役
所
や
商
店
街
事
務
局
等
）、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使
い
自
治
体
ポ

イ
ン
ト
券
を
発
行
し
、
実
店
舗
等
で

決
済
す
る

・  

自
治
体
ポ
イ
ン
ト
を
活
用
し
て
オ
ン

ラ
イ
ン
で
販
売
す
る
（
マ
イ
キ
ー
Ｉ

Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
で
商
品
購
入
）

（
２
）
事
前
手
続
き

精
算
金
の
振
込
を
受
け
る
口
座
番
号

や
連
絡
先
等
を
マ
イ
キ
ー
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
に
登
録
。
な
お
、
オ
ン
ラ
イ

ン
販
売
の
場
合
は
自
治
体
ポ
イ
ン
ト
で

の
決
済
機
能
を
有
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
サ

イ
ト
に
商
品
等
を
掲
載
。

特 集
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こ
こ
は
、
閉
校
に
な
っ
た
中
学
校
の
校

庭
に
あ
る
小
さ
な
畑
と
野
外
キ
ッ
チ
ン
。

薪
を
割
っ
て
火
を
起
こ
し
、
か
ま
ど
で
ご

飯
を
炊
き
、
豚
汁
を
つ
く
る
。
先
生
は
小

学
校
３
年
生
の
ユ
ウ
タ
と
コ
ウ
ヘ
イ
。
羽

ガ
マ
に
木
を
あ
て
て
耳
を
あ
て
、「
ぐ
つ

ぐ
つ
聞
こ
え
た
ら
炊
き
あ
が
っ
た
証
拠
だ

よ
」。
子
供
か
ら
お
母
さ
ん
ま
で
が
う
ん

う
ん
う
な
づ
い
て
あ
と
に
続
く
。

こ
こ
は
、
石
垣
が
美
し
い
柑
橘
畑
。
昨

年
ま
で
、
ス
ス
キ
が
生
い
茂
る
耕
作
放
棄

地
だ
っ
た
。
草
を
刈
り
整
え
ら
れ
た
一
角

の
梅
の
木
の
下
で
、
あ
お
ぞ
ら
学
級
が
行

わ
れ
て
い
る
。先
生
は
地
域
の
農
家
さ
ん
。

丸
太
イ
ス
に
す
わ
っ
て
話
を
聞
い
て
い
る

の
は
地
域
外
か
ら
集
ま
っ
た
人
た
ち
だ
。

農
や
森
に
つ
い
て
の
話
や
農
具
の
使
い
方

に
熱
心
に
耳
を
か
た
む
け
て
い
る
。

こ
こ
は
、
パ
ン
屋
さ
ん
の
お
庭
。
パ
ン

屋
さ
ん
が
先
生
に
な
っ
て
、
小
麦
を
脱
穀

し
海
水
を
炊
い
て
塩
を
作
っ
て
い
る
。

औ
り
૊
Έ
に
ࢸ
ỳ
た
ܦ
Ң

私
達
「
片
浦
食
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産

地
消
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
活
動
す
る
小
田

原
市
片
浦
地
域
は
、
小
田
原
市
で
最
も
少

子
高
齢
化
が
進
む
地
域
で
、
２
０
１
０
年

３
月
に
片
浦
中
学
校
が
閉
校
。
担
い
手
不

足
か
ら
耕
作
放
棄
地
や
荒
廃
森
林
が
増

え
、
空
き
家
や
独
居
高
齢
者
の
増
、
人
口

減
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
弱
体
化
等

様
々
な
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
課
題
に
対
し
、
事
業
家
や
自
治
体
が

資
金
や
人
材
を
投
入
し
解
決
し
て
い
く
方

法
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
は

根
本
的
な
解
決
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
こ
で
、
資
金
や
施
策
に
頼
ら
ず
、
そ
こ

に
住
む
、
ま
た
は
関
わ
る
人
の
力
の
相
乗

効
果
で
地
域
に
新
た
な
風
を
ふ
き
こ
み
活

性
を
取
り
戻
す
こ
と
は
で
き
な
い
か
、
と

い
う
思
い
か
ら
、
地
域
へ
の
来
訪
者
を
増

や
し
人
々
の
出
会
い
と
交
流
の
場
を
作
る

こ
と
を
目
的
に
、
２
０
１
１
年
秋
よ
り
活

動
を
開
始
。
こ
れ
ま
で
に
い
く
つ
か
の
取

り
組
み
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
ず
は
閉
校
に
な
っ
た
中
学
校
の
校
庭

に
小
さ
な
畑
と
野
外
キ
ッ
チ
ン
と
い
っ

た
、
食
べ
る
上
で
必
要
な
も
の
を
自
分
達

で
つ
く
り
、
ガ
ス
や
電
気
を
使
わ
ず
調
理

す
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
廃
バ
ッ
テ

リ
ー
を
利
用
し
た
50
㍗
の
小
型
太
陽
光
パ

ネ
ル
シ
ス
テ
ム
を
作
る
こ
と
で
電
気
を
自

分
達
で
つ
く
れ
る
こ
と
を
学
び
、
公
園
や

通
学
路
15
カ
所
に
街
灯
を
設
置
し
ま
し

た
。
こ
の
太
陽
光
パ
ネ
ル
で
発
電
し
た
電

力
で
「
星
空
上
映
会
」
を
毎
年
開
催
。
高

齢
者
か
ら
聞
き
書
き
し
た
地
域
の
風
習
や

文
化
を
映
像
に
仕
立
て
て
上
映
し
、
地
域

の
歴
史
を
学
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
活
動
を
通
し
、
学
び
の
場

と
い
う
も
の
は
、誰
で
も
参
加
し
や
す
く
、

か
つ
一
過
性
の
イ
ベ
ン
ト
で
終
わ
ら
な

い
、
継
続
的
に
関
わ
り
や
す
い
場
と
な
る

の
で
は
な
い
か
と
思
う
に
い
た
り
ま
し

た
。
と
い
っ
て
も
、
校
舎
や
教
師
が
い
る

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
域
の
あ
ち
こ
ち

が
「
学
び
舎
」
で
あ
り
、
子
ど
も
や
農
家

さ
ん
や
お
母
さ
ん
た
ち
が「
地
域
の
先
生
」

で
す
。

ࣄ
ۀ
࣮
ࢪ
಺
༰

当
事
業
で
は
３
つ
の
学
び
舎
が
生
ま
れ

஍
ํ
૑
生
に
޲
͚
て
ἔ
͕
Μ
͹
る
஍
Ҭ
ἕ
Ԡ
ԉ
ࣄ
ۀ

（
神
奈
川
県
小
田
原
市
）

地
域
全
体
が
学
び
舎
、子
ど
も
や
農
家
が
地
域
の
先
生

―
資
源
・
人
材
の
活
用
に
よ
る
集
落
活
性
化
モ
デ
ル
事
業
―

帰
山
　
寧
子

片
浦
食
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

஍
ํ
૑
生
ਪ
ਐ
の
た
め
に
は
ỏ
஍
Ҭ
಺
ܦ
ࡁ
॥
؀
の
活
性
Խ
に
Α
る
ޏ
用
の
૑
ग़
ỏ

ए
者
や
ঁ
性
͕
活
༂
す
る
஍
Ҭ
ͮ
く
り
の
ਪ
ਐ
な
Ͳ
の
؀
ڥ
੔
උ
͕
ඞ
ཁ
で
͋
る
Ố

஍
Ҭ
活
性
Խ
η
ン
λ
ー
で
は
ỏ﹁
஍
ํ
૑
生
に
޲
͚
て
ἔ
͕
Μ
͹
る
஍
Ҭ
ἕ
Ԡ
ԉ
ࣄ
ۀ
﹂

と
し
て
ỏ
஍
Ҭ
ஂ
体
΋
し
く
は
ࢢ
ொ
ଜ
౳
͕
ॅ
ຽ
と
ڞ
に
࣮
ࢪ
す
る
ỏ
自
治
体
ɾ
஍
Ҭ
ɾ

ू
མ
の
ফ
໓
Մ
ೳ
性
の
ة
ػ
ଧ
։
౳
に
޲
͚
た
ࣄ
ۀ
を
ࢧ
ԉ
し
て
い
る
Ố

ࠓ
ճ
ỏ
ฏ
੒
29
೥
౓
に
ಉ
ࣄ
ۀ
を
活
用
し
た
ਆ
ಸ
઒
ݝ
খ
ా
ݪ
ࢢ
ย
Ӝ
஍
Ҭ
の
औ

り
૊
Έ
を
﹁
ย
Ӝ
৯
と
Τ
ω
ϧ
Ϊ
ー
の
஍
࢈
஍
ফ
プ
ϩ
ジ
ỻ
ク
ト
﹂
代
ද
の
ؼ
ࢁ
ೡ

ࢠ
ࢯ
に
͝
঺
հ
い
た
ͩ
い
た
Ố 
ớ
ا
ը
課
Ờ
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ま
し
た
。

１
つ
目
は
、
中
学
校
の
校
庭
の
小
さ
な

畑
と
野
外
キ
ッ
チ
ン
で
す
。
畑
に
は
何
種

類
も
の
ハ
ー
ブ
を
植
え
育
て
て
い
ま
す
。

片
浦
小
学
校
と
連
携
し
て「
子
ど
も
教
室
」

を
４
回
開
催
。
か
ま
ど
や
ソ
ー
ラ
ク
ッ

カ
ー
を
使
い
、
電
気
や
ガ
ス
が
な
く
て
も

自
然
の
力
で
料
理
が
で
き
る
こ
と
を
体
験

し
た
り
、ハ
ー
ブ
染
め
し
た
り
し
ま
し
た
。

ま
た
、
地
元
の
産
業
で
あ
る
定
置
網
を
体

育
館
に
再
現
し
た
り
、
戦
前
食
べ
て
い
た

「
な
べ
や
き
」
と
い
う
お
や
つ
を
復
刻
す

る
な
ど
、
地
域
の
産
業
や
食
を
学
び
ま
し

た
。
先
生
は
小
学
校
の
児
童
、お
母
さ
ん
、

地
域
を
よ
く
知
る
高
齢
者
た
ち
で
す
。

２
つ
目
の
学
び
舎
は
耕
作
放
棄
地
。
数

年
手
が
い
れ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
元
柑
橘

畑
で
「
Ｒ
ｅ
農
地
講
座
〜
農
地
を
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
〜
」
を
、
講
座
と
実
習
で
全

22
回
開
催
。
鎌
や
草
刈
り
機
な
ど
の
道
具

の
使
い
方
、
農
地
の
効
率
的
な
整
備
の
方

法
を
学
び
耕
作
放
棄
地
を
整
備
、
そ
の
一

角
を
小
麦
畑
に
し
ま
し
た
。

３
つ
目
の
学
び
舎
は
地
元
の
レ
ス
ト
ラ

ン
や
パ
ン
屋
さ
ん
。
地
域
で
お
金
を
つ

く
っ
て
ま
わ
す
、
を
テ
ー
マ
に
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

地
域
の
事
業
者
か
ら
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
本
に

は
な
い
地
域
に
即
し
た
お
話
し
を
う
か
が

い
ま
し
た
。

ࣄ
ۀ
੒
Ռ

子
ど
も
教
室
、Ｒ
ｅ
農
地
講
座
、コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
講
座
の
開
催
で
約

２
０
０
人
が
新
た
に
片
浦
地
域
に
来
訪
、

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

子
ど
も
教
室
は
、
学
校
で
は
学
べ
な
い

こ
と
を
学
ぶ
場
と
し
て
、
高
学
年
か
ら
低

学
年
ま
で
が
と
も
に
作
業
し
、
一
緒
に
ご

飯
を
食
べ
る
と
い
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成

の
場
と
な
り
ま
し
た
。

Ｒ
ｅ
農
地
講
座
で
は
、
農
や
森
に
つ
い

て
の
知
識
、
草
刈
や
森
の
手
入
れ
方
法
な

ど
に
つ
い
て
学
ん
だ
後
に
「
わ
た
く
し
的

Ｒ
ｅ
農
地
と
は
？
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
発

表
。
身
の
丈
の
農
地
の
活
か
し
方
に
つ
い

て
、い
く
つ
か
の
提
案
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

技
術
を
確
実
に
身
に
つ
け
た
い
と
い
う

要
望
か
ら
、
よ
り
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
た

「
徹
底
実
践
！
Ｒ
ｅ
農
地
塾
」
が
生
ま
れ
、

市
民
が
耕
作
放
棄
地
を
整
備
、
再
生
し
て

い
く
「
Ｒ
ｅ
農
地
隊
」
結
成
を
目
指
す
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
度
は
小
田
原
市

の
委
託
を
受
け
、
Ｒ
ｅ
農
地
講
座
２
期
目

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
講
座
で
は
、

Ｒ
ｅ
農
地
敷
地
で
栽
培
し
た
小
麦
と
、
近

く
の
海
水
を
炊
い
て
作
っ
た
塩
で
地
元
の

パ
ン
屋
さ
ん
に
パ
ン
を
焼
い
て
も
ら
い

「
か
た
う
ら
パ
ン
」
と
名
付
け
て
販
売
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
パ
ッ
ケ
ー
ジ
も

自
分
達
で
絵
を
書
き
、ゴ
ム
印
を
つ
く
り
、

子
ど
も
や
大
人
み
ん
な
で
押
し
た
、
何
か

ら
な
に
ま
で
地
産
地
消
の
パ
ン
で
す
。

今
後
の
展
望

こ
の
よ
う
に
、地
域
内
外
か
ら
「
学
び
」

を
求
め
て
人
が
集
ま
り
、人
が
人
を
呼
び
、

地
域
が
賑
わ
い
を
取
り
戻
し
、
集
ま
っ
た

人
同
士
の
交
流
か
ら
化
学
反
応
が
生
ま

れ
、
新
た
な
取
り
組
み
が
始
ま
る
。
こ
れ

ら
小
さ
な
実
例
を
積
み
重
ね
る
こ
と
で
、

継
続
し
て
地
域
に
関
わ
る
関
係
人
口
が
増

え
、
移
住
者
が
来
る
、
こ
こ
で
学
ん
だ
人

が
次
の
先
生
と
な
る
「
学
び
の
連
鎖
」
は
、

人
材
育
成
に
つ
な
が
り
ま
す
。

地
域
課
題
の
解
決
と
い
う
大
き
な
旗
印

を
掲
げ
る
よ
り
、
地
域
の
課
題
を
学
び
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
組
み
替
え
る
こ
と
で
地
域

内
外
の
市
民
が
参
加
、
交
流
す
る
場
と
な

り
、
そ
の
結
果
、
耕
作
放
棄
地
や
空
き
家

な
ど
の
課
題
が
解
決
し
資
源
が
活
か
さ
れ

て
い
く
。
こ
の
よ
う
な
学
び
を
軸
に
し
た

「
人
間
力
と
関
係
性
を
基
盤
に
し
た
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
創
発
型
の
課
題
解
決
」
事
例

は
、
進
み
は
ゆ
っ
く
り
で
す
が
、
地
域
が

継
続
し
て
活
性
し
て
い
く
確
実
な
基
盤
と

な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
手
応
え
と
可

能
性
を
感
じ
て
い
ま
す
。

今
後
も
地
域
の
あ
ち
こ
ち
が「
学
び
舎
」

と
な
り
、「
地
域
の
先
生
」
が
活
躍
す
る

場
と
学
び
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
充
実
さ
せ
る

こ
と
で
、
課
題
解
決
へ
む
け
て
の
小
さ
な

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
重
ね
て
い
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

コミュニティビジネス「かたうらパン」

Re農地講座の整備実習

Re農地講座のあおぞら教室

子ども教室
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は
じ
め
に

今
回
の
実
践
塾
は
、「〝
な
い
も
の
は
な

い
〞
離
島
か
ら
の
挑
戦
」
を
テ
ー
マ
に
、

海
士
町
の
こ
れ
ま
で
の
挑
戦
事
例
の
紹
介

を
し
な
が
ら
、
受
講
生
が
自
分
の
地
域
に

あ
る
も
の
に
目
を
向
け
、活
か
し
な
が
ら
、

「
意
志
あ
る
未
来
」
に
向
か
っ
て
挑
戦
で

き
る
こ
と
を
目
指
し
て
実
施
し
た
。

１
日
目
前
半
：
講
義
「
意
志
あ
る

未
来
に
向
か
っ
て
～
な
い
も
の
は

な
い
～
離
島
か
ら
の
挑
戦
」

初
日
は
、
前
海
士
町
長
の
山
内
道
雄
氏

と
海
士
町
総
務
課
主
査
の
濱
中
香
理
氏
に

お
話
し
て
い
た
だ
い
た
。
山
内
前
町
長
は

４
期
16
年
の
間
、
最
前
線
で
陣
頭
指
揮
を

執
ら
れ
て
き
た
。
自
身
が
民
間
企
業
経
験

者
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
役
場
を
「
住
民
総

合
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
」
と
位
置
づ
け
、

「
自
立
・
挑
戦
・
交
流
」
を
経
営
指
針
に

ま
ず
は
職
員
の
意
識
改
革
か
ら
始
め
た
。

平
成
17
年
の
財
政
難
を
乗
り
切
る
た
め

に
、自
ら
の
給
与
カ
ッ
ト
を
宣
言
し
た
際
、

職
員
か
ら
も
申
し
出
が
あ
り
、
全
体
で

２
億
円
の
お
金
を
捻
出
で
き
た
こ
と
を
明

ら
か
に
し
た
。
平
成
17
年
当
時
は
全
国
で

一
番
給
料
の
低
い
公
務
員
と
な
っ
た
が
、

給
与
カ
ッ
ト
に
よ
り
未
来
へ
の
投
資
と
職

員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
む
し
ろ
上
が

り
、
ま
た
、
役
場
の
本
気
度
が
地
域
に
も

伝
わ
り
、
補
助
金
の
自
主
返
納
な
ど
、
住

民
側
か
ら
の
申
し
出
に
繋
が
っ
た
こ
と
な

ど
を
語
っ
て
い
た
だ
い
た
。

海
士
町
の
ま
ち
づ
く
り
で
は
、
Ｉ
タ
ー

ン
者
の
力
が
不
可
欠
で
あ
り
、「
よ
そ
者
」

「
若
者
」「
ば
か
者
」
が
連
携
し
て
新
し
い

風
と
力
を
起
こ
す
こ
と
、
そ
の
た
め
の
原

点
は
「
交
流
」
に
あ
る
こ
と
、
本
気
で
頑

張
る
人
に
は
行
政
も
本
気
で
支
援
す
る
こ

と
な
ど
の
考
え
方
を
述
べ
た
。

濱
中
主
査
か
ら
は
、
海
士
町
の
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
っ
た
。
海
士

町
で
は
平
成
23
年
か
ら
「
な
い
も
の
は
な

い
」を
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
に
掲
げ
て
い
る
。

こ
の
言
葉
は
①
便
利
な
も
の
は
な
い
②
生

き
て
い
く
上
で
必
要
な
も
の
は
す
べ
て

揃
っ
て
い
る
、
と
い
う
二
つ
の
意
味
を

持
っ
て
お
り
、島
に
あ
る
も
の
を
見
つ
め
、

磨
き
、
活
か
し
な
が
ら
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
そ
も
そ
も

島
民
は
「
島
に
あ
る
も
の
」
の
本
当
の
価

値
に
気
づ
き
に
く
く
、
弱
点
と
思
う
こ
と

が
武
器
に
な
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
れ
を
気

づ
か
せ
て
く
れ
る
の
は
Ｉ
タ
ー
ン
者
の
目

線
で
あ
る
。
そ
う
し
た
声
を
受
け
入
れ
活

か
す
こ
と
が
特
産
品
開
発
や
、
隠
岐
島
前

高
校
の
魅
力
化
な
ど
に
繋
が
っ
て
き
た
。

そ
う
し
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
た

め
に
は
、
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
や
官
民
と
い
っ
た

壁
を
越
え
て
、「
意
志
あ
る
未
来
」
へ
の

挑
戦
を
と
も
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
話
さ
れ
た
。

講
義
の
あ
と
は
、「
隠
岐
牛
」「
い
わ
が

き
春
香
」
の
生
産
を
し
て
い
る
「
隠
岐
潮

風
フ
ァ
ー
ム
」や「
い
わ
が
き
生
産（
株
）」

の
現
地
視
察
を
行
い
、
実
際
に
生
産
現
場

で
ブ
ラ
ン
ド
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
生
産

者
か
ら
説
明
を
聞
い
た
。

午
後
か
ら
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
で

あ
る
「
あ
ま
マ
ー
レ
」
や
「
海
士
町
中
央

図
書
館
」、
隠
岐
島
前
高
校
の
男
子
寮
と

し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
「
島
前
研
修
交
流

セ
ン
タ
ー
三
燈
（
さ
ん
と
う
）」
を
視
察

し
た
。
特
に
三
燈
で
は
、
寮
の
自
主
運
営

や
地
域
で
の
活
動
の
様
子
な
ど
を
島
前
高

校
生
に
説
明
し
て
も
ら
っ
た
が
、
し
っ
か

り
自
分
の
言
葉
を
持
っ
て
語
る
生
徒
達
の

姿
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

１
日
目
後
半
：
講
義
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
「
地
域
の
未
来
を
切
り

拓
く
ひ
と
づ
く
り
」

町
内
視
察
が
終
わ
る
と
、
場
所
を
隠
岐

國
学
習
セ
ン
タ
ー
に
移
し
、
セ
ン
タ
ー
長

の
私
か
ら
今
回
の
実
践
塾
の
柱
の
ひ
と
つ

で
あ
る
、
島
前
高
校
魅
力
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
話
を
聞
き
、
自
分
の
地
域
の
教
育
の

魅
力
化
に
つ
い
て
考
え
る
時
間
を
設
け
た
。

ま
ず
、
少
人
数
の
ホ
ー
ム
グ
ル
ー
プ
を

作
り
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
学
び
を
深
め
る

た
め
に
自
分
で
意
識
し
た
い
こ
と
を
共
有

し
た
。
島
前
で
の
魅
力
化
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
の
講
義
で
は
、
人
口
減
少
地
域
の

人
づ
く
り
で
、
い
か
に
「
人
の
還
流
」
を

つ
く
っ
て
い
く
か
、
高
校
魅
力
化
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
立
ち
上
げ
期
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て

「
チ
ー
ム
を
つ
く
る
こ
と
」「
ビ
ジ
ョ
ン
を
作

る
こ
と
」
の
大
切
さ
な
ど
を
お
伝
え
し
た
。

人
づ
く
り
に
お
い
て
も
、「
な
い
も
の

は
な
い
」
と
い
っ
た
あ
り
方
が
肝
要
で
、

そ
の
地
域
に
あ
る
も
の
を
磨
き
な
が
ら
教

育
資
源
と
し
て
活
用
し
、
様
々
な
取
り
組

み
を
実
践
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
参
加

者
か
ら
は
、「
学
校
関
係
者
だ
け
で
な
く
、

行
政
、
地
域
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
な
ど
、

ฏ
੒
30
೥
౓
஍
ํ
૑
ੜ
࣮
ફ
क़

ౡ
ࠜ
県
ւ
࢜
ொ

஍
Ҭ
活
性
Խ
η
ン
λ
ー
で
は
ỏ
஍
ํ
૑
生
の
୲
い
手
と
な
る
ਓ
ࡐ
の
ཆ
੒
を
໨
的

と
し
た
ϫ
ー
ク
γ
ョ
ッ
プ
﹁
஍
ํ
૑
生
࣮
ફ
क़
﹂
を
࣮
ࢪ
し
て
い
る
Ố
ฏ
੒
30
೥
̒

݄
̎
೔
ớ
౔
Ờ
Ỗ
̏
೔
ớ
೔
Ờ
に
ౡ
根
ݝ
ւ
࢜
ொ
で
։
࠵
͞
Ε
た
࣮
ફ
क़
の
಺
༰
に

つ
い
て
ỏ
Ӆ
ذ
ᅳ
ֶ
श
η
ン
λ
ー
ɾ
η
ン
λ
ー
௕
の
๛
ా
ঙ
ޗ
ࢯ
に
͝
ใ
ࠂ
い
た
ͩ

い
た
Ố 

ớ
஍
Ҭ
૑
生
ۀ
຿
課
Ờ

「
な
い
も
の
は
な
い
」離
島
か
ら
の
挑
戦

―
海
士
町
の
地
方
創
生
―

豊
田
　
庄
吾

●●

隠
岐
國
学
習
セ
ン
タ
ー
　
セ
ン
タ
ー
長
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多
様
な
メ
ン
バ
ー
で
対
話
し
な
が
ら
、
地

域
で
目
指
す
教
育
の
あ
る
べ
き
姿
を
形

作
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
理
解

し
た
」
と
の
感
想
が
聞
か
れ
た
。

２
日
目
：
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 

「
あ
る
も
の
を
活
か
し
き
る
」

２
日
目
は
（
株
）
巡
の
環
の
阿
部
裕
志

社
長
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
も
と
、

約
４
時
間
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
っ
た
。

こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
狙
い
は
、
①
学

び
を
自
分
の
地
域
に
持
ち
帰
れ
る
よ
う
に

な
る
②
な
い
も
の
ね
だ
り
を
す
る
の
で
は

な
く
、
あ
る
も
の
を
活
か
す
視
点
に
な
る

③
学
び
を
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
し
、
仲
間
と
作

る
楽
し
さ
を
体
感
す
る
、
の
３
点
で
あ
る
。

ま
ず
は
、
今
の
気
持
ち
を
即
興
演
劇
風

に
表
現
す
る
こ
と
か
ら
は
じ
ま
り
、
続
い

て
海
士
町
の
取
り
組
み
の
根
底
に
流
れ
る

思
想
や
海
士
ら
し
さ
を
探
求
す
る
た
め

に
、
誰
も
が
聞
き
手
に
も
話
し
手
に
も
な

れ
る
変
則
型
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
行
っ
た
。
海
士
ら
し
さ
の
探
求
の
み
な

ら
ず
、
参
加
者
自
身
の
地
域
で
の
課
題
も

持
ち
寄
り
全
員
で
議
論
し
た
。

そ
の
後
、
学
び
を
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
し
て

自
分
事
と
す
る
た
め
に
、
会
場
の
ホ
テ
ル

を
舞
台
に
、
あ
る
も
の
を
活
か
し
き
っ
て

海
士
イ
ズ
ム
に
満
ち
溢
れ
た
ホ
テ
ル
に
す

る
に
は
？
と
い
う
プ
ラ
ン
を
グ
ル
ー
プ
ご

と
に
作
成
し
、
海
士
町
長
役
を
演
じ
る
海

士
町
役
場
担
当
者
と
ホ
テ
ル
の
社
長
向
け

に
プ
レ
ゼ
ン
し
た
。
海
士
ら
し
い
ま
ち
づ

く
り
の
要
素
を
取
り
込
ん
だ
面
白
い
企
画

が
多
数
出
て
き
て
、
ホ
テ
ル
社
長
も
本
気

で
受
け
止
め
て
い
た
。

昼
食
の
際
は
、
好
き
な
テ
ー
マ
ご
と
に

集
ま
っ
て
食
べ
な
が
ら
議
論
を
楽
し
ん

だ
。
午
後
は
、
こ
れ
ま
で
の
学
び
を
１
人

で
深
め
る
時
間
を
と
っ
た
。
最
後
に
「
自

分
へ
の
約
束
」
を
書
い
て
グ
ル
ー
プ
や
全

体
で
共
有
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
が
明
日
か

ら
の
自
分
の
地
域
へ
の
熱
い
想
い
を
胸

に
、
修
了
式
を
迎
え
た
。

お
わ
り
に

今
回
の
実
践
塾
で
は
、
海
士
町
の
ま
ち

づ
く
り
を
学
ぶ
だ
け
で
な
く
、
海
士
町
で

の
学
び
を
自
分
の
地
域
に
持
ち
帰
り
自
分

た
ち
に
は
何
が
で
き
る
か
を
考
え
て
ほ
し

い
と
思
い
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
企
画
し
た
。

受
講
者
か
ら
は
「
と
て
も
良
い
ヒ
ン
ト
と

刺
激
が
も
ら
え
た
」「
弱
点
を
逆
手
に
と
っ

て
武
器
に
し
て
い
て
、
我
々
も
負
け
て
い

ら
れ
な
い
」「
し
っ
か
り
振
り
返
っ
て
地

元
に
還
元
し
た
い
」
な
ど
の
好
評
の
声
を

い
た
だ
き
、
目
的
は
達
成
で
き
た
の
で
は

な
い
か
と
感
じ
て
い
る
。
受
講
者
の
皆
さ

ん
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
だ
か
ら
こ
そ

で
き
る
こ
と
、
ど
こ
に
も
マ
ネ
で
き
な
い

こ
と
を
考
え
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
「
意
志

あ
る
未
来
」に
向
か
っ
て
ほ
し
い
と
思
う
。

地方創生実践塾（島根県海士町）の概要

テーマ：  海士町の地方創生“ないものはない” 
離島からの挑戦

 主任講師：  隠岐國学習センター センター長 
豊田 庄吾 氏 
株式会社 巡の環 代表取締役 
阿部 裕志 氏

　１日目　６月２日（土）
	 講義　「“ないものはない”離島からの挑戦」
	 　講師：		前海士町長　山内	道雄	氏	

海士町役場総務課主査／地域×教育魅
力化特命担当　濱中	香理	氏

	 フィールドワーク
	 産業関連施設視察
	 ・有限会社	隠岐潮風ファーム　隠岐牛飼育施設
	 ・		海士いわがき生産株式会社	

岩ガキ作業施設
	 教育関連施設視察
	 ・		あまマーレ・海士町中央図書館
	 ・隠岐島前高校	島前研修交流センター（三燈寮）
	 		講義・ワークショップ：	
「地域の未来を切り拓くひとづくり」

	 　講師：		隠岐國学習センター	センター長	
豊田	庄吾	氏

　２日目：６月３日（日）
	 ワークショップ：「あるものを活かしきる」
	 　講師：		株式会社	巡の環	代表取締役	

阿部	裕志	氏
	 実践塾総括
	 　主任講師：		隠岐國学習センター	センター長	

豊田	庄吾	氏

阿部氏ワークショップ（2日目）

山内氏、濱中氏講義（1日目）

集合写真

フィールドワークの様子
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決
の
た
め
に
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
を
考
え

る
プ
ロ
セ
ス
の
方
が
大
事
」
と
福
島
氏
は

語
る
。
Ｃ
ｆ
Ｋ
の
活
動
は
、
市
民
が
意
識

し
て
社
会
課
題
に
つ
い
て
考
え
る
場
を
提

供
し
て
お
り
、
今
後
も
そ
の
役
割
を
担
っ

て
い
き
た
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

石
川
県
・
金
沢
市
の
取
り
組
み

○
ੴ
઒
ݝ
の
औ
Γ
૊
Έ

石
川
県
で
は
、
平
成
27
年
３
月
に
策
定

し
た
行
財
政
運
営
の
指
針
「
行
政
経
営
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
に
お
い
て
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ

の
推
進
を
盛
り
込
み
、
県
政
情
報
の
提
供

の
一
環
と
し
て
平
成
28
年
１
月
か
ら
県
公

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
「
石
川
県
オ
ー
プ

ン
デ
ー
タ
カ
タ
ロ
グ
」
を
開
設
し
、
オ
ー

プ
ン
デ
ー
タ
を
公
開
し
て
い
る
。
デ
ー
タ

お
り
、
現
在
１
１
７
都
市

に
広
が
っ
て
い
る
。
平
成

29
年
６
月
に
は
有
償
版
も

リ
リ
ー
ス
さ
れ
て
い
る
。

○
の
と
ϊ
ỽ
ト
Ξ
ϩ
ồ
ン

︵
ਤ
ද
̎
︶

「
の
と
ノ
ッ
ト
ア
ロ
ー

ン
」
は
、
石
川
県
の
奥
能

登
地
方
を
対
象
と
し
た
子

育
て
応
援
ア
プ
リ
で
、「
子

育
て
中
の
母
親
た
ち
が
孤

立
し
な
い
よ
う
に
」
と
い

う
目
的
で
、
Ｃ
ｆ
Ｋ
の
イ

ベ
ン
ト
で
の
主
婦
の
ア
イ

デ
ア
を
き
っ
か
け
に
、
住

民
が
主
体
と
な
り
作
成
し

た
ウ
ェ
ブ
ア
プ
リ
で
あ
る
。
地
域
の
子
育

て
イ
ベ
ン
ト
や
地
図
、
相
談
先
な
ど
の
情

報
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
手
間
を
か
け
ず

に
正
確
な
情
報
を
提
供
し
、
サ
イ
ト
を
維

持
す
る
よ
う
工
夫
さ
れ
て
お
り
、
地
域
住

民
の
利
用
に
繋
が
っ
て
い
る
。

○
ࠓ
ޙ
の
ల
๬

オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
の
進
展
が
シ
ビ
ッ
ク

テ
ッ
ク
活
動
の
円
滑
化
に
つ
な
が
る
た

め
、
自
治
体
に
対
し
て
住
民
か
ら
の
意
見

に
基
づ
き
、
目
的
及
び
項
目
を
明
確
化
し

た
デ
ー
タ
公
開
を
要
望
し
た
り
、
デ
ー
タ

作
成
を
提
案
し
た
り
す
る
な
ど
、
自
治
体

と
住
民
を
つ
な
ぐ
活
動
を
継
続
す
る
。

 

「
課
題
解
決
や
モ
ノ
を
作
る
こ
と
が
ゴ

ー
ル
で
は
な
く
、
市
民
み
ん
な
で
課
題
解

Ｃ
ｏ
ｄ
ｅ 

ｆ
ｏ
ｒ 

Ｋ
ａ
ｎ
ａ
ｚ
ａ
ｗ
ａ
の
取
り
組
み

ʓ
̘
̾
̳
̴ 

̵
̾
́ 

̠
̰
̽
̰
͉
̰
͆
̰

Ｃ
ｏ
ｄ
ｅ 

ｆ
ｏ
ｒ 

Ｋ
ａ
ｎ
ａ
ｚ
ａ
ｗ
ａ

（
以
下
Ｃ
ｆ
Ｋ
）
は
、
石
川
県
全
域
で
活

動
し
て
い
る
一
般
社
団
法
人
で
あ
る
。
代

表
理
事
の
福
島
健
一
郎
氏
が
、
エ
ン
ジ
ニ

ア
や
デ
ザ
イ
ナ
ー
な
ど
多
業
種
か
ら
９
人

を
集
め
て
平
成
25
年
に
設
立
し
た
。

Ｃ
ｆ
Ｋ
の
特
徴
は
、
①
市
民
参
画
型
で

多
く
の
住
民
を
巻
き
込
ん
で
一
緒
に
様
々

な
モ
ノ
・
コ
ト
を
考
え
る
②
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

を
使
っ
て
活
動
し
て
い
る
、
こ
と
で
あ
る
。

毎
月
１
回
ア
イ
デ
ア
ソ
ン
や
ハ
ッ
カ
ソ

ン
、
シ
ビ
ッ
ク
ハ
ッ
ク
ナ
イ
ト
な
ど
の
定

期
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
お
り
、
そ
の
中

か
ら
様
々
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
生
ま
れ
て

い
る
。
ま
た
、
行
政
と
協
働
し
、
行
政
職

員
に
向
け
た
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
の
講
義
を

し
た
り
、
学
生
向
け
に
ア
プ
リ
開
発
塾
を

開
い
た
り
す
る
な
ど
、
シ
ビ
ッ
ク
テ
ッ
ク

活
動
の
啓
蒙
を
図
っ
て
い
る
。

○
̑
̏
̓
︵̐
ΰ
ϛ
φ
シ
︶⁒̹

︵̿
ਤ
ද
̍
︶

Ｃ
ｆ
Ｋ
を
代
表
す
る
プ
ロ
ダ
ク
ト
が

「
５
３
７
４
（
ゴ
ミ
ナ
シ
）．
ｊ
ｐ
」
と
い

う
ア
プ
リ
で
、
ど
の
ご
み
を
い
つ
ど
こ
に

捨
て
れ
ば
い
い
か
が
一
目
で
分
か
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。
オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
と
し

て
自
由
に
利
活
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

図表１図表２

ࠃ
಺
ௐ
ࠪ
ใ
ࠂ

ੴ
川
県
ỏ
ۚ
୔
市

―石川県と金沢市の取り組みを調査―
シビックテックによる市民参加型のまちづくり

近年、市民がテクノロジーを活用して、多くの社会課題を解決しようとするシビックテックという取り組み・
考え方が全国的に広がりをみせている。シビックテックという言葉の発祥の地は米国であり、平成 21 年にサ
ンフランシスコで組織されたシビックテック団体である Code for America の取り組みは、全米の自治体の活
動を変えるまでに成長している。

このCode for Americaの日本版としてCode for Japanが設立された他、全国各地でCode for X（コード・
フォー・コミュニティ。X には通常、国名や地名が入る）が組織されており、現在では 78 団体（うち Code 
for Japan 公認：40 団体）が活動している。各自治体においても、オープンデータの推進等、シビックテッ
ク団体の活動を後押しする取り組みが進められており、ここでは、日本で初めてコード・フォー・コミュニティ
が組織された石川県の事例を紹介する。
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町
の
４
市
２
町
で
構
成
し
て
い
る
「
石
川

中
央
都
市
圏
」（
連
携
中
枢
都
市
圏
）
で

広
域
的
に
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
で
、

地
域
横
断
的
な
利
活
用
を
促
し
て
い
く
計

画
で
あ
る
。
平
成
30
年
１
月
に
は
、
石
川

中
央
都
市
圏
の
施
設
情
報
を
共
通
フ
ォ
ー

マ
ッ
ト
で
公
開
し
て
い
る
。

お
わ
り
に

石
川
県
は
、
Ｃ
ｆ
Ｋ
を
中
心
に
、
シ
ビ

ッ
ク
テ
ッ
ク
の
考
え
方
が
う
ま
く
機
能
し

て
い
る
成
功
例
で
あ
り
、
行
政
が
そ
の
活

動
を
理
解
し
、
協
働
し
て
い
る
こ
と
が
大

き
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。

シ
ビ
ッ
ク
テ
ッ
ク
は
、
市
民
一
人
ひ
と

り
の
「
こ
ん
な
こ
と
が
で
き
た
ら
い
い
の

に
」
と
望
む
社
会
を
実
現
す
る
取
り
組
み

で
あ
る
。「
の
と
ノ
ッ
ト
ア
ロ
ー
ン
」や「
５

３
７
４
．
ｊ
ｐ
」
の
よ
う
に
、
そ
の
思
い

が
ひ
と
つ
の
地
域
に
と
ど
ま
ら
ず
、
広
が

り
を
み
せ
て
い
く
可
能
性
が
あ
り
、
シ
ビ

ッ
ク
テ
ッ
ク
の
活
動
を
理
解
し
協
働
で
き

る
自
治
体
が
増
え
、
広
域
的
な
連
携
が
図

ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
シ
ビ
ッ
ク
テ
ッ
ク

の
活
動
が
よ
り
意
義
深
い
も
の
に
な
っ
て

い
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
注
）
Ｃ
ｒ
ｅ
ａ
ｔ
ｉ
ｖ
ｅ 

Ｃ
ｏ
ｍ
ｍ
ｏ
ｎｓ

（
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
コ
モ
ン
ズ
）

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
国
内
調
査
グ
ル
ー
プ

●
圓
田
空
美（
鹿
児
島
県
鹿
屋
市
か
ら
出
向
）

　
谷
田
由
香（
北
海
道
名
寄
市
か
ら
出
向
）　

　
塚
原
千
晶（
三
重
県
四
日
市
市
か
ら
出
向
）

題
の
解
決
」
が
う
た
わ
れ
て
お
り
、
シ
ビ

ッ
ク
テ
ッ
ク
の
推
進
に
繋
が
る
施
策
と
し

て
、
民
間
団
体
と
の
協
働
、
ア
プ
リ
等
の

作
り
手
の
育
成
、
全
庁
的
な
取
り
組
み
体

制
の
構
築
な
ど
を
進
め
て
い
る
。

ま
た
、
施
設
デ
ー
タ
、
画
像
デ
ー
タ
、

イ
ベ
ン
ト
情
報
デ
ー
タ
、
統
計
関
係
・
交

通
関
係
・
環
境
（
ご
み
）
関
連
な
ど
の
デ

ー
タ
を
公
開
し
て
お
り
、
市
内
で
開
か
れ

て
い
る
ア
イ
デ
ア
ソ
ン
な
ど
の
参
加
者
か

ら
、
公
開
を
希
望
す
る
デ
ー
タ
に
つ
い
て

の
ニ
ー
ズ
を
収
集
し
な
が
ら
公
開
件
数
を

増
や
し
、
現
在
で
は
、
約
５
０
０
０
件
を

超
す
デ
ー
タ
を
公
開
し
て
い
る
。

デ
ー
タ
形
式
は
、
市
内
の
シ
ス
テ
ム
開

発
会
社
か
ら
利
用
し
や
す
い
デ
ー
タ
形
式

に
つ
い
て
聴
き
取
り
を
行
い
、
で
き
る
限

り
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
自
動
的
に
再
利
用

（
加
工
・
編
集
等
）
可
能
な
デ
ー
タ
形
式

で
公
開
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。さ
ら
に
、

利
用
条
件
で
あ
る
ラ
イ
セ
ン
ス
は
、
一
部

の
画
像
デ
ー
タ
を
除
き
、
石
川
県
と
同
様

に
「
Ｃ
Ｃ
‐
Ｂ
Ｙ
」
を
採
用
し
、
デ
ー
タ

が
容
易
に
利
用
で
き
る
環
境
整
備
に
努
め

て
い
る
（
公
開
デ
ー
タ
の
内
訳
は
図
表
３

の
と
お
り
）。

金
沢
市
で
は
、
Ｃ
ｆ
Ｋ
等
の
民
間
団
体

と
と
も
に
イ
ベ
ン
ト
を
共
催
す
る
な
ど
、

シ
ビ
ッ
ク
テ
ッ
ク
を
促
進
す
る
取
り
組
み

も
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
職
員
向
け
に
オ

ー
プ
ン
デ
ー
タ
の
勉
強
会
や
ア
イ
デ
ア
ソ

ン
を
開
催
し
、
全
庁
的
な
理
解
を
促
進
し

て
い
る
。
今
後
は
、
金
沢
市
、
白
山
市
、

か
ほ
く
市
、
野
々
市
市
、
津
幡
町
、
内
灘

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と
し
て
ス
マ
ホ
ア

プ
リ
製
作
班
の
３
人
の
学
生
が
開
発
し
た
。

石
川
県
が
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
と
し
て
公

開
し
て
い
る
約
２
６
０
０
件
の
協
賛
店
舗

の
デ
ー
タ
が
活
用
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
ア

プ
リ
が
開
発
さ
れ
た
こ
と
で
、
今
後
、
よ

り
一
層
活
発
な
利
用
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

○
ۚ
୔
ࢢ
の
औ
Γ
૊
Έ

金
沢
市
で
は
、
平
成
25
年
１
月
よ
り
オ

ー
プ
ン
デ
ー
タ
の
公
開
を
ス
タ
ー
ト
し

た
。
平
成
28
年
４
月
に
は
「
金
沢
市
オ
ー

プ
ン
デ
ー
タ
の
推
進
に
関
す
る
取
組
方

針
」
を
定
め
、
公
共
デ
ー
タ
の
自
由
な
利

用
を
促
進
す
る
に
当
た
っ
て
の
基
本
的
な

考
え
方
及
び
取
り
組
み
の
方
向
性
を
明
確

に
し
た
。
こ
の
「
取
組
方
針
」
に
お
い
て
、

オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
推
進
の
意
義
の
ひ
と
つ

と
し
て
「
市
民
協
働
の
推
進
及
び
地
域
課

の
二
次
利
用
に
つ
い
て
は
、
一
部
の
画
像

デ
ー
タ
を
除
き
、
出
典
（
デ
ー
タ
の
作
成

者
、
タ
イ
ト
ル
、
Ｕ
Ｒ
Ｌ
）
を
表
示
す
れ

ば
、
利
用
者
に
よ
る
改
変
や
営
利
目
的
に

よ
る
利
用
も
許
可
さ
れ
る
最
も
自
由
度
の

高
い
ル
ー
ル
「
Ｃ
Ｃ
‐
Ｂ
Ｙ
」（
注
）
を

採
用
し
て
い
る
。

石
川
県
の
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
を
活
用
し

た
具
体
的
な
事
例
と
し
て
、
平
成
29
年
８

月
に
開
始
さ
れ
た
「
プ
レ
ま
っ
ぷ
」
が
挙

げ
ら
れ
る
。
子
育
て
世
代
の
支
援
の
た
め

に
石
川
県
が
推
進
す
る
プ
レ
ミ
ア
ム
パ
ス

ポ
ー
ト
事
業
の
協
賛
店
舗
を
手
軽
に
検
索

で
き
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
で
、
金

沢
工
業
大
学
の
情
報
工
学
系
の
課
外
活
動

視察の様子

図表３　金沢市の公開データ

（注）データの意味について記述したデータ。作成者や作成日時、タイトル、著作権
情報など。
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書 籍 紹 介

障害のある子どもや、外国籍の子どもなど、学校教育から排除されがちな子どもたちが排
除されない教育を指す「インクルーシブ教育」。現在、日本でもこの教育理念が推進されて
きている。本書は著者が家族と共にアメリカ・ニューヨーク州のシラキュースという小さな
町で過ごした1年間の経験から、これから日本が目指すインクルーシブ教育の未来の姿が語
られている。インクルーシブ教育というと仰々しい印象を受けるが、本書では英語を話せな
い8歳の娘がアメリカの公立小学校に転入した時の様子、様々な年齢の子どもたちが混ざり
合う私立学校へ転入したときの様子など、筆者の実体験をもとに考察がされているため非常
に入り込みやすい。リアルな貧困地区の学校の様子からアメリカの教育の現状を学び、日本
と異なる形のインクルーシブ教育から「教える・学ぶ・発達する」という既存の価値観とは違っ
た価値観を知ることができる。
作中で筆者は日本の教育について「今この授業の中で、皆が一斉一緒に学ぶためにはどう

したら良いか」という問題意識が必ずあり、その枠から外れた子どもは問題として捉えられ
ることが多いと指摘している。皆と同じようにすることが当然であるという雰囲気は、想像以
上に日本の教育に根を張っており、この感覚を自覚することなしに教育の改善は見込めない。
どうやって違う特性の子どもたちを一緒に学ばせるかという大人目線での議論だけではなく、
異質なものを楽しめるような環境や雰囲気を考えることの重要性が説かれた1冊である。

アメリカの教室に入ってみた

赤木　和重　著
ひとなる書房（2017年 1月16日発行）
定価：1700円（税抜き）

本書は、大手百貨店でマーチャンダイザー、バイヤーを長年務められ、現在は一般社団法
人地球MD代表理事、独立行政法人中小企業支援機構本部プロジェクトマネージャーとして、
地域を冠したブランドづくり支援に携わっている山本聖（さとし）氏が、地域ブランドづく
りを成功に導くためのノウハウについて自身の経験を基にして書いたものである。
本書は、まず地域ブランドとはそもそも何なのかという話から、出口から逆算して商品開

発をする重要性、ブランドをつくるためのポイント、プロジェクトチームを作る際の注意点
について、事例を交えながら事細かにわかりやすく解説されている。
本書では、「お客様を知る」こと、「自分を知る」ことの重要性が説かれている。
「お客様を知る」とは、商品開発にあたってはきちんと消費者のニーズを理解する、また、
どういう市場プロセスでお客様のもとに商品が届くのか仕組みをしっかりと理解するという
ことである。「自分を知る」とは、地域や地域企業にどのような歴史、背景、文化、資源、
人材があるのかを理解して、ストーリーや大義、将来の展望といったビジョンを明確に打ち
出すということである。この2つがかみ合い、お客様に思いが届いたとき、はじめて地域ブ
ランドづくりは成功する。
地域で新商品開発を進める際に、本当にニーズがあるのかも分からないまま、特産品や地

域の技術力ありきの思い込みで商品開発をしてしまうケースが多くある。
商品をつくるということはあくまで地域ブランドをつくるプロセスの一つにすぎず、お客

様にその商品が選ばれ、地域が知られ、愛され、元気になるという目標を忘れてしまうと失
敗してしまうことに改めて気づかされた。
これから地域ブランディングや地域ならではの商品開発をしようと考えている方にはぜひ

お薦めしたい1冊である。

東京で勝てるブランドのつくりかた

山本　聖　著
クロスメディア・パブリッシング（2015年 6月15日発行）
定価：1814円（税込み）
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地域
TOPICS
トピックス

アンテナ
ショップ情報ア

ン
テ
ナ
γ
ョ
ッ
プ
ઃ
ஔ
の
ܦ
Ң

秋
田
の
「
食
」「
物
産
」「
観
光
」
を
首

都
圏
で
一
体
的
に
売
り
込
み
、
ま
る
ご
と

体
験
で
き
る
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
と
し
て
、

平
成
20
年
５
月
に
東
京
都
港
区
の
京
急
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
ウ
イ
ン
グ
高
輪
内

に
「
あ
き
た
美
彩
館
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

都
内
立
地
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の
多
く

は
、
新
橋
・
銀
座
・
日
本
橋
エ
リ
ア
に
集

積
し
て
い
ま
す
が
、
あ
き
た
美
彩
館
は
品

川
駅
に
近
く
、
品
川
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
、

ア
ク
ア
パ
ー
ク
品
川
に
隣
接
し
た
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
一
角
と
い
う
恵
ま
れ

た
立
地
に
あ
り
ま
す
。

来
店
す
る
旅
行
者
や
近

隣
に
住
む
方
や
働
く
方

に
、「
秋
田
を
五
感
で

感
じ
て
い
た
だ
き
た

い
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

日
々
運
営
を
し
て
お
り
ま
す
。

ア
ン
テ
ナ
γ
ョ
ッ
プ
の
֓
ཁ

店
舗
は
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
と
ダ

イ
ニ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
か
ら
な
り
、
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
で
は
、「
い
ぶ
り
が
っ
こ
」

や
「
稲
庭
う
ど
ん
」
な
ど
の
秋
田
を
代
表

す
る
定
番
商
品
は
も
ち
ろ
ん
、
話
題
の
お

菓
子
や
お
酒
、
民
・
工
芸
品
な
ど
「
美
の

国
秋
田
」
自
慢
の
逸
品
を
揃
え
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
内

の
地
酒
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
秋
田
自
慢
の
お

米
、
澄
ん
だ
空
気
と
お
い
し
い
水
で
醸
造

さ
れ
た
自
慢
の
お
酒
も
豊
富
に
ご
用
意
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
新
商
品
等
の
消
費
者
リ
サ
ー
チ

を
兼
ね
た
テ
ス
ト
販
売
、
定
期
的
な
物
産

フ
ェ
ア
、
店
舗
前
等
で
の
農
産
物
の
直
売

を
行
う
な
ど
、
魅
力
あ
る
店
舗
づ
く
り
を

心
が
け
て
い
ま
す
。

ダ
イ
ニ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
は
全
76
席
、
秋

田
杉
の
間
（
16
席
）、
か
ま
く
ら
の
間

（
16
席
）、
な
ま
は
げ
の
間
（
８
席
）
の
三

つ
の
掘
り
ご
た
つ
式
の
座
席
と
テ
ー
ブ
ル

席
（
36
席
）
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。
テ

ー
ブ
ル
席
も
仕
切
っ
て
お
り
、
都
会
の
喧

騒
と
は
別
世
界
に
あ
る
落
ち
着
き
の
あ
る

飲
食
空
間
を
創
出
し
て
い
ま
す
。
メ
ニ
ュ

ー
は
秋
田
名
物
の
稲
庭
う
ど
ん
、
き
り
た

ん
ぽ
、
は
た
は
た
、
比
内
地
鶏
な
ど
の
秋

田
な
ら
で
は
の
料
理
が
勢
揃
い
し
、
自
慢

の
地
酒
や
き
り
た
ん
ぽ
鍋
コ
ー
ス
な
ど
、

ラ
ン
チ
、
デ
ィ
ナ
ー
と
も
に
十
分
楽
し
ん

で
い
た
だ
け
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ダ
イ
ニ
ン
グ
で
は
毎
月
第
１
月

曜
日
〜
火
曜
日
（
連
続
す
る
２
日
間
）
に
、

県
内
蔵
元
の
純
米
酒
飲
み
放
題
イ
ベ
ン
ト

「
酒
っ
こ
フ
ェ
ス
タ
」
を
開
催
し
、
１
３

０
０
円
で
秋
田
自
慢
の
地
酒
を
堪
能
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

ੵ
ۃ
的
な
イ
ϕ
ン
ト
ల
։

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
で
の
テ
ス
ト

販
売
、
定
期
的
な
物
産
フ
ェ
ア
、
農
産
物

直
売
、
ダ
イ
ニ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
で
の
酒
っ

こ
フ
ェ
ス
タ
に
加
え
、
若
い
世
代
や
外
国

人
な
ど
の
広
い
客
層
に
ご
来
店
い
た
だ

き
、
本
県
に
誘
客
で
き
る
よ
う
積
極
的
に

イ
ベ
ン
ト
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

﹁
͋
き
た
ඒ
࠼
ؗ
﹂
͕
໨
ࢦ
す
΋
の

平
成
30
年
５
月
で
オ
ー
プ
ン
か
ら
10
年

と
い
う
節
目
の
年
を
迎
え
、
品
川
と
い
う

玄
関
口
と
し
て
の
立
地
を
活
か
し
て
、
県

産
品
の
販
路
拡
大
や
本
県
の
観
光
を
積
極

的
に
Ｐ
Ｒ
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
秋

田
へ
の
誘
客
を
図
る
と
と
も
に
、
リ
ピ
ー

タ
ー
の
方
々
に
加
え
、
若
年
層
や
外
国
人

観
光
客
な
ど
に
も
ア
プ
ロ
ー
チ
で
き
る
よ

う
な
品
揃
え
や
イ
ベ
ン
ト
を
展
開
す
る
な

ど
、
皆
様
に
愛
さ
れ
る
店
舗
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

〜
集
積
地
以
外
で
の

�

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
経
営
戦
略
〜

開
設
10
周
年
を
迎
え
る

�

「
あ
き
た
美
彩
館
」
の
現い

在ま

秋
田
県
産
品
シ
ョ
ッ
プ
＆
ダ
イ
ニ
ン
グ

「
あ
き
た
美
彩
館
」
店
長

݉
ࢠ

ɹ༑
ඒ

あきた美彩館の外観

美酒王国秋田の銘酒

落ち着きのある飲食空間

イベント名 時期 概要

収穫祭 毎年10月
上旬

新米フェアや新米おにぎりの
提供、お酒の試飲など

冬祭り 毎年１月
上旬

店舗内での新酒の利酒や
甘酒等の振る舞いなど

周年祭 毎年３月
下旬

店舗前での農産物の販売や
店内での県産品の販促など

親子体験
イベント 夏休みなど 県内伝統食の試作や

親子ランチ会の実施

表１　平成 30 年度開催予定の主なイベント
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地域づくり団体
全国協議会

֤
छ
ใ
ࠂ
と
౎
ಓ
෎
ݝ
ڠ
ٞ
ձ
に

Α
る
ࣄ
ྫ
ൃ
ද

地
域
づ
く
り
団
体
全
国
協
議
会
（
以
下

「
全
国
協
議
会
」）
か
ら
は
、
全
国
協
議
会

の
設
立
経
緯
か
ら
今
年
度
の
事
業
、
各
種

助
成
事
業
の
活
用
優
良
事
例
な
ど
が
説
明

さ
れ
ま
し
た
。
総
務
省
か
ら
は
、
地
域
づ

く
り
団
体
や
都
道
府
県
協
議
会
の
関
係
施

策
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

都
道
府
県
協
議
会
に
よ
る
事
例
発
表
で

は
、
石
川
県
、
長
野
県
、
長
崎
県
、
宮
崎

県
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
特
色
の
あ
る
取
り
組
み
に

つ
い
て
具
体
的
な
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ά
ϧ
ー
プ
σ
ィ
ス
カ
ッ
γ
ョ
ン

グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
部
で

は
、
事
例
発
表
者
へ
の
質
問
や
都
道
府
県

協
議
会
の
運
営
に
関
す
る
課
題
な
ど
に
つ

い
て
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

事
例
発
表
者
に

対
し
て
は
、
情
報

発
信
や
地
域
づ
く

り
団
体
の
加
入
促

進
方
法
な
ど
運
営

面
に
関
す
る
具
体

的
な
質
問
が
寄
せ

ら
れ
、
各
都
道
府

県
協
議
会
の
創
意

工
夫
を
凝
ら
し
た

運
営
方
法
に
つ
い

て
の
説
明
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
事

後
ア
ン
ケ
ー
ト
か

ら
も
事
例
発
表
か
ら
学
ぶ
点
が
多
か
っ
た

こ
と
が
伺
え
ま
す
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
か
ら
は
、
財
源
不

足
や
高
齢
化
な
ど
様
々
な
課
題
を
有
す
る

都
道
府
県
協
議
会
や
地
域
づ
く
り
団
体
に

対
し
、
全
国
的
な
活
動
事
例
を
用
い
て
持

続
可
能
な
活
動
に
向
け
た
提
言
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
災
害
時
に
お
け
る
地
域

づ
く
り
団
体
の
横
の
つ
な
が
り
の
必
要
性

に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
た
上
で
、都
道
府
県
、

各
ブ
ロ
ッ
ク
さ
ら
に
は
全
国
単
位
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
こ
と
が
重
要
と
説

明
さ
れ
ま
し
た
。

஍
Ҭ
ͮ
く
り
の
ະ
དྷ
に
޲
͚
て

今
回
の
会
議
で
は
、
各
地
域
が
抱
え
る

課
題
と
、
各
団
体
を
つ
な
ぐ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
重
要
性
に
つ
い
て
の
認
識
を
共
有
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
地
域
づ
く
り
団

体
の
活
動
を
活
性
化
す
る
た
め
に
も
、
希

薄
化
し
つ
つ
あ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
再
生

が
喫
緊
の
課
題
で
す
。
各
都
道
府
県
協
議

会
及
び
各
都
道
府
県
の
地
域
づ
く
り
団
体

担
当
課
の
皆
様
が
本
会
議
で
得
た
こ
と
を

共
有
し
、
地
域
の
将
来
を
見
据
え
た
相
互

連
携
の
仕
組
み
と
体
制
づ
く
り
に
励
ん
で

い
か
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

※
今
回
事
例
発
表
し
て
い
た
だ
い
た
特
色

あ
る
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
は
、
地
域

づ
く
り
12
月
号
の
特
集
で
詳
し
く
紹
介
し

て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
が
事
務
局
を
務
め
る
「
地
域
づ
く
り
団
体
全
国
協
議
会
（
会

長
：
岡
﨑
昌
之
法
政
大
学
名
誉
教
授
）」
で
は
平
成
ùÿ
年
１
月
よ
り
、
地
域
づ
く
り
団

体
や
都
道
府
県
協
議
会
の
活
動
の
活
性
化
を
目
的
と
し
て
、「
地
域
づ
く
り
団
体
全
国

協
議
会
に
係
る
今
後
の
在
り
方
検
討
会
」
を
設
置
し
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

平
成
ú÷
年
５
月
ùù
日
、
登
録
団
体
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
さ
ら
な
る
強
化
と
相
互
連

携
に
よ
る
地
域
活
性
化
を
図
る
た
め
、
前
年
に
引
き
続
き
総
務
省
と
の
共
催
に
よ
り
、

「
地
域
づ
く
り
団
体
都
道
府
県
協
議
会
会
長
及
び
都
道
府
県
地
域
づ
く
り
団
体
担
当
課

長
会
議
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

グループディスカッションの様子

全国協議会佐藤啓太郎事務局長による概要説明

全国協議会岡﨑昌之会長による主催挨拶

―
都
道
府
県
の
地
域
づ
く
り
団
体
協
議
会
会
長
・

�

地
域
づ
く
り
団
体
担
当
課
長
会
議
―

各
団
体
を
つ
な
ぐ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
再
生
が
重
要
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リーダー塾修了者エッセー

利
島
村
は
周
囲
８
キ
ロ
、
人
口
が
３
２
４
人
と
全
国
の
自
治
体

の
中
で
も
３
番
目
の
小
さ
な
村
で
す
。
人
口
は
30
年
間
ほ
ぼ
横
ば

い
で
し
た
が
、
近
年
は
子
育
て
世
代
の
移
住
者
が
増
え
た
こ
と
に

伴
い
年
少
人
口
も
約
19
％
と
全
国
平
均
よ
り
５
％
近
く
高
い
水
準

と
な
っ
て
い
ま
す
。

利
島
村
の
主
な
産
業
は
椿
産
業
で
、
江
戸
時
代
か
ら
約
２
５
０

年
の
歴
史
が
あ
り
ま
す
。自
然
環
境
の
厳
し
い
島
の
生
活
の
中
で
、

安
定
し
て
収
入
を
得
ら
れ
る
も
の
と
し
て
、
家
業
の
よ
う
に
受
け

継
が
れ
て
き
ま
し
た
が
、
現
在
、
農
家
の
平
均
年
齢
は
70
歳
と
高

齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

そ
ん
な
中
、
村
の
有
志
が
主
体
と
な
り
、「
利
島
活
性
化
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
を
平
成
25
年
か
ら
始
め
ま
し
た
。
こ
の
取
り
組
み

は
、
椿
産
業
を
担
う
農
家
の
高
齢
化
、
後
継
者
問
題
に
少
し
で
も

力
に
な
り
た
い
と
の
想
い
か
ら
、
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学
生
協
会 

（
Ｉ
Ｖ
Ｕ
Ｓ
Ａ
）
の
協
力
を
得
て
、
大
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受

け
入
れ
を
行
う
も
の
で
す
。

農
家
は
、椿
油
の
原
料
と
な
る
椿
実
を
効
率
的
に
拾
う
た
め
に
、

春
か
ら
夏
に
か
け
て
椿
山
の
草
刈
り
作
業
を
行
い
ま
す
。
こ
の
作

業
は
、
特
に
暑
い
夏
に
行
う
必
要
が
あ
る
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
学
生
に
農
家
の
負
担
を
少
し
で
も
軽
減
す
る
こ
と
を
活
動
の
目

的
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
受
け
入
れ
前
に
椿
産
業
に
関
連
の
あ
る

な
し
を
問
わ
ず
、
島
内
団
体
組
織
の
責
任
者
な
ど
に
集
ま
っ
て
も

ら
っ
て
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
ま
し
た
。
皆

さ
ん
か
ら
取
り
組
み
を
後
押
し
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
、
事
前

準
備
に
傾
注
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

村
の
有
志
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ
は
初
め
て
な
の
で
、

人
口
３
０
０
人
の
島
に
１
週
間
、
約
１
０
０
人
の
大
学
生
を
受
け

入
れ
る
こ
と
に
よ
る
多
く
の
不
安
と
課
題
を
一
つ
一
つ
解
消
・
解

決
す
る
作
業
を
毎
日
仕
事
が
終
わ
っ
て
か
ら
行
い
ま
し
た
。
村
の

有
志
は
、
職
種
や
立
場
も
違
い
ま
す
が
、
作
業
を
進
め
る
中
で
、

お
互
い
腹
を
割
っ
て
話
し
合
い
、
徐
々
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
受
け
入

れ
の
心
構
え
が
固
ま
っ
て
い
っ
た
よ
う
で
し
た
。

学
生
た
ち
は
島
に
到
着
後
、
農
家
一
軒
に
つ
き
、
４
〜
６
人
が

１
チ
ー
ム
と
な
り
、
３
日
間
作
業
を
行
い
ま
す
。
慣
れ
な
い
作
業

の
中
、
学
生
の
若
さ
と
明
る
さ
で
、
短
期
間
で
も
農
家
と
家
族
の

よ
う
な
関
係
を
築
き
、
最
終
日
に
は
桟
橋
で
お
互
い
涙
を
流
し
な

が
ら
別
れ
を
惜
し
む
姿
を
見
た
と
き
は
、
大
学
生
と
農
家
の
交
流

に
よ
る
大
き
な
成
果
を
実
感
し
ま
し
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
後
、
利

島
を
訪
れ
る
学
生
が
増
え
た
り
、
農
家
と
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
連
絡
を
取
り

合
っ
た
り
と
良
い
関
係
が
未
だ
に
ま
だ
続
い
て
い
ま
す
し
、
島
へ

の
移
住
者
も
出
て
く
る
ま
で
に
な
り
、
小
さ
い
な
が
ら
も
変
化
が

起
き
始
め
て
い
ま
す
。
利
島
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
今
年
６

年
目
を
迎
え
、
移
住
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
経
験
者
が
受
け
入
れ
側

に
入
る
体
制
が
で
き
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

私
自
身
が
全
国
地
域
リ
ー
ダ
ー
養
成
塾
に
通
っ
た
平
成
26
年
に

は
２
回
目
の
受
け
入
れ
を
行
い
、
養
成
塾
で
大
森
彌
塾
長
を
は
じ

め
講
師
の
先
生
、
同
期
の
仲
間
や
諸
先
輩
方
か
ら
多
く
を
学
び
活

動
に
活
か
す
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
特
に
同
じ
沼
尾
ゼ
ミ

の
仲
間
と
の
出
会
い
は
、
遠
く
に
離
れ
て
い
て
も
同
じ
志
を
持
っ
た

仲
間
が
全
国
各
地
に
い
る
こ
と
が
私
の
大
き
な
財
産
と
な
っ
て
い

ま
す
。

今
年
度
か
ら
利
島
村
で
は
、
こ
の
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
は

別
に
、
利
島
村
の
小
学
校
５
、６
年
生
を
対
象
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
離

島
経
済
新
聞
社
の
協
力
を
得
て
、

椿
を
柱
に
し
た
「
メ
デ
ィ
ア
づ
く

り
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
始
め
ま

し
た
。メ
デ
ィ
ア
づ
く
り
を
通
し
、

椿
を
柱
に
地
域
教
育
を
よ
り
深
掘

り
す
る
こ
と
で
、中
学
卒
業
後
に
、

島
を
離
れ
る
子
ど
も
た
ち
へ
、
自

分
の
言
葉
で
島
の
椿
を
語
れ
る
よ

う
に
育
て
た
い
と
い
う
想
い
か
ら

始
め
た
も
の
で
す
。
椿
を
通
じ
て

１
年
間
で
子
ど
も
た
ち
が
ど
ん
な

変
化
を
起
こ
す
か
今
か
ら
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。

利島活性化プロジェクト

荻野 了●東京都利島村産業・環境課

持続可能な未来に向け、
椿を中心とした島づくり
～人口300人、椿20万本の島、利

と

島
し ま

～
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地域づくり は人づくり

役
所
の
常
識
が

世
の
中
の
常
識
で
は
な
い
と
気
付
い
た

Ổ
後
౻
͞
Μ
の
͝
ܦ
ྺ
ͱ
ỏ
౦
๺
·
ͪ
ͮ
͘
Γ
Φ
ϑ
α
Π

τ
ϛ
ồ
ς
ỹ
ϯ
ά
ớ
Ҏ
Լ
⽅ủ
౦
๺
̤
̢
ỨỜ
の
ઃ
ཱ
の
ܦ

Ң
Λ
ڭ
͑
ͯ
͘
ͩ
͞
͍
Ố

平
成
６
年
に
山
形
市
役
所
に
入
庁
し
て
、
税
の
徴
収
や

高
齢
福
祉
な
ど
の
担
当
を
経
て
、
企
画
調
整
課
に
配
属
と

な
り
、
行
政
評
価
・
業
務
改
善
に
関
す
る
仕
事
に
６
年
携

わ
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
都
市
政
策
課
、
行
革
推
進
課

を
経
て
、
現
在
は
企
画
調
整
課
に
戻
り
、
以
前
の
業
務
内

容
と
は
異
な
る
交
通
系
の
仕
事
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
基

本
的
に
入
庁
後
の
最
初
の
10
年
間
は
、
対
外
的
な
勉
強
会

に
参
加
す
る
こ
と
も
少
な
く
、
仕
事
以
外
の
時
間
は
趣
味

の
モ
ー
グ
ル
中
心
に
生
活
を
し
て
い
ま
し
た
。

転
機
を
迎
え
た
の
は
企
画
調
整
課
に
異
動
し
て
２
年
目

の
と
き
、
当
時
市
の
外
部
評
価
委
員
長
を
さ
れ
て
い
た
関

西
学
院
大
学
専
門
職
大
学
院
の
石
原
俊
彦
先
生
か
ら
の
お

誘
い
で
、
大
阪
で
開
催
し
て
い
る
自
治
体
職
員
向
け
の
勉

強
会
に
参
加
し
た
こ
と
で
す
。
そ
の
勉
強
会
に
は
、
阪
神

淡
路
大
震
災
後
の
10
年
を
経
験
さ
れ
た
関
西
圏
の
自
治
体

職
員
の
方
々
が
い
て
、非
常
に
レ
ベ
ル
の
高
い
会
で
し
た
。

今
で
こ
そ
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
ア
セ
ッ
ト
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
と
い
う
考
え
方
は
普
通
で
す
が
、
そ
の
当
時

の
私
は
そ
こ
ま
で
意
識
し
て
い
な
か
っ
た
の
が
正
直
な
と

こ
ろ
で
、
最
初
は
勉
強
会
に
参
加
し
た
こ
と
を
後
悔
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
そ
の
勉
強
会
後
に
、
あ
る
職
員
の
方
が

色
々
と
教
え
て
く
れ
て
、
改
め
て
「
役
所
の
中
の
常
識
で

仕
事
を
し
て
い
て
も
、
そ
の
常
識
が
世
間
一
般
で
い
う
常

識
で
は
な
い
こ
と
も
あ
る
」
と
い
う
こ
と
を
実
感
し
ま
し

た
。
そ
の
後
も
自
費
で
勉
強
会
に
参
加
す
る
中
で
、
徐
々

に
周
り
と
普
通
に
話
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
自
信
や
自

分
自
身
の
活
動
の
振
り
返
り
に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。
そ

こ
で
改
め
て
、
外
で
勉
強
す
る
場
の
大
切
さ
を
感
じ
て
、

職
場
の
後
輩
に
も
勉
強
会
に
参
加
し
て
ほ
し
い
と
思
い
声

を
か
け
ま
し
た
。
し
か
し
、
遠
方
で
は
参
加
が
難
し
い
と

い
う
意
見
が
多
か
っ
た
た
め
、
身
近
な
と
こ
ろ
で
自
主
的

な
勉
強
の
場
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
の
が
、
東
北
Ｏ
Ｍ
設
立

の
き
っ
か
け
と
な
り
ま
す
。
設
立
に
際
し
て
、
仕
事
や
勉

強
会
で
つ
な
が
り
が
で
き
た
岩
手
県
北
上
市
な
ど
の
職
員

の
方
に
お
声
か
け
を
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
の
有
志
を

中
心
に
28
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
内
の
12
人
で
、
平

成
21
年
６
月
６
日
に
東
北
Ｏ
Ｍ
の
キ
ッ
ク
オ
フ
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
を
開
催
し
ま
し
た
。

﹁
敷
居
は
低
く
、
さ
れ
ど
志
は
高
く
﹂

Ổ
౦
๺
̤
̢
の
໨
త
ỏ
औ
Γ
૊
Έ
಺
༰
ʹ
ͭ
͍
ͯ
͓
ฉ
͔

ͤ
͘
ͩ
͞
͍
Ố

キ
ッ
ク
オ
フ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
と
き
に
、
誰
で
も
参
加

し
や
す
い
空
気
は
つ
く
る
け
れ
ど
も
、
せ
っ
か
く
活
動
す

る
の
で
あ
れ
ば
高
み
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い

を
込
め
て
、「
敷
居
は
低
く
、
さ
れ
ど
志
は
高
く
」
と
い

う
活
動
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
掲
げ
ま
し
た
。
活
動
内
容
は
、

﹁
஍
Ҭ
ͮ
く
り
は
ਓ
ͮ
く
り
﹂
で
は
ỏ
ฤ
ू
ࣨ
͕
ਓ
ࡐ

ҭ
੒
を
テ
ー
マ
に
શ
ࠃ
の
様
々
な
ํ
を
औ
ࡐ
し
ỏ
೤
い

ࢥ
い
や
औ
り
૊
Έ
に
つ
い
て
͝
঺
հ
し
て
い
き
·
す
Ố

ࠓ
ճ
は
ỏ
ࢁ
ܗ
ࢢ
໾
ॴ
৬
һ
で
౦
๺
·
ͪ
ͮ
く
り
Φ
フ

サ
イ
ト
ϛ
ー
テ
ィ
ン
ά
ӡ
Ӧ
ҕ
һ
の
ޙ
౻
޷
๜
͞
Μ
に

͓
࿩
を
࢕
い
·
し
た
Ố

東北まちづくりオフサイトミーティング
運営委員

後藤 好邦 氏

―「オフ」から「オン」へ―
多様な人とつながる場が
地域づくりへの第一歩

‒ ϓϩϑΟʔϧࢯ๜޷ ౻ޙ
ɹ1���年ੜ·Εɻ1���年ࢢܗࢁ໾ॴೖிɻೲ੫՝、ྸߴ෱
ߦ、՝ࡦ੓ࢢըௐ੔՝、౎ا、体ࣨࠃق՝冬ڵ՝、体ҭ振ࢱ
ֵਪਐ՝Λݱͯܦ৬ɻ�00�年�月にؠख県๺上ࢢの৬һΒͱ
、にʮ౦๺·ͪͮ͘りΦフαイトϛʔςΟンάʯΛཱͪ上͛ڞ
会һ�00ਓҎ上のωοトϫʔΫのӡӦΛ୲ͬͯいるɻࡏݱ
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一
つ
が
勉
強
会
や
被
災
地
の
復
興
支
援
に
関
す
る
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
、
も
う
一
つ
が
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
や
Ｆ
ａ
ｃ

ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
な
ど
を
活
用
し
た
情
報
交
換
と
い
う
二
本
柱

で
行
っ
て
い
ま
す
。
勉
強
会
の
規
模
は
人
数
が
増
え
た
こ

と
に
よ
っ
て
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
活
動
内
容
は
基

本
的
に
は
当
初
と
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
東
北
Ｏ
Ｍ
と
し

て
直
接
的
な
成
果
を
目
指
す
と
い
う
よ
り
も
、
こ
の
東
北

Ｏ
Ｍ
で
集
っ
た
人
が
、こ
の
活
動
で
得
た
も
の
を
活
か
し
、

仕
事
や
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
挙
げ
た
成
果
こ
そ
が
、
我
々
の

取
り
組
み
の
間
接
的
な
成
果
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
の

で
、
場
づ
く
り
を
意
識
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
当
初
立

ち
上
げ
た
メ
ン
バ
ー
は
、
現
在
は
、
ほ
と
ん
ど
運
営
に
は

携
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
た
ま
に
勉
強
会
に
参
加
し
て
く

れ
た
と
き
に
、「
今
で
も
Ｏ
Ｍ
の
雰
囲
気
は
変
わ
ら
な
い

ね
」
と
言
っ
て
く
れ
る
の
が
一
つ
の
物
差
し
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。

つ
な
が
り
は
震
災
時
に
も
活
き
て

Ổ
౦
๺
̤
̢
͕
΋
ͨ
Β
͠
ͨ
Ө
ڹ
΍
ޮ
Ռ
ʹ
ͭ
͍
ͯ
͓
ฉ

͔
ͤ
͘
ͩ
͞
͍
Ố

東
北
Ｏ
Ｍ
の
活
動
が
伝
播
し
て
、
九
州
や
四
国
で
も
同

様
の
Ｏ
Ｍ
が
発
足
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、Ｏ
Ｍ
の
中
で
も
、

よ
り
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
に
つ
な
げ
や
す
い
県
単
位
の
新
し
い

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
も
進
ん
で
い
ま
す
。こ
の
よ
う
に
、

広
域
的
に
広
が
り
を
見
せ
る
一
方
、
よ
り
連
携
が
と
り
や

す
い
規
模
の
Ｏ
Ｍ
の
立
ち
上
げ
も
進
ん
で
お
り
、
東
北
Ｏ

Ｍ
の
活
動
を
中
心
に
様
々
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
立
ち
上
が

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
東
日
本
大
震
災
の
と
き
に
は
、
す

で
に
仲
間
内
の
信
頼
関
係
が
構
築
さ
れ
て
い
た
の
で
、
例

え
ば
避
難
所
の
支
援
物
資
の
過
不
足
状
況
な
ど
の
情
報
共

有
に
も
つ
な
が
り
、
公
的
支
援
の
隙
間
を
埋
め
る
よ
う
な

支
援
活
動
が
で
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

オ
フ
か
ら
オ
ン
へ

Ổ
後
౻
͞
Μ
ʹ
ͱ
ỳ
ͯ
の
ủ
஍
Ҭ
ͮ
͘
Γ
Ứỏủ
ਓ
ͮ
͘
Γ
Ứ

ʹ
ͭ
͍
ͯ
͓
ฉ
͔
ͤ
͘
ͩ
͞
͍
Ố

「
地
域
づ
く
り
」
を
始
め
る
フ
ァ
ー
ス
ト
ス
テ
ッ
プ
と

し
て
、
ま
ず
は
様
々
な
分
野
の
方
々
と
つ
な
が
り
、
必
要

な
知
識
を
身
に
着
け
る
と
い
っ
た
自
己
研
鑽
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
そ
こ
で
信
頼
関
係
を
築
け
た
人
と
セ
カ
ン
ド

ス
テ
ッ
プ
と
し
て
何
か
活
動
に
つ
な
げ
ら
れ
た
ら
い
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

私
自
身
、
あ
る
勉
強
会
に
行
っ
て
役
所
の
外
に
出
る
こ

と
の
大
切
さ
を
知
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
、
そ
の
場
が
自

分
に
と
っ
て
一
番
参
加
し
や
す
い
場
だ
っ
た
か
ら
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
月
刊
ガ
バ
ナ
ン
ス
で 

「『
知
』
域

に
飛
び
出
す
公
務
員
ラ
イ
フ
」
と
い
う
連
載
を
持
た
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
こ
の
当
て
字
に
は
、「
知
」
識

を
吸
収
す
る
場
や
仲
間
と
「
知
」
り
あ
え
る
場

を
「
知
」
域
と
し
て
、
ま
ず
は
そ
う
い
っ
た
場

に
飛
び
出
し
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
が
込
め
ら

れ
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、東
北
Ｏ
Ｍ
で
は
、「
敷

居
は
低
く
、
さ
れ
ど
志
は
高
く
」
を
コ
ン
セ
プ

ト
に
、
多
様
な
セ
ク
タ
ー
の
方
々
が
集
ま
り
、

勉
強
で
き
る
ゆ
る
や
か
な
場
づ
く
り
を
心
が
け

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
色
ん
な
セ
ク
タ
ー
の

人
が
連
携
し
な
が
ら
一
つ
の
ゴ
ー
ル
を
目
指
す

時
代
で
す
の
で
、〈「
オ
フ
」
か
ら
「
オ
ン
」
へ
〉

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、個
人
的
な
つ
な
が
り
か
ら
、

組
織
や
地
域
の
つ
な
が
り
に
進
化
さ
せ
て
い
け

れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ゆ
る
や
か
な
場
づ
く
り
の
た
め
に
意
識
し
て
い

る
こ
と
と
し
て
、
そ
の
空
間
は
何
を
言
っ
て
も
許
さ
れ
る

と
い
う
空
気
感
や
、
あ
え
て
若
い
職
員
な
ど
に
司
会
を
や

っ
て
も
ら
う
こ
と
で
応
援
し
た
く
な
る
よ
う
な
空
気
感
を

つ
く
り
、「
一
人
ひ
と
り
が
主
役
に
な
る
仕
掛
け
づ
く
り
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。
取
り
組
み
は
面
白
く
な
い
と
続
か
な

い
で
す
し
、
長
く
続
か
な
い
と
新
し
い
価
値
が
生
み
出
せ

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
面
白
い
こ
と

を
仕
掛
け
て
い
き
、活
動
の
質
を
高
め
て
い
き
た
い
で
す
。

◇

「
敷
居
は
低
く
、
さ
れ
ど
志
は
高
い
」
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
通
じ
て
、
人
づ
く
り
や
地
域
づ
く
り
を
展
開
し
て
い
く

東
北
ま
ち
づ
く
り
オ
フ
サ
イ
ト
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
今
後
も

注
目
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
編
集
室

 

●
山
影
　
奏
絵
（
高
知
市
か
ら
出
向
）東北ＯＭ八戸勉強会終了後の集合写真

東北ＯＭ北秋田勉強会で高校生が発表している様子
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古
河
市
は
、
茨
城
県
、
栃
木
県
、
群
馬
県
、
埼
玉
県
の
４
県
が

近
接
す
る
関
東
地
方
の
地
理
的
中
心
に
位
置
し
、「
万
葉
集
」
に

そ
の
名
が
見
ら
れ
る
な
ど
歴
史
は
古
く
、
室
町
時
代
の
一
時
期
に

は
古
河
公
方
が
置
か
れ
、
関
東
の
政
治
の
中
心
地
で
も
あ
り
ま
し

た
。
江
戸
時
代
に
は
古
河
藩
の
城
下
町
と
し
て
、
さ
ら
に
日
光
街

道
の
宿
場
町
と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

い
に
し
え
か
ら
の
歴
史
を
引
き
継
ぎ
、
市
政
に
お
い
て
は
、
商

業
・
工
業
・
農
業
の
振
興
や
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
福
祉
施
策
な
ど
多

様
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
、
人
口
動
向
も
安
定
的
に
推
移
し

て
き
ま
し
た
。

平
成
17
年
９
月
に
１
市
２
町
が
合
併
し
て
古
河
市
と
し
て
再
ス

タ
ー
ト
。
現
在
、
市
町
合
併
12
年
の
成
果
を
土
台
に
、
本
市
が
有

し
て
い
る
立
地
特
性
や
地
域
資
源
を
生
か
し
な
が
ら
、
未
来
を
見

据
え
た
都ま

市ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

本
市
の
人
口
（
国
勢
調
査
）
は
、
平
成
12
年
の
約
14
万
６
千
人

を
ピ
ー
ク
に
減
少
局
面
に
突
入
し
、
直
近
の
平
成
27
年
は
約

14
万
１
千
人
で
し
た
。
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
に
よ

る
将
来
人
口
の
推
計
で
は
、
こ
の
ま
ま
何
も
対
策
を
講
じ
な
け
れ

ば
、42
年
後
に
は
約
８
万
１
千
人
に
な
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

人
口
減
少
の
影
響
は
、
市
税
の
減
少
を
は
じ
め
、
行
政
サ
ー
ビ

ス
水
準
の
維
持
困
難
、
住
民
負
担
の
増
加
、
地
域
経
済
の
活
力
低

下
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機
能
の
低
下
、
伝
統
文
化
の
継
承
困
難

な
ど
様
々
で
あ
り
、
ひ
い
て
は
都
市
の
存
続
に
も
多
大
な
影
響
を

及
ぼ
し
ま
す
。

人
口
減
少
は
「
静
か
な
る
危
機
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
日
々
の

生
活
で
は
実
感
し
づ
ら
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
本
市
で
は
、
こ

う
し
た
危
機
感
に
立
っ
て
長
期
的
な
視
点
か
ら
、
人
口
流
出
の
抑

制
や
流
入
の
促
進
、
人
口
構
造
の
転
換
に
向
け
た
「
積
極
戦
略
」、

並
び
に
人
口
減
少
に
対
応
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
行
う「
調
整
戦
略
」

を
同
時
に
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
の
対
策
と
し
て
、
３
つ
の
施
策
を
戦
略
的
な
取
り

組
み
と
位
置
づ
け
て
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

１
つ
目
が
「
安
定
し
た
雇
用
の
創
出
」
で
す
。
元
気
を
生
み
出

す
産
業
の
振
興
を
通
じ
て
、雇
用
の
創
出
や
拡
大
を
目
指
し
ま
す
。

首
都
圏
中
央
連
絡
自
動
車
道
の
開
通
効
果
や
日
野
自
動
車
古
河
工

場
の
立
地
効
果
、
地
域
資
源
の
発
掘
と
有
効
活
用
、
交
流
人
口
の

増
加
を
「
戦
略
視
点
」
と
し
て
、
新
た
な
企
業
誘
致
、
古
河
ブ
ラ

ン
ド
の
発
掘
と
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
強
化
、
体
験
・
参
加
型
の
観

光
ツ
ー
リ
ズ
ム
等
の
推
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

２
つ
目
が
「
若
い
世
代
の
定
住
促
進
」
で
す
。
若
い
世
代
は
都

市
の
活
力
そ
の
も
の
で
あ
り
、
市
に
呼
び
込
み
、
つ
な
ぎ
と
め
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
子
育
て
の
安
心
安
全
、
確
か
な
学
力
と
体
験

の
中
で
豊
か
な
感
性
を
育
む
教
育
、
郷
土
愛
の
醸
成
を
「
戦
略
視

点
」
と
し
て
、
切
れ
目
の
な
い
子
育
て
支
援
、
小
児
科
・
産
婦
人

科
医
療
体
制
の
充
実
、
子
育
て
世
帯
へ
の
経
済
的
支
援
、
特
色
あ

る
学
校
教
育
、
古
河
っ
子
の
育
成
等
に
取
り
組
み
ま
す
。

３
つ
目
が
「
ま
ち
の
安
心
安
全
」
で
す
。
そ
も
そ
も
住
む
場
所

が
安
全
な
所
で
な
く
て
は
、
移
住
・
定
住
も
期
待
で
き
ま
せ
ん
。

本
市
は
利
根
川
、
渡
良
瀬
川
と
い
う
大
河
川
に
面
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
水
害
に
見
舞
わ
れ
て
き
た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
水
害
対
策

の
強
化
、
地
域
防
災
力
の
向
上
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
機
能
維

持
、
消
防
力
の
強
化
を
「
戦
略
視
点
」
と
し
て
、
水
防
計
画
に
よ

る
活
動
、
防
災
啓
発
や
避
難
計
画
の
周
知
、
自
主
防
災
組
織
の
育

成
、
密
集
市
街
地
へ
の
消
防
施
設
の
設
置
、
消
防
活
動
を
助
け
る

生
活
道
路
の
整
備
等
に
取
り
組
み
ま
す
。

以
上
の
３
つ
の
戦
略
的
施
策
の
み
で
、
ま
ち
づ
く
り
の
目
標
が

達
成
で
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
若
い
世
代
の
移
住
・
定
住

を
促
進
し
て
い
く
と
い
う
点
で
は
、
都
市
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ

ン
ト
性
を
高
め
て
い
く
取
り
組
み
も
重
要
と
考
え
ま
す
。
さ
ら
に

言
え
ば
、
今
住
ん
で
い
る
人
々
が
住
み
続
け
た
い
と
い
う
都ま

市ち

で

な
け
れ
ば
、
そ
の
移
住
・
定
住
も
期
待
で
き
ま
せ
ん
。

今
後
と
も
、「
市
民
と
共
に
未
来
に
誇
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を

基
本
姿
勢
と
し
て
、
都
市
の
未
来
像
「
華
の
あ
る
都ま

市ち

古
河
」
の

実
現
に
向
け
、
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

茨城県古河市長 針谷　力

「華のある都
ま

市
ち

古河」の
実現にむけて
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表
紙

お
盆
の
大
献
灯
・
大
山
和
傘
灯
り

（
鳥
取
県
西
伯
郡
大
山
町
）

鳥
取
県
西
部
に
位
置
す
る
大
山
町
は
、
南
北
わ
ず
か

20
㌔
の
間
に
日
本
海
か
ら
中
国
地
方
最
高
峰
の
大
山

（
標
高
１
７
２
９
㍍
）
の
頂
ま
で
を
含
む
、
海
と
山
、

双
方
の
恵
み
を
た
っ
ぷ
り
と
い
た
だ
い
た
自
然
豊
か
な

町
で
す
。

大
山
隠
岐
国
立
公
園
の
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ
る
大
山

は
、
古
く
か
ら
人
々
の
信
仰
の
対
象
と
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
２
０
１
８
年
は
、
大
山
寺
が
開
創
さ
れ
て
か
ら

１
３
０
０
年
を
迎
え
る
記
念
の
年
に
あ
た
り
、
年
間
を

通
し
て
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
す
。

今
や
大
人
気
の
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
た
お
盆
の
大
献

灯
・
大
山
和
傘
灯
り
も
、
今
年
は
期
間
を
延
長
（
８
月

10
日
〜
13
日
、
24
日
〜
26
日
、
９
月
22
日
〜
24
日
）
し

て
開
催
さ
れ
ま
す
。
ユ
ラ
ユ
ラ
揺
れ
る
絵
灯
籠
の
や
さ

し
い
灯
り
に
加
え
、
大
山
寺
本
堂
や
大
神
山
神
社
奥
宮

に
続
く
石
畳
の
参
道
で
は
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
約

１
２
０
本
の
色
と
り
ど
り
の
和
傘
が
、
大
山
の
夏
の
夜

を
美
し
く
染
め
上
げ
ま
す
。

詳
し
く
は
「
鳥
取
大
山
観
光
ガ
イ
ド
」
で
検
索
し
て

く
だ
さ
い
。
皆
様
の
お
越
し
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
＝
大
山
町
観
光
案
内
所

 

（
０
８
５
９
‐
５
２
‐
２
５
０
２
）

（
写
真
提
供
＝
（
一
社
）
大
山
観
光
局
）

大山夏夜の風物詩「大山和傘灯り」

 1 巻頭エッセー／笑いあふれる持続可能な神奈川を目指して 黒岩祐治（神奈川県知事）

レギュラーリポート

●群馬県前橋市 自治体ポイントに変換、買い物を通じて地域を応援 綱島勇生
●東京都豊島区 マイキープラットフォームを活用した商店街活性化 柏木正博
●神奈川県相模原市 「さがみはらポイント」で地域を活性化 増渕あすか
●三重県津市 マイナンバーカードと公共交通を結びつけ高齢者の外出支援 山口尚利
●京都府 「めいぶつチョイス」で地域産品の販路拡大 青木耕一郎
●香川県高松市 「高松市ポイント」始めました 岡田光生
●熊本県小国町 地元の偉人で地元を興す「北里柴三郎ポイント」 田邊国昭
●宮崎県都城市 美術館、博物館、温泉施設などでポイント利用 佐藤泰格
●山梨県小菅村 交流人口から関係人口へステップアップ 青柳慶一
●熊本県阿蘇市 自治体ポイントで復興支援 吉岡喜代信

【特集編では基調論文、全14事例を全て掲載～特集編のみに掲載される事例は以下の通り】

“ がんばる地域 ”応援事業　神奈川県小田原市
地域全体が学び舎、子どもや農家が地域の先生
 帰山寧子

地方創生実践塾　島根県海士町
「ないものはない」離島からの挑戦
 豊田庄吾

国内調査報告　石川県、金沢市
シビックテックによる市民参加型のまちづくり
書籍紹介

アンテナショップ情報　兼子友美
開設10周年を迎える「あきた美彩館」の現

い

在
ま

地域づくり団体全国協議会
各団体をつなぐネットワークの再生が重要

  グラビア

表3 手前みそですが… 【奈良県大和郡山市】

リーダー塾修了者エッセー
持続可能な未来に向け、椿を中心とした島づくり
 荻野　了

地域づくりは人づくり
―「オフ」から「オン」へ―
多様な人とつながる場が地域づくりへの第一歩
 後藤好邦

首長の思い
「華のある都

ま

市
ち

古河」の実現にむけて
針谷　力（茨城県古河市長）

特　集 マイキープラットフォームと地域活性化

16

18

20

22

23

24

25

26

28

２０１８- 8
 2  マイキープラットフォームの有効活用 冨田勝己（野村総合研究所

上級コンサルタント）

 6 宮城県石巻市 「石巻市ｉポイント」で震災からの復興を支援 佐藤宏幸

 8 埼玉県川口市 商店街利用客のインセンティブとして活用 江原季佳

 10 和歌山県白浜町 マイレージサービスのポイントが白浜温泉で使える 松本浩樹

 12 福岡県宗像市 世界遺産登録をきっかけに自治体ポイントで産業振興 吉永さつき
 14  キャッシュレス化を伴う地域経済好循環拡大について 猿渡知之（総務省大臣官房審議官

（地域情報化担当） ）

基調論文

副基調論文

大和郡山市

奈
良
県

234

大和郡山市は、奈良県北部で奈良
市の南側に隣接しており、市街

地は郡山城の城下町として栄えた風情
ある街並が今もなお残っています。
郡山城は大和でもっとも大規模な城
郭で、近年、追手門・追手向櫓・東隅
櫓などの門や櫓（やぐら）が復元さ
れ、往時の威容をしのぶことができま
す。2017年には「続日本の100名城」
に選ばれています。古くから桜の名所としても知られ、春になると城郭一帯が桜の
花で包まれ、この時期に開催される「お城まつり」には約30万人もの人が訪れ、
1990年には「日本さくら名所100選」のひとつに選ばれています。
また、大和郡山市は日本でも指折りの金魚の名産地であり、多数の金魚池が見ら
れます。また、金魚すくいも有名で、毎年８月の第三日曜日には全国金魚すくい選
手権大会が開かれており、約２万人が集う一大イベントとなっています。

█郡山城天守台展望施設
4年かけて整備し 2017 年 3月から一般
公開。展望施設からは大和郡山や奈良盆
地のまちなみを堪能できます

█金魚
大和郡山の金魚養殖は約300年の歴史
を持ち、現在は年間5800万尾を出荷。
日本有数の金魚の生産地として知られ
ています

█金魚池
市街地を中心にいたるところに金魚池
があり、大和郡山市ならではの風景を
堪能できます

█全国金魚すくい選手権大会
毎年8月第三日曜日に開催されており、全国
から大会参加者が集結し、熱狂的な盛り上が
りをみせます

█盆梅展
毎年2月から3月上旬にかけて開催され、「盆
梅」を日本でもめずらしい「お城の櫓」の中
で堪能できます

█城下町街並（紺屋川）
かつて城下町と栄えた風情ある街並を市
街地のいたるところで感じることができ
ます

█郡山城
天正8年（1580年）に筒井順慶が築城。桜の名所としても有名で春には「お城まつり」が
開催されます

平
和
の
シ
ン
ボ
ル
、

金
魚
が
泳
ぐ
城
下
町

大
和
郡
山
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・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社
等
の
ポ
イ
ン
ト
や
マ
イ
レ
ー

ジ
を
消
費
者
（
住
民
等
）
が
選
ん
だ
自
治
体
ポ
イ
ン
ト

に
変
換
（
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社
等
か
ら
精
算
金
が

提
供
さ
れ
る
）

・
健
康
ポ
イ
ン
ト
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
等
の
行
政

ポ
イ
ン
ト
が
自
治
体
よ
り
付
与
さ
れ
る
（
当
該
自
治
体

に
よ
り
精
算
金
が
予
算
計
上
）

・
消
費
者
（
住
民
等
）
の
銀
行
等
か
ら
の
口
座
振
込
や
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
に
よ
り
、
好
き
な
自
治
体
ポ
イ

ン
ト
を
購
入
で
き
る
よ
う
に
す
る
（
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の

簡
易
な
方
法
を
開
発
中
。
窓
口
振
込
に
よ
る
購
入
も
可

能
に
す
る
）

（
３
）
政
策
的
な
給
付
等
へ
の
活
用
（
活
用
可
能
性
を

検
討
中
）

○
自
治
体
の
参
加
手
続
き

・
指
定
金
融
機
関
の
口
座
番
号
や
連
絡
先
を
マ
イ
キ
ー
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
登
録

○
消
費
者
（
住
民
等
）
の
参
加
手
続
き

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
４
桁
の
暗
証
番
号
で
本
人
確

認
後
、
自
治
体
ポ
イ
ン
ト
の
口
座
番
号
を
設
定
（
マ
イ

キ
ー
Ｉ
Ｄ
＝
８
桁
）　
＊
自
治
体
等
の
窓
口
で
設
定
支

援
が
行
わ
れ
る

○
商
店
等
で
の
様
々
な
活
用
方
法
と
事
前
手
続
き

（
１
）
商
店
等
で
の
活
用
方
法
（
商
店
街
等
で
適
切
な
方

法
を
選
択
）

・  

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ  

ー
ド
を
活
用
し
て
、
実
店
舗
の
パ
ソ

コ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
等
の
画
面

で
自
治
体
ポ
イ
ン
ト
で
決
済
す
る

・  

商
品
券
交
換
所
等
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
活
用
し
て
、
自
治
体
ポ
イ

ン
ト
を
使
い
、
既
存
の
地
域
商
品
券

と
の
交
換
や
商
店
街
ポ
イ
ン
ト
カ
ー

ド
に
チ
ャ
ー
ジ
を
す
る

・  

ポ
イ
ン
ト
券
発
行
場
所
を
決
め
（
市

役
所
や
商
店
街
事
務
局
等
）、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使
い
自
治
体
ポ

イ
ン
ト
券
を
発
行
し
、
実
店
舗
等
で

決
済
す
る

・  

自
治
体
ポ
イ
ン
ト
を
活
用
し
て
オ
ン

ラ
イ
ン
で
販
売
す
る
（
マ
イ
キ
ー
Ｉ

Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
で
商
品
購
入
）

（
２
）
事
前
手
続
き

精
算
金
の
振
込
を
受
け
る
口
座
番
号

や
連
絡
先
等
を
マ
イ
キ
ー
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
に
登
録
。
な
お
、
オ
ン
ラ
イ

ン
販
売
の
場
合
は
自
治
体
ポ
イ
ン
ト
で

の
決
済
機
能
を
有
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
サ

イ
ト
に
商
品
等
を
掲
載
。

特 集
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マイキープラットフォームと地域活性化

東京都豊島区（p12-13）
座・ガモール３号店オープニングセレモニー
（北宮崎・神の国から）

4
埼玉県川口市（p10-11）

市役所窓口で川口市ポイント券を発行
3

群馬県前橋市（p８-９）
前橋市役所で、マイキー IDの設定やクレジットカード
のポイントから前橋ポイントへの移行を支援

2

●1

●2
●3

●5
●4

宮城県石巻市（p６-７）
マイキー ID登録手続きの様子
1

宮崎県都城市（p28-29）
都城市長、自らマイキー登録 し「めいぶつチョイ
ス」を体験

12
三重県津市（p16-17）

「シルバーエミカ」交付の様子
6 神奈川県相模原市（p14-15）

地区の防災訓練参加者に「さがみはらポイント」を付与
5
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特 集
Ϛ
イ
キ
ồ
ϓ
ラ
ッ
ト
フ
Ỽ
ồ
Ϝ
と
͸

「
マ
イ
φ
ン
ό
ー
カ
ー
ド
を
活
用
し
、
公
共
施
設
な
ど

の
様
々
な
利
用
ऀ
カ
ー
ド
を
１
ຕ
で
対
Ԡ
で
き
る
よ
う
に

し
、
各
自
治
体
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
や
健
康
ポ
イ

ン
ト
な
ど
を
ク
ラ
ウ
ド
化
し
、
ඈ
༂
的
な
低
コ
ス
ト
化
を

ਤ
る
こ
と
に
ซ
せ
、�

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
ձ
ࣾ
な
ど
の
ポ

イ
ン
ト
や
マ
イ
レ
ー
ジ
を
地
域
経
済
Ԡ
ԉ
ポ
イ
ン
ト
と
し

て
全
国
各
地
に
ಋ
入
・
合
算
し
、
様
々
な
ॅ
ຽ
の
公
ӹ
的

活
ಈ
の
支
ԉ
と
地
域
の
消
費
拡
大
に
ͭ
な
げ
よ
う
と
す

る
」（
自
治
体
ポ
イ
ン
ト
φ
ビ
よ
り
Ҿ
用
）
こ
と
を
໨
的

と
し
て
、マ
イ
キ
ー
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
ߏ
ங
さ
れ
た
。

୭
も
が
マ
イ
φ
ン
ό
ー
カ
ー
ド
を
อ
༗
す
る
、
あ
る
い

は
࣋
ち
า
く
よ
う
に
な
ỳ
た
ঢ়
ଶ
を
૝
૾
し
て
΄
し
い
。

こ
れ
が
行
政
機
関
だ
け
で
な
く
、
様
々
な
ຽ
間
事
業
ऀ
で

も
（
例
え
ば
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
୅
わ
り
に
）
使
え
る
よ
う

に
な
ỳ
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ

ー
ド
ձ
ࣾ
な
ど
の
ポ
イ
ン
ト
や
マ
イ
レ
ー
ジ
を
ަ
換

し
て
、
自
治
体
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
使
え
る
よ
う
に

な
ỳ
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
か
。
ط
に
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド

が
൙
ཞ
し
て
い
て
ੜ
活
ऀ
が
࡞
੒
し
な
か
ỳ
た
、
あ

る
い
は
࡞
੒
し
て
も
࣋
ち
า
か
な
か
ỳ
た
様
々
な
ポ

イ
ン
ト
カ
ー
ド
も
、
マ
イ
φ
ン
ό
ー
カ
ー
ド
が
୅
わ

り
に
な
れ
ば
使
わ
れ
る
の
で
は
な
い
か
、
ま
た
自
治

体
と
し
て
も
（
θ
ϩ
か
ら
自
分
た
ち
で
行
う
৔
合
に

ൺ
΂
て
）
ಋ
入
・
運
Ӧ
費
用
を
཈
੍
し
な
が
ら
ޮ
Ռ

的
に
活
用
し
て
い
け
る
の
で
は
な
い
か
。

ձ
һ
証
や
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
を
Կ
ຕ
も
࣋
ち
า
く

ঢ়
ଶ
か
ら
ੜ
活
ऀ
を
ղ
์
し
、
ձ
һ
ೝ
証
に
関
す
る

仕
組
み
を
ಠ
自
に
ߏ
ங
・
運
Ӧ
す
る
ঢ়
ଶ
か
ら
各
自

治
体
や
事
業
ऀ
を
ղ
์
す
る
。ͦ
し
て
、結
Ռ
と
し
て
種
々

の
公
ӹ
的
活
ಈ
の
ޮ
཰
化
や
地
域
消
費
拡
大
に
資
す
る
、

と
い
う
の
が
こ
の
マ
イ
キ
ー
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
ૂ
い

で
あ
る
。
ま
ず
は
こ
れ
ら
の
۩
体
的
な
利
用
ํ
๏
に
ͭ
い

て
ղ
આ
し
よ
う
。

༷
ʑ
な
ར
用
ऀ
Χ
ồ
υ
の
୅
Γ
ʹ
Ͱ
͖
る

マ
イ
キ
ー
̞
̙
を
࡞
੒
し
、
マ
イ
キ
ー
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
に
当
該
施
設
の
利
用
ऀ
൪
߸
な
ど
を
ొ
࿥
し
て
お
く

マ
イ
キ
ー
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
地
域
活
性
化

Ϛ
Π
キ
ồ
ϓ
ϥ
ッ
τ
ϑ
Ỽ
ồ
Ϝ
ͷ
༗
ޮ
׆
༻

―
੒
Ռ
を
出
す
に
は
利
֐
関
܎
ऀ
の
能
ಈ
的
な
協
ௐ
活
ಈ
が
ඞ
要
―

෌
ా
　
উ
ݾ

໺
ଜ
総
߹
ݚ
ڀ
ॴ
্
ڃ
ί
ϯ
α
ϧ
λ
ϯ
τ
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こ
と
で
、
利
用
ऀ
は
マ
イ
φ
ン
ό
ー
カ
ー
ド
を
ͦ
の
施
設

の
ձ
һ
カ
ー
ド
と
し
て
使
う
こ
と
が
で
き
る
。
ಉ
様
の
手

続
き
で
ෳ
਺
施
設
の
ొ
࿥
を
行
え
ば
、
１
ຕ
の
カ
ー
ド
で

ͦ
れ
ら
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
た
Ί
、
ձ
һ
カ
ー
ド

を
Կ
ຕ
も
࣋
ち
า
く
不
ศ
さ
か
ら
ղ
์
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。
ま
た
、
ॅ
ຽ
ථ
を
Ҡ
ಈ
さ
せ
た
৔
合
に
は
、
各
施
設

の
૭
口
୺
຤
に
ͦ
の
ࢫ
が
通
஌
さ
れ
る
た
Ί
、
定
期
的
な

ॅ
ॴ
֬
ೝ
や
利
用
カ
ー
ド
の
࠶
発
行
と
い
ỳ
た
手
続
き
も

不
要
に
な
る
。
な
お
、
現
在
で
は
ùü
自
治
体
に
お
い
て
ਤ

ॻ
ؗ
利
用
ऀ
カ
ー
ド
と
し
て
運
用
さ
れ
て
い
る
。

༷
ʑ
な
ポ
イ
ン
ト
΍
Ϛ
イ
レ
ồ
δ
Λ

自
治
体
ポ
イ
ン
ト
ʹ
߹
ࢉ
Ͱ
͖
る

こ
ち
ら
も
マ
イ
キ
ー
̞
̙
を
࡞
੒
し
て
い
れ
ば
、
地
域

Ԡ
ԉ
ポ
イ
ン
ト
と
い
う
中
ܧ
ポ
イ
ン
ト
を

հ
し
な
が
ら
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
ポ

イ
ン
ト
や
航
空
ձ
ࣾ
の
マ
イ
レ
ー
ジ
を
、

各
自
治
体
の
ポ
イ
ン
ト
（
自
治
体
ポ
イ
ン

ト
）
に
ަ
換
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ち
な
み
に
、
自
治
体
ポ
イ
ン
ト
に
ަ
換

し
た
ޙ
は
、
自
治
体
に
よ
ỳ
て
ͦ
の
活
用

ํ
๏
が
ҟ
な
ỳ
て
く
る
。
大
ผ
す
る
と
、

ᶃ
実
店
舗
な
ど
で
の
୅
金
支
払
い
へ
の
活

用
ᶄ
Φ
ン
ラ
イ
ン
で
の
෺
࢈
な
ど
の
購
入

ᶅ
Φ
ン
ラ
イ
ン
で
ク
ラ
ウ
ド
フ
Ỹ
ン
デ
ィ

ン
ά
利
用
、
と
な
る
の
だ
が
、
ᶃ
に
関
し

て
は
さ
ら
に
（
̰
）
マ
イ
φ
ン
ό
ー
カ
ー

ド
を
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
と
し
て
使
用（
ｂ
）

商
店
֗
の
ポ
イ
ン
ト
に
ν
ャ
ー
ジ（
ަ
換
）

（
̲
）
商
店
֗
な
ど
で
使
用
で
き
る
商
品

券
に
ަ
換
（
̳
）
お
ങ
෺
券
と
し
て
使
用

で
き
る
ポ
イ
ン
ト
券
に
ަ
換
、
と
い
う
よ

う
に
分
か
れ
る
。

ࠀ
෰
͠
ͯ
͍
͘
΂
͖

՝
୊
͸
ଟ
͍

様
々
な
ձ
һ
カ
ー
ド
を
୅
替
で
き
、
ま

た
多
਺
の
ポ
イ
ン
ト
や
マ
イ
ル
を
合
算
し

て
使
え
る
よ
う
に
な
る
マ
イ
キ
ー
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

は
、一
ݟ
す
る
と
非
常
に
༗
用
な
取
り
組
み
と
み
え
る
が
、

ཱ
ち
上
が
ỳ
た
ば
か
り
と
い
う
໘
も
あ
ỳ
て
、
利
用
ऀ
の

ن
໛
が
খ
さ
い
、
使
え
る
よ
う
に
す
る
ま
で
の
手
続
き
が

煩
雑
、
使
え
る
実
店
舗
や
施
設
が
決
し
て
多
く
な
い
、
ポ

イ
ン
ト
や
マ
イ
レ
ー
ジ
を
ަ
換
し
て
ま
で
使
い
た
い
自
治

体
ポ
イ
ン
ト
の
ັ
力
的
な
ॆ
当
ઌ
が
多
く
な
い
な
ど
、
ࠀ

෰
し
て
い
く
΂
き
՝
୊
は
多
い
。
Ҏ
Լ
で
は
ͦ
れ
ͧ
れ
の

՝
୊
を
۷
り
Լ
げ
な
が
ら
、
ͦ
の
ղ
決
Ҋ
と
し
て
の
参
考

例
な
ど
も
ه
ࡌ
し
て
い
く
。

Ϛ
イ
キ
ồ
̞
̙
の

Ξ
Ϋ
ς
ỹ
ϒ
Ϣ
ồ
β
਺
Λ
૿
΍
͢

૯
務
ল
に
よ
る
と
２
０
１
̔
年
̏
݄
１
೔
時
఺
に
お
け

る
、
マ
イ
φ
ン
ό
ー
カ
ー
ド
の
ަ
付
ຕ
਺
は
１
̏
６
̓
ສ

ຕ
、
ਓ
口
に
対
す
る
ަ
付
ຕ
਺
཰
は
ø÷
・
̓
ˋ
で
あ
る
。

ͦ
の
ׂ
合
が
࠷
も
ߴ
い
の
は
ٶ
࡚
ݝ
౎
৓
ࢢ
の
ùû
・
２
ˋ
、

次
い
で
ࣛ
ࣇ
ౡ
ݝ
੢
೭
ද
ࢢ
の
øĀ
・
２
ˋ
と
、
ま
だ
決
し

て
ߴ
い
ਫ
४
に
あ
る
と
は
言
え
な
い
。
ち
な
み
に
一
ൠ
的

な
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
の
৔
合
、
実
ࡍ
に
ස
ൟ
に
ͦ
の
カ
ー

ド
を
利
用
す
る
、
事
業
ऀ
に
と
ỳ
て
༗
ޮ
と
み
な
せ
る
ਓ

（
ア
ク
テ
ィ
ϒ
Ϣ
ー
β
）
は
、
カ
ー
ド
࡞
੒
ऀ
の
一
定
ׂ

合
（
事
業
ऀ
や
サ
ー
ビ
ス
内
容
に
大
き
く
ґ
ଘ
す
る
が
、

ߴ
く
て
も
５
ׂ
程
度
）
に
ཹ
ま
る
。

マ
イ
キ
ー
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
利
用
す
る
৔
合
、
マ

イ
φ
ン
ό
ー
カ
ー
ド
を
อ
༗
す
る
だ
け
で
な
く
、
マ
イ
キ

ー
̞
̙
の
ొ
࿥
を
行
う
ඞ
要
が
あ
る
。
こ
の
手
続
き
も
צ

Ҋ
す
る
と
、
マ
イ
キ
ー
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
ア
ク
テ
ィ

ϒ
Ϣ
ー
β
は
લ
ه
の
਺
ࣈ
よ
り
も
さ
ら
に
গ
な
く
な
る
。

と
い
う
の
も
、
マ
イ
φ
ン
ό
ー
カ
ー
ド
の
ಡ
み
取
り
設
උ

の
あ
る
施
設
に
行
く
か
、
あ
る
い
は
自
਎
の
̥
̘
で
ొ
࿥

ਤද̍ɹϚΠΩʔϓϥοτϑΥʔϜͷ࢓૊Έ
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す
る
৔
合
に
は
̞
̘
カ
ー
ド
Ϧ
ー
μ
ラ
イ
タ
を
用
ҙ
し

て
、
マ
イ
φ
ン
ό
ー
カ
ー
ド
を
ಡ
み
ࠐ
ま
せ
る
ඞ
要
が
あ

る
た
Ί
だ
。
こ
の
手
続
き
は
一
ൠ
的
な
ੜ
活
ऀ
に
と
ỳ
て

容
易
な
も
の
で
は
な
く
、
マ
イ
キ
ー
̞
̙
ొ
࿥
ଅ
ਐ
に
お

け
る
大
き
な
ো
֐
と
な
ỳ
て
い
る
。
マ
イ
キ
ー
̞
̙
ొ
࿥

ऀ
の
ن
໛
は
ͦ
も
ͦ
も
の
利
用
ن
໛
を
大
き
く
ࠨ
ӈ
す
る

要
Ҽ
に
な
る
た
Ί
、
マ
イ
φ
ン
ό
ー
カ
ー
ド
自
体
の
ަ
付

ຕ
਺
ଅ
ਐ
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
マ
イ
キ
ー
̞
̙
に
関
し

て
も
、
ͦ
の
ొ
࿥
手
続
き
の
վ
ળ
を
ؚ
Ί
た
ొ
࿥
・
利
用

ଅ
ਐ
活
ಈ
が
ඞ
要
に
な
る
と
言
え
よ
う
。

マ
イ
キ
ー
̞
̙
ొ
࿥
の
ଅ
ਐ
施
策
と
し
て
は
、
ᶃ
ొ
࿥

の
手
間
を
削
減
す
る
ᶄ
手
間
を
௒
え
る
だ
け
の
ັ
力
を
ఏ

ࣔ
す
る
、
と
い
う
２
ͭ
の
ํ
਑
が
ڍ
げ
ら
れ
る
。
ᶃ
に
関

し
て
は
、
マ
イ
φ
ン
ό
ー
カ
ー
ド
の
ಡ
み
取
り
が
࠷
大
の

ো
น
で
あ
る
た
Ί
、
商
店
֗
や
コ
ン
ビ
χ
Τ
ン
ス
ス
ト
ア

な
ど
ੜ
活
ऀ
が
よ
く
๚
れ
る
施
設
に
も
設
ஔ
し
、
ొ
࿥
を

ଅ
ਐ
し
て
い
く
こ
と
が
๬
ま
し
い
。

ま
た
、
ᶄ
に
関
し
て
は
、
自
治
体
ポ
イ
ン
ト
へ
の
ަ
換

レ
ー
ト
を
ߴ
く
す
る
（
元
々
の
ポ
イ
ン
ト
の
Ձ
஋
Ҏ
上
で

ަ
換
で
き
る
よ
う
に
す
る
）、
自
治
体
ポ
イ
ン
ト
の
ަ
換

ઌ
を
（
店
舗
・
商
材
と
も
に
）
拡
ॆ
す
る
、
元
々
の
Ձ
஋

Ҏ
上
で
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
（
例
⽅
１
０
０
０
円
૬

当
の
ポ
イ
ン
ト
を
、
１
２
０
０
円
૬
当
で
使
用
で
き
る
よ

う
に
す
る
）、
と
い
ỳ
た
ັ
力
の
出
し
ํ
が
ڍ
げ
ら
れ
る
。

ポ
イ
ン
ト
ަ
׵
の
ख
ؒ
Λ
࡟
ݮ
͢
る

ੜ
活
ऀ
に
と
ỳ
て
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
と
い
え
ば
、「
お

店
で
ஷ
ま
ỳ
て
、
ͦ
の
ま
ま
支
払
い
に
使
え
る
」
カ
ー
ド

を
࿈
૝
を
す
る
。
一
ํ
で
、
マ
イ
キ
ー
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
を
活
用
し
て
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
な
ど
の
ポ
イ
ン
ト
を

商
店
֗
な
ど
で
使
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
৔
合
、
গ
な
く

と
も
「
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
等
の
ポ
イ
ン
ト
→
地
域
経
済

Ԡ
ԉ
ポ
イ
ン
ト
」
に
ަ
換
し
、
ͦ
の
上
で
「
地
域
経
済
Ԡ

ԉ
ポ
イ
ン
ト
→
自
治
体
ポ
イ
ン
ト
」
へ
と
ަ
換
し
て
い
く

ඞ
要
が
あ
る
。
こ
れ
は
一
ൠ
の
ੜ
活
ऀ
に
と
ỳ
て
は
ೃ
છ

み
の
ബ
い
、
決
し
て
容
易
と
は
言
い
難
い
手
続
き
と
な
ỳ

て
い
る
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
ポ
イ
ン
ト
を
商
品
券
に

ަ
換
し
た
経
ݧ
の
あ
る
ਓ
は
あ
る
程
度
い
る
だ
ろ
う
が
、

あ
る
ポ
イ
ン
ト
を
ผ
の
ポ
イ
ン
ト
に
ަ
換
し
た
、
さ
ら
に

は
ͦ
れ
を
ま
た
ผ
の
ポ
イ
ン
ト
に
ަ
換
し
た
と
い
う
経
ݧ

の
あ
る
ਓ
は
、
ͦ
れ
΄
ど
多
く
な
い
。
ڪ
ら
く
は
ポ
イ
ン

ト
Ϧ
テ
ラ
シ
ー
の
ߴ
い
一
部
の
ਓ
に
限
ら
れ
、
ͦ
れ
Ҏ
֎

の
ਓ
ୡ
は
ͦ
も
ͦ
も
の
仕
組
み
の
難
し
さ
か
ら
৲
ࠐ
み
し

て
、実
ࡍ
の
利
用
に
ま
で
ࢸ
ら
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

ຽ
間
事
業
ऀ
の
ポ
イ
ン
ト
や
マ
イ
レ
ー
ジ
と
自
治
体
ポ

イ
ン
ト
と
の
ڮ
౉
し
໾
と
な
る
「
地
域
経
済
Ԡ
ԉ
ポ
イ
ン

ト
」
は
、（
シ
ス
テ
ム
運
Ӧ
上
の
メ
Ϧ
ッ
ト
は
さ
て
お
き
）

ੜ
活
ऀ
に
と
ỳ
て
は
ͦ
の
ଘ
在
ҙ
ٛ
を
ൺ
ֱ
的
ݟ
出
し
に

く
い
ଘ
在
で
あ
る
。
ੜ
活
ऀ
が
利
用
し
た
い
の
は
ͦ
の
ઌ
に

あ
る
自
治
体
ポ
イ
ン
ト
で
あ
り
、
あ
る
い
は
ͦ
の
ઌ
に
あ
る

商
店
֗
の
ポ
イ
ン
ト
や
商
品
券
だ
か
ら
で
あ
る
。
ੜ
活
ऀ

に
と
ỳ
て
は
、
出
発
地
఺
で
あ
る
ຽ
間
事
業
ऀ
の
ポ
イ
ン
ト

や
マ
イ
レ
ー
ジ
と
、
౸
ୡ
地
఺
で
あ
る
商
店
֗
な
ど
で
の
利

用
や
商
品
券
、
お
ങ
い
෺
券
と
い
ỳ
た
も
の
だ
け
が
ݟ
え
て

い
る
こ
と
が
、
本
来
は
シ
ン
プ
ル
で
分
か
り
や
す
い
。
ͦ
の

్
中
に
あ
る
経
༝
手
続
き
を
ੜ
活
ऀ
に
行
わ
せ
な
い
、
৔

合
に
よ
ỳ
て
は
ݟ
せ
な
い
で
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ

と
が
、
ࠓ
ޙ
の
利
用
ଅ
ਐ
と
い
う
؍
఺
で
は
๬
ま
し
い
。

ポ
イ
ン
ト
の
ར
用
ର
৅
Λ
ັ
ྗ
的
ʹ
͢
る

ަ
換
元
と
な
ỳ
て
い
る
ポ
イ
ン
ト
や
マ
イ
レ
ー
ジ
は
、

ͦ
れ
୯
体
で
も
使
用
で
き
る
よ
う
に
ັ
力
的
な
用
్
が
多

਺
用
ҙ
さ
れ
て
い
る
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
ポ
イ
ン
ト

で
あ
れ
ば
カ
タ
ϩ
ά
ܗ
ࣜ
に
ま
と
Ί
ら
れ
た
様
々
な
Ո
ి

や
ੜ
活
雑
貨
、
商
品
券
、
ଞ
ࣾ
ポ
イ
ン
ト
や
マ
イ
レ
ー
ジ

な
ど
が
あ
り
、
マ
イ
レ
ー
ジ
で
あ
れ
ば
ಛ
య
航
空
券
や
ి

ࢠ
マ
ω
ー
な
ど
が
用
ҙ
さ
れ
て
い
る
。

マ
イ
キ
ー
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
հ
し
て
、
こ
う
し
た

ポ
イ
ン
ト
の
多
く
が
自
治
体
ポ
イ
ン
ト
に
ަ
換
さ
れ
、
ͦ

し
て
地
域
࢈
品
や
商
店
֗
な
ど
で
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な

る
た
Ί
に
は
、
多
গ
の
ଛ
を
し
て
で
も
地
域
の
消
費
を
活

性
化
し
た
い
と
い
う
利
用
ऀ
の
ڷ
౔
Ѫ
だ
け
に
ґ
ଘ
す
る

の
で
は
े
分
と
は
言
え
な
い
。
上
ه
の
ަ
換
対
৅
Ҏ
上
の

ັ
力
を
、
利
用
ऀ
に
ఏ
ࣔ
す
る
ඞ
要
が
あ
る
。
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ັ
力
の
出
し
ํ
と
し
て
は
、
経
済
性
と
ಠ
自
性
、
ͦ
れ

ͧ
れ
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
経
済
性
の
໘
で
は
地
域
経
済

Ԡ
ԉ
ポ
イ
ン
ト
や
自
治
体
ポ
イ
ン
ト
、
さ
ら
に
ͦ
の
ઌ
の

使
用
ઌ
へ
と
ަ
換
し
て
い
く
ࡍ
に
、
ަ
換
レ
ー
ト
を
ߴ
く

す
る
ํ
ࣜ
が
ڍ
げ
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
地
域
経
済
Ԡ
ԉ
ポ

イ
ン
ト
に
ަ
換
す
る
ࡍ
に
１
０
０
０
円
૬
当
分
の
ポ
イ
ン

ト
を
１
１
０
０
円
૬
当
の
も
の
と
し
て
ަ
換
で
き
る
よ
う

に
す
る
、
と
い
ỳ
た
や
り
ํ
だ
。
ط
ଘ
事
業
ऀ
の
ポ
イ
ン

ト
で
も
キ
ャ
ン
ϖ
ー
ン
的
に
࠾
用
さ
れ
る
手
๏
で
あ
り
、

マ
イ
キ
ー
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
上
で
も
、
開
࢝
当
初
は
ෳ

਺
の
ポ
イ
ン
ト
や
マ
イ
レ
ー
ジ
に
て
、
こ
の
手
๏
が
࠾
用

さ
れ
て
い
た
。
ࠓ
ޙ
も
定
期
的
に
こ
う
し
た
施
策
が
実
施

さ
れ
る
こ
と
が
๬
ま
し
い
。

ಠ
自
性
に
関
し
て
は
、
地
域
な
ら
で
は
の
࢈
品
、
ҳ
品

で
、
か
ͭ
手
の
ಧ
き
や
す
い
Ձ
֨
ଳ
の
商
材
で
あ
る
と
、

よ
り
多
く
の
利
用
ऀ
か
ら
の
支
࣋
を
得
ら
れ
る
。
現
在
で

は
自
治
体
ポ
イ
ン
ト
も
使
用
し
て
地
域
࢈
品
を
購
入
で
き

る
通
ൢ
サ
イ
ト
で
あ
る
「
Ί
い
Ϳ
ͭ
ν
ἀ
イ
ス
」
に
て
、

各
地
の
࢈
品
や
ҳ
品
が
出
品
さ
れ
て
い
る
。

Ϛ
イ
φ
ン
ό
ồ
Χ
ồ
υ
΍

自
治
体
ポ
イ
ン
ト
の
ར
用
ઌ
Λ
֦
ॆ
͢
る

一
ൠ
的
な
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
で
は
、
利
用
で
き
る
店
舗

や
サ
ー
ビ
ス
が
多
く
な
り
、
使
用
す
る
ස
度
が
૿
え
て
く

る
΄
ど
、
ͦ
の
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
の
ձ
һ
が
૿
え
、
ま
た

ී
段
࣋
ち
า
か
れ
る
よ
う
に
な
ỳ
て
い
く
。
ࠓ
や
共
通
ポ

イ
ン
ト
と
し
て
ݺ
ば
れ
る
よ
う
に
な
ỳ
た
̩
ポ
イ
ン
ト
や

̥
̾
̽
̓
̰
ポ
イ
ン
ト
、
ָ
ఱ
ポ
イ
ン
ト
、
̳
ポ
イ
ン
ト
な

ど
は
ͦ
の
好
例
で
あ
る
。
຋
ỳ
て
マ
イ
φ
ン
ό
ー
カ
ー
ド
や

自
治
体
ポ
イ
ン
ト
の
利
用
可
能
ઌ
は
、
開
࢝
よ
り
೔
が
ઙ

い
こ
と
も
あ
り
、
ま
だ
限
定
的
で
あ
る
。
ੜ
活
ऀ
が
ͦ
の

利
ศ
性
を
理
ղ
し
、
ま
た
実
ײ
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
Ί

に
も
、
こ
れ
ら
の
利
用
ઌ
を
拡
ॆ
し
て
い
く
ඞ
要
が
あ
る
。

マ
イ
φ
ン
ό
ー
カ
ー
ド
อ
༗
ऀ
は
ঃ
々
に
૿
え
て
き
て

お
り
、
΄
と
ん
ど
の
ਓ
が
อ
༗
す
る
時
୅
も
や
が
て
౸
来

す
る
だ
ろ
う
。
ͦ
の
ࠒ
に
は
各
事
業
ऀ
も
マ
イ
φ
ン
ό
ー
カ

ー
ド
や
マ
イ
キ
ー
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
༗
ޮ
性
を
ධ
Ձ
し

て
、
ͦ
の
多
く
が
ಋ
入
す
る
よ
う
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

だ
が
、
ͦ
う
な
る
た
Ί
に
も
、
ࠓ
の
段
֊
か
ら
事
業
ऀ
側

が
ઌ
に
ಈ
き
出
す
ඞ
要
が
あ
る
。
さ
も
な
け
れ
ば
、
利
用

ऀ
に
と
ỳ
て
อ
༗
は
し
て
い
る
が
使
わ
な
い
カ
ー
ド
、
ͦ
し

て
利
用
し
な
い
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
Ґ
ஔ
付
け
ら

れ
、
ͦ
れ
を
஌
ỳ
て
ಋ
入
す
る
事
業
ऀ
も
ۇ
か
に
ཹ
ま
る

と
い
う
、
ѱ
循
環
に
ࢸ
る
ة
ݥ
が
あ
る
た
Ί
だ
。
利
用
ऀ

は
基
本
的
に
は
ड
け
਎
の
た
Ί
、
事
業
ऀ
側
の
活
ಈ
こ
ͦ

が
、
こ
の
ѱ
循
環
の
ճ
ආ
に
ඞ
要
で
あ
る
。

Ϣ
ồ
β
ར
ศ
性
の
ߴ
͍
௨
ൢ
α
イ
ト

ủ
Ί
͍
Ϳ
ͭ
ν
ἀ
イ
ス
Ứ

՝
୊
の
多
い
マ
イ
キ
ー
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
は
あ
る

が
、
ͦ
の
い
く
ͭ
か
を
ࠀ
෰
し
た
事
例
と
し
て
は
、
自
治

体
ポ
イ
ン
ト
を
使
用
で
き
る
通
ൢ
サ
イ
ト
「
Ί
い
Ϳ
ͭ
ν

ἀ
イ
ス
」
が
ڍ
げ
ら
れ
る
（
ଞ
の
自
治
体
୯
Ґ
で
の
好
例

঺
հ
は
、
次
ষ
に
ৡ
る
）。
こ
の
サ
イ
ト
に
は
全
国
各
地

の
༗
ࢤ
の
自
治
体
等
が
地
域
࢈
品
を
出
品
し
て
い
る
た

Ί
、
ポ
イ
ン
ト
の
使
用
ઌ
が
結
Ռ
的
に
は
幅
޿
く
、
ま
た

ັ
力
的
な
商
品
も
多
い
。
ͦ
の
上
、
マ
イ
φ
ン
ό
ー
カ
ー

ド
を
࣋
ち
า
い
て
現
地
の
店
舗
を
๚
れ
た
り
、
自
治
体
ポ

イ
ン
ト
を
商
品
券
な
ど
に
ަ
換
し
た
り
す
る
と
い
ỳ
た
手

間
か
ら
も
ղ
์
さ
れ
る
。

ま
た
、
自
治
体
に
と
ỳ
て
も
、
各
自
治
体
の
ੜ
活
ऀ
が

こ
ͧ
ỳ
て
こ
の
サ
イ
ト
を
๚
໰
す
る
こ
と
に
な
る
た
Ί
、

୯
体
で
実
施
す
る
৔
合
に
ൺ
΂
る
と
よ
り
多
く
の
ア
ク
テ

ィ
ϒ
Ϣ
ー
β
と
の
઀
఺
を
֫
得
で
き
る
。
各
々
の
自
治
体

で
の
取
り
組
み
も
ॏ
要
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
自
治
体
ԣ
அ

的
な
取
り
組
み
も
ま
た
、
よ
り
ߴ
い
੒
Ռ
を
出
す
た
Ί
に

も
実
施
し
て
い
く
こ
と
が
๬
ま
し
い
。

ੜ
活
ऀ
の
૝
͍
ʹ
ࠜ
͟
͠
ͨ
Ϛ
イ
キ
ồ

ϓ
ラ
ッ
ト
フ
Ỽ
ồ
Ϝ
の
ಋ
ೖ
と
活
用

な
ͥ
、
ੜ
活
ऀ
が
自
治
体
ポ
イ
ン
ト
を
利
用
す
る
よ
う

に
な
る
の
か
、
ͦ
れ
は
地
域
を
大
੾
に
ࢥ
ỳ
て
い
る
か
ら

だ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
ཉ
し
い
も
の
が
お
得
に
、
あ
る
い

は
ศ
利
に
入
手
で
き
る
か
ら
だ
ろ
う
か
。い
ず
れ
に
せ
よ
、

ੜ
活
ऀ
は
Կ
ら
か
の
൑
அ
を
し
て
、
あ
え
て
マ
イ
キ
ー
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
հ
し
て
マ
イ
φ
ン
ό
ー
カ
ー
ド
を
利

用
し
、
ま
た
自
治
体
ポ
イ
ン
ト
を
利
用
し
て
い
る
。
マ
イ

キ
ー
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
活
性
化
の
た
Ί
に
は
、
ੜ
活

ऀ
の
こ
う
し
た
൑
அ
の
എ
ܠ
を
考
え
な
が
ら
、
種
々
の
取

り
組
み
を
考
Ҋ
し
、
実
施
し
続
け
て
い
く
ඞ
要
が
あ
る
。

৘
ใ
化
が
ਐ
ん
で
き
た
ࡢ
ࠓ
、
ੜ
活
ऀ
が
ಈ
い
て
か
ら

（
要
๬
を
ද
໌
し
て
か
ら
）
事
業
ऀ
が
ಈ
く
の
で
は
ੜ
活

ऀ
に
は
બ
ば
れ
な
い
。
ੜ
活
ऀ
の
（
৔
合
に
よ
ỳ
て
は
જ

在
的
な
）
χ
ー
ζ
や
ങ
い
෺
の
仕
ํ
（
購
ങ
ಛ
性
）
ま
で

も
ټ
ん
だ
取
り
組
み
を
事
業
ऀ
が
࠾
ỳ
た
結
Ռ
と
し
て
、

ੜ
活
ऀ
が
ಈ
く
時
୅
と
な
ỳ
て
き
て
い
る
。
行
政
に
よ
る

マ
イ
キ
ー
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
ߏ
ங
と
い
う
機
ձ
が
๚
れ

た
ࠓ
、
こ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
ಛ
段
の
޻
෉
な
く
取

り
入
れ
る
の
で
は
な
く
、
ੋ
非
と
も
ͦ
の
地
域
に
ॅ
Ή
ੜ

活
ऀ
、
ͻ
い
て
は
ͦ
の
地
域
を
大
੾
に
ࢥ
ỳ
て
い
る
ੜ
活

ऀ
の
χ
ー
ζ
や
購
ങ
ಛ
性
を
ټ
ん
だ
、
地
域
な
ら
で
は
の

ಛ
৭
を
൓
ө
し
た
取
り
組
み
が
、
自
治
体
や
商
޻
ձ
ٞ
ॴ

で
行
わ
れ
て
い
く
こ
と
が
๬
ま
れ
る
。
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特 集
ủ
ੴ
ר
ࢢ
̸
ポ
イ
ン
ト
Ứ
஀
ੜ
の
ܦ
Ң

ฏ
੒
ùú
年
̏
݄
øø
೔
、
ࢮ
ऀ
・
行
ํ
不
໌
ऀ
合
わ
せ
１

ສ
̔
ઍ
ਓ
を
௒
す
ํ
が
٘
ਜ਼
と
な
ỳ
た
౦
೔
本
大
਒
ࡂ
の

発
ੜ
か
ら
ࠓ
年
で
̓
年
が
経
ա
し
、
ͦ
の
間
、
ੴ
ר
ࢢ
で

は
全
国
の
օ
様
か
ら
い
た
だ
い
た
ޚ
支
ԉ
の
お
ӄ
で
ঃ
々

に
で
は
あ
り
ま
す
が
֬
実
に
෮
ڵ
へ
の
ಓ
を
า
ん
で
い
ま

す
。౦

೔
本
大
਒
ࡂ
࠷
大
の
ඃ
ࡂ
地
と
な
ỳ
た
本
ࢢ
で
は
、

਒
ࡂ
か
ら
の
෮
ڵ
に
あ
た
り「
ੈ
ք
の
෮
ڵ
Ϟ
デ
ル
౎
ࢢ
」

を
໨
指
し
、
਒
ࡂ
当
時
、
յ
໓
的
な
ඃ
֐
を
ड
け
た
本
ࢢ

の
ॏ
要
࢈
業
で
も
あ
る
೶
ྛ
ਫ
࢈
業
の
࠶
ੜ
は
も
ち
ろ

ん
、
地
域
資
源
を
活
か
し
た
࢈
業
基
൫
ͮ
く
り
を
ਤ
る
こ

と
を
໨
指
し
さ
ま
͟
ま
な
施
策
に
ҙ
ཉ
的
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

ͦ
の
よ
う
な
ঢ়
گ
の
中
、
ฏ
੒
ùĀ
年
̕
݄
に
૯
務
ল
が

マ
イ
φ
ン
ό
ー
カ
ー
ド
を
活
用
し
た
地
域
経
済
活
性
化
の

◆◆◆

取
り
組
み
と
し
て
「
マ
イ
キ
ー
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
の

実
証
運
用
を
開
࢝
。
本
ࢢ
で
は
、
マ
イ
φ
ン
ό
ー
カ
ー
ド

に
よ
る
コ
ン
ビ
χ
Τ
ン
ス
ス
ト
ア
か
ら
の
証
໌
ॻ
ަ
付
の

運
用
が
ฏ
੒
ú÷
年
̓
݄
か
ら
開
࢝
す
る
こ
と
も
あ
り
、
マ

イ
キ
ー
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
実
証
に
参
Ճ
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
本
ࢢ
自
ຫ
の
食
の
ັ
力
を
全
国
の
օ
様
に

発
৴
で
き
る
ば
か
り
で
な
く
、
マ
イ
φ
ン
ό
ー
カ
ー
ド
の

ී
及
ଅ
ਐ
に
も
ͭ
な
が
る
ྑ
い
機
ձ
と
も
ଊ
え
、
自
治
体

ポ
イ
ン
ト
「
ੴ
ר
ࢢ
̸
ポ
イ
ン
ト
」
の
取
り
組
み
に
ν
ャ

レ
ン
ジ
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ủ
Ί
͍
Ϳ
ͭ
ν
ἀ
イ
ス
Ứ
ࢀ
Ճ
΁
の
औ
Γ
૊
Έ

本
ࢢ
が
ν
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る
取
り
組
み
は
、
ク
レ
ジ

ッ
ト
カ
ー
ド
ձ
ࣾ
な
ど
の
ポ
イ
ン
ト
や
マ
イ
レ
ー
ジ
を
地

域
経
済
Ԡ
ԉ
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
「
ੴ
ר
ࢢ
̸
ポ
イ
ン
ト
」

に
ަ
換
す
る
こ
と
が
で
き
、
ަ
換
し
た
ポ
イ
ン
ト
を
使
ỳ

て
ੴ
ר
自
ຫ
の
ࡾ
཮
の
ւ
の
޾
や
地
ञ
な
ど
が
ઐ
用
サ
イ

◆◆◆

ト
「
Ί
い
Ϳ
ͭ
ν
ἀ
イ
ス
」
か
ら
購
入
で
き
る
と
い
う
も

の
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
全
国
の
օ
様
に
本
ࢢ
の
地
ञ
や
ւ
࢈
෺

を
お
ಧ
け
で
き
る
機
ձ
が
૿
え
、
਒
ࡂ
か
ら
ཱ
ち
直
ỳ
て

い
る
࢟
を
গ
し
で
も
多
く
の
օ
様
に
ײ
͡
て
い
た
だ
け
る

も
の
と
ࢥ
ỳ
て
お
り
ま
す
。
事
業
経
Ӧ
の
෮
ڵ
に
೔
々
ฃ

ಆ
し
て
い
る
地
域
の
事
業
ऀ
に
協
力
を
も
ら
い
、
で
き
る

だ
け
多
く
の
商
品
を
ラ
イ
ン
φ
ッ
プ
で
き
る
よ
う
࿈
ܞ
し

た
取
り
組
み
を
行
ỳ
て
い
ま
す
。

本
ࢢ
の
Ί
い
Ϳ
ͭ
ν
ἀ
イ
ス
の
運
用
で
は
、
商
品
の
売

り
上
げ
が
な
る
΂
く
地
元
の
ൢ
売
事
業
ऀ
に
ؐ
元
さ
れ
る

よ
う
に
中
間
事
業
ऀ
を
ஔ
か
な
い
運
用
を
બ
୒
し
て
い
ま

す
。
運
用
開
࢝
に
ඞ
要
な
ॾ
々
の
手
続
き
に
ͭ
い
て
は
、

多
๩
を
ۃ
Ί
る
事
業
ऀ
の
୅
わ
り
に
当
ࣨ
が
୅
行
す
る
な

ど
、
ඍ
力
な
が
ら
可
能
な
ൣ
ғ
で
協
力
し
て
い
ま
す
。

ฏ
੒
ú÷
年
度
当
初
に
運
用
を
開
࢝
す
る
໨
ඪ
で
、
ฏ
੒

ú÷
年
１
݄
か
ら
運
用
開
࢝
に
޲
け
た
४
උ
に
入
り
ま
し

た
。
手
続
き
な
ど
に
時
間
を
要
し
運
用
開
࢝
は
５
݄
øÿ
೔

と
多
গ
஗
れ
た
ス
タ
ー
ト
に
な
り
、
ొ
࿥
商
品
の
品
ଗ
え

も
े
分
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
ࠓ
ޙ
は
ొ
࿥
商
品
を
ॆ
実

さ
せ
、
Ί
い
Ϳ
ͭ
ν
ἀ
イ
ス
を
通
͡
ੴ
ר
ࢢ
̸
ポ
イ
ン
ト

と
食
の
ັ
力
を
全
国
の
օ
様
に
発
৴
し
て
い
け
た
ら
と
考

え
て
い
ま
す
。

Ϛ
イ
φ
ン
ό
ồ
Χ
ồ
υ
の
ී
ٴ
͕
ݤ

こ
の
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
は
、
マ
イ
φ
ン
ό
ー
カ
ー
ド

の
ॴ
࣋
と
マ
イ
キ
ー
̞
̙
の
ొ
࿥
が
ඞ
要
に
な
る
た
Ί
、

現
時
఺
で
カ
ー
ド
を
ॴ
࣋
し
て
い
な
い
ํ
に
は
マ
イ
φ
ン

ό
ー
カ
ー
ド
の
ਃ
੥
手
続
き
か
ら
行
ỳ
て
い
た
だ
く
ඞ
要

が
あ
り
、
ࠓ
ޙ
、
な
る
΂
く
多
く
の
ํ
々
に
利
用
し
て
い

◆◆◆

ٶ
৓
ݝ
ੴ
ר
ࢢ

ủ
ੴ
ר
ࢢ
̸
ϙ
Π
ϯ
τ
Ứ
Ͱ

 

਒
ࡂ
͔
Β
ͷ
෮
ڵ
を
ࢧ
ԉ

―
ポ
イ
ン
ト
を
使
ỳ
て
地
元
࢈
෺
を
ઐ
用
サ
イ
ト
か
ら
購
入
―

ࠤ
౻
　
޺
޾

ੴ
ר
ࢢ
̞
̘
̩
総
߹
ਪ
ਐ
ࣨ

݉
਒
ࡂ
఻
ঝ
ਪ
ਐ
ɹࣨ

ࣨ
௕
ิ
ࠤ

マ
イ
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ー
プ
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ッ
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フ
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と

地
域
活
性
化

� 2018・8月号 地域づくり 特集編 2018・8月号地域づくり 特集編 �

1



特 集

た
だ
く
た
Ί
に
は
ಉ
カ
ー
ド
の
ී
及
が
ݤ
と
な
り
ま
す
。

「
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
等
の
ٳ
຾
ポ
イ
ン
ト
が
も
ỳ
と

活
用
で
き
れ
ば
ộ
」
と
か
、「
ポ
イ
ン
ト
が
ஷ
ま
ỳ
て
い

る
の
は
分
か
ỳ
て
い
る
け
ど
う
ま
く
活
用
で
き
な
い
」
と

い
ỳ
た
࿩
を
よ
く
ࣖ
に
し
ま
す
が
、
ࢲ
も
ؚ
Ί
ڪ
ら
く
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
利
用
ऀ
の
多
く
の
ํ
が
ஷ
ま
ỳ
た
ポ
イ

ン
ト
を
う
ま
く
活
用
で
き
ず
に
ࣦ
ޮ
さ
せ
て
し
ま
ỳ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
ࢥ
い
ま
す
。

こ
こ
に
ண
໨
し
た
自
治
体
ポ
イ
ン
ト
の
仕
組
み
は
、
ී

及
が
ࢥ
う
よ
う
に
ਐ
ま
な
い
マ
イ
φ
ン
ό
ー
カ
ー
ド
の
ॴ

࣋
཰
޲
上
へ
の
ଧ
開
策
と
し
て
は
一
ͭ
の
ܖ

機
に
な
る
と
ࢥ
ỳ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
ۙ

年
の
ٸ
଎
な
̞
̩
化
に
൐
い
ఏ
ڙ
さ
れ
る
๛

෋
な
サ
ー
ビ
ス
や
機
能
が
ࢲ
た
ち
の
೔
常
を

े
分
ຬ
た
し
て
く
れ
て
い
る
ঢ়
گ
Լ
で
、
マ

イ
φ
ン
ό
ー
カ
ー
ド
を
ॴ
࣋
す
る
こ
と
の
メ

Ϧ
ッ
ト
を
ײ
͡
さ
せ
る
こ
と
は
容
易
な
こ
と

で
は
な
い
上
に
、
ະ
だ
に
マ
イ
φ
ン
ό
ー
カ

ー
ド
の
ॴ
࣋
が
ݸ
ਓ
৘
ใ
の
࿙
Ӯ
に
ͭ
な
が

る
等
の
ޡ
ղ
や
ٙ
೦
を
๊
い
て
い
る
ํ
々
も

গ
な
く
な
く
、
ࠓ
ޙ
は
ͦ
う
い
ỳ
た
఺
を
払

১
す
る
た
Ί
の
取
り
組
み
に
も
஫
力
す
る
ඞ

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
ײ
͡
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

ক
དྷ
の
ల
๬

行
政
の
取
り
組
み
は
言
う
ま
で
も
な
く

「
ࢢ
ຽ
が
ओ
໾
」
で
す
。
෣
୆
で
ԋ
͡
て
い

た
だ
く
ओ
໾
が
ਖ਼
し
い
஌
ࣝ
や
എ
ܠ
が
分
か

ら
な
い
ঢ়
ଶ
で
開
ԋ
す
る
こ
と
は
決
し
て
あ

ỳ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
、
٭
本
Ո
で
あ
る

行
政
側
が
ͦ
の
取
り
組
み
に
対
す
る
き
ち
ん

と
し
た
આ
໌
を
行
い
、
ਖ਼
し
い
理
ղ
の
も
と

҆
৺
し
て
ओ
໾
と
し
て
෣
୆
で
ԋ
͡
て
い
た

だ
く
の
が
大
原
ଇ
で
す
。

◆◆◆

マ
イ
φ
ン
ό

ー
カ
ー
ド
の
ී

及
に
は
、
ਖ਼
し

い
理
ղ
の
も
と
、

҆
৺
し
て
カ
ー

ド
を
ॴ
࣋
し
て

い
た
だ
く
環
ڥ

ͮ
く
り
だ
け
で

な
く
、
こ
れ
ま

で
手
続
き
や
਎

分
証
໌
に
関
す
る
メ
Ϧ
ッ
ト
だ
け
が
ク
ϩ
ー
ζ
ア
ッ
プ
さ

れ
て
き
た
マ
イ
φ
ン
ό
ー
カ
ー
ド
が
、
ࠓ
ճ
の
自
治
体
ポ

イ
ン
ト
の
よ
う
に
地
域
ビ
ジ
ω
ス
と
し
て
の
৽
た
な
活
用

ํ
๏
に
活
࿏
を
ݟ
出
す
こ
と
で
、
多
গ
の
手
間
を
ֻ
け
て

で
も
ͦ
の
ॴ
࣋
が
自
਎
の
ੜ
活
の
中
に
プ
ラ
ス
に
な
る
と

ײ
͡
て
い
た
だ
く
こ
と
が
ඞ
要
で
す
。

ͦ
の
よ
う
に
ײ
͡
て
い
た
だ
く
た
Ί
に
は
、
一
度
උ
わ
ỳ

た
ศ
利
な
サ
ー
ビ
ス
や
機
能
の
さ
ら
に
上
を
行
く
ඞ
要
が

あ
り
、
た
と
え
、
ア
イ
デ
ア
や
発
૝
が
ྑ
く
て
も
実
現
に

૨
͗
ண
け
る
た
Ί
に
は
さ
ま
͟
ま
な
機
関
や
関
܎
ऀ
が
ޓ

い
の
৴
པ
関
܎
の
Լ
で
࿈
ܞ
し
た
取
り
組
み
が
ॏ
要
で
す
。

ͦ
う
い
ỳ
た
ҙ
ຯ
に
お
い
て
も
、
ࠓ
ճ
の
自
治
体
ポ
イ

ン
ト
の
取
り
組
み
で
は
、
ෳ
਺
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
ձ

ࣾ
や
航
空
ձ
ࣾ
が
国
の
取
り
組
み
に
ࢍ
ಉ
・
࿈
ܞ
し
て
実

現
し
た
取
り
組
み
で
あ
り
、
こ
れ
を
ϗ
ッ
プ
と
し
て
次
の

ス
テ
ッ
プ
「
マ
イ
φ
ン
ό
ー
カ
ー
ド
へ
の
カ
ー
ド
機
能
集

約
化
」
ͦ
し
て
、
࠷
ޙ
の
ジ
ャ
ン
プ
「
各
ポ
イ
ン
ト
の
共

通
利
用
化
」
へ
と
Ҿ
き
ܧ
が
れ
、
マ
イ
φ
ン
ό
ー
カ
ー
ド

を
活
用
し
た
地
域
経
済
活
性
化
へ
の
取
り
組
み
の
ΰ
ー
ル

と
し
て
実
現
す
る
೔
が
来
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

ઐ༻αΠτʮΊ͍ͿͭνϣΠεʯτοϓϖʔδ

ʮΊ͍ͿͭνϣΠεʯ͔ΒߪೖͰ͖Δ஍ञ
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औ
Γ
૊
Έ
の
ܦ
Ң

૯
務
ল
は
、
マ
イ
φ
ン
ό
ー
カ
ー
ド
活
用
の
৽
た
な
可

能
性
を
໛
ࡧ
す
る
た
Ί
、
マ
イ
キ
ー
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

ߏ
૝
の
一
環
と
し
て
、
ࣾ
ձ
に
ྲྀ
通
せ
ず
ࣦ
ޮ
し
て
い
る

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
ポ
イ
ン
ト
や
航
空
ձ
ࣾ
の
マ
イ
ル
な

ど
を
「
地
域
経
済
Ԡ
ԉ
ポ
イ
ン
ト
」
に
変
換
し
、
地
域
の

商
店
や
公
共
施
設
の
΄
か
、
Φ
ン
ラ
イ
ン
通
ൢ
サ
イ
ト
で

現
金
୅
わ
り
に
使
う
こ
と
の
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
ߏ
ங
し
、

ฏ
੒
ùĀ
年
̕
݄
Լ
०
か
ら
実
証
実
ݧ
を
開
࢝
し
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
れ
に
ઌ
ཱ
ち
、
ಉ
年
̔
݄
຤
に
実
証
実
ݧ
を

運
Ӧ
す
る
฼
体
と
し
て
、
झ
ࢫ
に
ࢍ
ಉ
す
る
全
国
の
自
治

体
が
集
ま
り
マ
イ
キ
ー
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
運
用
協
ٞ
ձ

が
組
৫
さ
れ
ま
し
た
。
ಉ
協
ٞ
ձ
で
は
、
લ
ڮ
ࢢ
௕
も
෭

ձ
௕
を
務
Ί
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
લ
ڮ
ࢢ
で
も
「
ポ
イ
ン
ト
੍
度

ಋ
入
に
よ
る
地
域
経
済
の
活
性
化
」
を
໨
的
と
し
て
、
実

◆◆◆

証
実
ݧ
開
࢝
に
合
わ
せ
て
参
ը
し
て
い
ま
す
。

લ
ڮ
ࢢ
ʹ
͓
͚
る
੍
౓
概
要

લ
ڮ
ࢢ
で
は
、
利
用
ऀ
は
航
空
ձ
ࣾ
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
ձ

ࣾ
な
ど
の
ポ
イ
ン
ト
を
自
治
体
ポ
イ
ン
ト
、
通
শ
「
લ
ڮ

ポ
イ
ン
ト
」
に
変
換
し
、
ങ
い
෺
等
を
通
͡
て
地
域
を
Ԡ

ԉ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
۩
体
的
な
使
い
ಓ
は
次
の
通

り
で
す
。

（
１
）
Ί
い
Ϳ
ͭ
ν
ἀ
イ
ス
（
Φ
ン
ラ
イ
ン
シ
ἀ
ッ
プ
）

で
の
購
ങ

自
治
体
ポ
イ
ン
ト
を
使
ỳ
て
地
域
の
ಛ
࢈
品
を
ങ
う
こ

と
が
で
き
る
৽
た
な
ス
タ
イ
ル
の
Φ
ン
ラ
イ
ン
通
ൢ
サ
イ

ト
で
す
。
こ
れ
ま
で
全
国
の
ࢢ
৔
と
઀
఺
の
な
か
ỳ
た
ࢢ

内
の
Ӆ
れ
た
地
৔
࢈
品
に
ͭ
い
て
、
イ
ン
タ
ー
ω
ッ
ト
を
通

͡
て
޿
く
̥
̧
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

（
２
）
Ӻ
ߏ
内
の
෺
࢈
ؗ
で
の
購
ങ

લ
ڮ
Ӻ
ߏ
内
に
あ
る
෺
࢈
ؗ
「
ϰ
ỻ
ン
ト
લ
ڮ
」
に
お

◆◆◆

い
て
、
લ
ڮ
ポ
イ
ン
ト
を
ಛ
࢈
品
等
の
購
入
に
ॆ
て
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

（
̏
）
ࢢ
༗
施
設
で
の
入
ؗ
料

ア
ー
π
લ
ڮ
、
લ
ڮ
จ
ֶ
ؗ
の
２
施
設
に
お
い
て
લ
ڮ

ポ
イ
ン
ト
を
入
ؗ
料
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
４
）
中
৺
商
店
֗
の
共
通
商
品
券
へ
の
ަ
換

中
৺
商
店
֗
に
あ
る
中
ԝ
通
り
ま
ち
な
か
分
ࣨ
で
、
લ

ڮ
ポ
イ
ン
ト
を
中
৺
商
店
֗
の
共
通
商
品
券
で
あ
る
「
̦

の
ま
ち
商
品
券
」
へ
ަ
換
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の

商
品
券
に
ަ
換
す
る
こ
と
で
、
中
৺
商
店
֗
協
ಉ
組
合
に

Ճ
ໍ
す
る
５
０
０
Ҏ
上
の
店
舗
に
お
い
て
、
間
઀
的
に
ポ

イ
ン
ト
を
購
入
に
ॆ
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
こ
の
う
ち
、
Ί
い
Ϳ
ͭ
ν
ἀ
イ
ス
に
ͭ
い
て
は
、

お
٬
さ
ん
が
実
ࡍ
に
લ
ڮ
へ
଍
を
運
ば
な
く
て
も
、
全
国

か
ら
޿
く
͝
利
用
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
た

Ί
、
本
ࢢ
の
実
証
実
ݧ
に
お
い
て
中
৺
的
໾
ׂ
を
୲
ỳ
て

く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

ར
用
ଅ
ਐ
ࡦ
ʹ
ͭ
͍
ͯ

৽
੍
度
に
お
い
て
、
利
用
ଅ
ਐ
は
大
き
な
՝
୊
で
す
。

こ
の
՝
୊
に
対
し
て
、
２
ͭ
の
໘
か
ら
ア
プ
ϩ
ー
ν
し
ま

し
た
。

１
ͭ
は
、
利
用
ऀ
਺
を
૿
や
す
取
り
組
み
で
す
。

本
年
１
݄
上
०
か
ら
ࢢ
໾
ॴ
１
֊
の
ࢢ
ຽ
ϩ
ビ
ー
に
ύ

ι
コ
ン
୺
຤
及
び
支
ԉ
һ
を
഑
ஔ
し
た
カ
ウ
ン
タ
ー
を
設

ஔ
し
、
マ
イ
キ
ー
̞
̙
の
設
定
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
な

ど
の
ポ
イ
ン
ト
を
લ
ڮ
ポ
イ
ン
ト
へ
Ҡ
行
す
る
支
ԉ
を
実

施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ಉ
時
に
こ
の
カ
ウ
ン
タ
ー
で
は
、

マ
イ
φ
ン
ό
ー
カ
ー
ド
を
お
࣋
ち
で
な
い
ํ
に
は
カ
ー
ド

ަ
付
ਃ
੥
手
続
き
の
支
ԉ
も
行
い
ま
し
た
。
こ
の
取
り
組

◆◆◆

܈
അ
ݝ
લ
ڮ
ࢢ

ࣗ
࣏
ମ
ϙ
Π
ϯ
τ
に
ม
׵
ỏ

 

ങ
い
෺
を
௨
͡
て
地
域
を
Ԡ
ԉ

ߝ
ౡ
　
༐
ੜ

લ
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ࢢ
情
報
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ࡦ
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෭
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―
マ
イ
キ
ー
プ
ラ
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ト
フ
ォ
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り
組
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લ
ڮ
ࢢ
―
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ー
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ッ
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み
は
、
６
݄
現
在
も
ܧ
続
し
て
い
ま
す
。

続
い
て
、
期
間
限
定
で
地
域
金
融
機
関
で
あ
る
܈
അ
銀

行
及
び
౦
࿨
銀
行
ฒ
び
に
܈
അ
ݝ
৘
ใ
政
策
՝
と
࿈
ܞ

し
、
お
よ
ͦ
１
カ
݄
程
度
の
期
間
で
「
ポ
イ
ン
ト
ަ
換
サ

ポ
ー
ト
キ
ャ
ン
ϖ
ー
ン
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
ͦ
れ
ͧ
れ

の
店
舗
や
ி
ࣷ
（
一
部
、
支
店
へ
の
८
ճ
も
実
施
）
に
お

い
て
、
ࢢ
໾
ॴ
の
ࢢ
ຽ
ϩ
ビ
ー
と
ಉ
様
に
、
ύ
ι
コ
ン
୺

຤
及
び
支
ԉ
һ
に
よ
る
マ
イ
キ
ー
̞
̙
の
設
定
、
લ
ڮ
ポ

イ
ン
ト
へ
の
Ҡ
行
支
ԉ
及
び
マ
イ
φ
ン
ό
ー
カ
ー
ド
ަ
付

ਃ
੥
手
続
き
支
ԉ
も
行
い
ま
し
た
。

も
う
１
ͭ
は
、
਺
あ
る
自
治
体
ポ
イ
ン
ト
の
中
で
、
લ

ڮ
ポ
イ
ン
ト
を
બ
ん
で
い
た
だ
く
取
り
組
み
で
す
。

開
࢝
当
初
か
ら
、
લ
ڮ
ポ
イ
ン
ト
に
変
換
し
て
い
た
だ

い
た
ํ
を
対
৅
に
、
変
換
ポ
イ
ン
ト
の
ø÷
ˋ
を
プ
レ
ミ
ア

ム
と
し
て
付
与
す
る「
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
キ
ャ
ン
ϖ
ー
ン
」

を
実
施
し
、
੍
度
प
஌
を
ਤ
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
Ճ
え
、
本
年
１
݄
か
ら
Ԡ
ԉ
ポ
イ
ン
ト
ձ
ࣾ
の

一
ͭ
で
あ
る
᷂
ク
レ
デ
ィ
η
κ
ン
と
࿈
ܞ
し
た
「
レ
ー
ト

ア
ッ
プ
キ
ャ
ン
ϖ
ー
ン
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
η
κ
ン
カ

ー
ド
の
Ӭ
ٱ
不
໓
ポ
イ
ン
ト
を
લ
ڮ
ポ
イ
ン
ト
に
変
換
し

た
৔
合
、
通
常
よ
り
も
༏
۰
し
た
レ
ー
ト
で
変
換
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
（
本
年
̏
݄
຤
で
ऴ
ྃ
）。

こ
れ
ら
２
ͭ
の
キ
ャ
ン
ϖ
ー
ン
を
ซ
せ
て
利
用
す
る

と
、
通
常
の
ポ
イ
ン
ト
ަ
換
と
ൺ
΂
࠷
大
で
１
・
５
ഒ
も

の
લ
ڮ
ポ
イ
ン
ト
を
得
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

੍
度
開
࢝
か
ら
ฏ
੒
ú÷
年
５
݄
຤
ま
で
の
ަ
換
実
੷

は
、
１
２
̏
݅
、
üù
ສ
̔
２
５
０
ポ
イ
ン
ト
と
な
ỳ
て
い

ま
す
が
、
キ
ャ
ン
ϖ
ー
ン
ซ
用
期
間
開
࢝
（
ฏ
੒
ú÷
年
１

݄
øø
೔
）
લ
ޙ
で
大
き
く
਺
ࣈ
が
৳
び
た
こ
と
か
ら
一
定

の
ޮ
Ռ
が
ೝ
Ί
ら
れ
ま
し
た
。

˞
参
考

用
ଅ
ਐ
策
開
࢝
લ
（
̕
ʗ
ùü
Ỗ
１
ʗ
ø÷
）⽅

ùÿ
݅
、
ø÷
ສ
̓
０
５
０
ポ
イ
ン
ト

利
用
ଅ
ਐ
策
開
࢝
ޙ
（
１
ʗ
øø
Ỗ
̏
ʗ
úø
）⽅

ü÷
݅
、
ùÿ
ສ
̏
̕
５
０
ポ
イ
ン
ト

今
後
の
ల
๬

ࡢ
年
度
か
ら
続
く
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
キ
ャ
ン
ϖ
ー

ン
に
ͭ
い
て
は
、
本
年
度
も
ܧ
続
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。
ま
た
、
̏
݄
຤
で
ऴ
ྃ
し
た
Ԡ
ԉ
ポ
イ
ン
ト

ձ
ࣾ
と
の
࿈
ܞ
に
よ
る
キ
ャ
ン
ϖ
ー
ン
に
ͭ
い
て

も
、
ࠓ
ޙ
、
૬
手
ํ
と
協
ٞ
を
行
ỳ
て
い
く
༧
定
で

す
。一

ํ
、
ポ
イ
ン
ト
の
使
い
ಓ
と
し
て
、
Ί
い
Ϳ
ͭ

ν
ἀ
イ
ス
に
お
い
て
、
೤
ҙ
あ
る
地
元
事
業
ऀ
へ
の

प
஌
を
ਤ
り
、
地
৔
࢈
品
の
さ
ら
な
る
ॆ
実
を
໨
指

し
ま
す
。
Ճ
え
て
、
ϰ
ỻ
ン
ト
લ
ڮ
の
よ
う
な
実
店

舗
で
も
、
৽
た
に
ポ
イ
ン
ト
活
用
が
で
き
な
い
か
に

ͭ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
実
੷
等
を
צ
Ҋ
し
な
が
ら
ݕ

౼
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

◆◆◆

ࢠͷ༷ޱαϙʔτΩϟϯϖʔϯ૭׵໾ॴʹઃஔͨ͠ϙΠϯτަࢢ

લڮϙΠϯτप஌༻νϥγ
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特 集
ݫ
͠
͍
ঢ়
گ
ʹ
͋
る
঎
ళ
֗

イ
ン
タ
ー
ω
ッ
ト
シ
ἀ
ッ
ϐ
ン
ά
の
୆
಄
に
Ճ
え
、
商

店
ओ
の
ߴ
ྸ
化
や
、
売
り
上
げ
の
減
গ
に
ى
Ҽ
す
る
ޙ
ܧ

ऀ
不
଍
な
ど
、
商
店
֗
を
取
り
ר
く
環
ڥ
は
ݫ
し
さ
を
૿

し
て
い
る
。
結
Ռ
、
商
店
֗
を
ߏ
੒
す
る
店
舗
は
、
テ
φ

ン
ト
と
し
て
Ӧ
業
す
る
ҿ
食
店
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
店
、
ඒ
容

Ӄ
、
ֶ
श
क़
な
ど
が
ओ
ྲྀ
に
な
り
、
お
೑
԰
さ
ん
、
ڕ
԰

さ
ん
、
ീ
ඦ
԰
さ
ん
な
ど
、
商
店
֗
と
い
ỳ
て
಄
に
ු
か

Ϳ
よ
う
な
お
店
は
本
当
に
গ
な
い
ঢ়
گ
と
な
ỳ
て
い
る
。

૯
務
ল
の
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
イ
ン
タ
ー
ω
ッ
ト
シ
ἀ

ッ
ϐ
ン
ά
の
利
用
ੈ
ଳ
ׂ
合
は
ùþ
・
̔
ˋ
で
、
݄
間
利
用

ֹ
が
̏
ສ
６
̓
̔
円
と
さ
れ
て
い
る
。
言
う
ま
で
も
な
い

が
、
イ
ン
タ
ー
ω
ッ
ト
シ
ἀ
ッ
ϐ
ン
ά
の
༏
Ґ
性
は
品
ଗ

え
が
๛
෋
で
あ
り
、
Ձ
֨
が
҆
く
、
し
か
も
ݰ
関
ઌ
ま
で

ಧ
け
て
く
れ
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。

商
店
֗
は
大
ن
໛
店
舗
と
と
も
に
イ
ン
タ
ー
ω
ッ
ト
シ

ἀ
ッ
プ
と
も
ઓ
う
ඞ
要
が
あ
り
、
地
域
コ
ミ
ュ
χ
テ
ィ
の

֩
で
あ
る
商
店
֗
が
࣋
ͭ
༏
Ґ
性
は
٬
؍
的
に
低
い
と
い

◆◆◆

わ
͟
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
ঢ়
گ
の
中
、
商
店
֗
が
利
用
٬
に
対
す
る

イ
ン
η
ン
テ
ィ
ϒ
と
し
て
、
マ
イ
キ
ー
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
ߏ
૝
に
出
ձ
ỳ
た
の
で
あ
る
。

ٳ
຾
ポ
イ
ン
ト
Ͱ
঎
ళ
֗
活
性
Խ

航
空
ձ
ࣾ
の
マ
イ
ル
カ
ー
ド
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の

ポ
イ
ン
ト
で
Կ
に
も
使
え
な
い
中
్
൒
୺
な
ポ
イ
ン
ト
を

ࣦ
ޮ
し
た
ه
Ա
が
な
い
だ
ろ
う
か
。
ࢲ
も
航
空
ձ
ࣾ
の
中

్
൒
୺
な
マ
イ
ル
を
ࣦ
ޮ
し
た
ه
Ա
が
あ
る
。
֬
か
̔
０

０
０
マ
イ
ル
程
で
あ
ỳ
た
が
、航
空
券
に
も
変
え
ら
れ
ず
、

Կ
も
対
策
を
ߨ
͡
な
い
ま
ま
ࣦ
ޮ
し
た
の
で
あ
る
。
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
も
ಉ
様
の
経
ݧ
が
あ
り
、
ࠓ
ま
で
૬
当

の
ポ
イ
ン
ト
を
ࣦ
ỳ
た
こ
と
に
な
る
。

૯
務
ল
に
よ
る
と
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
ポ
イ
ン
ト
は

国
内
で
年
間
約
４
０
０
０
億
円
૬
当
が
付
与
さ
れ
て
お

り
、
ͦ
の
う
ち
１
２
０
０
億
円
૬
当
の
ポ
イ
ン
ト
が
使
わ

れ
ず
に
消
え
て
い
る
ͦ
う
だ
。
こ
の
１
２
０
０
億
円
の
ポ

イ
ン
ト
を
ࢢ
内
商
店
֗
で
ങ
い
෺
に
使
用
で
き
る
こ
の
ߏ

◆◆◆

૝
に
上
手
く
৐
ỳ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
が
ࠓ
年
６
݄
１
೔
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
本
事
業
の

フ
Ỹ
ー
ス
ト
ス
テ
ッ
プ
で
あ
る
。
઒
口
ࢢ
ポ
イ
ン
ト
は
大

型
店
、
シ
ἀ
ッ
ϐ
ン
ά
Ϟ
ー
ル
の
テ
φ
ン
ト
を
আ
く
̏
０

̓
店
舗
（
ฏ
੒
ú÷
年
６
݄
຤
現
在
）
で
利
用
で
き
る
。
ポ

イ
ン
ト
の
਎
ۙ
な
消
費
ઌ
が
૿
え
た
の
で
あ
る
。

ࠀ
෰
͢
΂
͖
໰
୊
఺

੍
度
の
ಋ
入
४
උ
の
中
で
様
々
な
໰
୊
に
೰
ま
さ
れ

た
。
ͦ
れ
ͧ
れ
の
໰
୊
に
プ
ラ
イ
Φ
Ϧ
テ
ィ
を
付
け
、
関

܎
各
部
で
ղ
決
に
あ
た
ỳ
た
の
だ
が
、
プ
ラ
イ
Φ
Ϧ
テ
ィ

の
上
Ґ
に
、「
商
店
ओ
は
イ
ン
タ
ー
ω
ッ
ト
環
ڥ
ߏ
ங
の

設
උ
౤
資
を
し
て
く
れ
る
の
か
ʁ
」「
ߴ
ྸ
ऀ
が
難
な
く

使
え
る
か
ʁ
」
な
ど
が
あ
ỳ
た
。

言
う
ま
で
も
な
く
、
઒
口
ࢢ
ポ
イ
ン
ト
を
使
う
こ
と
に

ҙ
ຯ
が
あ
る
੍
度
で
あ
る
。
઒
口
ࢢ
ポ
イ
ン
ト
を
使
え
る

店
が
গ
な
い
と
੍
度
の
ී
及
は
あ
り
え
な
い
。
さ
ら
に
、

ޙ
ड़
す
る
本
事
業
の
η
カ
ン
ド
ス
テ
ッ
プ
で
あ
る
「
健
康

ポ
イ
ン
ト
」
の
実
現
に
は
ߴ
ྸ
ऀ
の
参
Ճ
は
不
可
ܽ
で
あ

り
、
ߴ
ྸ
ऀ
を
ؚ
Ή
多
く
の
ࢢ
ຽ
が
参
Ճ
し
て
こ
ͦ
商
店

֗
が
活
性
化
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
ず
は
、
お
店
の
設
උ
౤
資
໰
୊
に
取
り
組
ん
だ
。
ղ

決
策
は
、
約
２
０
０
０
店
舗
が
参
Ճ
し
て
実
施
し
た
プ
レ

ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
の
経
ݧ
で
あ
ỳ
た
。
ポ
イ
ン
ト
を
商

品
券
に
ަ
換
し
、
お
店
で
消
費
し
て
い
た
だ
く
ํ
๏
を
と

れ
ば
、
গ
々
ア
φ
ϩ
ά
に
な
る
が
ಛ
ผ
な
設
උ
౤
資
は
不

要
で
あ
る
。

次
に
ߴ
ྸ
ऀ
が
難
な
く
使
え
る
か
ʁ
で
あ
る
。
ポ
イ
ン

ト
を
ஷ
Ί
る
ํ
๏
は
、
各
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
ϗ
ー
ム

ϖ
ー
ジ
に
ア
ク
η
ス
し
、
̞
̙
と
ύ
ス
ϫ
ー
ド
を
入
力
し

◆◆◆

࡛
ۄ
ݝ
઒
ޱ
ࢢ

―
マ
イ
キ
ー
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
の
ਪ
ਐ
・
઒
口
ࢢ
―

ߐ
ݪ
　
ق
Ղ

઒
ޱ
ࢢ
࢈
ۀ
ৼ
ڵ
՝
ɹ
՝
௕

঎
ళ
֗
ར
༻
٬
ͷ
Π
ϯ
η
ϯ
ς
ỹ
ϒ
ͱ
͠
て
׆
༻

マ
イ
キ
ー
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と

地
域
活
性
化
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て
઒
口
ࢢ
ポ
イ
ン
ト
へ
の
Ҡ
管
手
続
き
を
行
う
ඞ
要
が
あ

る
。
こ
れ
は
、
ߴ
ྸ
ऀ
に
と
ỳ
て
は
な
か
な
か
ϋ
ー
ド
ル

の
ߴ
い
࡞
業
で
あ
る
。
ͦ
こ
で
、
ࢢ
໾
ॴ
な
ど
の
マ
イ
φ

ン
ό
ー
カ
ー
ド
発
行
૭
口
に
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
と
マ

イ
φ
ン
ό
ー
カ
ー
ド
を
お
࣋
ち
い
た
だ
け
れ
ば
、
ͦ
こ
で

ポ
イ
ン
ト
に
Ҡ
行
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
さ
ら
に
マ
イ
φ

ン
ό
ー
カ
ー
ド
発
行
時
に
マ
イ
キ
ー
̞
̙
化
す
る
サ
ポ
ー

ト
も
࢝
Ί
た
。
一
部
૭
口
で
は
、
ฏ
೔
ù÷
時
ま
で
、
౔
೔

ॕ
೔
も
̔
時
ú÷
分
か
ら
øþ
時
ま
で
対
Ԡ
で
き
る
。こ
れ
で
、

ど
う
に
か
੍
度
ス
タ
ー
ト
で
き
る
ঢ়
ଶ
と
な
ỳ
た
。

η
Χ
ン
υ
ス
ς
ッ
ϓ
ủ
݈
߁
ポ
イ
ン
ト
Ứ

本
事
業
の
η
カ
ン
ド
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、
ラ
ジ
Φ
体
ૢ

◆◆◆

や
健
康
フ
ỻ
ス
テ
ィ
ό
ル
な
ど
の
参
Ճ
ऀ
に
઒
口
ࢢ
ポ
イ

ン
ト
を
付
与
す
る
事
業
の
४
උ
を
現
在
ਐ
Ί
て
お
り
、
本

年
度
൒
ば
に
は
ス
タ
ー
ト
で
き
ͦ
う
で
あ
る
。

自
਎
の
健
康
の
た
Ί
、
も
し
く
は
健
康
ͮ
く
り
の
お
手

఻
い
の
た
Ί
に
ࢢ
が
ओ
࠵
す
る
健
康
イ
ϕ
ン
ト
に
参
Ճ
す

る
と
઒
口
ࢢ
ポ
イ
ン
ト
が
付
与
さ
れ
、
ͦ
の
ポ
イ
ン
ト
が

ࢢ
内
商
店
֗
で
使
用
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
経
済
の

地
࢈
地
消
で
あ
り
、
さ
ら
に
ҩ
ྍ
費
削
減
の
一
ॿ
と
な
る

事
業
で
あ
る
。
健
康
ポ
イ
ン
ト
が
不
健
康
な
も
の
に
消
費

さ
れ
な
い
こ
と
を
ف
る
ば
か
り
で
あ
る
が
、
ͻ
と
ま
ず
は

事
業
実
現
に
޲
け
て
ಈ
き
出
し
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

ເ
͸
޿
͕
る

ࠓ
年
の
５
݄
ùú
೔
、
Ԟ
ϊ
໦
৴
෉
઒
口
ࢢ
௕
、
地
元
બ

出
で
元
૯
務
大
ਉ
の
৽
౻
ٛ
޹
ऺ
ٞ
Ӄ
ٞ
һ
に
͝
参
Ճ
い

た
だ
き
ه
ऀ
発
ද
と
金
券
消
費
ま
で
の
デ
Ϟ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ἀ
ン
を
行
ỳ
た
。
金
券
消
費
に
関
し
て
は
ࢢ
໾
ॴ
１
֊

ϩ
ビ
ー
を
ࢢ
໾
ॴ
マ
ル
シ
ỻ
と
শ
し
ࢢ
内
商
店
に
͝
出
店

い
た
だ
き
対
Ԡ
し
た
。
大
手
৽
ฉ
ࣾ
̓
ࣾ
の
࡛
ۄ
版
に
ه

事
が
ܝ
ࡌ
さ
れ
、
έ
ー
ϒ
ル
テ
レ
ビ
の
χ
ュ
ー
ス
に
も
な

ỳ
た
。
５
݄
߸
の
޿
ใ
ࢽ
に
੍
度
঺
հ
の
ه
事
を
ܝ
ࡌ
し

た
こ
と
も
あ
り
、
ه
ऀ
発
ද
ޙ
は
ࢢ
ຽ
の
օ
様
か
ら
多
く

の
໰
い
合
わ
せ
を
い
た
だ
き
上
々
の
ス
タ
ー
ト
を
੾
ỳ
た
。

ক
来
的
に
は
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
へ
の
活
用
や
公

共
施
設
な
ど
の
利
用
カ
ー
ド
へ
の
対
Ԡ
が
期
待
さ
れ
る
΄

か
、
カ
ー
ド
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
取
り
ࠐ
ん
で
ؾ
軽
に

使
用
で
き
る
ࣾ
ձ
が
౸
来
す
る
こ
と
が
༧
૝
さ
れ
る
。

ເ
は
ど
ん
ど
ん
޿
が
る
が
、
ま
ず
は
ࢢ
内
ど
こ
の
商
店

で
も
こ
の
商
品
券
が
使
用
で
き
る
こ
と
を
໨
ඪ
に
、
Ҿ
き

続
き
使
え
る
店
舗
を
૿
や
す
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

◆◆◆

઒ࢢޱͷϙΠϯτ݊

௕ɻͦͷӈ͸৽౻ऺٞӃٞһࢢޱԞϊ໦઒͏ߦ໾ॴ̍֊Ͱۚ݊ফඅͷσϞϯετϨʔγϣϯΛࢢ
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૥
י
の
֗
͕
キ
ャ
ン
ύ
ス
ỏ
େ
ਖ਼
େ
ֶ

૥
י
は
「
お
ば
あ
ち
Ỵ
ん
の
原
॓
」
と
ݺ
ば
れ
、
年
間

５
０
０
ສ
ਓ
が
๚
れ
る
と
い
わ
れ
る
全
国
۶
指
の
ަ
ྲྀ
型

の
商
店
֗
が
あ
る
。

ͦ
の
֗
に
ࡢ、
年
５
݄
か
ら
、本
年
２
݄
に
か
け
て「
座
・

Ψ
Ϟ
ー
ル
」
と
い
う
ア
ン
テ
φ
シ
ἀ
ッ
プ
が
̏
店
舗
開
業

し
た
。
こ
の
店
の
経
Ӧ
฼
体
は
、
一
ൠ
ࣾ
ஂ
๏
ਓ
「
コ
ン

ι
ー
シ
ア
ム
す
が
も
Ֆ
֗
ಓ
」
で
あ
る
。
ಉ
๏
ਓ
は
、
地

元
に
あ
る
大
ਖ਼
大
ֶ
と
૥
י
Ӻ
લ
商
店
֗
振
ڵ
組
合
、
૥

י
地
ଂ
通
り
商
店
֗
振
ڵ
組
合
、
߀
ਃ
௩
商
ӫ
ձ
の
࢛
ऀ

に
よ
ỳ
て
ฏ
੒
ùý
年
に
設
ཱ
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

発
ى
ਓ
は
大
ਖ਼
大
ֶ
で
、「
す
が
も
の
֗
す
΂
て
が
大
ֶ

の
キ
ャ
ン
ύ
ス
で
あ
り
、
一
ํ
で
大
ֶ
キ
ャ
ン
ύ
ス
は
す
が
も

の
ਓ
ୡ
の
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
理
૝
を
ܝ
げ
、
こ
の
֗
を

ԣ
அ
す
る
چ
中
ઋ
ಓ
（
約
１
・
̔
ἅ
）
を
「
ف
り
と
ر
๬
の

࿏
」
と
໊
付
け
、
Ֆ
֗
ಓ
の
よ
う
な
५
い
と
活
力
に
ຬ
ち
た

◆◆◆

ま
ち
を
ֶ
ੜ
た
ち
と
共
に
૑
ỳ
て
い
く
運
ಈ
を
開
࢝
し
た
。

۩
体
的
な
取
り
組
み
を
঺
հ
す
る
લ
に
、
本
ֶ
が
地
域

ࢤ
޲
の
大
ֶ
に
ࢸ
ỳ
た
経
Ң
を
؆
ུ
に
ड़
΂
た
い
。

大
ਖ਼
大
ֶ
は
૑
設
Ҏ
来
Āú
年
の
ྺ
࢙
を
࣋
ͭ
大
ֶ
で
あ

る
が
、
ͦ
の
લ
ਐ
で
あ
る
फ
教
大
ֶ
が
大
ਖ਼
̓
年
に
わ
が

国
で
は
͡
Ί
て
ࣾ
ձ
事
業
ݚ
ڀ
ࣨ
を
開
設
、
౦
ژ
౎
と
࿈

ܞ
し
て
、
地
元
ີ
ண
型
の
ι
ー
シ
ャ
ル
ϫ
ー
ク
の
理
࿦
と

実
੷
を
ੵ
み
ॏ
Ͷ
て
き
た
。
現
在
本
ֶ
で
は
、
地
域
ओ
ٛ

を
ܝ
げ
て
全
国
ýø
の
自
治
体
、̕
ͭ
の
大
ֶ
と
࿈
ܞ
し
て
、

教
ҭ
・
ੜ
活
・
福
祉
・
地
域
活
性
化
な
ど
様
々
な
ྖ
域
に

わ
た
ỳ
て
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ϫ
ー
ク
を
中
৺
と
し
た
ਓ
材
教

ҭ
を
行
ỳ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
教
ҭ
・
ݚ
ڀ
活
ಈ
に

ॏ
఺
を
ஔ
く
よ
う
に
な
ỳ
た
の
も
、
本
ֶ
の
ྺ
࢙
的
ඞ
વ

と
ࣾ
ձ
ঢ়
گ
の
ܹ
的
な
変
化
に
対
Ԡ
す
る
も
の
で
あ
る
。

ủ
࠲
ɾ
Ψ
Ϟ
ồ
ϧ
Ứ
ߏ
૝

ࠓ
ճ
঺
հ
す
る
、「
座
・
Ψ
Ϟ
ー
ル
」
の
運
Ӧ
に
ͭ
い

◆◆◆

て
も
લ
ड़
の
よ
う
な
ビ
ジ
ἀ
ン
の
も
と
、ス
タ
ー
ト
し
た
。

こ
の
「
Ϟ
ー
ル
」
ߏ
૝
は
、
地
元
๛
ౡ
۠
が
基
本
ܭ
ը
に

ܝ
げ
る
「
౦
ژ
と
地
ํ
と
の
共
ੜ
」
の
ࣾ
ձ
実
証
ݚ
ڀ
に

あ
り
、
こ
れ
を
実
現
す
る
に
当
た
ỳ
て
は
大
ਖ਼
大
ֶ
地
域

ߏ
૝
ݚ
ڀ
ॴ
（
ॴ
௕
・
ਗ਼
੒
஧
உ
）
が
行
う
地
域
૑
ੜ
に

お
け
る
各
分
໺
の
ݚ
ڀ
活
ಈ
と
ࣾ
ձ
実
証
へ
の
取
り
組
み

が
基
൫
と
な
ỳ
て
い
る
。

１
߸
店
は
、
౦
೔
本
大
਒
ࡂ
で
ඃ
ࡂ
し
た
ࡾ
཮
地
域
、

ඃ
ࡂ
ऀ
を
力
強
く
支
ԉ
し
た
ٶ
৓
ݝ
内
཮
の
地
域
、
ͦ
し

て
ࢁ
ܗ
ݝ
の
̓
自
治
体
に
よ
る
合
ಉ
シ
ἀ
ッ
プ
で
あ
る
。

２
߸
店
は
、
ژ
౎
を
テ
ー
マ
に
し
た
店
舗
で
、
෺
࢈
に
Ճ

え
て
ए
手
の
఻
౷
޻
ܳ
を
Ҿ
き
ܧ
͙
ए
手
৬
ਓ
や
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
を
Ԡ
ԉ
す
る
店
と
し
て
ಛ
৭
を
ଧ
ち
出
し
て
い

る
。
̏
߸
店
は
、
Ԇ
Ԭ
・
೔
޲
・
ߴ
ઍ
ึ
と
い
う
๺
ٶ
࡚

の
地
域
෺
࢈
を
取
り
ѻ
う
店
舗
で
「
ਆ
の
国
か
ら
」
と
໋

໊
さ
れ
、
本
年
２
݄
に
開
店
し
た
。
店
舗
の
２
֊
に
は
Φ

ー
ϩ
ラ
ビ
ジ
ἀ
ン
を
設
ஔ
、
؍
ޫ
৘
ใ
な
ど
を
発
৴
し
て

い
る
。
ま
た
、
こ
の
店
の
一
部
に
「
全
国
ඒ
ຯ
೔
本
ࢢ
」

と
い
う
コ
ー
φ
ー
を
開
設
、
全
国
の
໊
࢈
品
の
η
レ
ク
ト

シ
ἀ
ッ
プ
と
し
て
ਓ
ؾ
を
得
て
い
る
。

ủ
๛
ౡ
۠
ポ
イ
ン
ト
Ứ
Λ
ൃ
ߦ
͢
る 

ϓ
ラ
ッ
ト
フ
Ỽ
ồ
Ϝ
ʹ
΋

「
座
・
Ψ
Ϟ
ー
ル
」
の
も
う
ͻ
と
ͭ
の
ミ
ッ
シ
ἀ
ン
は
、

૥
י
の
商
店
֗
で
利
用
で
き
る
「
๛
ౡ
۠
ポ
イ
ン
ト
」
を

発
行
す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
（
発
券
ॴ
）
の
໾
ׂ
を
୲

ỳ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
๛
ౡ
۠
で
は
、
公
的
な
਎
分
証

໌
ॻ
と
な
る
「
マ
イ
φ
ン
ό
ー
カ
ー
ド
」
を
、
商
店
で
ങ

い
෺
を
す
る
ࡍ
に
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
と
し
て
利
用
で
き
る

よ
う
に
す
る
実
証
実
ݧ
を
ฏ
੒
ùĀ
年
øø
݄
よ
り
࢝
Ί
た
。

こ
れ
は
、
૯
務
ল
の
マ
イ
φ
ン
ό
ー
カ
ー
ド
活
用
策
の
一

◆◆◆

౦
ژ
౎
๛
ౡ
۠

Ϛ
Π
キ
ồ
ϓ
ϥ
ッ
τ
ϑ
Ỽ
ồ
Ϝ
を

 

׆
༻
͠
ͨ
঎
ళ
֗
׆
ੑ
化

―
「
๛
ౡ
۠
ポ
イ
ン
ト
」
を
発
行
、
૥
י
で
お
ങ
い
෺
―

ദ
໦
　
ਖ਼
ത

ֶ
ߍ
๏
ਓ
大
ਖ਼
大
ֶ 

ઐ
務
ཧ
ࣄ

大
ਖ਼
大
ֶ
地
域
ߏ
૝
ݚ
ڀ
ॴ 

෭
ॴ
௕

マ
イ
キ
ー
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と

地
域
活
性
化
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ͭ
と
し
て
࢝
ま
ỳ
た
「
マ
イ
キ
ー
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
ߏ

૝
」
事
業
で
あ
る
。

ಉ
事
業
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
な
ど
で
ஷ
Ί
た
ポ
イ

ン
ト
を
༗
ޮ
活
用
し
、
地
域
経
済
を
活
性
化
さ
せ
よ
う
と

す
る
ࢼ
み
で
、
๛
ౡ
۠
の
シ
ス
テ
ム
は
、
ॅ
ຽ
が
各
ポ
イ

ン
ト
や
マ
イ
レ
ー
ジ
を
ઐ
用
サ
イ
ト
で
「
๛
ౡ
۠
ポ
イ
ン

ト
」
に
変
換
。
ஷ
ま
ỳ
た
ポ
イ
ン
ト
は
۠
内
̏
ͭ
の
発
券

ॴ
で
、
マ
イ
φ
ン
ό
ー
カ
ー
ド
を
୺
຤
の
カ
ー
ド
Ϧ
ー
μ

ー
に
か
͟
す
こ
と
で
商
店
で
使
え
る
金
券
に
ަ
換
で
き

る
。
１
ポ
イ
ン
ト
は
１
円
に
૬
当
し
、
５
０
０
ポ
イ
ン
ト

（
５
０
０
円
）
୯
Ґ
で
発
券
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
と
な
ỳ
て

い
る
。

૥
י
に
お
け
る
商
店
で
の
ങ
い
෺
を
行
う
ࡍ
の
金
券
ަ

換
支
ԉ
ॴ
と
し
て
「
座
・
Ψ
Ϟ
ー
ル
」
が
一
໾
ങ
ỳ
て
い

る
の
で
あ
る
。

प
஌
の
ͨ
Ί
の
ϓ
ϩ
Ϟ
ồ
シ
ἀ
ン
活
ಈ
͕
ඞ
要

૯
務
ল
の
「
マ
イ
キ
ー
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
ߏ
૝
」
は

マ
イ
キ
ー
と
ݺ
ば
れ
る
マ
イ
φ
ン
ό
ー
カ
ー
ド
の
̞
̘
ν
ッ

◆◆◆

プ
の
空
き
ス
ϖ
ー
ス
を
活
用
し
て
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
で
ͦ

の
地
域
で
ങ
い
෺
が
で
き
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、

公
共
施
設
で
も
利
用
で
き
る
఺
は
合
理
性
が
あ
る
。
な
に

よ
り
も
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
ポ
イ
ン
ト
や
航
空
ձ
ࣾ
の

マ
イ
ル
な
ど
で
使
い
࢒
し
た
ല
大
な
金
ֹ
を
地
域
に
ؐ
ྲྀ

さ
せ
る
こ
と
に
よ
ỳ
て
、
地
域
経
済
が
५
う
こ
と
に
ண
໨

し
た
఺
は
ը
期
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
ࣾ
ձ
実
証
実

ݧ
は
ま
だ
࢝
ま
ỳ
た
ば
か
り
で
あ
る
。
マ
イ
φ
ン
ό
ー
カ

ー
ド
の
ී
及
཰
が
ࢥ
ỳ
た
Ҏ
上
に
上
が
ら
な
い
こ
と
も
あ

ỳ
て
、「
座
・
Ψ
Ϟ
ー
ル
」
で
も
期
待
さ
れ
る
程
の
実
੷
を

あ
げ
て
い
る
༁
で
は
な
い
。

自
治
体
に
と
ỳ
て
も
、
公
共

性
の
ߴ
い
ஂ
体
や
商
店
֗
な

ど
と
࿈
ܞ
し
て
も
ỳ
と
޿
く

一
ൠ
ࢢ
ຽ
に
प
஌
さ
せ
る
た

Ί
の
プ
ϩ
Ϟ
ー
シ
ἀ
ン
活
ಈ

が
ඞ
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
が
޿
く
一

ൠ
的
に
ී
及
す
れ
ば
、
૥
י

商
店
֗
の
̏
ͭ
の
ポ
イ
ン
ト

券
ަ
換
ॴ
（
座
・
Ψ
Ϟ
ー
ル
）

に
ཱ
ち
د
り
๛
ౡ
۠
ポ
イ
ン

ト
と
な
る
ポ
イ
ン
ト
券
を
࣋

ỳ
て
ࢥ
い
ࢥ
い
の
商
店
に
出

ֻ
け
る
ਓ
々
が
ٸ
૿
し
、
キ

ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
で
ങ
い
෺
を

ָ
し
Ί
る
仕
組
み
が
定
ண
す

る
。
ͦ
の
こ
と
の
実
現
を
໨

指
し
て「
座
・
Ψ
Ϟ
ー
ル
」は
、

ࠓ
ޙ
も
ܧ
続
し
て
協
力
し
て

い
く
༧
定
で
あ
る
。

͓٬༷Ͱʹ͗Θ͏ళ಺

ΨϞʔϧ̍号ళʢ౦๺ʣΦʔϓχϯάηϨϞχʔ・࠲
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Ϛ
イ
φ
ン
ό
ồ
Χ
ồ
υ
活
用
ࣄ
ۀ
の
概
要

૬
໛
原
ࢢ
で
は
、
ࠓ
年
度
か
ら
「
マ
イ
φ
ン
ό
ー
カ
ー

ド
活
用
事
業
」
を
開
࢝
し
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
ձ
ࣾ
や

航
空
ձ
ࣾ
等
の
「
地
域
経
済
Ԡ
ԉ
ポ
イ
ン
ト
」
に
Ճ
え
、

本
ࢢ
ಠ
自
の
取
り
組
み
で
あ
る
「
地
域
活
ಈ
ポ
イ
ン
ト
੍

度
」
及
び
「
さ
が
み
は
ら
健
޾
ポ
イ
ン
ト
੍
度
」
に
よ
り

取
得
し
た「
さ
が
み
は
ら
ポ
イ
ン
ト
」（
自
治
体
ポ
イ
ン
ト
）

を
、
ࢢ
内
の
商
店
֗
や
ア
ン
テ
φ
シ
ἀ
ッ
プ
で
利
用
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

̎
ͭ
の
ポ
イ
ン
ト
੍
౓

○
஍
Ҭ
׆
ಈ
ポ
イ
ン
ト
੍
౓

ࠓ
年
̓
݄
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
੍
度
で
、
地
域
活
ಈ
の

中
৺
的
໾
ׂ
を
୲
う
自
治
ձ
（
࿈
合
ձ
）、（
地
۠
）
ࣾ
ձ

福
祉
協
ٞ
ձ
、
࿝
ਓ
ク
ラ
ϒ
（
࿈
合
ձ
）
な
ど
の
活
ಈ
の

う
ち
、
防
ࡂ
、
防
൜
、
ަ
通
҆
全
、
環
ڥ
ඒ
化
、
地
域
福

祉
な
ど
の
҆
全
・
҆
৺
な
ま
ち
ͮ
く
り
に
資
す
る
活
ಈ
を

◆◆◆◆◆◆

け
ん
Ҿ
し
た
ํ
に
「
地
域
活
ಈ
ポ
イ
ン
ト
」
と
し
て
、
さ

が
み
は
ら
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
す
る
も
の
で
す
。

۩
体
的
に
は
、
地
۠
防
ࡂ
܇
࿅
、
ަ
通
҆
全
運
ಈ
期
間

に
お
け
る
ν
ラ
シ
な
ど
の
഑
෍
、ߴ
ྸ
ऀ
の
ݟ
क
り
活
ಈ
、

ਗ਼
૟
活
ಈ
な
ど
、
ポ
イ
ン
ト
付
与
の
対
৅
と
な
る
活
ಈ
を

け
ん
Ҿ
（
企
ը
・
運
Ӧ
）
し
た
ํ
に
２
０
０
ポ
イ
ン
ト
、

活
ಈ
の
੹
೚
ऀ
で
あ
る
Ϧ
ー
μ
ー
に
は
６
０
０
ポ
イ
ン

ト
、
活
ಈ
の
一
部
を
౷
ׅ
す
る
サ
ϒ
Ϧ
ー
μ
ー
に
は
４
０

０
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
し
ま
す
。

○
͞
͕
Έ
͸
Β
݈
޾
ポ
イ
ン
ト
੍
౓

現
在
、
参
Ճ
ऀ
約
１
０
０
０
ਓ
で
実
施
し
て
い
る
Ϟ
デ

ル
事
業
で
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
ά
や
、
指
定
し
た
健
康
ͮ
く
り

教
ࣨ
へ
の
参
Ճ
、
健
康
਍
அ
の
ड
਍
な
ど
、
健
康
ͮ
く
り

に
޲
け
た
行
ಈ
を
実
ફ
し
た
ํ
に
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
す
る

も
の
で
す
。

ࡢ
年
度
ま
で
は
、
ஷ
Ί
た
ポ
イ
ン
ト
の
使
い
ಓ
と
し
て

「
商
品
券
と
の
ަ
換
」、「
ࣾ
ձ
ߩ
ݙ
（
د
付
）」
か
ら
બ
୒

し
て
い
ま
し
た
が
ࠓ、
年
度
か
ら
は
、こ
の
メ
χ
ュ
ー
に「
さ

が
み
は
ら
ポ
イ
ン
ト
と
の
ަ
換
」
を
௥
Ճ
し
て
い
ま
す
。

地
域
活
ಈ
ポ
イ
ン
ト
੍
౓
の
ಋ
ೖ
ʹ
ࢸ
る
ܦ
Ң

こ
れ
ま
で
૬
໛
原
ࢢ
や
ࢢ
自
治
ձ
࿈
合
ձ
で
は
、
࿈
ܞ

基
本
協
定
に
基
ͮ
き
、
キ
ャ
ン
ϖ
ー
ン
の
実
施
な
ど
、
自

治
ձ
Ճ
入
ଅ
ਐ
の
取
り
組
み
を
ܧ
続
的
に
行
ỳ
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
ۙ
年
の
自
治
ձ
Ճ
入
ੈ
ଳ
਺
、
Ճ
入
཰
は

年
々
低
Լ
܏
޲
に
あ
り
、
ͦ
れ
に
൐
う
活
ಈ
の
୲
い
手
不

଍
や
໾
һ
の
ߴ
ྸ
化
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
χ
テ
ィ
の
ܗ
੒
や

҆
全
・
҆
৺
な
ま
ち
ͮ
く
り
を
ਐ
Ί
る
上
で
の
大
き
な
՝

୊
と
な
ỳ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ࢢ
自
治
ձ
࿈
合
ձ
か
ら
も
、
୲
い
手
の
֬
อ
や

活
ಈ
の
活
性
化
を
໨
的
と
し
、
地
域
活
ಈ
に
対
し
て
イ
ン

η
ン
テ
ィ
ϒ
を
付
与
す
る
੍
度
を
૑
設
す
る
よ
う
、
政
策

要
๬
を
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
。

◆◆◆

ਆ
ಸ
઒
ݝ
૬
໛
ݪ
ࢢ

―
地
域
活
ಈ
の
参
Ճ
ऀ
に
イ
ン
η
ン
テ
ィ
ϒ
を
付
与
―

૿
ᔹ
　
͋
͢
͔

૬
໛
ݪ
ࢢ
ا
ը
੓
ࡦ
՝
ɹ
ओ
೚

ủ
͞
͕
Έ
͸
Β
ϙ
Π
ϯ
τ
ỨͰ
地
域
を
׆
ੑ
化

マ
イ
キ
ー
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と

地
域
活
性
化

Ճऀʹʮ͕͞Έ͸ΒϙΠϯτʯΛ෇༩ࢀࣨڭΓͮ͘߁݈
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こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
地
域
活
ಈ
ポ
イ
ン
ト
੍
度
の
૑

設
に
ͭ
い
て
ݕ
౼
を
開
࢝
し
た
と
こ
ろ
、
ಉ
時
期
に
、
国

の
マ
イ
キ
ー
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
ߏ
૝
に
ͭ
い
て
の
ৄ
ࡉ
が

໌
ら
か
に
な
ỳ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
ߏ
૝
を
活
用
す
れ
ば
、

地
域
活
ಈ
に
対
し
て
ポ
イ
ン
ト
と
い
う
か
た
ち
で
イ
ン
η

ン
テ
ィ
ϒ
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に
は
ͦ
の
ポ
イ

ン
ト
を
ࢢ
内
で
利
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
地
域
経

済
の
活
性
化
も
ಉ
時
に
期
待
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
、
地

域
活
ಈ
ポ
イ
ン
ト
੍
度
は
国
の
マ
イ
キ
ー
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
ߏ
૝
に
基
ͮ
い
て
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ポ
イ
ン
ト
ར
用
ઌ
の
֦
େ
͕
今
後
の
՝
୊

ࢢ
ຽ
の
օ
様
が
さ
が
み
は
ら
ポ
イ
ン
ト
を
ஷ
Ί
、
利
用

で
き
る
よ
う
に
な
る
に
は
、
マ
イ
φ
ン
ό
ー
カ
ー
ド
及
び

マ
イ
キ
ー
̞
̙
の
取
得
が
ඞ
要
な
こ
と
か
ら
、
手
続
き
な

ど
に
น
を
ײ
͡
る
ํ
が
多
い
の
で
は
な
い
か
と
ࢥ
い
ま

す
。
ͦ
こ
で
૬
໛
原
ࢢ
で
は
、
গ
し
で
も
ෛ
୲
ײ
を
軽
減

す
る
た
Ί
、
公
ຽ
ؗ
な
ど
へ
৬
һ
が
出
޲
き
、
マ
イ
φ
ン

ό
ー
カ
ー
ド
ਃ
੥
ิ
ॿ
આ
໌
ձ
を
行
ỳ
て
い
る
΄
か
、
マ

イ
キ
ー
̞
̙
の
取
得
ิ
ॿ
に
ͭ
い
て
も
、
各
۠
໾
ॴ
な
ど

で
行
ỳ
て
お
り
、
さ
ら
に
は
ຽ
間
企
業
に
も
協
力
し
て
い

た
だ
け
な
い
か
ௐ
੔
を
ਐ
Ί
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

現
在
、
さ
が
み
は
ら
ポ
イ
ン
ト
は
、
ࢢ
内
２
カ
ॴ
の
商

店
֗
な
ど
の
約
１
０
０
店
舗
と
ア
ン
テ
φ
シ
ἀ
ッ
プ
で
利

用
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
Φ
ン
ラ
イ
ン
で
も
地
域
࢈
෺
が

購
入
で
き
る
よ
う
४
උ
を
ਐ
Ί
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
し

か
し
、
た
く
さ
ん
の
自
治
体
ポ
イ
ン
ト
の
中
か
ら
さ
が
み

は
ら
ポ
イ
ン
ト
を
બ
ん
で
も
ら
う
た
Ί
に
は
、
本
ࢢ
の
ັ

力
や
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
࠷
大
限
に
活
用
し
、
ア
ϐ
ー
ル
し

な
が
ら
、
利
用
ઌ
を
ࠓ
ޙ
も
૿
や
し
て
い
く
ඞ
要
が
あ
る

◆◆◆

と
考
え
て
い
ま
す
。

マ
イ
φ
ン
ό
ー
カ
ー
ド
活
用
事
業
の
࠷
大
の
ಛ
௃
は
、

地
域
活
ಈ
に
イ
ン
η
ン
テ
ィ
ϒ
を
与
え
る
こ
と
で
地
域
が

活
性
化
さ
れ
る
と
と
も
に
、
付
与
さ
れ
た
ポ
イ
ン
ト
を
利

用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ࢢ
内
の
経
済
が
活
性
化
さ
れ
る
と

い
う
好
循
環
が
期
待
で
き
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
ಛ
௃
を

౿
ま
え
、
ポ
イ
ン
ト
の
付
与
と
利
用
の
ό
ラ
ン
ス
を
ݟ
ۃ

Ί
な
が
ら
ల
開
を
ਤ
ỳ
て
い
く
こ
と
も
ॏ
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

地
域
活
ಈ
΁
の

Ϟ
ν
ϕ
ồ
シ
ἀ
ン
޲
্
ʹ
ͭ
な
͛
る

地
域
活
ಈ
に
参
Ճ
さ
れ
る
ํ
は
、
ͦ
れ
ͧ
れ
の
地
域
や

◆◆◆

૬
໛
原
ࢢ
の
さ
ら
な
る
発
ల
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
ͦ
ん

な
ࢢ
ຽ
の
օ
様
に
対
し
て
、
マ
イ
φ
ン
ό
ー
カ
ー
ド
活
用

事
業
が
、
୯
に
付
与
さ
れ
た
ポ
イ
ン
ト
で
ങ
い
෺
が
で
き

る
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
自
分
た
ち
の
ま
ち
ͮ
く
り
に

対
す
る
活
ಈ
が
ධ
Ձ
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
、
さ
ら
に
ͦ
の

ポ
イ
ン
ト
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
地
域
経
済
の
活
性
化

に
ͭ
な
が
る
と
い
う
こ
と
を
ア
ϐ
ー
ル
し
、
地
域
活
ಈ
に

対
す
る
Ϟ
ν
ϕ
ー
シ
ἀ
ン
の
޲
上
に
ͭ
な
が
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。

マ
イ
φ
ン
ό
ー
カ
ー
ド
活
用
事
業
が
、
ま
ち
を
活
性
化

す
る
だ
け
の
事
業
で
は
な
く
、「
自
分
た
ち
が
ま
ち
を
支

え
て
い
る
ん
だ
」
と
い
う
ҙ
ࣝ
の
ৢ
੒
に
ͭ
な
が
る
事
業

と
し
て
ҭ
ỳ
て
΄
し
い
と
ئ
ỳ
て
い
ま
す
。

ެຽؗͳͲ΁৬һ͕ग़͖޲ɺϚΠφϯόʔΧʔυਃ੥ิॿઆ໌ձΛ։࠵

ʮ͕͞Έ͸ΒϙΠϯτʯ͕͑࢖ΔΞϯςφγϣοϓͱ঎ళ֗ͳͲ
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ز
ଟ
の
ࠔ
೉
Λ
৐
Γ
ӽ
͑
ͯ
஀
ੜ
͠
ͨ 

ủ
シ
ϧ
ό
ồ
Τ
ϛ
Χ
Ứ

地
域
ॅ
ຽ
に
࠷
も
਎
ۙ
な
ࢢ
ொ
ଜ
の
੹
務
は
、
ॅ
ຽ
の

ࢥ
い
に
د
り
ఴ
い
、
࠷
খ
の
経
費
で
࠷
大
の
ޮ
Ռ
を
ڍ
げ

る
中
で
、
ͦ
の
ࢥ
い
を
ண
実
に
実
現
し
て
い
く
こ
と
に
΄

か
な
り
ま
せ
ん
。

ߴ
ྸ
ऀ
֎
出
支
ԉ
事
業
「
シ
ル
ό
ー
Τ
ミ
カ
」
は
、
௡

ࢢ
と
し
て
、
ͦ
の
੹
務
を
Ռ
た
す
΂
く
、
ຽ
間
事
業
ऀ
の

協
力
や
国
の
支
ԉ
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
৬
һ
が
஌
ܙ
を

ߜ
り
、マ
イ
φ
ン
ό
ー
カ
ー
ド
と
公
共
ަ
通
と
い
う
一
ݟ
、

全
く
関
܎
性
が
な
い
と
ࢥ
わ
れ
る
も
の
を
結
び
付
け
、
実

現
に
こ
͗
ͭ
け
た
全
国
に
ઌ
ۦ
け
た
௡
ࢢ
ಠ
自
の
取
り
組

み
で
す
。

ٸ
଎
な
গ
ࢠ
ߴ
ྸ
化
が
ਐ
ల
す
る
中
、
ߴ
ྸ
ऀ
の
೔
常

ੜ
活
に
お
け
る
Ҡ
ಈ
を
支
ԉ
し
、
֎
出
の
機
ձ
の
拡
大
を

◆◆◆

ਤ
り
、
ਓ
と
ਓ
と
の
ͭ
な
が
り
の
き
ỳ
か
け
ͮ
く
り
な
ど

を
通
͡
て
、
ߴ
ྸ
ऀ
の
健
康
・
ੜ
き
が
い
ͮ
く
り
を
ਤ
ỳ

て
い
く
こ
と
は
、
ま
す
ま
す
ॏ
要
な
՝
୊
と
な
ỳ
て
い
ま

す
。
ͦ
の
た
Ί
の
۩
体
策
と
し
て
の
取
り
組
み
が
「
シ
ル

ό
ー
Τ
ミ
カ
」
で
す
。

シ
ル
ό
ー
Τ
ミ
カ
の
஀
ੜ
に
は
、
ز
多
の
困
難
が
あ
り

ま
し
た
。
中
で
も
、
ಛ
に
大
き
な
困
難
は
、
ຽ
間
࿏
ઢ
ό

ス
の
利
用
に
܎
る
シ
ス
テ
ム
開
発
費
用
の
֬
อ
で
す
。

ຽ
間
࿏
ઢ
ό
ス
で
使
用
し
て
い
る
̞
̘
カ
ー
ド
に
は
、

現
金
を
ν
ャ
ー
ジ
す
る
ྖ
域
の
ଞ
に
、
利
用
金
ֹ
に
Ԡ
͡

て
付
与
さ
れ
る
৐
ं
ポ
イ
ン
ト
を
ஷ
Ί
る
ྖ
域
が
設
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
ͦ
の
ྖ
域
を
活
用
し
、
৐
ं
ポ
イ
ン
ト
を

付
与
し
て
、
ఏ
ڙ
す
る
ํ
๏
を
ݕ
౼
し
た
も
の
の
、
ͦ
の

実
現
に
は
、
シ
ス
テ
ム
վ
म
の
た
Ί
の
૬
当
の
期
間
と
、

１
億
円
ۙ
い
費
用
の
֬
อ
と
い
う
大
き
な
困
難
に
直
໘
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

ͦ
の
よ
う
な
中
、
国
に
お
い
て
は
、
マ
イ
φ
ン
ό
ー
カ

ー
ド
を
活
用
し
た
「
地
域
経
済
Ԡ
ԉ
ポ
イ
ン
ト
ಋ
入
に
よ

る
好
循
環
拡
大
プ
ϩ
ジ
ỻ
ク
ト
」
が
ݕ
౼
さ
れ
て
お
り
、

௡
ࢢ
の
̞
̘
カ
ー
ド
を
活
用
し
た
ߴ
ྸ
ऀ
֎
出
支
ԉ
事
業

に
ͭ
い
て
ఏ
Ҋ
し
た
と
こ
ろ
、
実
証
事
業
の
一
ͭ
と
し
て

͝
支
ԉ
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

マ
イ
キ
ー
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
自
治
体
ポ
イ
ン
ト
管

理
ク
ラ
ウ
ド
と
い
う
国
の
施
策
と
を
࿈
ܞ
さ
せ
、
ͦ
の
仕

組
み
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ݒ
Ҋ
だ
ỳ
た
シ
ス
テ
ム

開
発
に
要
す
る
期
間
と
費
用
の
໰
୊
は
ղ
消
さ
れ
、
ฏ
੒

ùĀ
年
̕
݄
、「
シ
ル
ό
ー
Τ
ミ
カ
」
は
஀
ੜ
し
ま
し
た
。

シ
ϧ
ό
ồ
Τ
ϛ
Χ
の
࢓
૊
Έ

◆◆◆

ࡾ
ॏ
ݝ
௡
ࢢ

―
「
シ
ル
ό
ー
Τ
ミ
カ
」
を
活
用
し
た

�

健
康
・
ੜ
き
が
い
ͮ
く
り
―

ࢁ
ޱ
　
ঘ
ར

௡
ࢢ
ߴ
ྸ
෱
ࢱ
՝
௕

Ϛ
Π
φ
ϯ
ό
ồ
Χ
ồ
υ
ͱ
ެ
ڞ
ަ
௨
を

 

݁
ͼ
つ
͚
ߴ
ྸ
ऀ
ͷ
֎
ग़
ࢧ
ԉ

ίϛϡχςΠόεʢӈʣࢢʣͱ௡ࠨΔ࿏ઢόεʢ͍ͯ͠ߦ಺Λӡࢢ

マ
イ
キ
ー
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と

地
域
活
性
化
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シ
ル
ό
ー
Τ
ミ
カ
の
仕
組
み
は
次
の
と
お
り
で
す
。

ま
ず
、௡
ࢢ
ಠ
自
の
̞
̘
カ
ー
ド
「
シ
ル
ό
ー
Τ
ミ
カ
」

を
取
得
い
た
だ
く
た
Ί
、
ýü
ࡀ
Ҏ
上
の
ํ
に
マ
イ
φ
ン
ό

ー
カ
ー
ド
を
࣋
参
い
た
だ
き
、
マ
イ
キ
ー
̞
̙
を
࡞
੒
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。
次
に
、
࡞
੒
し
た
マ
イ
キ
ー
̞
̙
を

使
い
、
͝
本
ਓ
の
み
が
使
用
で
き
る
シ
ル
ό
ー
Τ
ミ
カ
を

࡞
੒
し
ま
す
。

マ
イ
キ
ー
̞
̙
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
૯
務
ল
が
管
理

す
る
自
治
体
ポ
イ
ン
ト
管
理
ク
ラ
ウ
ド
を
通
͡
て
、
一
ਓ

２
０
０
０
ポ
イ
ン
ト
の
௡
ࢢ
自
治
体
ポ
イ
ン
ト
を
৐
ं
ポ

イ
ン
ト
と
し
て
、シ
ル
ό
ー
Τ
ミ
カ
に
ν
ャ
ー
ジ
し
ま
す
。

ߴ
ྸ
ऀ
の
օ
さ
ん
は
、
࿏
ઢ
ό
ス
で
は
、
シ
ル
ό
ー
Τ

ミ
カ
に
ν
ャ
ー
ジ
さ
れ
た
৐
ं
ポ
イ
ン
ト
を
৐
ं
運
௞
と

し
て
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
な
お
、
こ
の
৐
ं
ポ

イ
ン
ト
は
、
ຖ
年
２
０
０
０
ポ
イ
ン
ト
を
限
度
に
௡
ࢢ
か

ら
付
与
す
る
こ
と
で
、
ܧ
続
的
に
使
用
い
た
だ
け
る
環
ڥ

を
੔
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
シ
ル
ό
ー
Τ
ミ
カ
の
ఏ
ࣔ
に

よ
り
、
ै
来
か
ら
運
行
し
て
い
る
コ
ミ
ュ
χ
テ
ィ
ό
ス
も

ແ
料
で
৐
ं
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
࿈
ܞ
を
ਤ
ỳ
て
い

ま
す
。

こ
の
結
Ռ
、
ฏ
੒
ú÷
年
５
݄
຤
現
在
、
６
４
０
５
ਓ
の

ํ
が
シ
ル
ό
ー
Τ
ミ
カ
を
取
得
さ
れ
、
ࢢ
内
の
࿏
ઢ
ό
ス

や
コ
ミ
ュ
χ
テ
ィ
ό
ス
で
利
用
い
た
だ
い
て
お
り
、
利
用

ऀ
か
ら
は
、「
シ
ル
ό
ー
Τ
ミ
カ
は
ศ
利
で
使
い
や
す
い
」

「
֎
出
す
る
の
が
ָ
に
な
ỳ
た
」
と
い
ỳ
た
多
く
の
ت
び

の
੠
が
ಧ
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
事
業
開
࢝
ޙ
、
ス
ム
ー
ζ
に
シ
ル
ό
ー
Τ
ミ
カ

を
取
得
し
て
い
た
だ
く
た
Ί
、
事
業
開
࢝
の
約
൒
年
લ
で

あ
る
ฏ
੒
ùĀ
年
２
݄
か
ら
、
マ
イ
φ
ン
ό
ー
カ
ー
ド
の
取

得
に
ͭ
い
て
、
ੵ
ۃ
的
な
प
஌
を
ਤ
ỳ
て
き
ま
し
た
。
ͦ

の
結
Ռ
、
௡
ࢢ
に
お
け
る
ýü
ࡀ
Ҏ
上
の
マ
イ
φ
ン
ό
ー
カ

ー
ド
取
得
཰
は
、
ฏ
੒
ùĀ
年
２
݄
຤
現
在
の
ø÷
・
÷û
ˋ
か

ら
、
ฏ
੒
ú÷
年
４
݄
຤
現
在
で
は
øÿ
・
úû
ˋ
と
な
り
ま
し

た
。こ

の
こ
と
は
、
全
国
的
に
マ
イ
φ
ン
ό
ー
カ
ー
ド
の
取

得
཰
の
޲
上
が
՝
୊
と
な
ỳ
て
い
る
中
で
、
௡
ࢢ
に
お
け

る
ߴ
ྸ
ऀ
の
マ
イ
φ
ン
ό
ー
カ
ー
ド
の
取
得
ଅ
ਐ
に
、
シ

ル
ό
ー
Τ
ミ
カ
事
業
が
大
き
く
ߩ
ݙ
し
た
こ
と
を
ࣔ
し
て

い
ま
す
。

さ
ら
な
る
ߴ
Έ
Λ
໨
ࢦ
͠
ͨ
ऴ
Θ
Γ
な
͖
௅
ઓ

国
が
ਐ
Ί
る
「
地
域
経
済
Ԡ
ԉ
ポ
イ
ン
ト
ಋ
入
に
よ
る

好
循
環
拡
大
プ
ϩ
ジ
ỻ
ク
ト
」
は
、
自
治
体
ಠ
自
で
発
行
す

る
ポ
イ
ン
ト
に
Ճ
え
、
༗
ޮ
期
限
੾
れ
に
よ
り
ࣦ
ޮ
し
て
い

◆◆◆

る
ຖ
年
１
６
０
０
億
円
૬
当
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
マ
イ

レ
ー
ジ
等
の
ຽ
間
ポ
イ
ン
ト
の
༗
ޮ
活
用
に
よ
り
、
ຽ
間
資

金
を
地
域
へ
ݺ
び
ࠐ
み
、
地
域
経
済
の
好
循
環
を
拡
大
し

よ
う
と
す
る
ス
έ
ー
ル
の
大
き
な
プ
ϩ
ジ
ỻ
ク
ト
で
す
。

௡
ࢢ
で
は
、
シ
ル
ό
ー
Τ
ミ
カ
に
よ
り
、
全
国
に
ઌ
ۦ

け
て
、
こ
の
仕
組
み
の
活
用
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、

ࠓ
ޙ
は
、
利
用
い
た
だ
く
年
ྸ
૚
の
一
૚
の
拡
大
や
、
ຽ

間
の
資
金
・
ポ
イ
ン
ト
の
ޮ
Ռ
的
な
活
用
を
ਤ
ỳ
て
い
く

こ
と
が
ඞ
要
で
す
。

ͦ
の
た
Ί
の
さ
ら
な
る
取
り
組
み
と
し
て
、
本
年
６
݄

か
ら
、
自
治
体
ポ
イ
ン
ト
を
使
用
し
て
、
地
域
の
෺
࢈
を

購
入
す
る
།
一
の
通
ൢ
サ
イ
ト
で
あ
る
「
Ί
い
Ϳ
ͭ
ν
ἀ

イ
ス
」
の
利
用
を
、
ݝ
内
で
初
Ί
て
開
࢝
し
ま
し
た
。

マ
イ
φ
ン
ό
ー
カ
ー
ド
を
使
用
す
る
環
ڥ
ͮ
く
り
が
ࠓ

ޙ
、
さ
ら
に
ਐ
ん
で
い
く
中
、
௡
ࢢ
に
お
け
る
「
シ
ル
ό

ー
Τ
ミ
カ
」「
Ί
い
Ϳ
ͭ
ν
ἀ
イ
ス
」
の
取
り
組
み
は
、

自
治
体
ポ
イ
ン
ト
を
೔
々
の
ੜ
活
の
中
で
、
よ
り
ޮ
Ռ
的

に
活
用
い
た
だ
く
た
Ί
の
଍
ֻ
か
り
と
な
る
も
の
で
す
。

ࠓ
ճ
は
マ
イ
キ
ー
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
活
用
す
る
こ

と
に
よ
り
、「
୭
も
が
؆
୯
に
利
用
で
き
る
」
利
ศ
性
を

උ
え
た
ಠ
自
の
施
策
を
実
施
し
地
域
の
活
性
化
に
ͭ
な
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

マ
イ
キ
ー
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
、
ॅ
ຽ
ࢹ
఺
で
の
行

政
サ
ー
ビ
ス
が
ٻ
Ί
ら
れ
る
中
、
ͦ
の
活
用
に
よ
り
も
た

ら
さ
れ
る
利
ศ
性
や
地
域
活
性
化
へ
の
ޮ
Ռ
は
大
き
く
、

ࠓ
ޙ
、
マ
イ
φ
ン
ό
ー
カ
ー
ド
を
使
ỳ
て
ॅ
ຽ
の
฻
ら
し

が
๛
か
に
な
る
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
に
活
用
さ
れ
る
৘
ใ
基

൫
と
し
て
、
さ
ら
な
る
発
ల
を
し
て
い
く
こ
と
に
大
き
く

期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ࠓ
ޙ
も
、
ॅ
ຽ
の
օ
さ
ん
に
࣭
の
ߴ
い
行
政
サ
ー
ビ
ス

が
ఏ
ڙ
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
ࢥ
い
ま
す
。

γϧόʔΤϛΧ
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ҙ
֎
Ͱ
͢
͔
ʁ
ژ
౎
෎
の
地
域
૑
ੜ

ژ
౎
෎
内
は
、
ژ
౎
ࢢ
と
ͦ
の
प
ล
ࢢ
ொ
、
関
੢
จ
化

ֶ
ज़
ݚ
ڀ
౎
ࢢ
の
地
域
で
は
؍
ޫ
٬
で
೐
わ
ỳ
た
り
、
౎

ࢢ
化
が
ਐ
ん
だ
り
し
て
い
ま
す
が
、
೔
本
ւ
に
໘
す
る
๺

部
地
域
と
、
ࢁ
ྛ
が
大
部
分
を
઎
Ί
る
中
部
地
域
、
ೆ
部

地
域
の
໦
௡
઒
の
౦
側
、
ژ
౎
ຍ
地
の
ೆ
౦
部
は
、
ա
ૄ

と
ߴ
ྸ
化
の
໰
୊
が
ਂ
ࠁ
で
す
。

こ
の
た
Ί
、
ژ
౎
෎
で
は
地
域
૑
ੜ
に
取
り
組
み
、
地

域
͝
と
に
様
々
な
؍
ޫ
、
地
域
振
ڵ
の
プ
ϩ
Ϟ
ー
シ
ἀ
ン

を
行
ỳ
て
い
ま
し
た
が
、
ฏ
੒
ùý
年
øø
݄
か
ら
は
、
ͦ
れ

ら
を
一
ま
と
Ί
に
し
て
「
も
う
ͻ
と
ͭ
の
ژ
౎
、行
こ
う
」

キ
ャ
ン
ϖ
ー
ン
を
࢝
Ί
ま
し
た
。

ủ
΋
͏
ͻ
と
ͭ
の
ژ
౎
Ứ
ͦ
の
࣍
͸
ʁ

ඒ
し
い
෩
ܠ
が
ָ
し
Ί
る
๺
部
地
域
は
「
ւ
の
ژ
౎
」、

◆◆◆◆◆◆

ཬ
ࢁ
の
෩
ܠ
を
࢒
す
中
部
地
域
は
「
৿
の
ژ
౎
」、
஡
ാ

の
ૉ
੖
ら
し
い
ܠ
؍
が
ָ
し
Ί
る
ೆ
部
地
域
は
「
お
஡
の

ژ
౎
」
と
し
て
、
ͦ
れ
ͧ
れ
に
ಛ
௃
の
あ
る
地
域
の
঺
հ

や
、
地
域
૑
ੜ
の
取
り
組
み
を
ਐ
Ί
て
い
ま
す
。
ฏ
੒
ùÿ

年
４
݄
か
ら
は
、
ඒ
し
い
஛
ྛ
や
஛
の
ࢠ
の
࢈
地
と
し
て

༗
໊
な
Ե
܇
地
域
を
「
஛
の
ཬ
・
Ե
܇
」
と
し
て
Ճ
え
て

い
ま
す
。

こ
う
し
た
キ
ャ
ン
ϖ
ー
ン
の
੒
Ռ
で
、
ࠓ
ま
で
あ
ま
り

஌
ら
れ
な
か
ỳ
た
ژ
౎
の
ັ
力
を
発
৴
す
る
こ
と
は
で
き

た
の
で
す
が
、
地
域
૑
ੜ
の
た
Ί
に
は
地
域
࢈
業
の
活
性

化
が
ඞ
要
で
す
。
؍
ޫ
分
໺
で
は
、「
ւ
の
ژ
౎
̙
̢
̤
」

が
、全
国
の
̙
̢
̤
に
ઌ
ۦ
け
て
ω
ッ
ト
ࢢ
৔
に
ண
໨
し
、

地
域
࢈
品
の
ൢ
売
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
が
、
෎
内
全

域
に
わ
た
る
さ
ら
な
る
地
域
࢈
品
の
ൢ
࿏
拡
大
が
՝
୊
と

な
ỳ
て
い
ま
し
た
。

Ϛ
イ
キ
ồ
ࢀ
Ճ
Λ
ଈ
決
ʂ

◆◆◆

ち
Ỷ
う
ど
ͦ
う
し
た
タ
イ
ミ
ン
ά
で
、
マ
イ
キ
ー
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
の
ス
タ
ー
ト
が
ア
φ
ウ
ン
ス
さ
れ
ま

し
た
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
ポ
イ
ン
ト
や
航
空
ձ
ࣾ
の

マ
イ
ル
な
ど
を
ま
と
Ί
て
自
治
体
の
ポ
イ
ン
ト
に
換
え
ら

れ
、
換
え
た
自
治
体
ポ
イ
ン
ト
を
使
ỳ
て
地
域
࢈
品
を
イ

ン
タ
ー
ω
ッ
ト
で
ങ
う
こ
と
が
で
き
る
「
Ί
い
Ϳ
ͭ
ν
ἀ

イ
ス
」
と
い
う
サ
イ
ト
も
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

஌
事
に
ใ
ࠂ
し
た
と
こ
ろ
、「
も
う
ͻ
と
ͭ
の
ژ
౎
」
の

さ
ら
な
る
ັ
力
発
৴
と
地
域
࢈
品
の
ൢ
࿏
拡
大
の
一
策
と

し
て
取
り
組
Ή
こ
と
が
ଈ
決
さ
れ
ま
し
た
。

Φ
ồ
ϓ
ン
·
Ͱ
࣌
ؒ
͕
な
͍
ʂ

参
Ճ
が
決
ま
ỳ
た
Ҏ
上
、
Ί
い
Ϳ
ͭ
ν
ἀ
イ
ス
開
設
に

合
わ
せ
る
よ
う
に
、
と
の
指
ࣔ
が
ซ
せ
て
Լ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
参
Ճ
が
決
ま
ỳ
た
の
が
お
ຍ
ա
͗
。
Ί
い
Ϳ
ͭ

ν
ἀ
イ
ス
の
開
設
が
̕
݄
ùü
೔
で
し
た
の
で
、
ਖ਼
ຯ
約
１

カ
݄
で
、
地
域
࢈
品
を
集
Ί
て
、
お
店
、
企
業
と
ަ
ব
し
、

Ί
い
Ϳ
ͭ
ν
ἀ
イ
ス
に
ܝ
ࡌ
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ࢲ
た
ち
だ
け
で
は
と
う
て
い
ແ
理
な
ス
έ
ジ
ュ
ー
ル
。
中

間
事
業
ऀ
さ
ん
の
協
力
が
な
い
と
間
に
合
わ
な
い
と
い
う

こ
と
で
、
す
͙
に
中
間
事
業
ऀ
さ
ん
を
公
ื
し
、
決
定
し

ま
し
た
。
ͦ
れ
か
ら
は
෎
ி
内
の
関
܎
՝
に
業
ք
と
の
஥

ཱ
ち
を
要
੥
し
て
地
域
࢈
品
を
঺
հ
し
て
い
た
だ
い
た

り
、
中
間
事
業
ऀ
さ
ん
と
ೋ
ਓ
ࡾ
٭
で
地
域
࢈
品
を
୳
し

た
り
し
ま
し
た
。
ͦ
し
て
、
地
域
࢈
品
の
Ձ
֨
な
ど
を
ަ

ব
し
、
ま
と
ま
り
次
ୈ
、
Ί
い
Ϳ
ͭ
ν
ἀ
イ
ス
に
ア
ッ
プ

す
る
と
い
う
࡞
業
を
ౖ
ᔶ
の
੎
い
で
こ
な
し
ま
し
た
。
ͦ

う
し
た
中
で
「
ւ
の
ژ
౎
̙
̢
̤
」
か
ら
は
、
̙
̢
̤
が

ં
ি
さ
れ
た
地
域
࢈
品
を
多
਺
঺
հ
い
た
だ
き
、
ॿ
け
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ͦ
の
結
Ռ
、
な
ん
と
か
Ί
い
Ϳ
ͭ
ν

◆◆◆

ژ
౎
෎

ủ
Ί
い
Ϳ
つ
ν
ἀ
Π
ス
Ứ
Ͱ

 

地
域
࢈
඼
ͷ
ൢ
࿏
拡
大

੨
໦
　
ߞ
Ұ
࿠

ژ
౎
෎
੓
ࡦ
ا
ը
෦
情
報
੓
ࡦ
՝

ࢢ
ொ
ଜ
ڞ
ಉ
化
担
当
՝
௕

―
ژ
౎
෎
内
の
ࢢ
ொ
ଜ
が
参
Ճ
、
෎
が
支
ԉ
―

マ
イ
キ
ー
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と

地
域
活
性
化

�� 2018・8月号 地域づくり 特集編 2018・8月号地域づくり 特集編 ��

7



特 集

ἀ
イ
ス
の
開
設
に
間
に
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

出
品
し
た
地
域
࢈
品
の
਺
々
は
、
お
か
げ
さ
ま
で
多
く

の
取
り
Ҿ
き
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
さ
ら
に

多
く
の
ັ
力
的
な
商
品
を
ଗ
え
ͭ
ͭ
、
次
の
ల
開
に
޲
け

て
޿
ใ
、
એ
఻
策
を
࿅
ỳ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

෎
ཱ
ਤ
ॻ
ؗ
Ͱ
΋
Ϛ
イ
キ
ồ

ฏ
੒
ùĀ
年
øù
݄
か
ら
は
、
෎
ཱ
ਤ
ॻ
ؗ
が
ਤ
ॻ
ؗ
共
ಉ

利
用
シ
ス
テ
ム
の
実
証
事
業
に
も
参
Ճ
し
、
マ
イ
φ
ン
ό

ー
カ
ー
ド
を
ਤ
ॻ
ؗ
カ
ー
ド
と
し
て
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ

ス
も
࢝
Ί
て
い
ま
す
。
事
લ
に
、
マ
イ
キ
ー
̞
̙
を
設
定

し
た
マ
イ
φ
ン
ό
ー
カ
ー
ド
と
、
෎
ཱ
ਤ
ॻ
ؗ
の
ਤ
ॻ
カ

ー
ド
を
ఴ
え
て
カ
ウ
ン
タ
ー
で
ਃ
し
ࠐ
ん
で
い
た
だ
く
こ

と
で
、
マ
イ
φ
ン
ό
ー
カ
ー
ド
を
ਤ
ॻ
ؗ
カ
ー
ド
と
し
て

利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
ỳ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
利
用

ऀ
の
ํ
が
マ
イ
キ
ー
̞
̙
を
ま
だ
設
定
い
た
だ
い
て
い
な

◆◆◆

い
৔
合
で
も
、
෎
ཱ
ਤ
ॻ
ؗ
内
の
機
ث
で
マ
イ
キ
ー
を
࡞

੒
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
も
行
ỳ
て
い
ま
す
。

Ϛ
イ
キ
ồ
Ͱ
σ
δ
λ
ϧ
ࢿ
ྉ
Λ
Ӿ
ཡ

෎
ཱ
ਤ
ॻ
ؗ
の
࿩
が
ਐ
Ή
中
で
、
෎
内
の
ࢢ
ொ
ଜ
ཱ
ਤ

ॻ
ؗ
も
マ
イ
キ
ー
を
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
働
き

か
け
ま
し
た
が
上
手
く
い
き
ま
せ
ん
。
参
Ճ
を
ौ
ら
れ
る

理
༝
は
、
利
用
ऀ
に
઎
Ί
る
ࣇ
ಐ
の
ൺ
཰
が
ߴ
い
こ
と
、

イ
ン
ύ
ク
ト
の
あ
る
メ
Ϧ
ッ
ト
が
ײ
͡
ら
れ
な
い
こ
と
の

よ
う
で
し
た
。

ͦ
の
ࠒ
、
ਤ
ॻ
ؗ
関
܎
の
ํ
か
ら
「
ࢢ
ொ
ଜ
ཱ
ਤ
ॻ
ؗ

は
、
国
ཱ
国
ձ
ਤ
ॻ
ؗ
の
「
ਤ
ॻ
ؗ
޲
け
デ
ジ
タ
ル
化
資

料
ૹ
৴
サ
ー
ビ
ス
」
を
利
用
し
た
い
け
ど
、
利
用
に
は
ά

ϩ
ー
ό
ル
̞
̥
ア
ド
レ
ス
を
४
උ
す
る
ඞ
要
が
あ
る
の
で

な
か
な
か
利
用
で
き
な
い
」
と
い
う
࿩
を
ฉ
き
ま
し
た
。

こ
れ
が
ͻ
と
ͭ
の
メ
Ϧ
ッ
ト
に
な
ら
な
い
か
と
考
え
、
サ

◆◆◆

ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
ਤ
ॻ
ؗ
を
ಛ
定
す
る
機
能
を
マ
イ
キ

ー
で
ஔ
き
換
え
て
、
各
ࢢ
ொ
ଜ
ཱ
ਤ
ॻ
ؗ
が
ݸ
ผ
に
ά
ϩ

ー
ό
ル
̞
̥
ア
ド
レ
ス
を
用
ҙ
し
な
く
て
も
済
Ή
よ
う
に

で
き
な
い
か
、
૯
務
ল
と
国
ཱ
国
ձ
ਤ
ॻ
ؗ
関
੢
ؗ
の

ํ
々
に
૬
ஊ
し
、
ޚ
協
力
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
現
在
、
๛
ౡ
۠
か
ら
利
用
が
࢝
ま
ỳ
て
い
ま
す
。

今
後
の
ల
։

現
在
、
෎
内
の
΄
と
ん
ど
の
ࢢ
ொ
ଜ
に
マ
イ
キ
ー
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
運
Ӧ
協
ٞ
ձ
に
参
Ճ
い
た
だ
き
、
１
ࢢ
が

商
店
֗
で
の
自
治
体
ポ
イ
ン
ト
の
利
用
を
実
施
、
̏
ࢢ
が

「
Ί
い
Ϳ
ͭ
ν
ἀ
イ
ス
」
に
地
域
࢈
品
を
ܝ
ࡌ
し
、
ෳ
਺

の
自
治
体
が
४
උ
を
ਐ
Ί
る
な
ど
、
ͦ
の
਺
、
࣭
と
も
に

޲
上
し
て
い
ま
す
。
た
だ
、
খ
ن
໛
の
自
治
体
で
は
地
域

࢈
品
の
取
り
ѻ
い
が
難
し
い
の
か
、
ൺ
ֱ
的
ن
໛
の
大
き

な
自
治
体
が
多
く
、
ࠓ
ޙ
の
地
域
૑
ੜ
の
取
り
組
み
を
考

え
た
時
に
、
や
は
り
ژ
౎
෎
と
し
て
খ
ن
໛
自
治
体
を
支

ԉ
す
る
取
り
組
み
が
ඞ
要
と
ײ
͡
て
い
ま
す
。

自
治
体
が
ポ
イ
ン
ト
を
発
行
し
て
地
元
の
࢈
品
を
ങ
ỳ

て
も
ら
う
こ
と
で
、
地
域
の
消
費
を
ಀ
さ
な
い
よ
う
に
す

る
。
大
企
業
の
ポ
イ
ン
ト
を
取
り
ࠐ
ん
で
、
地
域
で
࡞
ら

れ
た
࢈
品
を
拡
ൢ
す
る
こ
と
で
、
౎
ࢢ
部
の
消
費
を
取
り

ࠐ
Ί
る
よ
う
に
す
る
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
は
、
地
域
૑

ੜ
を
ਐ
Ί
る
上
で
、
全
力
を
ڍ
げ
て
取
り
組
Ή
΂
き
՝
୊

と
考
え
て
い
ま
す
。

ژ
౎
෎
で
は
、
෎
内
ࢢ
ொ
ଜ
と
と
も
に
税
業
務
、
৘
ใ

シ
ス
テ
ム
、
η
キ
ュ
Ϧ
テ
ィ
ク
ラ
ウ
ド
な
ど
様
々
な
事
業

に
共
ಉ
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
の
で
、自
治
体
ポ
イ
ン
ト
、

マ
イ
キ
ー
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
ਪ
ਐ
に
当
た
ỳ
て
も
、

ࢢ
ொ
ଜ
と
共
ಉ
で
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆◆◆

࣏ࣗମϙΠϯτφϏϗʔϜϖʔδɹ

ʮ΋͏ͻͱͭͷژ౎ɺ͏͜ߦʯΩϟϯϖʔϯϩΰ
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͖
ỳ
͔
͚
͸
̟
̖
̡
͔
ら
の
ఏ
Ҋ

࿨
Վ
ࢁ
ݝ
を
通
͡
て
೔
本
航
空
ג
ࣜ
ձ
ࣾ
（
Ҏ
Լ
、
̟

̖
̡
）
か
ら
࿩
が
あ
ỳ
た
の
が
ࡢ
年
̓
݄
の
こ
と
で
し
た
。

̟
̖
̡
か
ら
の
ఏ
Ҋ
は
、
̟
̖
̡
の
マ
イ
レ
ー
ジ
サ
ー
ビ

ス
で
あ
る
「
ど
こ
か
に
マ
イ
ル
」
で
ന
඿
ொ
に
来
ら
れ
た

お
٬
様
に
対
し
、
例
え
ば
１
０
０
０
ポ
イ
ン
ト
の
自
治
体

ポ
イ
ン
ト
を
プ
レ
θ
ン
ト
し
、
ന
඿
ொ
内
の
؍
ޫ
Ҋ
内
ॴ

で
ͦ
の
ポ
イ
ン
ト
を
地
元
の
お
౔
࢈
、
Թ
ઘ
入
ཋ
券
、
༡

ٔ
施
設
の
入
৔
券
な
ど
に
ަ
換
す
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。

ͦ
れ
か
ら
、
࿨
Վ
ࢁ
ݝ
、
̟
̖
̡
、
当
ொ
の
ࡾ
ऀ
で
ݕ

౼
を
ॏ
Ͷ
、
࠷
ऴ
的
に
「
ど
こ
か
に
マ
イ
ル
」
の
行
き
ઌ

が
ೆ
ل
ന
඿
に
決
定
し
、
マ
イ
キ
ー
̞
̙
と
̟
̢
̗
お
得

ҙ
様
൪
߸
を
事
લ
ొ
࿥
さ
れ
て
い
る
お
٬
様
に
対
し
て
、

̟
̖
̡
か
ら
１
０
０
０
ポ
イ
ン
ト
の
ന
඿
ொ
Ԡ
ԉ
ポ
イ
ン

◆◆◆

ト
が
プ
レ
θ
ン
ト
さ
れ
、
お
٬
様
は
ന
඿
ொ
に
来
ら
れ
た

ࡍ
に
ന
඿
؍
ޫ
協
ձ
が
運
Ӧ
し
て
い
る
૯
合
Ҋ
内
ॴ
で
マ

イ
φ
ン
ό
ー
カ
ー
ド
を
ఏ
ࣔ
す
る
こ
と
で
、
ͦ
の
ポ
イ
ン

ト
を
ന
඿
ொ
内
２
̓
̔
店
舗
の
ϗ
テ
ル
、
ҿ
食
店
、
؍
ޫ

施
設
な
ど
で
利
用
可
能
な
ന
඿
ொ
商
޻
ձ
商
品
券
１
０
０

０
円
分
と
ന
඿
ொ
Ӧ
の
Թ
ઘ
公
ऺ
ཋ
৔
の
ແ
料
ν
έ
ッ
ト

（
２
ਓ
様
分
）
に
ަ
換
で
き
る
も
の
と
し
ま
し
た
。

೔
本
༗
਺
の
Թ
ઘ
地
ỏ
ന
඿

ന
඿
ொ
は
ݹ
か
ら
Թ
ઘ
地
と
し
て
ӫ
え
、ന
඿
Թ
ઘ
は
、

೔
本
ॻ
ل
や
ສ
༿
集
な
ど
に
「
ໂ
࿒
の
౬
」「
ل
の
Թ
౬
」

と
い
う
໊
で
ొ
৔
し
、
ಓ
ޙ
Թ
ઘ
、
༗
അ
Թ
ઘ
と
ฒ
Ϳ
、

೔
本
ࡾ
ݹ
౬
の
一
ͭ
で
も
あ
り
ま
す
。
Թ
ઘ
֗
に
は
ϗ
テ

ル
や
ཱྀ
ؗ
、
ຽ
॓
な
ど
が
఺
在
し
、
大
ن
໛
な
テ
ー
マ
ύ

ー
ク
や
จ
化
施
設
が
集
ま
ỳ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ジ
ャ
イ

◆◆◆

ア
ン
ト
ύ
ン
μ
の
ࣂ
ҭ
਺
が
೔
本
一
で
も
あ
り
ま
す
。

２
０
１
５
年
に
ߴ
଎
ಓ
࿏
（
ل
੎
自
ಈ
ं
ಓ
）
の
ೆ
ਐ

に
よ
り
、
ೆ
ل
ന
඿
̞
̘
が
開
通
し
、
ژ
ࡕ
ਆ
ํ
໘
か
ら

の
ア
ク
η
ス
も
ྑ
く
な
り
ま
し
た
。空
の
ݰ
関
口
と
し
て
、

ೆ
ل
ന
඿
空
ߓ
が
あ
り
、
౦
ژ
・
ന
඿
間
を
約
１
時
間
で

結
び
、
１
೔
̏
ศ
運
航
し
て
い
ま
す
。

̟
̖
̡
͕
ઐ
用
α
イ
ト
Λ
ཱ
ͪ
্
͛

取
り
組
み
と
し
て
、
ま
ず
、
̟
̖
̡
が
自
ࣾ
サ
イ
ト
上

に
ࠓ
ճ
の
取
り
組
み
内
容
と
ന
඿
ொ
の
؍
ޫ
৘
ใ
や
ά
ル

メ
৘
ใ
を
঺
հ
し
た
ઐ
用
サ
イ
ト
を
ཱ
ち
上
げ
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。こ
の
ઐ
用
サ
イ
ト
の
࡞
੒
費
用
に
ͭ
い
て
は
、

ೆ
ل
ന
඿
空
ߓ
利
用
ଅ
ਐ
実
行
ҕ
һ
ձ
（
事
務
ہ
⽅
࿨
Վ

ࢁ
ݝ
）
が
ෛ
୲
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

ͦ
れ
か
ら
、
直
઀
お
٬
様
対
Ԡ
し
て
い
た
だ
く
ന
඿
؍

ޫ
協
ձ
の
ス
タ
ッ
フ
と
ଧ
ち
合
わ
せ
を
行
い
、
マ
イ
φ
ン

ό
ー
カ
ー
ド
の
ఏ
ࣔ
を
ड
け
、
自
治
体
ポ
イ
ン
ト
管
理
ク

ラ
ウ
ド
で
ポ
イ
ン
ト
の
֬
ೝ
、
決
済
処
理
、
商
品
券
等
と

の
Ҿ
換
え
に
ͭ
い
て
一
࿈
の
ྲྀ
れ
を
֬
ೝ
し
、
自
治
体
ポ

イ
ン
ト
管
理
ク
ラ
ウ
ド
に
ア
ク
η
ス
す
る
た
Ί
の
タ
ϒ
レ

ッ
ト
の
ૢ
࡞
ݚ
म
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
当
初
、
自
治
体

ポ
イ
ン
ト
管
理
ク
ラ
ウ
ド
へ
の
ア
ク
η
ス
に
ͭ
い
て
は
、

ന
඿
؍
ޫ
協
ձ
で
ී
段
、
使
ỳ
て
い
る
イ
ン
タ
ー
ω
ッ
ト

に
઀
続
で
き
る
ύ
ι
コ
ン
を
使
用
す
る
༧
定
で
し
た
が
、

૯
務
ল
よ
り
ି
し
出
さ
れ
て
い
た
マ
イ
φ
ポ
ー
タ
ル
用
タ

ϒ
レ
ッ
ト
の
༧
උ
機
を
૯
務
ল
の
ྃ
ղ
を
得
た
上
で
使
用

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ͦ
の
ޙ
、
૯
務
ল
よ
り
マ
イ

キ
ー
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
実
証
事
業
の
ݕ
証
用
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
ି
与
を
ड
け
、使
用
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

◆◆◆

࿨
Վ
ࢁ
ݝ
ന
඿
ொ

―
マ
イ
φ
ン
ό
ー
カ
ー
ド
ఏ
ࣔ
で

�
ポ
イ
ン
ト
が
商
品
券
や
Թ
ઘ
ແ
料
ν
έ
ッ
ト
に
―

দ
ຊ
　
ߒ
थ

ന
඿
ொ
総
務
՝
ɹ
ॸ
務
܎
௕

Ϛ
Π
レ
ồ
δ
α
ồ
Ϗ
ス
ͷ
ϙ
Π
ϯ
τ
͕

 

ന
඿
Թ
ઘ
Ͱ
࢖
͑
Δ

マ
イ
キ
ー
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と

地
域
活
性
化
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特 集

ポ
イ
ン
ト
ར
用
ऀ
͸
̍
ਓ

ࠓ
年
２
݄
１
೔
か
ら
こ
の
取
り
組
み
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
ス
タ
ー
ト
લ
に
は
̟
̖
̡
の
ϗ
ー
ム
ϖ
ー
ジ
上
で

プ
レ
ス
Ϧ
Ϧ
ー
ス
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
期
間
と
し

て
は
５
݄
úø
೔
ま
で
の
実
証
事
業
で
し
た
。

当
初
の
ܭ
ը
で
は
、「
ど
こ
か
に
マ
イ
ル
」
で
ന
඿
ொ

に
い
ら
ỳ
し
Ỵ
る
お
٬
様
が
１
೔
に
２
ਓ
、
期
間
中
の
೔

਺
１
２
０
೔
、
マ
イ
φ
ン
ό
ー
カ
ー
ド
の
全
国
ฏ
ۉ
の
อ

༗
཰
が
̓
ˋ
で
ͦ
こ
か
ら
得
ら
れ
る
利
用
ऀ
਺
が
øþ
ਓ
だ

ỳ
た
の
で
、
গ
な
く
と
も
ø÷
ਓ
は
利
用
さ
れ
る
と
考
え
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、結
Ռ
と
し
て
、「
ど
こ
か
に
マ
イ
ル
」

で
ന
඿
ொ
に
お
ӽ
し
い
た
だ
い
た
お
٬
様
１
０
０
ਓ
΄
ど

に
対
し
て
、
ポ
イ
ン
ト
の
取
得
及
び
利
用
ऀ
は
１
ਓ
で
し

た
。༧
૝
を
は
る
か
に
Լ
ճ
る
結
Ռ
に
ዼ
વ
と
す
る
一
ํ
、

こ
れ
が
マ
イ
φ
ン
ό
ー
カ
ー
ド
や
マ
イ
キ
ー
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
を
と
り
ま
く
現
ঢ়
だ
と
ࢥ
い
ま
し
た
。

ポ
イ
ン
ト
利
用
さ
れ
た
お
٬
様
Ҏ
֎
に
も
う
お
ͻ
と
り

◆◆◆

Ҋ
内
ॴ
に
お
ӽ
し
い
た
だ
い
た
お
٬
様
が
い
ま
し
た
。
ͦ

の
ํ
は
「
ど
こ
か
に
マ
イ
ル
」
で
ന
඿
ொ
に
来
ら
れ
た
よ

う
で
す
が
、
Ҋ
内
ॴ
へ
お
࣋
ち
い
た
だ
い
た
マ
イ
φ
ン
ό

ー
カ
ー
ド
が
ࢴ
に
コ
ϐ
ー
し
た
も
の
で
あ
ỳ
た
た
Ί
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
ỳ
た
ಡ
み
取
り
に
よ
る
、
マ
イ
キ
ー

̞
̙
や
ന
඿
ொ
Ԡ
ԉ
ポ
イ
ン
ト
の
֬
ೝ
が
出
来
ま
せ
ん
で

し
た
。
͝
本
ਓ
に
֬
ೝ
す
る
と
マ
イ
キ
ー
̞
̙
の
ొ
࿥
も

ポ
イ
ン
ト
の
取
得
も
し
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
し
た
。「
̟

̖
̡
の
ઐ
用
サ
イ
ト
に
は
、
マ
イ
φ
ン
ό
ー
カ
ー
ド
を
ఏ

ࣔ
す
れ
ば
商
品
券
と
ަ
換
し
て
も
ら
え
る
」
と
ॻ
い
て
い

た
と
ओ
ு
さ
れ
ま
し
た
が
、
ポ
イ
ン
ト
の
֬
ೝ
が
出
来
な

い
ঢ়
ଶ
で
し
た
の
で
、
ͦ
の
ࢫ
આ
໌
し
、
お
ؼ
り
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
έ
ー
ス
は
全
く
の
૝
定
֎

で
し
た
が
、
ࠓ
考
え
る
と
、
せ
ỳ
か
く
お
ӽ
し
い
た
だ
い

た
お
٬
様
で
し
た
の
で
、
も
う
গ
し
ॊ
ೈ
な
対
Ԡ
が
出
来

た
の
で
は
と
ࢥ
い
ま
す
。
結
Ռ
と
し
て
、
お
ӽ
し
い
た
だ

い
た
お
٬
様
に
対
し
て
、
行
政
と
し
て
の
対
Ԡ
や
マ
イ
φ

ン
ό
ー
カ
ー
ド
及
び
マ
イ
キ
ー
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
対

す
る
不
৴
ײ
を
๊
か
せ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ೝ
஌
౓
な
Ͳ
༷
ʑ
な
՝
୊
͕
ු
͖
ூ
Γ
ʹ

ࠓ
ճ
の
取
り
組
み
で
、
様
々
な
՝
୊
が
ු
き
ூ
り
に
な

り
ま
し
た
。
マ
イ
φ
ン
ό
ー
カ
ー
ド
の
อ
༗
཰
、
マ
イ
キ

ー
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
や
マ
イ
キ
ー
̞
̙
の
ೝ
஌
度
、
取

り
組
み
の
प
஌
ํ
๏
や
૝
定
֎
の
έ
ー
ス
へ
の
対
Ԡ
。
事

例
も
গ
な
く
ϊ
ウ
ϋ
ウ
の
஝
ੵ
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
実
証

事
業
が
全
国
的
に
޿
が
り
、取
り
組
み
が
ਐ
ん
で
い
け
ば
、

গ
し
ず
ͭ
ղ
消
さ
れ
て
い
く
と
ࢥ
い
ま
す
。

当
ொ
し
て
は
、
य़
ٳ
み
、
̜
Ｗ
を
ؚ
Ή
と
は
言
え
、
ؓ

ࢄ
期
で
あ
る
こ
の
時
期
に
通
常
の
お
٬
様
Ҏ
֎
に
１
０
０

ਓ
の
お
٬
様
に
お
ӽ
し
い
た
だ
け
た
と
い
う
こ
と
は
、
空

ߓ
の
利
用
ଅ
ਐ
や
๚
໰
٬
の
૿
Ճ
と
い
う
໘
で
े
分
੒
Ռ

が
あ
ỳ
た
と
ײ
͡
て
お
り
、
こ
の
ࢽ
໘
を
お
आ
り
し
て
、

͝
協
力
い
た
だ
い
た
࿨
Վ
ࢁ
ݝ
、
ന
඿
؍
ޫ
協
ձ
、
ͦ
し

て
、
こ
の
取
り
組
み
を
ఏ
Ҋ
し
て
い
た
だ
い
た
̟
̖
̡
ͦ

れ
ͧ
れ
の
関
܎
ऀ
の
օ
様
に
৺
か
ら
ײ
ँ
ਃ
し
上
げ
ま

す
。 ◆◆◆

૯຿লΑΓି͠ग़͞ΕͨϚΠΩʔϓϥοτϑΥʔϜ࣮ূ
ͷεϚʔτϑΥϯ༺ূݕۀࣄ

ന඿ொ಺ͷϗςϧɺҿ৯ళɺࢪޫ؍ઃͳͲͰར༻Ͱ͖Δ
ϙΠϯτҾ݊׵

ന඿ொͷޫ؍৘ใ΍άϧϝ৘ใΛ঺հ͍ͯ͠Δ +"- ઐ༻
αΠτ
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特 集
ߴ
দ
ࢢ
ポ
イ
ン
ト
の
஀
ੜ

ฏ
੒
ú÷
年
４
݄
ùù
೔
、「
ߴ
দ
ࢢ
ポ
イ
ン
ト
」
の
運
用

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
ߴ
দ
ࢢ
ポ
イ
ン
ト
は
૯
務
ল
が

「
マ
イ
キ
ー
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
ߏ
૝
」
に
基
ͮ
い
て
ߏ

ங
し
た
৘
ใ
基
൫
を
活
用
し
て
、
ߴ
দ
ࢢ
が
運
用
す
る
自

治
体
ポ
イ
ン
ト
で
あ
り
、
߳
઒
ݝ
内
で
自
治
体
ポ
イ
ン
ト

の
設
定
を
行
ỳ
た
の
は
ߴ
দ
ࢢ
が
初
Ί
て
で
す
。
こ
の
取

り
組
み
は
、
૯
務
ল
の
ਪ
ਐ
す
る
マ
イ
φ
ン
ό
ー
カ
ー
ド

を
活
用
し
て
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
な
ど
の
ポ
イ
ン
ト
や
マ

イ
レ
ー
ジ
を
地
域
経
済
Ԡ
ԉ
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
自
治
体
ポ

イ
ン
ト
に
合
算
し
、
地
域
の
消
費
拡
大
に
ͭ
な
げ
る
こ
と

を
໨
的
と
し
た
プ
ϩ
ジ
ỻ
ク
ト
の
実
証
実
ݧ
と
し
て
行
ỳ

て
お
り
、
運
用
開
࢝
当
೔
に
は
、
Ԟ
໺
৴
྄
૯
務
෭
大
ਉ
、

地
元
બ
出
の
ฏ
Ҫ
୎
໵
ऺ
ٞ
Ӄ
ٞ
һ
を
来
ෂ
に
お
ܴ
え

し
、
ߴ
দ
ؙ
ُ
ொ
商
店
֗
に
お
い
て
、
ه
೦
ࣜ
య
を
開
࠵

し
ま
し
た
。

Ҏ
Լ
、
ߴ
দ
ࢢ
ポ
イ
ン
ト
が
地
域
の
中
で
ど
の
よ
う
に

利
用
で
き
る
の
か
を
঺
հ
い
た
し
ま
す
。

◆◆◆

঎
ళ
֗
と
の
࿈
ܞ

ߴ
দ
ࢢ
ポ
イ
ン
ト
の
利
用
ઌ
の
一
ͭ
と
し
て
、
ࢢ
中
৺

部
に
Ґ
ஔ
す
る
ߴ
দ
ؙ
ُ
ொ
商
店
֗
で
利
用
で
き
る
地
域

通
貨
「
̠
̖
̢
̚
券
」
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
ؙ
ُ
ொ
商
店
֗
振
ڵ
組
合
が
Ҏ
લ
か
ら
発
行

し
て
い
た
地
域
通
貨
で
、
ಉ
商
店
֗
の
΄
と
ん
ど
の
お
店

で
使
用
可
能
で
す
。
ポ
イ
ン
ト
の
ަ
換
は
、
ಉ
振
ڵ
組
合

が
商
店
֗
内
に
１
カ
ॴ
設
ஔ
し
て
い
る
カ
ウ
ン
タ
ー
で
行

う
た
Ί
、
各
商
店
で
の
ਓ
的
・
経
済
的
ෛ
୲
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ߴ
দ
ࢢ
ポ
イ
ン
ト
５
０
０
ポ
イ
ン
ト
͝
と
に
５
０
０

̠
̖
̢
̚
に
ަ
換
で
き
、
５
０
０
円
分
の
金
券
と
し
て
使

え
ま
す
。

ߴ
দ
ؙ
ُ
ொ
商
店
֗
は
、「
ं
に
ґ
ଘ
し
な
い
า
い
て

事
଍
る
֗
」
を
コ
ン
η
プ
ト
に
࠶
開
発
を
行
い
、
商
店
֗

の
に
͗
わ
い
を
෮
活
さ
せ
る
こ
と
に
੒
ޭ
し
ま
し
た
。
一

時
は
シ
ャ
ッ
タ
ー
が
Լ
り
た
店
が
໨
ཱ
ち
、
ਓ
通
り
も
গ

な
く
な
ỳ
て
い
ま
し
た
が
、
ࠓ
で
は
ฏ
೔
、
ٳ
೔
を
໰
わ

ず
、
ങ
い
෺
٬
や
؍
ޫ
٬
の
࢟
で
に
͗
わ
ỳ
て
い
ま
す
。

◆◆◆

商
店
֗
内
で
ҥ
・
食
・
ॅ
の
全
て
が
ま
か
な
え
、
ੜ
活
し

や
す
い
設
ܭ
と
な
ỳ
て
い
る
た
Ί
、
地
域
通
貨
の
利
用
用

్
も
幅
޿
く
֬
อ
さ
れ
て
い
ま
す
。
༨
ỳ
た
ポ
イ
ン
ト
や

マ
イ
レ
ー
ジ
を
、
ߴ
দ
ࢢ
ポ
イ
ン
ト
を
経
༝
し
て
ී
段
の

ੜ
活
に
ີ
ண
し
た
商
店
֗
で
の
消
費
に
利
用
で
き
ま
す
の

で
、
と
て
も
ޮ
཰
的
か
ͭ
ศ
利
な
使
い
ํ
が
で
き
ま
す
。

地
域
ポ
イ
ン
ト
と
の
࿈
ܞ

ߴ
দ
ࢢ
ポ
イ
ン
ト
の
も
う
一
ͭ
の
利
用
ઌ
と
し
て
、
地

域
ポ
イ
ン
ト
「
̢
̚
̜
̪
̧
̞
̣
マ
イ
ル
」（
Ҏ
Լ
「
Ί

͙
り
ん
マ
イ
ル
」）
が
あ
り
ま
す
。

「
Ί
͙
り
ん
マ
イ
ル
」
は
、
Ί
͙
り
ん
事
務
ہ
（
サ
イ

テ
ッ
ク
ア
イ
ג
ࣜ
ձ
ࣾ
）
が
運
Ӧ
す
る
̞
̘
カ
ー
ド
に
よ

る
地
域
ポ
イ
ン
ト
で
、
ྲྀ
通
ܥ
カ
ー
ド
、
ަ
通
ܥ
カ
ー
ド
、

ߴ
দ
ࢢ
৬
һ
証
な
ど
、
様
々
な
種
ྨ
の
カ
ー
ド
に
ஷ
Ί
る

こ
と
が
で
き
、
ࢢ
内
の
商
店
な
ど
を
中
৺
と
し
た
５
０
０

店
舗
Ҏ
上
の
Ճ
ໍ
店
で
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ط

に
多
く
の
ࢢ
ຽ
が
地
域
に
ࠜ
͟
し
た
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
Ί

͙
り
ん
マ
イ
ル
を
利
用
し
て
い
ま
す
の
で
、
ߴ
দ
ࢢ
ポ
イ

ン
ト
か
ら
の
ަ
換
が
可
能
に
な
り
、
さ
ら
に
利
ศ
性
が
޲

上
し
ま
す
。
ߴ
দ
ࢢ
ポ
イ
ン
ト
１
ポ
イ
ン
ト
୯
Ґ
で
、
１

Ί
͙
り
ん
マ
イ
ル
に
ަ
換
で
き
、
１
Ί
͙
り
ん
マ
イ
ル
あ

た
り
１
円
と
し
て
使
え
ま
す
。

ߴ
দ
ࢢ
ポ
イ
ン
ト
か
ら
Ί
͙
り
ん
マ
イ
ル
へ
の
ަ
換

は
、
初
ճ
は
ࢢ
内
の
Ί
͙
り
ん
事
務
ہ
に
お
い
て
、
対
໘

に
よ
る
マ
イ
キ
ー
̞
̙
と
Ί
͙
り
ん
̞
̙
と
の
࿈
ܞ
が
ඞ

要
で
す
が
、
２
ճ
໨
か
ら
は
ࢢ
໾
ॴ
１
֊
に
設
ஔ
し
て
い

る
キ
Φ
ス
ク
୺
຤
（
ແ
ਓ
）
で
ަ
換
で
き
ま
す
。
࿈
ܞ
済

の
Ί
͙
り
ん
カ
ー
ド
を
୺
຤
に
か
͟
す
だ
け
で
、
ߴ
দ
ࢢ

ポ
イ
ン
ト
か
ら
の
ަ
換
が
で
き
ま
す
の
で
、
非
常
に
手
軽

◆◆◆

߳
઒
ݝ
ߴ
দ
ࢢ

―
商
店
֗
の
地
域
通
貨
や
地
域
ポ
イ
ン
ト
と
࿈
ܞ
―

Ԭ
ా
　
ޫ
ੜ

ߴ
দ
ࢢ
ߦ
੓
վ
ֵ
ਪ
ਐ
ࣨ
ɹ
ओ
ࠪ

ủ
ߴ
দ
ࢢ
ϙ
Π
ϯ
τ
Ứ
࢝
Ί
·
͠
ͨ

マ
イ
キ
ー
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と

地
域
活
性
化
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に
利
用
で
き
ま
す
。
こ
の
୺
຤
は
フ
ỻ
Ϧ
カ
ポ
έ
ッ
ト
マ

ー
έ
テ
ィ
ン
ά
ג
ࣜ
ձ
ࣾ
の
ޚ
協
力
で
設
ஔ
し
て
お
り
、

ແ
ਓ
୺
຤
で
の
ポ
イ
ン
ト
ަ
換
は
全
国
初
の
ࢼ
み
で
す
。

࢖
͍
΍
͢
さ
͕
今
後
の
՝
୊

ߴ
দ
ࢢ
ポ
イ
ン
ト
の
運
用
が
開
࢝
さ
れ
て
か
ら
̏
カ
݄

΄
ど
が
経
ա
し
ま
し
た
が
、
利
用
ऀ
は
ま
だ
ま
だ
গ
な
い

の
が
現
ঢ়
で
す
。
ߴ
দ
ࢢ
ポ
イ
ン
ト
を
よ
り
多
く
の
ํ
々

に
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
Ί
に
は
、
マ
イ
φ
ン
ό
ー
カ
ー

ド
の
ී
及
཰
（
ߴ
দ
ࢢ
⽅
５
݄
຤
現
在
ø÷
・
̓
ˋ
）
を
޲

上
さ
せ
る
こ
と
が
ඞ
要
で
す
が
、
ಉ
時
に
、「
ߴ
দ
ࢢ
ポ

イ
ン
ト
を
利
用
す
る
た
Ί
に
マ
イ
φ
ン
ό
ー
カ
ー
ド
を
取

得
し
た
い
」
と
ࢥ
ỳ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
ັ
力
的
で
使

い
や
す
い
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
こ
と
が
ඞ
要
で
す
。

ま
ず
、
協
力
企
業
な
ど
の
ポ
イ
ン
ト
か
ら
ཹ
อ
ポ
イ
ン

ト
へ
の
ަ
換
の
ࡍ
に
は
、
各
企
業
で
定
Ί
る
ަ
換
ル
ー
ル

に
ै
ỳ
て
ަ
換
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
૬
当
਺
の
ポ

◆◆◆

イ
ン
ト
が
た
ま
ỳ
て
い
な
い
と
ަ
換
で
き
な
い
৔
合
や
、

ަ
換
の
ࡍ
に
手
਺
料
分
の
ポ
イ
ン
ト
が
ඞ
要
に
な
る
৔
合

が
あ
り
ま
す
。
実
ࡍ
に
、
マ
イ
キ
ー
̞
̙
を
࡞
੒
し
た
も

の
の
、
ަ
換
で
き
る
だ
け
の
ま
と
ま
ỳ
た
ポ
イ
ン
ト
が
ແ

か
ỳ
た
た
Ί
に
、
ߴ
দ
ࢢ
ポ
イ
ン
ト
へ
の
ަ
換
を
ఘ
Ί
た

と
い
う
੠
も
ࣖ
に
し
ま
す
。
ポ
イ
ン
ト
の
等
Ձ
ަ
換
や
、

ަ
換
す
る
た
Ί
の
੍
限
の
؇
࿨
が
ਐ
Ί
ば
、
利
用
ऀ
に
と

ỳ
て
使
い
や
す
い
も
の
に
な
る
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、
ߴ
দ
ࢢ
ポ
イ
ン
ト
か
ら
̠
̖
̢
̚
券
や
Ί
͙
り

ん
マ
イ
ル
へ
の
ަ
換
の
ࡍ
に
は
、
ポ
イ
ン
ト
ަ
換
の
た
Ί

だ
け
に
ઐ
用
૭
口
に
଍
を
運
Ϳ
ඞ
要
が
あ
る
た
Ί
、
ポ
イ

ン
ト
の
利
用
ऀ
に
Ճ
え
、
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
す
る
側
に
も

ෛ
୲
が
大
き
く
な
ỳ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
Ί
͙
り
ん
マ

イ
ル
へ
の
ަ
換
に
利
用
し
て
い
る
キ
Φ
ス
ク
୺
຤
で
初
ճ

の
̞
̙
࿈
ܞ
も
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
こ
の
ෛ
୲
も
গ

し
は
軽
減
さ
れ
る
こ
と
が
ݟ
ࠐ
ま
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
を
ؚ
Ί
、
実
証
実
ݧ
の
中
で
得
ら
れ
た
՝
୊
に

ͭ
い
て
は
、
੍
度
の
ී
及
ଅ
ਐ
に
ͭ
な
げ
る
た
Ί
、
ҙ
ݟ

と
し
て
ద
ٓ
、
૯
務
ল
に
ใ
ࠂ
を
行
い
、
࿈
ܞ
し
な
が
ら

ࠓ
ޙ
の
運
用
の
վ
ળ
に
໾
ཱ
て
て
い
き
た
い
と
ࢥ
い
ま
す
。

ߴ
দ
ࢢ
ポ
イ
ン
ト
の
ক
དྷ

લ
ड़
の
՝
୊
を
ク
Ϧ
ア
し
、
利
用
ऀ
に
と
ỳ
て
ศ
利
さ

や
お
得
さ
が
実
ײ
で
き
る
੍
度
に
な
ỳ
て
く
れ
ば
、
利
用

ऀ
਺
も
૿
Ճ
し
、マ
イ
φ
ン
ό
ー
カ
ー
ド
の
ී
及
཰
޲
上
、

さ
ら
に
は
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
ܨ
が
ỳ
て
い
く
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ͦ
の
た
Ί
に
は
、
自
治
体
ポ
イ
ン
ト
を
「
実
証

実
ݧ
」
に
ऴ
わ
ら
せ
ず
、
多
く
の
自
治
体
が
自
治
体
ポ
イ

ン
ト
の
運
用
を
開
࢝
し
、
全
国
的
に
「
マ
イ
φ
ン
ό
ー
カ
ー

ド
を
利
用
す
る
こ
と
」「
自
治
体
ポ
イ
ン
ト
を
利
用
す
る
こ

と
」
が
当
た
り
લ
の
ࣾ
ձ
に
な
ỳ
て
い
る
ඞ
要
が
あ
る
と

ࢥ
ỳ
て
い
ま
す
。ߴ
দ
ࢢ
ポ
イ
ン
ト
の
ਪ
ਐ
に
あ
た
り
、様
々

な
৘
ใ
発
৴
を
行
ỳ
て
い
く
中
で
、
自
治
体
ポ
イ
ン
ト
全

体
の
活
性
化
に
も
ܨ
げ
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆◆◆

ʮ.&(63*/ ϚΠϧʯަ׵༻୺຤

Πϕϯτ͕։͞࠵Εɺങ͍෺٬΍٬ޫ؍Ͱʹ͗Θ͏঎ళ֗
ʢυʔϜ޿৔ʣ

஍Ҭ௨՟ʮ,".&݊ʯ

23 2018・8月号 地域づくり 特集編 2018・8月号地域づくり 特集編 22



特 集
फ
૾
ࢢ
は
、
ฏ
੒
ú÷
年
５
݄
øü
೔
、
マ
イ
キ
ー
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
を
利
用
し
た
自
治
体
ポ
イ
ン
ト
活
用
事
業
を

開
࢝
し
ま
し
た
。

ݸ
ਓ
が
ॴ
༗
す
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
ポ
イ
ン
ト
や

航
空
ձ
ࣾ
の
マ
イ
レ
ー
ジ
を
地
域
経
済
Ԡ
ԉ
ポ
イ
ン
ト
と

し
て
自
治
体
ポ
イ
ン
ト
に
振
り
替
え
、
ͦ
れ
を
通
৴
ൢ
売

サ
イ
ト
「
Ί
い
Ϳ
ͭ
ν
ἀ
イ
ス
」
に
よ
る
地
元
࢈
品
の
ൢ

売
や
、「
η
キ
ュ
Ϧ
テ
」
に
よ
る
地
元
事
業
ऀ
の
フ
Ỹ
ン

ド
へ
の
౤
資
に
使
ỳ
て
い
た
だ
く
、
と
い
う
も
の
で
す
。

औ
Γ
૊
Έ
の
ܦ
Ң

ฏ
੒
ùÿ
年
ø÷
݄
、
ி
内
に
「
マ
イ
φ
ン
ό
ー
カ
ー
ド
を

活
用
し
た
地
域
経
済
好
循
環
拡
大
ݕ
౼
ҕ
һ
ձ
」
を
設
ஔ

し
、
地
域
活
性
化
策
に
ͭ
い
て
ݕ
౼
を
開
࢝
し
ま
し
た
。

ݕ
౼
し
て
い
く
中
で
、
活
用
ํ
๏
と
し
て
は
様
々
な
可

能
性
は
あ
る
も
の
の
、
ݕ
౼
す
΂
き
事
߲
も
多
く
、
ま
ず

は
؆
୯
に
で
き
る
も
の
、
す
͙
に
ス
タ
ー
ト
で
き
る
も
の

◆◆◆

か
ら
取
り
ֻ
か
ỳ
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
ͦ
れ
が
、

自
治
体
ポ
イ
ン
ト
を
使
ỳ
た
事
業
で
す
。

ま
ず
、
ポ
イ
ン
ト
を
ஷ
Ί
る
ํ
๏
と
し
て
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
自
治
体
ポ
イ
ン
ト
に
振
り

替
え
る
、
地
域
経
済
Ԡ
ԉ
ポ
イ
ン
ト
の
活
用
を
બ
び
ま
し

た
。地

域
経
済
Ԡ
ԉ
ポ
イ
ン
ト
に
ͭ
い
て
は
、
ຖ
年
、
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
な
ど
の
ポ
イ
ン
ト
４
０
０
０
億
円
૬
当
の

う
ち
約
̏
Ỗ
４
ׂ
が
使
わ
れ
て
い
な
い
と
い
う
࿩
も
あ
ỳ

た
た
Ί
、
こ
れ
ら
の
ポ
イ
ン
ト
を
फ
૾
ࢢ
の
自
治
体
ポ
イ

ン
ト
に
振
り
替
え
て
、
ࢢ
の
地
域
活
性
化
の
た
Ί
に
使
ỳ

て
い
た
だ
け
る
の
で
は
な
い
か
、
と
の
期
待
も
あ
り
ま
し

た
。一

ํ
、
当
ࢢ
に
は
೶
࢈
෺
や
ւ
࢈
෺
な
ど
の
資
源
が
๛

෋
に
あ
る
た
Ί
、
自
治
体
ポ
イ
ン
ト
を
使
う
ํ
๏
に
ͭ
い

て
は
、
࢈
業
振
ڵ
の
分
໺
で
の
活
用
を
考
え
ま
し
た
。
通

৴
ൢ
売
サ
イ
ト
「
Ί
い
Ϳ
ͭ
ν
ἀ
イ
ス
」
を
活
用
す
れ
ば
、

ԕ
ํ
の
ํ
に
も
、
当
ࢢ
の
෺
࢈
を
購
入
し
て
い
た
だ
け
る

と
考
え
た
も
の
で
す
。

さ
ら
に
も
う
一
ͭ
、
౤
資
型
ク
ラ
ウ
ド
フ
Ỹ
ン
デ
ィ
ン

ά
サ
イ
ト
「
η
キ
ュ
Ϧ
テ
」
を
活
用
し
て
ࢢ
内
事
業
ऀ
が

資
金
ௐ
ୡ
を
行
う
ࡍ
に
、
現
金
の
み
で
な
く
自
治
体
ポ
イ

ン
ト
を
活
用
し
て
౤
資
で
き
る
仕
組
み
を
੔
え
ま
し
た
。

ੈ
ք
Ҩ
࢈
ొ
࿥

ฏ
੒
ùĀ
年
̓
݄
、
फ
૾
ࢢ
、
福
௡
ࢢ
に
ॴ
在
す
る
̔
ͭ

の
資
࢈
か
ら
な
る
「ứ
ਆ
॓
る
ౡ
Ừ
फ
૾
・
ԭ
ϊ
ౡ
と
関

࿈
Ҩ
࢈
܈
」
が
ੈ
ք
จ
化
Ҩ
࢈
に
ొ
࿥
さ
れ
ま
し
た
。
øü

年
に
わ
た
り
、
福
Ԭ
ݝ
と
福
௡
ࢢ
、
ͦ
し
て
な
に
よ
り
地

域
ॅ
ຽ
と
共
に
続
け
て
き
た
ొ
࿥
活
ಈ
が
、
よ
う
や
く
実

を
結
ん
だ
ॠ
間
で
し
た
。

本
ࢢ
は
、
い
わ
ゆ
る
ฏ
੒
の
大
合
ซ
に
よ
る
２
度
の
合

ซ
を
経
て
、
ฏ
੒
øþ
年
̏
݄
に
現
在
の
फ
૾
ࢢ
と
な
り
ま

し
た
。
ਓ
口
約
̕
ສ
̓
０
０
０
ਓ
、
福
Ԭ
ݝ
の
๺
部
、
福

Ԭ
ࢢ
と
๺
۝
भ
ࢢ
と
い
う
２
ͭ
の
政
ྩ
指
定
౎
ࢢ
の
中
間

と
い
う
地
理
的
な
好
৚
݅
に
よ
り
྆
ࢢ
の
ϕ
ッ
ド
タ
ウ
ン

と
し
て
開
発
さ
れ
た
ྑ
好
な
ॅ
୐
ࢢ
֗
地
を
中
৺
に
、
ԑ

ล
部
に
は
༏
ྑ
೶
地
が
޿
が
り
、
ま
た
ݰ
ք
ಿ
に
໘
し
た

ࢢ
๺
部
に
は
۝
भ
༗
਺
の
ړ
֫
ߴ
を
ތ
る
৊
࡚
ړ
ߓ
が
あ

り
ま
す
。
ͦ
こ
か
ら
ਫ
༲
げ
さ
れ
る
৽
઱
な
ڕ
հ
ྨ
は
、

「
ಓ
の
Ӻ
Ή
な
か
た
」
で
も
ൢ
売
さ
れ
、
全
国
の
ಓ
の
Ӻ

で
も
༗
਺
の
売
り
上
げ
を
ތ
ỳ
て
い
ま
す
。

ੈ
ք
Ҩ
࢈
ొ
࿥
活
ಈ
の
ಈ
き
は
合
ซ
લ
の
ฏ
੒
øû
年
か

ら
࢝
ま
り
ま
し
た
。「
ԭ
ϊ
ౡ
を
ੈ
ք
Ҩ
࢈
に
」
を
キ
ャ

ッ
ν
フ
レ
ー
ζ
に
、
地
元
؍
ޫ
協
ձ
や
テ
レ
ビ
ہ
な
ど
が

ੵ
ۃ
的
に
ಈ
き
だ
し
た
こ
と
が
き
ỳ
か
け
で
し
た
。

ͦ
の
ޙ
２
度
の
合
ซ
に
よ
ỳ
て
、
ෳ
਺
の
自
治
体
に
あ

ỳ
た
̔
ͭ
の
ߏ
੒
資
࢈
の
う
ち
̓
ͭ
の
資
࢈
が
一
ͭ
の
自

◆◆◆

෱
Ԭ
ݝ
फ
૾
ࢢ

ੈ
ք
Ҩ
࢈
ొ
࿥
を
͖
ỳ
͔
͚
に

 

ࣗ
࣏
ମ
ϙ
Π
ϯ
τ
Ͱ
࢈
ۀ
ৼ
ڵ

٢
Ӭ
　
͞
ͭ
͖

फ
૾
ࢢ
ܦ
Ӧ
ا
ը
՝
ɹ
ا
ը
܎
௕

―
ポ
イ
ン
ト
を
活
用
し
て
౤
資
で
き
る
仕
組
み
も
੔
උ
―

マ
イ
キ
ー
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と

地
域
活
性
化
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治
体
に
ଘ
在
す
る
こ
と
に
な
り
、
ొ
࿥
活
ಈ
が
一
ؾ
に
活

性
化
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

活
ಈ
が
࢝
ま
ỳ
て
øü
年
、
様
々
な
取
り
組
み
や
ࢢ
ຽ
、

ݝ
ຽ
の
૝
い
が
ޙ
ԡ
し
と
な
り
、
ฏ
੒
ùĀ
年
に
ੈ
ք
จ
化

Ҩ
࢈
に
ొ
࿥
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

ੈ
ք
Ҩ
࢈
と
࢈
ۀ
ৼ
ڵ

ੈ
ք
Ҩ
࢈
へ
の
ొ
࿥
は
、
फ
૾
ࢢ
へ
޿
く
国
内
֎
か
ら

の
؍
ޫ
٬
を
ݺ
び
ࠐ
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
を
一
ա
性
の
も

の
で
ऴ
わ
ら
せ
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
地
域
࢈
業
に

と
ỳ
て
、
大
き
な
ビ
ジ
ω
ス
ν
ャ
ン
ス
と
と
ら
え
、
׭
ຽ

ڍ
げ
て
の
地
域
࢈
業
の
活
性
化
へ
の
取
り
組
み
が
ࠓ
も
続

い
て
い
ま
す
。

◆◆◆

こ
の
一
環
と
し
て
、
ࢢ
は
、
地
元
商
޻
ձ
と
金
融
機
関

と
࿈
ܞ
し
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
Ỹ
ン
デ
ィ
ン
ά
の
手
๏
を
活
用

し
て
ࢢ
内
事
業
ऀ
の
資
金
ௐ
ୡ
を
Ԡ
ԉ
す
る
「
फ
૾
Ԡ
ԉ

フ
Ỹ
ン
ド
」
の
૑
設
と
、
こ
れ
を
活
用
す
る
事
業
ऀ
の
支

ԉ
に
৐
り
出
し
ま
し
た
。

ͦ
の
फ
૾
Ԡ
ԉ
フ
Ỹ
ン
ド
ୈ
１
߸
が
、「
ւ
ઍ
ứ
た
の

し
ま
ん
Ͷ
फ
૾
Ừ
཭
ౡ
Ԡ
ԉ
フ
Ỹ
ン
ド
」
で
す
。
ੈ
ք
Ҩ

࢈
ొ
࿥
活
ಈ
や
཭
ౡ
振
ڵ
を
Ԡ
ԉ
し
て
き
た
地
元
食
品
੡

଄
ձ
ࣾ
で
あ
る
ג
ࣜ
ձ
ࣾ
ւ
ઍ
が
、
཭
ౡ
で
あ
る
大
ౡ
、

地
ౡ
で
࠾
れ
る
؁
Ն
や
ϫ
カ
メ
な
ど
の
ૉ
材
を
活
用
し
て

৽
商
品
開
発
に
取
り
組
Ή
と
い
う
も
の
で
す
。
फ
૾
Ԡ
ԉ

フ
Ỹ
ン
ド
で
は
౤
資
型
ク
ラ
ウ
ド
フ
Ỹ
ン
デ
ィ
ン
ά
サ
イ

ト
「
η
キ
ュ
Ϧ
テ
」
を
活
用
し
て
お
り
、
現
金
だ
け
で
は

な
く
、
自
治
体
ポ
イ
ン
ト
を
使
ỳ
て
౤
資
で
き
る
仕
組
み

を
੔
理
し
ま
し
た
。

Ϛ
イ
φ
ン
ό
ồ
Χ
ồ
υ
の
ී
ٴ
ଅ
ਐ
͕

Ұ
൪
の
՝
୊

自
治
体
ポ
イ
ン
ト
運
用
を
開
࢝
し
て
約
１
カ
݄
が
経
ա

し
ま
し
た
。
࢒
೦
な
が
ら
、
自
治
体
ポ
イ
ン
ト
の
活
用
事

例
は
ま
だ
あ
り
ま
せ
ん
。

લ
ड़
の
Ԡ
ԉ
フ
Ỹ
ン
ド
に
関
し
て
は
、
事
業
ऀ
の
取
り

組
み
へ
の
ࢥ
い
や
࢟
੎
に
共
ײ
す
る
౤
資
ऀ
が
多
く
、
୹

期
間
で
資
金
ௐ
ୡ
の
໨
ඪ
ֹ
を
ୡ
੒
し
た
た
Ί
、
自
治
体

ポ
イ
ン
ト
が
利
用
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
ま
ま
フ
Ỹ
ン
ド
は

ط
に
ऴ
ྃ
し
て
い
ま
す
。

ࠓ
ճ
は
、
あ
く
ま
で
ν
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
る
、
と
い
う

ス
タ
ン
ス
で
自
治
体
ポ
イ
ン
ト
活
用
事
業
に
よ
る
地
域
活

性
化
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

໰
୊
も
՝
୊
も
多
く
あ
り
ま
し

た
が
、
Կ
よ
り
マ
イ
φ
ン
ό
ー
カ

ー
ド
の
ී
及
ଅ
ਐ
が
一
൪
の
՝
୊

で
あ
る
と
強
く
ײ
͡
て
い
ま
す
。

マ
イ
φ
ン
ό
ー
カ
ー
ド
の
ී
及

の
た
Ί
、
当
ࢢ
で
は
、
޿
ใ
ࢴ
に

よ
る
̥
̧
や
カ
ー
ド
ਃ
੥
ड
付
૭

口
の
ٳ
ி
೔
開
設
等
を
行
ỳ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
ࠓ
ޙ
は
商
業
施

設
で
の
臨
時
ड
付
૭
口
開
設
な
ど

も
ܭ
ը
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
取

り
組
み
と
合
わ
せ
て
、
ੈ
ք
Ҩ
࢈

ొ
࿥
へ
の
関
৺
が
ߴ
い
う
ち
に
、

自
治
体
ポ
イ
ン
ト
活
用
事
業
に
ͭ

い
て
も
拡
ॆ
を
ਤ
ỳ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

◆◆◆

ੈքҨߏ࢈੒࢈ࢿͷҰͭʮԭ௡ٶᴴഈॴʯ

फ૾ԠԉϑΝϯυ

ʮΊ͍ͿͭνϣΠεʯ঎඼
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๺
ཬ
ࣲ
ࡾ
࿠
ポ
イ
ン
ト

２
０
１
̓
年
̕
݄
よ
り
૯
務
ল
が
ਪ
ਐ
す
る
マ
イ
φ
ン

ό
ー
カ
ー
ド
を
活
用
し
た
೔
本
全
国
共
通
の
ポ
イ
ン
ト

「
地
域
経
済
Ԡ
ԉ
ポ
イ
ン
ト
੍
度
」
の
運
用
が
ス
タ
ー
ト

し
た
。

こ
の
੍
度
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
ձ
ࣾ
や
ܞ
ଳ
ి
࿩
ձ
ࣾ
の

ポ
イ
ン
ト
、
航
空
ձ
ࣾ
の
マ
イ
ル
を
「
地
域
経
済
Ԡ
ԉ
ポ

イ
ン
ト
」
に
変
換
し
て
、
さ
ら
に
ر
๬
す
る
自
治
体
の
ポ

イ
ン
ト
に
Ҡ
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

自
治
体
ポ
イ
ン
ト
は
公
共
施
設
の
利
用
や
ω
ッ
ト
を
使

ỳ
た
Φ
ン
ラ
イ
ン
シ
ἀ
ッ
ϐ
ン
ά
で
地
域
の
ಛ
࢈
品
の
購

入
に
使
う
こ
と
が
出
来
る
も
の
で
、
マ
イ
φ
ン
ό
ー
カ
ー

ド
を
活
用
し
て
公
共
施
設
の
利
用
ऀ
カ
ー
ド
な
ど
ෳ
਺
の

カ
ー
ド
を
１
ຕ
に
ま
と
Ί
る
こ
と
で
利
ศ
性
を
ߴ
Ί
る
こ

◆◆◆

と
と
、
地
域
の
ಛ
࢈
品
の
購
入
を
ଅ
す
こ
と
で
の
消
費
拡

大
を
ૂ
い
と
し
て
お
り
、
国
が
ਐ
Ί
る
マ
イ
φ
ン
ό
ー
カ

ー
ド
の
ී
及
に
も
一
໾
ങ
ỳ
て
い
る
。

খ
国
ொ
で
は
こ
の
自
治
体
ポ
イ
ン
ト
を
「
๺
ཬ
ࣲ
ࡾ
࿠

ポ
イ
ン
ト
」
と
໏
ଧ
ち
、
ಛ
࢈
品
の
Φ
ン
ラ
イ
ン
シ
ἀ
ッ

ϐ
ン
ά
の
シ
ス
テ
ム
と
し
て
活
用
し
て
い
る
。

ڷ
౔
の
Ғ
ਓ
ỏ
๺
ཬ
ࣲ
ࡾ
࿠
ത
࢜

ࢠ
ڙ
の
ࠒ
、
఻
ه
を
ಡ
ま
れ
た
ํ
も
多
い
と
ࢥ
う
が
、

๺
ཬ
ࣲ
ࡾ
࿠
ത
࢜
は
খ
国
ொ
出
਎
で
、
೔
本
が
ੈ
ք
に
ތ

る
ҩ
ֶ
ऀ
で
あ
る
。

ܚ
ጯ
ٛ
क़
大
ֶ
の
ҩ
ֶ
部
૑
設
や
೔
本
ҩ
ࢣ
ձ
の
初
୅

ձ
௕
な
ど
を
務
Ί
た
ڷ
౔
の
Ғ
ਓ
で
あ
り
、
໊
༪
ொ
ຽ
の

一
ਓ
と
し
て
多
く
の
ਓ
か
ら
ଚ
ܟ
さ
れ
て
い
る
。

খ
国
ொ
か
ら
۽
本
ҩ
ֶ
ߍ
、
౦
ژ
ҩ
ֶ
ߍ
（
現
、
౦
ژ

◆◆◆

大
ֶ
ҩ
ֶ
部
）

へ
ਐ
み
、
ͦ
の

ޙ
、
内
務
ল
Ӵ

ੜ
ہ
に
入
ہ
。

ド
イ
π
へ
ཹ
ֶ

し
た
ࡍ
に
ප
原

ඍ
ੜ
෺
ֶ
ݚ
ڀ
の
ୈ
一
ਓ
ऀ
、
ϩ
ー
ϕ
ル
ト
・
コ
ッ
ϗ
ࢯ

に
ֶ
び
、
ͦ
の
ࡍ
、
ഁ
ই
෩
ە
の
७
ਮ
ഓ
ཆ
๏
に
੒
ޭ
。

こ
の
ݚ
ڀ
の
Ԡ
用
で
݂
ਗ਼
ྍ
๏
を
֬
ཱ
し
、
ഁ
ই
෩
の
΄

か
、
ジ
フ
テ
Ϧ
ア
・
ڰ
ݘ
ප
・
イ
ン
フ
ル
Τ
ン
β
・
੺
ཀྵ

な
ど
݂
ਗ਼
治
ྍ
๏
を
ݚ
ڀ
、
ͦ
の
ଞ
、
ϖ
ス
ト
や
結
֩
の

治
ྍ
に
取
り
組
Ή
こ
と
で
多
く
の
ਓ
໋
を
ٹ
ỳ
た
。

໌
治
úû
年
に
は
ୈ
１
ճ
の
ϊ
ー
ϕ
ル
ੜ
理
ֶ
・
ҩ
ֶ
৆

ީ
ิ
と
し
て
࠷
ऴ
ީ
ิ
ऀ
の
一
ਓ
と
な
ỳ
た
ਓ
෺
で
も
あ

り
、
఻
છ
ප
ݚ
ڀ
ॴ
設
ཱ
や
ܚ
ጯ
ٛ
क़
大
ֶ
ҩ
ֶ
部
設
ཱ

の
ࡍ
の
福
୔
་
٢
と
の
਌
ަ
の
΄
か
、
੺
ཀྵ
ە
の
治
ྍ
๏

を
֬
ཱ
し
た
ࢤ
լ
ܿ
や
ԫ
೤
ප
の
ݚ
ڀ
で
஌
ら
れ
る
໺
口

ӳ
ੈ
と
の
ࢣ
ఋ
関
܎
な
ど
多
く
の
ਓ
຺
を
࣋
ͭ
こ
と
で
も

஌
ら
れ
て
い
る
。

খ
国
ொ
の
๺
ཬ
地
۠
に
は
ത
࢜
の
ੜ
Ո
や
、
ொ
に
د
付

し
た
๺
ཬ
จ
ݿ
を
中
৺
と
し
た
๺
ཬ
ࣲ
ࡾ
࿠
ه
೦
ؗ
が
あ

り
、
ത
࢜
の
ޭ
੷
を
た
ど
る
施
設
と
し
て
多
く
の
来
৔
ऀ

を
ܴ
え
て
い
る
。

ொ
内
の
খ
中
ֶ
ੜ
は
、
ത
࢜
の
ޭ
੷
に
ͭ
い
て
の
ֶ
श

を
ॏ
Ͷ
、
ֶ
श
発
ද
ձ
な
ど
で
ത
࢜
の
൒
ੜ
を
テ
ー
マ
に

し
た
ܶ
が
上
ԋ
さ
れ
る
の
が
߃
例
と
な
ỳ
て
い
る
。

地
域
ܦ
済
Ԡ
ԉ
と
͠
ͯ
࢝
Ί
ら
Ε
ͨ 

ポ
イ
ン
ト
੍
౓

ͦ
ん
な
๺
ཬ
ࣲ
ࡾ
࿠
ത
࢜
の
໊
を
ף
し
た
খ
国
ொ
の
自

治
体
ポ
イ
ン
ト
「
๺
ཬ
ࣲ
ࡾ
࿠
ポ
イ
ン
ト
」
が
、
ಛ
࢈
品

◆◆◆

۽
ຊ
ݝ
খ
ࠃ
ொ

―
ಛ
࢈
品
の
Φ
ン
ラ
イ
ン
シ
ἀ
ッ
ϐ
ン
ά
の

�

シ
ス
テ
ム
と
し
て
活
用
―

ా
ᬑ
　
ࠃ
ত

খ
ࠃ
ொ
੓
ࡦ
՝
·
ͪ
ͮ
͘
Γ
܎
௕

地
ݩ
ͷ
Ғ
ਓ
Ͱ
地
ݩ
を
ڵ
͢

 

ủ
๺
ཬ
ࣲ
ࡾ
࿠
ϙ
Π
ϯ
τ
Ứ

๺ཬࣲࡾ࿠঻૾ը

マ
イ
キ
ー
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と

地
域
活
性
化
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の
売
り
ࠐ
み
に
一
໾
ങ
ỳ
て
い
る
。

খ
国
ொ
の
ಛ
࢈
品
と
し
て
、
ಛ
に
ੜ
ҭ
が
ྑ
く
、
Ճ
޻

し
や
す
い
こ
と
で
஌
ら
れ
る
খ
国
ਿ
を
使
ỳ
た
໦
޻
੡
品

や
、
ೕ
ࢷ
๱
分
が
多
く
ߴ
品
࣭
な
ڇ
ೕ
と
し
て
஌
ら
れ
る

ジ
ャ
ー
ジ
ー
ڇ
ೕ
関
࿈
の
ೕ
੡
品
を
強
く
ਪ
し
て
い
る
。

ͦ
の
ଞ
、
ਓ
ؾ
の
ߴ
い
Ѩ
ો
の
あ
か
ڇ
の
ڇ
೑
、
ϔ
ル

シ
ー
な
ಲ
೑
、
ொ
内
の
଄
り
ञ
԰
の
೔
本
ञ
な
ど
を
ଗ
え

て
、
売
り
ࠐ
み
を
行
ỳ
て
い
る
。

元
々
は
;
る
さ
と
納
税
の
ฦ
ྱ
品
と
し
て
ラ
イ
ン
ア
ッ

プ
し
て
い
た
ಛ
࢈
品
の
中
か
ら
、
৽
ن
に
自
治
体
ポ
イ
ン

ト
を
活
用
し
た
Φ
ン
ラ
イ
ン
シ
ἀ
ッ
ϐ
ン
ά
に
対
Ԡ
出
来

る
事
業
ऀ
を
ื
り
、
੍
度
や
手
続
き
の
આ
໌
を
行
ỳ
て
ス

タ
ー
ト
し
た
。

੍
度
の
ス
タ
ー
ト
に
は
、
管
׋
す
る
૯
務
ল
の
ฒ
々
な

ら
͵
೤
ҙ
を
ײ
͡
、
全
国
的
に
ス
タ
ー
ト
を
੾
る
ࡢ
年
̕

݄
ùü
೔
に
খ
国
ொ
も
間
に
合
わ
せ
る
΂
く
४
උ
を
ٸ
い
で

行
ỳ
た
。

;
る
さ
と
納
税
の
ฦ
ྱ
品
事
業
ऀ
に
対
し
て
の
આ
໌
ձ

の
中
で
、
こ
の
地
域
経
済
Ԡ
ԉ
ポ
イ
ン
ト
、
自
治
体
ポ
イ

ン
ト
に
ͭ
い
て
આ
໌
し
、
৽
た
な
ビ
ジ
ω
ス
ν
ャ
ン
ス
と

し
て
と
ら
え
て
௖
く
こ
と
を
お
ئ
い
し
た
。

Φ
ン
ラ
イ
ン
シ
ἀ
ッ
プ
に
ͭ
い
て
は
、
;
る
さ
と
納
税

の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
「
;
る
さ
と
ν
ἀ
イ
ス
」
を
運
Ӧ
す

る
ト
ラ
ス
ト
ό
ン
ク
が
৽
た
に
通
ൢ
サ
イ
ト
と
し
て
「
Ί

い
Ϳ
ͭ
ν
ἀ
イ
ス
」
を
Φ
ー
プ
ン
さ
せ
て
い
る
。

ਓ
口
̓
ઍ
ਓ
の
೶
ࢁ
ଜ
で
あ
る
খ
国
ொ
で
、
৽
た
な
ビ

ジ
ω
ス
ν
ャ
ン
ス
は
গ
な
く
、
ಛ
࢈
品
な
ど
の
ੜ
࢈
に
は

自
৴
が
あ
ỳ
て
も
売
る
こ
と
に
関
し
て
は
ۤ
࿑
が
多
く
、

ൢ
࿏
を
開
୓
す
る
こ
と
や
৘
ใ
発
৴
が
ۤ
手
な
た
Ί
、
ੜ

࢈
ҙ
ཉ
ま
で
ଛ
な
い
か
Ͷ
な
い
ঢ়
گ
に
あ
る
。

「
地
域
経
済
Ԡ
ԉ
」
と
し
て
࢝
Ί
ら
れ
た
こ
の
ポ
イ
ン

ト
੍
度
が
、
۝
भ
の
ࢁ
間
に
あ
る
೶
ࢁ
ଜ
の
経
済
を
Ԡ
ԉ

す
る
こ
と
に
な
り
、
খ
ن
໛
な
事
業
ॴ
で
も
Φ
ン
ラ
イ
ン

シ
ἀ
ッ
ϐ
ン
ά
で
の
ൢ
売
に
ҙ
ཉ
を
࣋
ỳ
て
も
ら
え
る
こ

と
に
期
待
し
た
い
。

ொ
と
し
て
も
こ
の

੍
度
の
प
஌
と
活
用

ଅ
ਐ
に
౒
Ί
、
ொ
の

ϗ
ー
ム
ϖ
ー
ジ
な
ど

で
の
̥
̧
や
、
૯
務

ল
で
の
̥
̧
イ
ϕ
ン

ト
へ
の
参
Ճ
な
ど
も

行
ỳ
て
い
る
が
、
ࠓ

ޙ
は
ポ
イ
ン
ト
໊
に

も
な
ỳ
て
い
る
๺
ཬ
ࣲ
ࡾ
࿠
ത
࢜
に
ち
な
ん
だ
৔
ॴ
で
の

प
஌
活
ಈ
を
行
ỳ
て
行
き
た
い
。

ී
ٴ
の
Χ
Ϊ
͸

ủ
͓
ಘ
ײ
Ứ
と
ủ
෼
͔
Γ
΍
͢
さ
Ứ

๺
ཬ
ࣲ
ࡾ
࿠
ത
࢜
が
設
ཱ
し
た
๺
ཬ
ݚ
ڀ
ॴ
、
ޙ
の
๺

ཬ
大
ֶ
は
೔
本
༗
਺
の
ҩ
ྍ
ܥ
大
ֶ
と
し
て
ߴ
い
ධ
Ձ
を

得
る
ଘ
在
で
、
多
く
の
ҩ
ྍ
ै
事
ऀ
を
ҭ
て
て
い
る
。

「
ӳ
஌
と
実
ફ
」
を
ݐ
ֶ
の
ਫ਼
ਆ
と
す
る
こ
の
৔
ॴ
で

の
޿
ใ
活
ಈ
を
通
͡
て
๺
ཬ
ݚ
ڀ
ॴ
、
๺
ཬ
大
ֶ
と
ֶ
૆

の
ੜ
஀
の
地
で
あ
る
খ
国
ொ
を
ͭ
な
げ
る
こ
と
が
出
来
れ

ば
と
考
え
て
い
る
。

ͦ
の
ઌ
に
は
ڷ
౔
の
Ғ
ਓ
で
あ
る
ത
࢜
の
ޭ
੷
を
多
く

の
ਓ
に
஌
ỳ
て
も
ら
い
た
い
と
ࢥ
う
ؾ
࣋
ち
が
あ
り
、
ҩ

ֶ
を
ࢤ
す
ਓ
・
ҩ
ྍ
に
ܞ
わ
る
ਓ
た
ち
に
ത
࢜
の
ਫ਼
ਆ
を

ֶ
Ϳ
機
ձ
に
な
れ
ば
と
も
考
え
て
い
る
。

さ
ら
に
ࠓ
ޙ
の
自
治
体
ポ
イ
ン
ト
の
活
用
に
ͭ
い
て
ொ

内
に
も
໨
を
޲
け
、
ொ
内
で
行
わ
れ
る
հ
ޢ
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
ಈ
、
ͦ
の
ଞ
、
ொ
内
の
地
域
コ
ミ
ュ
χ
テ
ィ
活
ಈ

と
し
て
行
わ
れ
る
行
事
へ
の
参
Ճ
に
対
し
て
も
ポ
イ
ン
ト

を
付
与
し
て
い
け
る
よ
う
に
し
て
こ
の
ポ
イ
ン
ト
の
ී
及

を
໨
指
し
た
い
。

ͦ
の
た
Ί
に
、
多
く
の
企
業
が
発
行
す
る
ポ
イ
ン
ト
、

マ
イ
ル
な
ど
を
こ
の
地
域
経
済
Ԡ
ԉ
ポ
イ
ン
ト
に
変
換
で

き
る
よ
う
に
し
て
、
ؾ
軽
に
活
用
が
可
能
な
よ
う
に
シ
ス

テ
ム
の
ී
及
を
ਐ
Ί
て
௖
き
た
い
。

さ
ら
に
マ
イ
キ
ー
̞
̙
の
設
定
や
อ
༗
す
る
ポ
イ
ン
ト

の
ަ
換
を
؆
ૉ
化
す
る
こ
と
で
ؾ
軽
に
取
り
組
Ή
こ
と
が

出
来
れ
ば
と
ࢥ
う
。

ࠓ
ޙ
の
ී
及
の
カ
Ϊ
は
「
お
得
ײ
」
と
「
分
か
り
や
す

さ
」
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

◆◆◆

Ί͍ͿͭνϣΠε

ʮ๺ཬࣲࡾ࿠ϙΠϯτʯͰചΓࠐΉ
খࠃொͷಛ࢈඼ɺδϟʔδʔϓϦϯ
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౎
৓
ࢢ
ʹ
ͭ
͍
ͯ

౎
৓
ࢢ
は
、
ٶ
࡚
ݝ
の
ݝ
੢
部
、
ࣛ
ࣇ
ౡ
ݝ
と
の
ݝ
ڥ

に
Ґ
ஔ
す
る
ਓ
口
が
約
øý
ສ
５
ઍ
ਓ
、
໘
ੵ
６
５
̏
ฏ
ํ

ἅ
の
౎
ࢢ
で
す
。

౎
৓
ࢢ
は
、
ڇ
・
ಲ
・
ܲ
を
合
ܭ
し
た
ࢢ
ொ
ଜ
ผ
ੜ
࢈

ߴ
が
全
国
１
Ґ
で
あ
り
、
ま
た
、
ম
ய
の
売
上
ߴ
೔
本
一

の
ໄ
ౡ
ञ
଄
が
あ
る
こ
と
か
ら
、２
年
࿈
続
で
د
付
݅
਺
、

金
ֹ
と
も
に
೔
本
一
と
な
ỳ
た
;
る
さ
と
納
税
等
を
通

͡
、「
೑
と
ম
ய
の
;
る
さ
と
」
と
し
て
、
ࢢ
の
対
֎
的

̥
̧
に
ੵ
ۃ
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

マ
イ
φ
ン
ό
ー
カ
ー
ド
の
ී
及
ଅ
ਐ
に
ੵ
ۃ
的
に
取
り

組
Ή
と
の
ࢢ
௕
ํ
਑
の
も
と
、
全
国
で
初
Ί
て
、
タ
ϒ
レ

ッ
ト
̥
̘
を
活
用
し
た
カ
ー
ド
の
Φ
ン
ラ
イ
ン
ਃ
੥
ิ
ॿ

を
実
施
し
た
΄
か
、
マ
イ
φ
ン
ό
ー
カ
ー
ド
に
よ
る
ೝ
証

に
よ
り
、
฼
ࢠ
健
康
手
ா
の
内
容
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等

で
Ӿ
ཡ
で
き
る
฼
ࢠ
健
康
৘
ใ
サ
ー
ビ
ス
を
࠾
用
す
る
等

◆◆◆

の
取
り
組
み
を
ਐ
Ί
て
い
ま
す
。

ủ
Ί
͍
Ϳ
ͭ
ν
ἀ
イ
ス
Ứ
の
૑
ઃ

ฏ
੒
ùĀ
年
̕
݄
か
ら
、
૯
務
ল
が
実
証
実
ݧ
を
開
࢝
し

た
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
等
の
ポ
イ
ン
ト
を
、
地
域
の
商

店
や
؍
ޫ
地
等
で
使
え
る
よ
う
に
す
る
地
域
経
済
Ԡ
ԉ
ポ

イ
ン
ト
に
ͭ
い
て
も
、「
マ
イ
φ
ン
ό
ー
カ
ー
ド
の
付
Ճ

Ձ
஋
޲
上
」
の
た
Ί
、
全
国
に
ઌ
ۦ
け
て
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

全
国
で
ຖ
年
１
ઍ
億
円
Ҏ
上
発
ੜ
す
る
ٳ
຾
ポ
イ
ン
ト

を
タ
ー
ή
ッ
ト
と
し
た
こ
の
取
り
組
み
は
、
地
ํ
૑
ੜ
に

ま
い
ਐ
す
る
本
ࢢ
に
と
ỳ
て
、
非
常
に
ັ
力
的
な
も
の
に

ө
り
ま
し
た
。

当
初
、
こ
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
地
域
の
商
店
や
؍
ޫ
地
で

使
う
と
の
ߏ
૝
が
ࣔ
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
な
ど
の
ポ
イ
ン
ト
は
消
費
行
ಈ
に
൐
い
ੜ
み
出
さ

れ
る
も
の
で
す
の
で
、
౎
ࢢ
部
に
こ
ͦ
ポ
イ
ン
ト
が
ภ
在

◆◆◆

し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。

؍
ޫ
地
と
し
て
の
஌
໊
度
が
ߴ
い
と
は
言
え
な
い
本
ࢢ

で
、
౎
ࢢ
部
の
ॅ
ຽ
が
ポ
イ
ン
ト
を
活
用
す
る
こ
と
は
૝

定
し
に
く
い
と
考
え
た
こ
と
か
ら
、
本
ࢢ
は
、
ポ
イ
ン
ト

を
Ҿ
き
ࠐ
Ή
た
Ί
に
地
元
ಛ
࢈
品
の
Φ
ン
ラ
イ
ン
通
৴
ൢ

売
で
ポ
イ
ン
ト
を
利
用
可
能
と
す
る
こ
と
を
૯
務
ল
へ
ఏ

Ҋ
し
、
࠾
୒
さ
れ
る
と
と
も
に
、
各
自
治
体
が
؆
易
に
参

ը
で
き
る
よ
う
、
通
৴
ൢ
売
サ
イ
ト
で
あ
る
「
Ί
い
Ϳ
ͭ

ν
ἀ
イ
ス
」
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

Ί
い
Ϳ
ͭ
ν
ἀ
イ
ス
に
よ
り
、
各
自
治
体
が
ಠ
自
で
シ

ス
テ
ム
を
ߏ
ங
す
る
手
間
と
コ
ス
ト
が
ল
け
る
上
、
;
る

さ
と
ν
ἀ
イ
ス
と
ಉ
͡
ト
ラ
ス
ト
ό
ン
ク
の
運
Ӧ
に
よ
る

こ
と
か
ら
、
;
る
さ
と
納
税
と
࿈
ಈ
し
た
プ
ϩ
Ϟ
ー
シ
ἀ

ン
も
可
能
と
な
ỳ
て
い
ま
す
。

本
ࢢ
で
は
、
Ί
い
Ϳ
ͭ
ν
ἀ
イ
ス
の
購
入
ऀ
の
約
ÿü
ˋ

が
関
౦
ݍ
で
あ
り
、
૝
定
し
て
い
た
通
り
、
౎
ࢢ
部
に
ภ

在
す
る
ポ
イ
ン
ト
を
Ҿ
き
ࠐ
Ί
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

ಛ
࢈
品
を
ఏ
ڙ
す
る
事
業
ऀ
も
ঃ
々
に
૿
え
て
お
り
、

参
ը
事
業
ऀ
に
は
、
Ί
い
Ϳ
ͭ
ν
ἀ
イ
ス
を
通
͡
、
Φ
ン
ラ

イ
ン
通
৴
ൢ
売
の
ϊ
ウ
ϋ
ウ
を
得
て
、
౎
৓
の
ັ
力
を
全

国
へ
ల
開
す
る
໾
ׂ
を
୲
ỳ
て
΄
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

地
域
Ͱ
の
ポ
イ
ン
ト
活
用

こ
れ
ま
で
、本
ࢢ
で
は
ポ
イ
ン
ト
を
ࢢ
が
直
઀
付
与
し
、

商
店
な
ど
で
使
う
仕
組
み
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か

し
、ポ
イ
ン
ト
管
理
ク
ラ
ウ
ド
が
ߏ
ங
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

ポ
イ
ン
ト
を
付
与
す
る
༧
算
を
৽
し
く
֬
อ
し
ま
し
た
。

ポ
イ
ン
ト
付
与
事
業
は
ຖ
年
内
容
が
変
わ
り
ま
す
が
、

ࢢ
ຽ
活
ಈ
を
支
ԉ
す
る
ポ
イ
ン
ト
の
付
与
に
よ
り
、
ࢢ
ຽ

の
ੵ
ۃ
的
な
行
政
へ
の
参
ը
や
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
な

◆◆◆

ٶ
࡚
ݝ
౎
৓
ࢢ

ඒ
ज़
ؗ
ỏ
ത
෺
ؗ
ỏ
Թ
ઘ
ࢪ
ઃ
ͳ
Ͳ
Ͱ

 

ϙ
Π
ϯ
τ
ར
༻

ࠤ
౻
　
ହ
֨

౎
৓
ࢢ
総
߹
੓
ࡦ
՝
ɹ
෭
ओ
װ

―
ࢢ
ຽ
活
ಈ
を
支
ԉ
す
る
ポ
イ
ン
ト
で
地
域
の
消
費
拡
大
―

マ
イ
キ
ー
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と

地
域
活
性
化

2� 2018・8月号 地域づくり 特集編 2018・8月号地域づくり 特集編 2�

12



特 集

ど
の
ポ
イ
ン
ト
の
自
治
体
ポ
イ
ン
ト
へ
の
変
換
が
ਐ
Ή
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ड
け
ࡼ
と
し
て
、
本
ࢢ
で
は
、
ඒ
ज़
ؗ
や
ത
෺
ؗ

施
設
、
ಓ
の
Ӻ
や
４
ͭ
の
公
設
Թ
ઘ
施
設
な
ど
で
、
ポ
イ

ン
ト
が
利
用
で
き
る
よ
う
対
Ԡ
し
ま
し
た
。
公
設
Թ
ઘ
施

設
は
、
年
間
Ԇ
１
０
０
ສ
ਓ
の
来
٬
が
あ
る
上
、
レ
ス
ト

ラ
ン
や
売
店
等
の
機
能
、
ͦ
し
て
ࢢ
֎
ॅ
ຽ
を
ड
け
入
れ

る
॓
ധ
施
設
も
උ
え
て
い
る
ࢢ
の
中
ࢁ
間
地
域
の
ڌ
఺
施

設
で
す
。

ͦ
れ
ͧ
れ
の
店
舗
な
ど
が
ओ
体
的
に
୺
຤
を
設
ஔ
し
、

店
಄
で
マ
イ
φ
ン
ό
ー
カ
ー
ド
を
ಡ
み
取
る
こ
と
で
、
ポ

イ
ン
ト
の
利
用
を
可
能
と
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
店
舗

な
ど
が
ա
度
な
ෛ
୲
を
ෛ
わ
な
い
よ
う
、
店
舗
で
ポ
イ
ン

ト
が
利
用
さ
れ
、
ࢢ
か
ら
振
り
ࠐ
み
を
行
う
ࡍ
に
は
、
店

舗
な
ど
の
੥
ٻ
事
務
を
不
要
と
す
る
഑
ྀ
を
行
ỳ
て
い
ま

す
。な

お
、
ࢢ
ຽ
が
ポ
イ
ン
ト
を
利
用
す
る
た
Ί
に
は
、
࠷

初
に
マ
イ
φ
ン
ό
ー
カ
ー
ド
に
マ
イ
キ
ー
̞
̙
を
設
定
す

る
ඞ
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
ࢢ
で
も
ੵ
ۃ
的
に
マ
イ
キ
ー

̞
̙
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
ỳ
て
い
ま
す
。

こ
の
結
Ռ
、
ࢢ
内
の
様
々
な
৔
ॴ
で
ポ
イ
ン
ト
が
使
わ

れ
る
よ
う
に
な
り
、
ࢢ
ຽ
活
ಈ
を
支
ԉ
す
る
ポ
イ
ン
ト
が

地
域
の
消
費
拡
大
に
ܨ
が
る
好
循
環
が
ੜ
ま
れ
て
い
ま

す
。さ

ら
に
、
ฏ
੒
ú÷
年
度
は
、
健
康
૿
ਐ
に
資
す
る
ෳ
਺

の
取
り
組
み
を
行
ỳ
た
ࢢ
ຽ
に
ܠ
品
を
プ
レ
θ
ン
ト
す
る

健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
に
お
い
て
、
ポ
イ
ン
ト
を
ܠ
品
と

し
た
こ
と
か
ら
、
৆
品
の
ັ
力
が
޲
上
し
、
参
Ճ
ऀ
の
幅

が
޿
が
り
、
事
業
自
体
の
実
ޮ
性
が
上
が
る
も
の
と
考
え

て
い
ま
す
。

ਤ
ॻ
ؗ
Χ
ồ
υ
と
͠
ͯ
の
活
用

本
ࢢ
で
は
ฏ
੒
ú÷
年
４
݄
に
、
か
ͭ
て
シ
ἀ
ッ
ϐ
ン
ά

◆◆◆

Ϟ
ー
ル
で
あ
ỳ
た
ݐ
෺
を
Ϧ
ϊ
ϕ
ー
シ
ἀ
ン
し
た
ࢢ
ཱ
ਤ

ॻ
ؗ
を
中
৺
ࢢ
֗
地
に
Φ
ー
プ
ン
さ
せ
ま
し
た
。
カ
フ
ỻ

を
ซ
設
し
、৽
し
い
コ
ン
η
プ
ト
で
૑
ら
れ
た
ਤ
ॻ
ؗ
は
、

೔
本
一
と
自
ෛ
す
る
次
ੈ
୅
の
ਤ
ॻ
ؗ
で
す
。
こ
こ
で
、

ࢢ
ຽ
の
利
ศ
性
޲
上
の
一
環
と
し
て
、
マ
イ
キ
ー
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
を
活
用
し
、
マ
イ
φ
ン
ό
ー
カ
ー
ド
を
本
の

ି
出
カ
ー
ド
と
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に
も
し
て
お
り
、

ࢢ
ຽ
が
利
ศ
性
を
実
ײ
で
き
る
ϫ
ン
カ
ー
ド
化
も
ਤ
ỳ
て

お
り
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
͕
࢖
͑
る
ళ
ฮ
の
։
୓
͕

今
後
の
՝
୊

現
段
֊
で
は
、
全
国
的
に
マ
イ
φ
ン
ό
ー
カ
ー
ド
の
ී

及
཰
が
低
い
こ
と
か
ら
、
ポ
イ
ン
ト
の
大
き
な
ྲྀ
入
は
ى

こ
ỳ
て
い
ま
せ
ん
が
、
ઌ
行
自
治
体
に
お
い
て
は
、
ண
々

と
基
൫
が
੔
ỳ
て
い
ま
す
。

各
自
治
体
が
い
か
に
ࢢ
ຽ
の
マ
イ
キ
ー
̞
̙
࡞
੒
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
か
、
ͦ
し
て
ポ
イ
ン
ト
が
使
え

る
店
舗
な
ど
の
開
୓
に
׼
を
か
き
、
ͦ
の
店

舗
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
か
が
、
マ
イ
キ
ー
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
地
域
活
性
化
を
ਤ
れ
る
か

の
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
で
し
Ỷ
う
。

ࠓ
ޙ
、
ポ
イ
ン
ト
を
得
る
ν
ャ
ω
ル
が
多

様
化
す
る
と
共
に
、
ͦ
の
活
用
可
能
な
ࢢ
৔

も
拡
大
し
て
い
く
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

ͦ
の
ࡍ
に
利
用
ऀ
が
期
待
す
る
様
々
な
サ
ー

ビ
ス
の
ల
開
が
可
能
と
な
る
よ
う
、
こ
の
実

証
実
ݧ
期
間
内
に
、
各
自
治
体
に
お
い
て
地

域
ಛ
性
に
Ԡ
͡
た
ಠ
自
৭
が
あ
る
取
り
組
み

が
ਐ
Ί
ら
れ
て
い
く
こ
と
を
強
く
期
待
し
て

い
ま
す
。

◆◆◆
ϙΠϯτͰެઃԹઘࢪઃ͕ར༻Ͱ͖Δ

௨৴ൢചαΠτʮΊ͍ͿͭνϣΠεʯͷτοϓϖʔδ
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ủ
෼
਺
ॅ
ຽ
Ứ

౦
ژ
を
؏
ྲྀ
す
る
多
ຎ
઒
の
上
ྲྀ
部
に
Ґ
ஔ
す
る
ࢁ
ས

ݝ
খ
ੁ
ଜ
は
、
ত
࿨
ý÷
年
୅
か
ら
「
源
ྲྀ
」
を
キ
ー
ϫ
ー

ド
に
し
た
地
域
ͮ
く
り
を
ਐ
Ί
て
い
ま
す
。
ಛ
に
、
઒
で

ͭ
な
が
る
上
Լ
ྲྀ
の
࿈
ܞ
事
業
に
力
を
入
れ
、
こ
れ
ま
で

多
く
の
自
治
体
、
企
業
、
大
ֶ
と
の
ަ
ྲྀ
事
業
を
ల
開
し

「
খ
ੁ
ଜ
フ
Ỹ
ン
」
の
֫
得
を
ਤ
ỳ
て
き
ま
し
た
。
こ
う

し
た
、「
খ
ੁ
ଜ
フ
Ỹ
ン
」
を
ݟ
え
る
化
し
、
ܧ
続
的
に

ଜ
に
関
わ
ỳ
て
も
ら
う
΂
く
、
ฏ
੒
ùþ
年
度
に
策
定
し
た

খ
ੁ
ଜ
地
ํ
૑
ੜ
૯
合
ઓ
ུ
で
は
、「
分
਺
ॅ
ຽ
」
の
֓

೦
を
ܝ
げ
ま
し
た
。
؍
ޫ
な
ど
で
ଜ
を
๚
れ
る
ਓ
（
ަ
ྲྀ

ਓ
口
）
を
「
１
ʗ
̏
ଜ
ຽ
」、
ଜ
に
Ѫ
ண
を
࣋
ち
地
域
ͮ

く
り
に
関
わ
る
ਓ
（
関
܎
ਓ
口
）
を
「
１
ʗ
２
ଜ
ຽ
」、

ଜ
に
ډ
ॅ
す
る
ਓ
（
定
ॅ
ਓ
口
）
を
「
１
ʗ
１
ଜ
ຽ
」
と

◆◆◆

Ґ
ஔ
付
け
、「
１
ʗ
̏
ଜ
ຽ
」
か
ら
「
１
ʗ
２
ଜ
ຽ
」「
１

ʗ
１
ଜ
ຽ
」
へ
と
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
て
も
ら
う
取
り
組

み
を
ਪ
ਐ
し
て
い
ま
す
。

ଜ
Λ
Ԡ
ԉ
͠
ͯ
͘
Ε
る
ํ
ʹ
΋
Χ
ồ
υ
Λ
ൃ
ߦ

খ
ੁ
ଜ
で
は
、こ
の
取
り
組
み
を
Ճ
଎
化
さ
せ
る
た
Ί
、

２
種
ྨ
の
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
の
発
行
を
開
࢝
し
ま
し
た
。

カ
ー
ド
は
２
種
ྨ
あ
り
、「
１
ʗ
１
ଜ
ਓ
カ
ー
ド
」
は
、

ଜ
に
ډ
ॅ
す
る
ํ
を
対
৅
に
、「
１
ʗ
２
ଜ
ਓ
カ
ー
ド
」

は
ଜ
֎
に
ډ
ॅ
し
、
ଜ
に
Ѫ
ண
や
関
৺
を
࣋
ち
、
Ԡ
ԉ
し

て
く
れ
る
ํ
を
対
৅
に
カ
ー
ド
を
発
行
し
ま
す
。
ஷ
ま
ỳ

た
ポ
イ
ン
ト
は
、ଜ
内
で
利
用
で
き
る
商
品
券
に
変
換
し
、

ଜ
内
で
の
消
費
活
性
化
を
ଅ
ਐ
し
ま
す
。
ͦ
れ
ͧ
れ
の
カ

ー
ド
の
ಛ
௃
は
次
の
通
り
で
す
。

◆◆◆

ợ
̍
ʗ
̍
ଜ
ਓ
Χ
ồ
υ
Ụ

・
マ
イ
キ
ー
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
お
け
る
自
治
体
ポ
イ

ン
ト
を
ଜ
ਓ
カ
ー
ド
へ
変
換
し
ଜ
内
で
の
消
費
活
性
化
。

・
า
਺
に
Ԡ
͡
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
ά
ポ
イ
ン
ト
や
、
ଜ
内
行

事
へ
の
参
Ճ
ポ
イ
ン
ト
等
の
付
与
に
よ
る
健
康
૿
ਐ
、

地
域
活
性
化
。

ợ
̍
ʗ
̎
ଜ
ਓ
Χ
ồ
υ
Ụ

・
؍
ޫ
施
設
で
の
ങ
い
෺
利
用
に
Ԡ
͡
た
ポ
イ
ン
ト
の
付

与
。
ސ
٬
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
؍
ޫ
施
策
の
ల
開
。

・
ଜ
֎
の
Ճ
ໍ
店
や
、
ω
ッ
ト
シ
ἀ
ッ
プ
で
の
ങ
い
෺
ポ
イ

ン
ト
の
付
与
（
サ
イ
Ϟ
ン
ζ
ポ
イ
ン
ト
Ϟ
ー
ル
を
経
༝
）。

Χ
ồ
υ
Λ
հ
͠
ͯ
ଜ
ʹ
ؔ
Θ
Γ
Λ

ポ
イ
ン
ト
の
༗
ޮ
期
限
は
、
発
行
೔
ཌ
年
の
øù
݄
຤
と

な
ỳ
て
お
り
、
༗
ޮ
期
限
の
੾
れ
た
ポ
イ
ン
ト
（
ࣦ
ޮ
ポ

イ
ン
ト
）
は
、
全
て
ଜ
に
د
付
さ
れ
る
仕
組
み
と
な
ỳ
て

い
ま
す
。
こ
の
た
Ί
、
ಛ
に
１
ʗ
２
ଜ
ਓ
カ
ー
ド
は
、
ଜ

に
Ѫ
ண
の
あ
る
ํ
に
ॴ
࣋
し
て
も
ら
い
、
直
઀
ଜ
に
来
る

こ
と
が
出
来
な
い
ํ
で
も
、
د
付
と
い
う
ܗ
で
ଜ
に
関
わ

ỳ
て
௖
く
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
د
付
さ
れ
た
ポ
イ

ン
ト
は
、
源
ྲྀ
域
อ
全
の
た
Ί
の
事
業
な
ど
で
༗
ޮ
的
に

活
用
し
て
い
く
仕
組
み
と
な
ỳ
て
い
ま
す
。ক
来
的
に
は
、

カ
ー
ド
ॴ
࣋
ऀ
の
デ
ー
タ
を
マ
ー
έ
テ
ィ
ン
ά
活
用
す
る

こ
と
で
؍
ޫ
ઓ
ུ
ͮ
く
り
な
ど
へ
ల
開
す
る
こ
と
も
可
能

と
な
り
ま
す
。

খ
ੁ
ଜ
で
は
本
年
５
݄
か
ら
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
の
ਃ
し

ࠐ
み
と
ซ
せ
て
、
マ
イ
φ
ン
ό
ー
カ
ー
ド
の
ਃ
੥
を
ଅ
ਐ
し

た
と
こ
ろ
、
６
݄
１
೔
現
在
で
ࢁ
ས
ݝ
ト
ッ
プ
と
な
る
マ
イ

φ
ン
ό
ー
カ
ー
ド
ަ
付
཰
を
ୡ
੒
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

ࠓ
ޙ
は
、１
ʗ
２
カ
ー
ド
の
ී
及
に
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

◆◆◆

ࢁ
ས
ݝ
খ
ੁ
ଜ

―
「
খ
ੁ
ଜ
フ
Ỹ
ン
」
に
も

�

カ
ー
ド
を
発
行
―

ަ
ྲྀ
ਓ
ޱ
͔
Β

ؔ
܎
ਓ
ޱ
΁

ス
ς
ッ
ϓ
Ξ
ッ
ϓ

̎छྨͷϙΠϯτΧʔυ

マ
イ
キ
ー
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と

地
域
活
性
化

੨
༄
　
ܚ
Ұ

খ
ੁ
ଜ
ݯ
ྲྀ
ͷ
ଜ
ͮ
͘
Γ
ਪ
ਐ
ࣨ
ɹ
ओ
ࣄ
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特 集
自
વ
ࡂ
֐
の
࿈
ଓ
ൃ
ੜ
Ͱ
؍
ޫ
٬
ܹ
ݮ

Ѩ
ો
ࢢ
は
、
۽
本
ݝ
の
๺
౦
部
に
Ґ
ஔ
し
て
お
り
、
Ѩ
ો

ޒ
ַ
を
中
৺
と
す
る
ੈ
ք
࠷
大
ڃ
の
カ
ル
デ
ラ
や
޿
大
な
૲

原
を
༗
し
、
ൺ
ֱ
的
ฏ
ୱ
地
の
多
い
Ѩ
ો
୩
と
、
ͦ
れ
を

取
り
ר
く
Ѩ

ો
֎
ྠ
地
域

で
ܗ
੒
さ
れ

て
い
ま
す
。

ࢢ
の
大
部

分
が
Ѩ
ો
く

͡
ỵ
う
国
ཱ

公
Ԃ
内
に
あ

り
、
໺
ম
き

◆◆◆

に
୅
ද
さ
れ
る
ਓ
と
自
વ
の
共
ੜ
に
よ
ỳ
て
क
ら
れ
て
き

た
޿
大
な
૲
原
や
、
Φ
Φ
ル
Ϧ
シ
ジ
ミ
を
は
͡
Ί
と
す
る

Ѩ
ો
ಛ
༗
の
ر
গ
ಈ
২
෺
な
ど
、
๛
෋
な
自
વ
と
様
々
な

地
域
資
源
に
ܙ
ま
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
地
域
資
源
は
、

ੈ
ք
的
に
ߴ
く
ධ
Ձ
さ
れ
、
ੈ
ք
ジ
Φ
ύ
ー
ク
及
び
ੈ
ք

೶
業
Ҩ
࢈
に
ೝ
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
ࢢ
に
大
き
な
Ը
ܙ
を
与
え
て
き
た
こ
う
し
た
自
વ
も

時
に
は
ڴ
Җ
と
な
り
、
ਙ
大
な
ඃ
֐
が
出
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
ฏ
੒
ùû
年
の
۝
भ
๺
部
߽
Ӎ
ਫ
֐
、
ฏ
੒
ùÿ
年
の

۽
本
地
਒
な
ど
、
こ
こ
਺
年
大
き
な
自
વ
ࡂ
֐
に
ݟ
෣
わ

れ
、
۽
本
地
਒
で
は
۽
本
ํ
໘
か
ら
Ѩ
ો
地
域
へ
来
る
た

Ί
の
࠷
大
の
ަ
通
໢
で
あ
ỳ
た
国
ಓ
üþ
߸
ઢ
が
ੇ
அ
さ
れ

ま
し
た
。
ݝ
内
࠷
大
の
؍
ޫ
地
と
し
て
܈
を
ൈ
い
て
い
た

Ѩ
ો
ࢢ
も
ಓ
࿏
が
ੇ
அ
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
؍
ޫ
٬
が
ܶ

的
に
減
গ
し
ま
し
た
。

地
域
ܦ
済
Ԡ
ԉ
ポ
イ
ン
ト
࣮
ূ
ࣄ
ۀ
΁
の
ࢀ
ը

地
਒
発
ੜ
Ҏ
߱
、
国
、
ݝ
や
多
く
の
ஂ
体
、
ݸ
ਓ
か
ら

の
෮
ڵ
支
ԉ
を
ड
け
、
গ
し
ず
ͭ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
෮

ڵ
に
޲
け
て
ਐ
み
࢝
Ί
、
各
商
業
施
設
も
ά
ル
ー
プ
ิ
ॿ

金
を
活
用
し
෮
چ
し
ま
し
た
が
、
本
ࢢ
へ
の
入
ࠐ
ऀ
਺
は

地
਒
Ҏ
લ
の
਺
஋
に
は
程
ԕ
い
ঢ়
گ
で
地
域
経
済
も
低
໎

を
続
け
て
い
ま
し
た
。

ಓ
の
Ӻ
「
Ѩ
ો
」
を
運
Ӧ
し
て
い
る
̣
̥
̤
๏
ਓ
ా
Ԃ

空
間
ത
෺
ؗ
が
、
イ
ン
タ
ー
ω
ッ
ト
を
活
用
し
て
෮
ڵ
η

ッ
ト
と
໏
ଧ
ỳ
て
Ѩ
ો
の
ಛ
࢈
品
を
ൢ
売
し
た
と
こ
ろ
大

き
な
൓
ڹ
が
あ
り
ま
し
た
。
ͦ
こ
で
本
ࢢ
で
は
、
Ѩ
ો
ࢢ

◆◆◆

に
来
ら
れ
な
い
の
で
あ
れ
ば
イ
ン
タ
ー
ω
ッ
ト
を
活
用
し

て
Φ
ン
ラ
イ
ン
シ
ἀ
ッ
プ
「
Ί
い
Ϳ
ͭ
ν
ἀ
イ
ス
」
に
Ѩ

ો
の
໊
࢈
品
を
঺
հ
し
ൢ
売
す
る
こ
と
で
地
域
経
済
の
ු

༲
に
໾
に
ཱ
ͭ
の
で
は
な
い
か
と
ࢥ
い
、
ಉ
時
期
に
આ
໌

ձ
が
開
か
れ
た
「
マ
イ
キ
ー
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
活
用

し
た
地
域
経
済
Ԡ
ԉ
ポ
イ
ン
ト
実
証
事
業
」
に
参
ը
す
る

こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ω
ッ
ト
で
෺
ൢ
を
行
う
だ
け
で
は
な

く
、Ѩ
ો
に
来
て
い
た
だ
く
こ
と
も
非
常
に
ॏ
要
で
あ
り
、

ཱྀ
行
で
๚
れ
る
ํ
が
地
域
経
済
Ԡ
ԉ
ポ
イ
ン
ト
を
利
用
で

き
る
店
舗
も
ඞ
要
で
す
。
ط
に
ങ
い
෺
ポ
イ
ン
ト
を
発
行

し
て
い
た
「
ド
Ϧ
ー
ム
カ
ー
ド
事
業
組
合
」
の
໾
һ
ձ
に

事
৘
を
આ
໌
し
た
と
こ
ろ
、
࿩
は
ス
ム
ー
ζ
に
ਐ
み
ま
し

た
。
し
か
し
、ύ
ι
コ
ン
の
ѻ
い
が
ۤ
手
な
店
舗
も
あ
り
、

取
り
組
み
ํ
๏
を
໾
һ
ձ
の
ํ
々
と
協
ٞ
を
ॏ
Ͷ
た
結

Ռ
、
事
業
組
合
が
一
部
の
業
務
を
ҕ
ୗ
し
て
い
る
イ
ン
フ

ォ
メ
ー
シ
ἀ
ン
η
ン
タ
ー
を
૭
口
と
し
、
自
治
体
ポ
イ
ン

ト
を
事
業
組
合
が
発
行
し
て
い
る
商
品
券
に
Ҿ
き
換
え
る

こ
と
で
、
参
Ճ
商
店
の
ෛ
୲
軽
減
を
ਤ
り
ま
し
た
。

֤
ポ
イ
ン
ト
ར
用
ଅ
ਐ
Ͱ

঎
ళ
֗
Ͱ
の
ങ
͍
෺
ࢧ
ԉ

当
初
は
地
域
経
済
Ԡ
ԉ
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
෮
ڵ
支
ԉ

を
໨
的
に
ࢢ
֎
の
ํ
た
ち
の
利
用
だ
け
を
考
え
て
お
り
ま

し
た
が
、
Ѩ
ો
ࢢ
ຽ
の
ํ
た
ち
も
৭
々
な
ポ
イ
ン
ト
を
࣋

ỳ
て
お
り
ま
す
。

ࠓ
ޙ
マ
イ
φ
ン
ό
ー
カ
ー
ド
の
ී
及
཰
を
৳
ば
し
、
各

ポ
イ
ン
ト
の
利
用
ଅ
ਐ
を
ਤ
る
こ
と
で
、
地
元
商
店
で
の

ങ
い
෺
支
ԉ
を
強
化
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ซ
せ
て
自
治
体
ポ
イ
ン
ト
が
利
用
で
き
る
店
舗
਺
も
૿
や

し
て
い
き
た
い
と
ࢥ
い
ま
す
。

◆◆◆

۽
ຊ
ݝ
Ѩ
ો
ࢢ

―
マ
イ
キ
ー
プ
ラ
ッ
ト

ɹ
フ
ォ
ー
ム
を
活
用
し

ɹ
ω
ッ
ト
で
ಛ
࢈
品
ൢ
売
―

ࣗ
࣏
ମ
ϙ
Π
ϯ
τ
Ͱ

 

෮
ڵ
ࢧ
ԉ

Ί͍ͿͭνϣΠεऔΓѻ͍঎඼

マ
イ
キ
ー
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と

地
域
活
性
化

٢
Ԭ
　
ت
୅
৴

Ѩ
ો
ࢢ
·
ͪ
ͮ
͘
Γ
՝
ɹ
ओ
೚
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ゆ
る
行
政
ポ
イ
ン
ト
が
発
行
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の

ポ
イ
ン
ト
を
自
治
体
ポ
イ
ン
ト
管
理
ク
ラ
ウ
ド
に
設
定
す

る
こ
と
で
運
用
す
れ
ば
、
自
治
体
側
の
コ
ス
ト
削
減
と
ク

ラ
ウ
ド
型
地
域
通
貨
の
原
資
を
集
約
し
て
使
う
こ
と
が
出

来
る
。
ま
た
、
各
種
公
的
給
付
金
の
一
部
を
自
治
体
ポ
イ

ン
ト
で
運
用
で
き
れ
ば
、
地
域
の
実
店
舗
で
の
売
り
上
げ

に
直
結
す
る
。

次
に
、
自
治
体
等
へ
の
支
払
い
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化

の
手
段
と
し
て
期
待
で
き
る
。
自
治
体
ポ
イ
ン
ト
の
財
源

は
、
当
初
か
ら
指
定
金
融
機
関
の
口
座
で
管
理
さ
れ
て
お

り
、
給
食
費
、
教
材
費
、
納
税
、
公
共
料
金
な
ど
の
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
化
に
活
用
す
れ
ば
、
当
該
金
融
機
関
内
で
の
処

理
で
可
能
と
な
り
、
合
理
的
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
口
座
振
替
等
に
よ
る
自
治
体
ポ
イ
ン
ト
の

購
入
が
可
能
と
な
れ
ば
、
非
常
に
低
コ
ス
ト
で
地
域
で
の

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
に
よ
る
経
済
好
循
環
拡
大
の
強
力
な

手
段
と
な
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
自
治
体
ポ
イ
ン
ト

と
い
う
イ
ン
フ
ラ
を
活
用
し
て
様
々
な
可
能
性
が
実
用
化

さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

自
治
体
ポ
イ
ン
ト
の
概
要

○
シ
ス
テ
ム

マ
イ
キ
ー
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
及
び
自
治
体
ポ
イ
ン
ト

管
理
シ
ス
テ
ム
（
実
証
稼
働
中
）
を
活
用
→
ク
ラ
ウ
ド
に

よ
る
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
ー
ビ
ス
で
、
全
国
の
自
治
体
及
び
商
店
等

で
の
シ
ス
テ
ム
開
発
は
不
要

○
自
治
体
ポ
イ
ン
ト
の
性
質

（
１
）
当
該
自
治
体
内
の
商
店
等
で
の
み
使
用
可
能
（
共

通
商
品
券
の
デ
ジ
タ
ル
版
）

（
２
）
自
治
体
ポ
イ
ン
ト
の
取
得
手
段

猿
渡
　
知
之

総
務
省
大
臣
官
房
審
議
官
（
地
域
情
報
化
担
当
）

地
域
の
基
本
的
な
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

イ
ン
フ
ラ
と
な
る
自
治
体
ポ
イ
ン
ト

自
治
体
ポ
イ
ン
ト
と
は
、
当
該
自
治
体
内
の
商
店
等
で

の
み
使
用
可
能
な
デ
ジ
タ
ル
共
通
商
品
券
と
言
え
る
。
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
ポ
イ
ン
ト
や
航
空
マ
イ
レ
ー
ジ
な

ど
、
現
在
の
協
力
企
業
の
分
で
年
間
４
０
０
０
億
円
程
度

発
行
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
を
自
治
体
ポ
イ
ン
ト
に
変

換
し
て
合
算
し
、
商
品
の
購
入
な
ど
に
活
用
で
き
る
自
治

体
ポ
イ
ン
ト
管
理
ク
ラ
ウ
ド
が
実
証
稼
働
中
で
あ
る
。
こ

れ
に
は
、
各
自
治
体
で
付
与
さ
れ
る
健
康
ポ
イ
ン
ト
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
な
ど
も
合
算
し
て
使
え
る
。

さ
ら
に
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
払
い
や
銀
行
の
口
座
振

替
に
よ
り
自
治
体
ポ
イ
ン
ト
を
購
入
で
き
る
仕
組
み
を
開

発
中
で
、
こ
れ
に
よ
り
、
地
域
の
基
本
的
な
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
決
済
イ
ン
フ
ラ
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る

（
参
考
資
料
１
「
自
治
体
ポ
イ
ン
ト
管
理
ク
ラ
ウ
ド
の
利

用
イ
メ
ー
ジ
」、
参
考
資
料
２
「
自
治
体
ポ
イ
ン
ト
の
活

用
可
能
性
」）。

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
は
、
行
政
施
策
の
コ
ス
ト
も
大
幅
に

軽
減
で
き
る
。
例
え
ば
、
現
金
給
付
さ
れ
た
臨
時
福
祉
給

付
金
は
、
手
続
き
が
煩
雑
で
、
地
元
の
消
費
に
直
結
し
に

く
い
と
さ
れ
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
は
地
元
で
の
消
費
拡

大
に
直
結
し
た
も
の
の
、
印
刷
費
な
ど
事
務
経
費
が
大
き

く
（
２
２
０
６
億
円
の
プ
レ
ミ
ア
ム
分
に
対
し
５
２
６
億

円
）、
転
売
防
止
や
上
限
設
定
の
困
難
さ
が
指
摘
さ
れ
た
。

自
治
体
ポ
イ
ン
ト
を
活
用
す
れ
ば
、
地
元
で
の
消
費
拡
大

に
直
結
す
る
だ
け
で
な
く
、
印
刷
事
務
な
ど
の
コ
ス
ト
が

不
要
と
な
り
、
転
売
対
策
・
上
限
設
定
も
容
易
で
あ
る
。

今
後
の
さ
ら
な
る
活
用
可
能
性

ま
ず
、
ク
ラ
ウ
ド
型
自
治
体
ポ
イ
ン
ト
付
与
シ
ス
テ
ム

と
し
て
の
活
用
が
あ
る
。
現
在
、
多
く
の
自
治
体
で
い
わ

―
自
治
体
ポ
イ
ン
ト
で

�
行
政
施
策
コ
ス
ト
の
大
幅
減
や
地
元
消
費
拡
大
―

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
を
伴
う
地
域
経
済
好
循
環
拡
大
に
つ
い
て

マ
イ
キ
ー
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と

地
域
活
性
化
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・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社
等
の
ポ
イ
ン
ト
や
マ
イ
レ
ー

ジ
を
消
費
者
（
住
民
等
）
が
選
ん
だ
自
治
体
ポ
イ
ン
ト

に
変
換
（
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社
等
か
ら
精
算
金
が

提
供
さ
れ
る
）

・
健
康
ポ
イ
ン
ト
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
等
の
行
政

ポ
イ
ン
ト
が
自
治
体
よ
り
付
与
さ
れ
る
（
当
該
自
治
体

に
よ
り
精
算
金
が
予
算
計
上
）

・
消
費
者
（
住
民
等
）
の
銀
行
等
か
ら
の
口
座
振
込
や
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
に
よ
り
、
好
き
な
自
治
体
ポ
イ

ン
ト
を
購
入
で
き
る
よ
う
に
す
る
（
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の

簡
易
な
方
法
を
開
発
中
。
窓
口
振
込
に
よ
る
購
入
も
可

能
に
す
る
）

（
３
）
政
策
的
な
給
付
等
へ
の
活
用
（
活
用
可
能
性
を

検
討
中
）

○
自
治
体
の
参
加
手
続
き

・
指
定
金
融
機
関
の
口
座
番
号
や
連
絡
先
を
マ
イ
キ
ー
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
登
録

○
消
費
者
（
住
民
等
）
の
参
加
手
続
き

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
４
桁
の
暗
証
番
号
で
本
人
確

認
後
、
自
治
体
ポ
イ
ン
ト
の
口
座
番
号
を
設
定
（
マ
イ

キ
ー
Ｉ
Ｄ
＝
８
桁
）　
＊
自
治
体
等
の
窓
口
で
設
定
支

援
が
行
わ
れ
る

○
商
店
等
で
の
様
々
な
活
用
方
法
と
事
前
手
続
き

（
１
）
商
店
等
で
の
活
用
方
法
（
商
店
街
等
で
適
切
な
方

法
を
選
択
）

・  

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ  

ー
ド
を
活
用
し
て
、
実
店
舗
の
パ
ソ

コ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
等
の
画
面

で
自
治
体
ポ
イ
ン
ト
で
決
済
す
る

・  

商
品
券
交
換
所
等
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
活
用
し
て
、
自
治
体
ポ
イ

ン
ト
を
使
い
、
既
存
の
地
域
商
品
券

と
の
交
換
や
商
店
街
ポ
イ
ン
ト
カ
ー

ド
に
チ
ャ
ー
ジ
を
す
る

・  

ポ
イ
ン
ト
券
発
行
場
所
を
決
め
（
市

役
所
や
商
店
街
事
務
局
等
）、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使
い
自
治
体
ポ

イ
ン
ト
券
を
発
行
し
、
実
店
舗
等
で

決
済
す
る

・  

自
治
体
ポ
イ
ン
ト
を
活
用
し
て
オ
ン

ラ
イ
ン
で
販
売
す
る
（
マ
イ
キ
ー
Ｉ

Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
で
商
品
購
入
）

（
２
）
事
前
手
続
き

精
算
金
の
振
込
を
受
け
る
口
座
番
号

や
連
絡
先
等
を
マ
イ
キ
ー
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
に
登
録
。
な
お
、
オ
ン
ラ
イ

ン
販
売
の
場
合
は
自
治
体
ポ
イ
ン
ト
で

の
決
済
機
能
を
有
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
サ

イ
ト
に
商
品
等
を
掲
載
。

特 集

33 2018・8月号 地域づくり 特集編 2018・8月号地域づくり 特集編 32

マイキープラットフォームと地域活性化

東京都豊島区（p12-13）
座・ガモール３号店オープニングセレモニー
（北宮崎・神の国から）

4
埼玉県川口市（p10-11）

市役所窓口で川口市ポイント券を発行
3

群馬県前橋市（p８-９）
前橋市役所で、マイキー IDの設定やクレジットカード
のポイントから前橋ポイントへの移行を支援

2

●1

●2
●3

●5
●4

宮城県石巻市（p６-７）
マイキー ID登録手続きの様子
1

宮崎県都城市（p28-29）
都城市長、自らマイキー登録 し「めいぶつチョイ
ス」を体験

12
三重県津市（p16-17）

「シルバーエミカ」交付の様子
6 神奈川県相模原市（p14-15）

地区の防災訓練参加者に「さがみはらポイント」を付与
5

਱͐ǲǜȗ8月号特集編_表2-3_再永.indd   すべてのページ 2018/07/17   18:08



地
域
づ
く
り
8
月
号 

特
集
編
（
通
巻
３
５
０
号
）　

マ
イ
キ
ー
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
地
域
活
性
化　

平
成
30
年
8
月
1
日
　
一
般
財
団
法
人
　
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
発
行

2018 年８月１日発行　編集・発行＝一般財団法人地域活性化センター　©2018  jcrd.jp
東京都中央区日本橋 2-3-4 日本橋プラザビル 13階 電話 03-5202-6131（代）https://www.jcrd.jp/　印刷・製本／株式会社太平印刷社

本誌は、 の社会貢献広報事業として助成を受け作成されたものです

マイキープラットフォームと
地域活性化 特集編

2018

8
ISSN  1340-8917

目 次 グラビア表2

基調論文／冨田勝己
マイキープラットフォームの有効活用
宮城県石巻市／佐藤宏幸
「石巻市ｉポイント」で震災からの復興を支援
群馬県前橋市／綱島勇生
自治体ポイントに変換、買い物を通じて地域を応援
埼玉県川口市／江原季佳
商店街利用客のインセンティブとして活用
東京都豊島区／柏木正博
マイキープラットフォームを活用した商店街活性化
神奈川県相模原市／増渕あすか
「さがみはらポイント」で地域を活性化
三重県津市／山口尚利
マイナンバーカードと公共交通を結びつけ高齢者の外出支援
京都府／青木耕一郎
「めいぶつチョイス」で地域産品の販路拡大

2～5

6～7

8～9

10～11

12～13

14～15

16～17

18～19

和歌山県白浜町／松本浩樹
マイレージサービスのポイントが白浜温泉で使える
香川県高松市／岡田光生
「高松市ポイント」始めました
福岡県宗像市／吉永さつき
世界遺産登録をきっかけに自治体ポイントで産業振興
熊本県小国町／田邊国昭
地元の偉人で地元を興す「北里柴三郎ポイント」
宮崎県都城市／佐藤泰格
美術館、博物館、温泉施設などでポイント利用
山梨県小菅村／青柳慶一
交流人口から関係人口へステップアップ
熊本県阿蘇市／吉岡喜代信
自治体ポイントで復興支援
副基調論文／猿渡知之
キャッシュレス化を伴う地域経済好循環拡大について

20～21

22～23

24～25

26～27

28～29

30

31

32～33

表紙写真　世界遺産構成資産の一つ「沖津宮遙拝所」（宗像市提供）
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